
2024年度 科目コード： 211001

初年次研究研修プログラム
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 必修 授業方法 講義 時間数 16 単位数 1

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,有吉　渉,竹内　弘,森本　泰宏,中島　啓介,古株　彰一郎,角舘　直樹,守下　昌輝,中
村　太志,(非)柳楽　隆昌

授業の概要
大学院での研究を開始する上で、知っておかなければならない基本的知識の実際と理論について理解する。

学生の到達目標

１大学院での学修・研究活動を通して、将来のキャリアパスについて考えることが出来る。 ２科学研究に関する
法令や各種指針を理解し対応できる。 ３大学における研究成果を産業界で活用するために、知的財産権の取得、
産業界との連携について最低限の知識を身につける。 ４動物実験施設にあるエックス線撮影装置を利用する上で
必要な放射線被曝に関する最低限の知識を身につけ実践できる。実験動物の代表的な感染症、とくに「人獣共通
感染症」について詳細に説明できる。 ５使用している試薬が医薬用外劇物及び毒物であるか判断できる。医薬用
外劇物及び毒物の管理方法を説明できる。実験室における安全対策を説明できる。 ６医療人として必要な医の倫
理を説明できる。 ７標準感染予防策を踏まえて、診療中に必要とされる院内感染対策の基本手技を理解し、実施
できる。 ８図書館の利用方法、PubMedを用いたデータ検索法を習得し実践できる。生命倫理・医療倫理の基本問
題（課題）を理解し、医療人として実践的に取り組むことができる。 ９エビデンスに基づく医療および歯科診療 
(EBM/EBD) の概念およびその実践手順について説明できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

EBMの道具箱　Pub-Med活用
マニュアル

わかりやすい医中誌Web検
索ガイド ―検索事例付―
第2版

笹谷裕子、
諏訪部直子

日本医学図
書館協会

図解PubMedの使い方 ―イ
ンターネットで医学文献を
探す―第8版

大﨑　泉，
成田ナツキ

日本医学図
書館協会

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポートまたは小テスト 100%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

大学院修了後のキャリアパス 研
究倫理に関するe-learningについ
て研究倫理に関するe-learningの
受講方法について説明し、各自受
講させる。

講義・
e-learning 
4/3(水
)13:00-14:30 
コンピュータ
演習室

瀬田　祐司
e-learningを完了さ
せる

コンピュー
タ演習室



2024年度 科目コード： 211001

初年次研究研修プログラム
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 必修 授業方法 講義 時間数 16 単位数 1

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,有吉　渉,竹内　弘,森本　泰宏,中島　啓介,古株　彰一郎,角舘　直樹,守下　昌輝,中
村　太志,(非)柳楽　隆昌

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2

動物実験の進め方・遺伝子組み換
え動物実験の遂行にあたって必要
な動物由来の感染症について学ぶ
。 ・動物実験の進め方（施設長
） ・遺伝子組み換え（竹内） ・
Ｘ線の影響（森本） ・感染症（
有吉）

講義 4/3(水
)14:40-16:10 
301講義室

古株　彰一郎
竹内　弘
森本　泰宏
有吉　渉
瀬田　祐司

講義内容の復習
３０１講義
室

3

産学連携大学における研究成果を
産業界で活用するために、知的財
産権の取得、産業界への技術移転
、共同研究等の産学連携等につい
て学ぶ。

講義 4/3(水
)16:20-17:50 
301講義室

(非)柳楽　隆昌 講義内容の復習
３０１講義
室

4

診療活動における感染制御と実際
標準感染予防策を踏まえながら、
診療中に必要とされる院内感染対
策や医療事故対策を学ぶ。

講義 4/4(木
)08:50-10:20 
301講義室

中村　太志 講義内容の復習
３０１講義
室

5 科学研究における倫理
講義 4/4(木
)10:30-12:00 
301講義室

守下　昌輝
関連分野に関する予
習、復習

３０１講義
室

6

毒物劇物の取り扱い・実験室の管
理実験で使用する毒物及び劇物の
取り扱いに関する注意点や実験室
における安全対策について学ぶ。

講義 4/4(木
)13:00-14:30 
301講義室

竹内　弘
事後に各実験室に戻
り、試薬の保管・使
用状況を確認する。

３０１講義
室

7

科学的根拠に基づく歯科診療エビ
デンスに基づく医療および歯科診
療 (EBM/EBD) の概念を理解し、
その実践のための手順について学
ぶ。

講義 4/4(木
)14:40-16:10 
301講義室

角舘　直樹 講義の復習
３０１講義
室

8

文献検索・図書館の利用図書館の
利用方法、PubMedを用いたデータ
検索法を習得することで研究の実
践に役立てる。　生命倫理①原点
②原点と現代の医療技術③生命倫
理と医療倫理の諸問題

講義 4/4(木
)16:20-17:50 
301講義室 附
属図書館ラー
ニングコモン
ズ

中島　啓介
瀬田　祐司

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 211011

生体材料学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

授業の概要

「歯科用有機材料」、「歯科用金属材料」、「歯科用無機材料」について研究を行うための基礎的知識、操作法
ならびに材料試験法について学ぶ。床用レジン、コンポジットレジン、金合金、チタン合金、ポーセレン、オー
ルセラミックスについて、大学院生の研究テーマに即した知識および技能を教授する。

学生の到達目標

１．歯科用レジンをはじめとする有機材料についての知識および操作法を習得し、実践できる。２．金合金をは
じめとする金属材料についての知識および合金に適した鋳造法を習得し、実践できる。３．審美性を兼ね備えた
ポーセレン・オールセラミックスについての知識・技能を習得し、実践できる。４．材料試験方法についての知
識およびそれらの操作法を習得し、実践できる。５．曲げ試験用の試料作製法、試験方法を習得し、実践できる
。６．圧縮試験用の試料作製法、試験方法を習得し、実践できる。７．接着試験用の試料作製法、試験方法を習
得し、実践できる。８．各種合金に適した鋳造機の使用方法、鋳造法を習得し、実践できる。９．電子顕微鏡に
よる成分分析に必要な知識、操作法を習得し、実践できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

B
歯科材料と歯科医療機器/歯科用材料と歯科用機器に必要な知識を修得し、医療の提供や発
展に必要な考え方を身に付ける。

B-1-1 材料(生体組織を含む)の物理的(光学的、機械的性質を含む)性質を理解している。

B-1-2 材料の化学的性質を理解している。

B-1-3 材料の生物学的性質(生体活性、安全性)を理解している。

B-2-1 成形修復・歯冠修復用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-2 義歯用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-3 接着用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-4 歯科矯正用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-5 歯内療法用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-6
口腔インプラント、口腔外科、歯周治療用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理
解している。

B-3-1 歯科用材料の成形、加工(切削、焼結、重合、鋳造、溶着等)の原理を理解している。

B-3-2 歯科用機器の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-3 歯科用検査装置の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-4
成形・加工用機器(デジタル成形加工を含む)の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解
している。

参考書
タイトル 著者 出版社

関連分野の文献および参考
書は各自必要なものを利用
する。



2024年度 科目コード： 211011

生体材料学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容 100%

その他

池田：オフィスアワー　月～金　　　　12:00～13:00、16:30～18:00 永松：オフィスアワー　月・水・木・金
12:00～13:00、16:30～18:00

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

オリエンテーション 関係論文の
探索法および使用する実験器具・
装置の種類を学ぶ。関連する先端
材料を学ぶ。

講義
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（無機材
料、有機材料、金属
材料）

その他

2

印象材 各種歯科用印象材につい
ての情報を得るとともにそれらの
有効な操作法を学ぶ。関連する先
端材料を学ぶ。

講義
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（非弾性
印象材・弾性印象材
の分類）

その他

3

床用レジン 各種義歯床用レジン
についての情報を得るとともにそ
れらの有効な操作法を学ぶ。関連
する先端材料を学ぶ。

講義
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（加熱重
合型、常温重合型レ
ジン）

その他

4

コンポジットレジン 各種コンポ
ジットレジンについての情報を得
るとともに化学重合あるいは可視
光線重合法を学ぶ。関連する先端
材料を学ぶ。

講義
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（レジン
モノマーとフィラー
の分類）

その他

5

歯科用貴金属 合金各種歯科用貴
金属合金についての情報を得ると
ともに鋳造法および熱処理法を学
ぶ。関連する先端材料を学ぶ。

講義
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（金合金
、銀合金、金銀パラ
ジウム合金）

その他

6

歯科用非貴金属合金各種歯科用貴
金属合金についての情報を得ると
ともに鋳造法および熱処理法を学
ぶ。関連する先端材料を学ぶ。

講義
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（Co-Cr
合金、Ni-Cr合金、
ステンレス鋼）

その他



2024年度 科目コード： 211011

生体材料学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7

歯科用ポーセレン 各種歯科用ポ
ーセレンについての情報を得ると
ともに築盛法および焼成法を学ぶ
。関連する先端材料を学ぶ。

講義
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（アルミ
ナスポーセレンと金
属焼付ポーセレン）

その他

8

歯科用オールセラミックス 各種
歯科用オールセラミックスの情報
を得るとともに製作法を学ぶ。関
連する先端材料を学ぶ。

講義
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（
CAD/CAMの変遷）

その他

9

印象材の弾性ひずみ・永久ひずみ 
最新のISOに準拠したひずみ試験
用試験片の作製法および各試験法
を学ぶ。

演習
池田　弘
永松　有紀

演習の復習（
JIST6512に準拠）

その他

10
歯科用レジンの曲げ強さ 最新の
ISOに準拠した曲げ試験用試験片
の作製法および試験法を学ぶ。

演習
池田　弘
永松　有紀

演習の復習（
JIST6508に準拠）

その他

11
コンポジットレジンの接着強さ 
最新のISOに準拠した試験片の作
製法および試験法を学ぶ。

演習
池田　弘
永松　有紀

演習の復習（引張試
験ならびにせん断試
験）

その他

12
ワックスパターンの作製１金合金
鋳造用ワックスパターンの作製法
および遠心鋳造法を学ぶ。

演習
池田　弘
永松　有紀

演習の復習（鋳造体
の適合性の検討）

その他

13

ワックスパターンの作製２ チタ
ン合金鋳造用ワックスパターンの
作製法およびアルゴンアーク鋳造
法を学ぶ。関連する先端材料につ
いて学ぶ。

演習
池田　弘
永松　有紀

演習の復習（鋳造体
の寸法精度の検討）

その他

14
ポーセレン・オールセラミックス 
ISOに準拠した圧縮試験用試験片
の作製法および試験法を学ぶ。

演習
池田　弘
永松　有紀

演習の復習（オール
セラミック材料の圧
縮強さの検討）

その他

15
報告会講義・演習内容の総括を行
うとともにプレゼンテーションの
手法を学ぶ。

演習
池田　弘
永松　有紀

プレゼンテーション
の準備

その他



2024年度 科目コード： 211012

生体材料学演習Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

授業の概要

作業用模型の寸法精度・表面性状は、最終的に義歯床・鋳造物の適合性や表面に大きく影響する。模型は、印象
採得時・模型作製時の使用材料の材質・材料の配合比・練和時間・温度・印象の消毒方法・印象材と模型材の組
み合わせ等の諸条件により諸物性に影響を受ける。模型への種々の影響が起こり易いハイドロコロイド印象材に
ついて、印象採得時ならびに模型材注入までの保管方法等による模型の諸物性への影響について学ぶ。臨床で起
こりうる諸条件を想定し、各条件下で作製した模型の寸法精度・表面性状・形態変化等を各測定装置により測定
し、それらの結果について統計学的に検討する。

学生の到達目標

1.各種印象材・模型材の相違点、類似点を再確認するとともに、最新の材料についての知識を収集し、レベルア
ップすることができる。2.臨床を想定し、印象採得および模型製作時に起こりうる諸条件を検討し、具体的な実
験条件を詳細に設定するとともに、分析に必要となる測定機器の原理・使用方法を理解できる。3.本実験に先立
ち予備実験を行い、試験片および測定条件の再検討・機器の使用方法の習得し、実践できる。4.本実験により得
られたデータについてオフィスソフトを用いて表計算を行い、グラフ化するとともに、実験結果をより効果的に
プレゼンテーションする方法を身につけ実践できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

B
歯科材料と歯科医療機器/歯科用材料と歯科用機器に必要な知識を修得し、医療の提供や発
展に必要な考え方を身に付ける。

B-1-1 材料(生体組織を含む)の物理的(光学的、機械的性質を含む)性質を理解している。

B-1-2 材料の化学的性質を理解している。

B-1-3 材料の生物学的性質(生体活性、安全性)を理解している。

B-2-1 成形修復・歯冠修復用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-2 義歯用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-3 接着用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-4 歯科矯正用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-5 歯内療法用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-6
口腔インプラント、口腔外科、歯周治療用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理
解している。

B-3-1 歯科用材料の成形、加工(切削、焼結、重合、鋳造、溶着等)の原理を理解している。

B-3-2 歯科用機器の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-3 歯科用検査装置の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-4
成形・加工用機器(デジタル成形加工を含む)の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解
している。

参考書
タイトル 著者 出版社



2024年度 科目コード： 211012

生体材料学演習Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

タイトル 著者 出版社

関連分野の文献および参考
書は各自必要なものを利用
する

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容 100%

その他

池田：オフィスアワー　月～金　　　　12:00～13:00、16:30～18:00
永松：オフィスアワー　月・水・木・金12:00～13:00、16:30～18:00

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
試験片作製１
各種条件下での印象採得後、 模
型作製（超硬質石膏）を行う。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（印象材
の特性、模型材の特
性）

その他

2
試験片作製２
各種条件下での印象の消毒後、 
模型作製（超硬質石膏）を行う。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（印象の
適切な消毒方法）

その他

3
試験片作製３
各種条件下での印象の保存後、模
型作製（超硬質石膏）を行う。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（印象の
寸法安定性）

その他

4
試験片作製４
印象採得後、各種条件下での模型
作製を行う。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（印象材
と模型材の組合せ）

その他

5,6
模型の寸法精度の測定
模型各部位の寸法の読み取り、原
型との比較を行う。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（模型の
寸法精度への影響因
子の検討）

その他

7～9
模型の表面粗さの測定
表面粗さの計測を行い、Ra値を原
型と比較する。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（模型の
表面性状への影響因
子の検討）

その他



2024年度 科目コード： 211012

生体材料学演習Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

10
模型の形態の測定
形態の曲線化後、原型との比較す
る。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の復習（模型の
形態への影響因子の
検討）

その他

11,12

試験結果のエクセルを用いたグラ
フ化　
全データをグラフ化し、各条件間
の比較を行う。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の予習・復習（
印象の取り扱い方法
による模型への影響
）

その他

13,14

プレゼンテーションデータとして
のデータの整理　
データについて統計処理および発
表用スライドの作成を行う。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の予習・復習（
プレゼンテーション
の準備・修正）

その他

15
研究結果の報告会　
プレゼンテーションを行い、実験
結果の報告を行う。また、その手
法を学ぶ。

演習
池田　弘
永松　有紀

講義の予習・復習（
プレゼンテーション
の準備・修正）

その他



2024年度 科目コード： 211013

生体材料学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

授業の概要
生体材料学・歯科材料学　関連英語論文の発表、読解、解説、議論を行う。

学生の到達目標

１．英文の読解力を養うとともに、日本語と英語の表現法の違いを理解できる。２．生体材料の研究方法・実験
方法を学び実践できる。３．臨床的見地から歯科材料の最新の動向を学び実践できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

B
歯科材料と歯科医療機器/歯科用材料と歯科用機器に必要な知識を修得し、医療の提供や発
展に必要な考え方を身に付ける。

B-1-1 材料(生体組織を含む)の物理的(光学的、機械的性質を含む)性質を理解している。

B-1-2 材料の化学的性質を理解している。

B-1-3 材料の生物学的性質(生体活性、安全性)を理解している。

B-2-1 成形修復・歯冠修復用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-2 義歯用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-3 接着用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-4 歯科矯正用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-5 歯内療法用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-6
口腔インプラント、口腔外科、歯周治療用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理
解している。

B-3-1 歯科用材料の成形、加工(切削、焼結、重合、鋳造、溶着等)の原理を理解している。

B-3-2 歯科用機器の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-3 歯科用検査装置の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-4
成形・加工用機器(デジタル成形加工を含む)の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解
している。

テキスト
タイトル 著者 出版社

BiomaterialsやDental 
Materialsなどの生体材料
・歯科材料関連の英文誌を
使用する。発表者は要約し
た資料を作成し、配布する
。

online 
journals



2024年度 科目コード： 211013

生体材料学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

成績評価方法・基準
評価項目 割合

プレゼンテーションの内容 100%

その他

池田：オフィスアワー　月～金　　　　12:00～13:00、16:30～18:00 永松：オフィスアワー　月・水・木・金
12:00～13:00、16:30～18:00

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 ～ 
15

研究関係英文文献・論文からの情
報収集最新の生体材料・歯科材料
・装置を学ぶ。英語的思考力の養
成を行う。

輪読、演習
池田　弘
永松　有紀

演習の予習・復習（
輪読で担当する材料
分野周辺の調査）

その他



2024年度 科目コード： 211014

生体材料学特論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

授業の概要

下記の研究課題のうちひとつを選択し、その課題に関連する文献を渉猟し、抄読する。 1 接着 2 複合材料 3 セ
ラミックス 4 生体模倣 5 CAD/CAM 6 抗菌性歯科材料 7 機能水 8 生体適合性 研究背景とその領域の現状の把握
を行い、学んだことをまとめ、発表する。このことを通じて分野の教員からアドバイスを貰い、ひいては自身の
研究計画立案と論文作成の参考とする。

学生の到達目標

1　英文献が読める。2　その領域の歴史と現状を説明できる。3　文献の批判的評価ができる。4　論文の緒言を
書くことができる。5　　論文を参考に自身の研究計画を立案できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

B
歯科材料と歯科医療機器/歯科用材料と歯科用機器に必要な知識を修得し、医療の提供や発
展に必要な考え方を身に付ける。

B-1-1 材料(生体組織を含む)の物理的(光学的、機械的性質を含む)性質を理解している。

B-1-2 材料の化学的性質を理解している。

B-1-3 材料の生物学的性質(生体活性、安全性)を理解している。

B-2-1 成形修復・歯冠修復用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-2 義歯用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-3 接着用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-4 歯科矯正用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-5 歯内療法用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-6
口腔インプラント、口腔外科、歯周治療用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理
解している。

B-3-1 歯科用材料の成形、加工(切削、焼結、重合、鋳造、溶着等)の原理を理解している。

B-3-2 歯科用機器の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-3 歯科用検査装置の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-4
成形・加工用機器(デジタル成形加工を含む)の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解
している。

テキスト
タイトル 著者 出版社

各自で選択する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容 100%



2024年度 科目コード： 211014

生体材料学特論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

その他

池田：オフィスアワー　月～金　　　　12:00～13:00、16:30～18:00 永松：オフィスアワー　月・水・木・金
12:00～13:00、16:30～18:00

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

自分の課題に関連する文献を渉猟
し、抄読し、定められたフォーマ
ットにまとめ、発表する。質問に
対し、応答する。指摘事項に対し
、修正し、資料を完成する。

抄読、演習
池田　弘
永松　有紀

演習の予習・復習（
資料の準備と指摘事
項の修正）

その他



2024年度 科目コード： 211015

生体材料学特論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

授業の概要

下記内容に関する最新の情報と生体材料学分野教員の研究成果と今後の展望について学ぶ。 1 歯科接着に関する
こと 2 歯科材料の殺菌・抗菌性に関すること 3 セラミックスやコンポジット材料に関すること 4 デジタル歯学
に関すること

学生の到達目標

到達目標1　当該分野の最新の知識を説明することができる。2　当該分野の新しい研究計画の立案ができる。3　
当該分野の基礎的知識と臨床との関連を説明できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

B
歯科材料と歯科医療機器/歯科用材料と歯科用機器に必要な知識を修得し、医療の提供や発
展に必要な考え方を身に付ける。

B-1-1 材料(生体組織を含む)の物理的(光学的、機械的性質を含む)性質を理解している。

B-1-2 材料の化学的性質を理解している。

B-1-3 材料の生物学的性質(生体活性、安全性)を理解している。

B-2-1 成形修復・歯冠修復用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-2 義歯用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-3 接着用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-4 歯科矯正用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-5 歯内療法用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理解している。

B-2-6
口腔インプラント、口腔外科、歯周治療用材料の種類、成分、特性、用途及び操作方法を理
解している。

B-3-1 歯科用材料の成形、加工(切削、焼結、重合、鋳造、溶着等)の原理を理解している。

B-3-2 歯科用機器の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-3 歯科用検査装置の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解している。

B-3-4
成形・加工用機器(デジタル成形加工を含む)の種類、構成、原理、特性及び使用方法を理解
している。

テキスト
タイトル 著者 出版社

担当教員が準備する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容 100%



2024年度 科目コード： 211015

生体材料学特論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 池田　弘

担当教員
池田　弘,永松　有紀

その他

池田：オフィスアワー　月～金　　　　12:00～13:00、16:30～18:00 永松：オフィスアワー　月・水・木・金
12:00～13:00、16:30～18:00

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15
教員の講義からの情報収集プレゼ
ン手法の学習

講義と演習
池田　弘
永松　有紀

講義と演習の復習 その他



2024年度 科目コード： 211023

解剖学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

授業の概要

「味覚受容機構」、「味覚受容体（T1R1）遺伝子のプロモーター解析」、「ATP受容体の味蕾での発現」、「歯の
発生」、「味蕾発生の分子生物学」等について研究を行うための基礎的知識および手法について学ぶ。細胞培養
、凍結切片およびパラフィン切片による免疫組織化学法について、大学院生のテーマに即した知識ならびに技能
を教授する。

学生の到達目標

１．味覚と動物の行動を解析するための知識および技能を習得できる。２．細胞培養法を習得できる。３．組織
切片の作製法を習得できる。４．免疫組織学的手法を習得できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

組織学、分子生物学で最近
報告した文献は必読。およ
び関連した文献、参考書を
読む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習中の諮問に対する回答 10%

実験操作の正確性・達成度 90%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

1
オリエンテーション本演習で行う
手技の概要を学習する。

講義

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

2,3
細胞培養法の基礎１ 培養細胞の
取扱、培地の作製法について演習
する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習



2024年度 科目コード： 211023

解剖学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4,5
細胞培養法の基礎２ 細胞の継代
、細胞の保存法について演習する
。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

6,7
組織切片の作製法１ 各種固定液
の調整法、マウスの灌流固定を演
習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

8,9
組織切片の作製法２ 固定した組
織を包埋、凍結切片作製法を演習
する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

10,11
組織切片の作製法３ 固定した組
織を包埋、パラフィン切片作製法
を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

12,13
免疫組織法（１） ブロッキング
・1次抗体

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

14,15
免疫組織法（１） 2次抗体・写真
撮影

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習



2024年度 科目コード： 211024

解剖学演習Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

授業の概要

「味覚受容機構」、「味覚受容体（T1R1）遺伝子のプロモーター解析」、「ATP受容体の味蕾での発現」、「歯の
発生」、「味蕾発生の分子生物学」等についての研究を推進する。RT-PCR法、TAクローニング、遺伝子導入など
について、信頼性の高いデータが取得できるように指導を行う。

学生の到達目標

1. 味覚と動物の行動を解析するための知識および技能をレベルアップさせ、実践できる。2. PCRクローニングが
できる。3．細胞に遺伝子導入ができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

組織学、分子生物学で最近
報告した文献は必読。およ
び関連した文献、参考書を
読む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習中の試問に対する回答 10%

実験操作の正確性・達成度 90%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション本演習で学ぶ
手技について原理・応用を学習す
る。

講義

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

2,3
RT-PCR１
組織からRNA抽出・逆転写

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

4,5
RT-PCR２
プライマー作製・PCR

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習



2024年度 科目コード： 211024

解剖学演習Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

6,7
PCRクローニング法１
PCR産物をTAベクターへの
Ligationを演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

8,9

PCRクローニング法２
PCR産物を組み込んだベクターを
大腸菌へのトランスフォーメーシ
ョンを演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

10,11

PCRクローニング法３
コロニーのピックアップ、ベクタ
ーへのPCR産物のLigationの確認
を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

12,13

培養細胞への遺伝子導入１遺伝子
導入法の種類と原理を学習し、培
養細胞への発現ベクター導入を演
習する

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

14,15
培養細胞への遺伝子導入２培養細
胞における導入遺伝子の発現の確
認法を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習



2024年度 科目コード： 211025

解剖学演習Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 必修 授業方法 実習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

授業の概要

「味覚受容機構」、「味覚受容体（T1R1）遺伝子のプロモーター解析」、「ATP受容体の味蕾での発現」、「歯の
発生」、「味蕾発生の分子生物学」等についての研究を推進する。RT-PCR法、TAクローニング、遺伝子導入など
について、信頼性の高いデータが取得できるように指導を行う。

学生の到達目標

1. 味覚と動物の行動を解析するための知識および技能をレベルアップさせ、実践できる。2. PCRクローニングが
できる。3．細胞に遺伝子導入ができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

組織学、分子生物学で最近
報告した文献は必読。およ
び関連した文献、参考書を
読む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習中の試問に対する回答 10%

実験操作の正確性・達成度 90%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション本演習で学ぶ
手技について原理・応用を学習す
る。

講義

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

2,3
RT-PCR１
組織からRNA抽出・逆転写

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

4,5
RT-PCR２
プライマー作製・PCR

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習



2024年度 科目コード： 211025

解剖学演習Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 必修 授業方法 実習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

6,7
PCRクローニング法１
PCR産物をTAベクターへの
Ligationを演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

8,9

PCRクローニング法２
PCR産物を組み込んだベクターを
大腸菌へのトランスフォーメーシ
ョンを演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

10,11

PCRクローニング法３
コロニーのピックアップ、ベクタ
ーへのPCR産物のLigationの確認
を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

12,13

培養細胞への遺伝子導入１遺伝子
導入法の種類と原理を学習し、培
養細胞への発現ベクター導入を演
習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

14,15
培養細胞への遺伝子導入２培養細
胞における導入遺伝子の発現の確
認法を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習



2024年度 科目コード： 211026

解剖学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

授業の概要
味覚や歯の発生に関連した研究の論文を読むことによって味覚研究の最新の動向を理解する。

学生の到達目標

1.　味覚・歯に関する研究内容を理解できる。2.　研究方法およびその原理を理解できる。3.　研究の進め方を
理解し、実践できる。4．英語の読解力を深める。

テキスト
タイトル 著者 出版社

テキストおよび参考文献等
は各自必要なものを選択す
る。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

セミナーにおける発表内容 80%

質疑応答内容 20%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

1～15
味覚・歯に関連した最新研究の論
文の内容の理解。

文献紹介およ
び討論

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献および参考文献
の学習



2024年度 科目コード： 211027

頭頚部解剖実習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 片岡　真司

担当教員
片岡　真司

授業の概要

頭頸部領域の構造を表層から最深部に向かって順に解剖する。 骨標本による実習もおこなう。

学生の到達目標
頭頸部領域の主要な構造を立体的に理解できる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

知識に基づいた正確な解剖手技 60%

実習試験 40%

その他

受講希望の場合には、事前にメールで片岡（kataoka@kyu-dent.ac.jp）までご相談ください。 学習相談等は平日
9時-17時でおこないますが、事前に日時を調整するのでメールで問い合わせてください。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2 オリエンテーション 講義
解剖実習配布資料、
解剖実習参考書

3,4 頭蓋骨実習 実習
解剖実習配布資料、
解剖実習参考書

5-15 頭頚部解剖実習 実習
解剖実習配布資料、
解剖実習参考書



2024年度 科目コード： 211031

生理学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 小野　堅太郎

担当教員
小野　堅太郎,中富　千尋,徐　嘉鍵

授業の概要

「渇きのメカニズム」、「口腔乾燥症の研究」、「唾液分泌のメカニズム」あるいは「痛みの制御機構」につい
て研究を行うための基礎的知識および技能について学ぶ。動物行動解析学、スライス標本作製法、細胞単離法、
分子生物学的手法、免疫組織学的手法、細胞内動態解析法、電気生理学的解析法について大学院生のテーマに即
した知識および技能を教授する。

学生の到達目標

１．喉の渇きと動物の行動を解析するための知識および技能を修得し、実践できる。２．痛覚と動物の行動を解
析するための知識および技能を修得し、実践できる。３．脳スライス標本を作製できる。４．パッチクランプ法
を用いて神経活動を測定できる。５．免疫組織化学法ができる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

研究報告やプレゼンテーション能力 100%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 オリエンテーション 講義 文献、参考書の予習

2～4

動物行動解析学法　ラットの取り
扱い手技について学ぶ。飲水行動
や痛覚に関する行動について、行
動解析法を学ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習

5～7

三叉神経節ニューロン単離法と神
経活動記録法　口腔顔面痛に関す
る三叉神経節ニューロンの単離培
養法を学ぶ。パッチクランプ法や
カルシウムイメージング法による
神経活動記録法について学ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習

8～10
口腔内炎症モデル作製法　ラット
を用いて、種々の口腔疾患モデル
の作製法について学ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習



2024年度 科目コード： 211031

生理学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 小野　堅太郎

担当教員
小野　堅太郎,中富　千尋,徐　嘉鍵

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11～
15

疼痛に関与した情報伝達系解析法　
各種口腔疾患モデルからの組織サ
ンプルの摘出を行い、免疫染色法
、ELISA法などについて学ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習



2024年度 科目コード： 211032

生理学演習Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 小野　堅太郎

担当教員
小野　堅太郎,中富　千尋,徐　嘉鍵

授業の概要

「渇きのメカニズム」、「口腔乾燥症の研究」、「唾液分泌のメカニズム」あるいは「痛みの制御機構」につい
ての研究を推進する。動物行動解析学、分子生物学的手法、免疫組織学的手法、細胞内動態解析法、電気生理学
的解析法について、信頼性の高いデータが得られるように指導する。

学生の到達目標

１．喉の渇きと動物の行動を解析するための最新の知識および技能のレベルアップを図り、実践できる。２．痛
覚と動物の行動を解析するための最新の知識および技能のレベルアップを図り、実践できる。３．唾液分泌機能
について最新の知識および技能のレベルアップを図り、実践できる。４．パッチクランプ法を用いて神経活動の
データを採得することができる。５．免疫組織化学法によりデータを採得することができる。６．各実験のデー
タの信頼性を高めることができる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

研究報告やプレゼンテーション能力 100%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～3
飲水行動実験　喉の渇きを起こす
刺激剤の投与方法を学ぶ。誘起さ
れる飲水行動を観察する。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習

4～7
唾液分泌　唾液分泌を起こす刺激
剤の投与による効果を観察する。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習

8～10
口内炎と疼痛　口内炎と疼痛の関
係について、口内炎モデルラット
を用いて、発症機序を学ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習

11～
13

疼痛で誘発される行動の解析　疼
痛刺激で誘発される動物行動を観
察する。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習

14,15
疼痛に関与した情報伝達系解析　
疼痛の発症機序について学ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習



2024年度 科目コード： 211033

生理学演習Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 小野　堅太郎

担当教員
小野　堅太郎,中富　千尋,徐　嘉鍵

授業の概要

「渇きのメカニズム」、「口腔乾燥症の研究」、「唾液分泌のメカニズム」あるいは「痛みの制御機構」につい
て得られた結果をもとに、研究論文にまとめるプロセスを学習する。必要な場合は追加実験等を行う。

学生の到達目標

１．喉の渇きと動物の行動を解析し、研究論文にまとめるプロセスを修得し、実践できる。２．痛覚と動物の行
動を解析し、研究論文にまとめるプロセスを修得し、実践できる。３．唾液分泌機能について、研究論文にまと
めるプロセスを修得し、実践できる。４．独自に研究できる能力を高める。

参考書
タイトル 著者 出版社

生理学で最近報告した文献
は必読。および関連した文
献、参考書を読む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

出席 30%

演習中の諮問に対する回答や、月1回の研
究報告会での報告（月毎の研究内容を資
料にまとめ報告）の内容

70%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2

動物行動解析まとめ喉の渇き刺激
に対して、動物がとった行動を解
析し、そのメカニズムについて学
ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習

3,4

唾液分泌を起こす薬物に対する作
用のまとめ唾液分泌を誘発する薬
物に対する反応を解析し、その作
用機序を学ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習



2024年度 科目コード： 211033

生理学演習Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 小野　堅太郎

担当教員
小野　堅太郎,中富　千尋,徐　嘉鍵

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5～8

疼痛に関与した情報伝達系解析の
まとめ疼痛刺激に対して動物が起
こした行動および関与する情報伝
導路を組織学的に解析し、疼痛の
発症機序を学ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習

9～15 研究報告会 演習
文献、参考書の予習
と演習の復習



2024年度 科目コード： 211034

生理学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中富　千尋

担当教員
中富　千尋,小野　堅太郎,徐　嘉鍵

授業の概要
口腔生理学関連の最新の研究の動向を理解するために、文献を抄読する。

学生の到達目標

①英語文献を読み込む能力を高める。
②研究内容を理解できる。
③研究を批評する力を高める。
④研究の背景や動向を理解できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

関連分野の文献および参考
書は各自必要なものを選別
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表の内容 100%

その他
オフィスアワー：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1-15
各自選んだ文献の内容、研究背景
、関連分野の研究の今後の展望を
理解する。

文献紹介およ
び討論

中富　千尋
文献抄読および関連
分野の調査

その他



2024年度 科目コード： 211041

分子生物学Ⅰ(初級編)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

授業の概要

分子生物学(講義・演習)では、生命科学を理解する上で重要な分子生物学的手法の原理を理解した上で実践し、
結果を導き出す能力を養う。

学生の到達目標

1. 細胞培養ができる。2. マウスを取り扱うことができ、臓器や細胞を調製することができる。3. セントラルド
グマを説明できる。4. RNA、タンパク質の取り扱いができる。5. RT-PCRの原理を説明でき、実践できる。6. 
Western Blottingの原理を説明でき、実践できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

必要に応じて各自入手する
。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 80%

口頭試問 20%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
オリエンテーション本講義の概要
を説明し、分子生物学の基本事項
について学ぶ

講義（遠隔授
業）

古株　彰一郎
文献および参考文献
の学習

3,4
細胞培養の基礎について学ぶ＃１
① 細胞の取り扱い方② 培地の作
り方

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎 細胞培養の復習

5,6
細胞培養の基礎について学ぶ＃２
① 細胞の継代② 細胞の保存

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎 細胞培養の復習

7,8
マウスの取り扱い方について学ぶ
① マウスの取り扱い方の基礎② 
薬物の投与法③ 採血法

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎 マウスの取扱の復習



2024年度 科目コード： 211041

分子生物学Ⅰ(初級編)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

9,10

マウスからの臓器、細胞の調製法
について学ぶ＃１①　マウスの麻
酔法②　胸腺細胞、骨髄細胞の調
製法

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎
マウスから臓器?細
胞の調製法の復習

11,12

マウスからの臓器、細胞の調製法
について学ぶ＃２① 初代骨芽細
胞の調製法② 骨髄間質細胞の調
整法

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎
マウスから細胞の調
製法の復習

13,14
RT-PCR法について学ぶ#１PCR法の
原理① 細胞(臓器)からのRNAの調
製② RNA定量

講義・演習（
遠隔及び対面
）

松原　琢磨
RT-PCR法の原理の予
習

15,16
RT-PCR法について学ぶ#２① cDNA
の合成② Primer の設計(コンピ
ューターソフトを利用)

演習（対面） 松原　琢磨
プライマー設計の基
本事項の予習

17,18
RT-PCR法について学ぶ#３① PCR
② アガロースゲル電気泳動

演習（対面） 松原　琢磨
RT-PCR法の原理の復
習

19,20
Real-time PCR について学ぶ#１
Real-time PCRの原理Real-time 
PCRの実践

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎
Real-time PCR法の
原理の予習

21,22
Real-time PCR について学ぶ#２
データ解析法

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎 データ解析の復習

23,24
Western Blotting について学ぶ#
１　① 細胞(臓器)からのタンパ
ク質の調製　② タンパク質定量

講義・演習（
遠隔及び対面
）

Addison William
タンパク質の取扱の
予習

25,26
Western Blotting について学ぶ#
２① SDS-PAGEの原理と実践② 
PVDF膜への転写

講義・演習（
遠隔及び対面
）

Addison William
Western Blottingの
原理の予習

27,28
Western Blottingについて学ぶ#
３① Blocking② １次抗体との反
応③ ２次抗体との反応

演習（対面） Addison William
Western Blottingの
原理の予習

29,30
Western Blotting について学ぶ#
４① Stripping② Reblotting

演習（対面） Addison William
得られた結果の
Discussion



2024年度 科目コード： 211042

分子生物学Ⅱ(中級編)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

授業の概要

分子生物学(講義・演習)では、生命科学を理解する上で重要な分子生物学的手法の原理を理解した上で実践し、
結果を導き出す能力を養う。さらにベーシックコースで学んだ技術を発展させた手技を習得し、信頼性の高いデ
ータを引き出す能力を養う。

学生の到達目標

1. 遺伝子組換えの原理を理解できる。2. 既知の遺伝子をクローニングできる。3. 遺伝子導入の種類と原理を説
明でき、実践できる。4. 免疫沈降法の原理を説明でき、実践できる。5. タグの種類を説明でき、検出できる。
6. ルシフェラーゼアッセイの原理が説明でき、実践できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

必要に応じて各自入手する
。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 80%

口頭試問 20%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2

PCRクローニングについて学ぶ#１
① PCRを用いた遺伝子のクローニ
ング② 制限酵素によるPCR産物と
ベクターの消化(Sticky end)

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎
遺伝子クローニング
の原理の予習

3,4
PCRクローニングについて学ぶ#２
① ベクターの脱リン酸化② ライ
ゲーション

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎
ライゲーションの原
理の予習

5,6

PCRクローニングについて学ぶ#３
①　コンピテント細胞の作り方②　
大腸菌へのトランスフォーメショ
ン

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎
トランスフォーメー
ションの予習



2024年度 科目コード： 211042

分子生物学Ⅱ(中級編)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7,8
PCRクローニングについて学ぶ#４
①　コロニーのpick up②　培養

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎
これまでのステップ
の復習

9,10
PCRクローニングについて学ぶ#５
① 少量調製② アガロースゲル電
気泳動

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎
少量調製の原理の予
習

11,12
PCRクローニングについて学ぶ#６
①　Midi-Prep.②　プラスミドの
精製

講義・演習（
遠隔及び対面
）

古株　彰一郎 Midi-prepの予習

13,14

遺伝子機能解析法について学ぶ#
１①　遺伝子導入法の種類と原理
②　リポフェクション法による遺
伝子導入

講義・演習（
遠隔及び対面
）

Addison William
遺伝子導入法の種類
と原理の予習

15,16
遺伝子機能解析法について学ぶ#
２①　PCR法をベースとした遺伝
子の変異導入②　スクリーニング

講義・演習（
遠隔及び対面
）

Addison William
遺伝子導入法の種類
と原理の予習

17,18

遺伝子機能解析法について学ぶ#
３①　ルシフェラーゼ法の原理②　
ルミノメーターを用いたルシフェ
ラーゼ活性の測定

講義・演習（
遠隔及び対面
）

Addison William
ルシフェラーゼ法の
原理の予習

19,20
遺伝子機能解析法について学ぶ#
４ドミナントネガティブ型、恒常
的活性型変異体の作製

演習（対面） Addison William
ドミナントネガティ
ブ型、恒常的活性型
の原理の予習

21,22

免疫沈降法について学ぶ#１① 細
胞からのタンパク質の調製② タ
ンパク質の定量③ 抗体?担体の複
合体による免疫沈降

講義・演習（
遠隔及び対面
）

松原　琢磨
タンパク質の取扱の
予習

23,24
免疫沈降法について学ぶ#２① 
SDS-PAGE② PVDF膜への転写③ 
Blocking

演習（対面） 松原　琢磨
免疫沈降法の原理の
予習

25,26
免疫沈降法について学ぶ#３① １
次抗体との反応② ２次抗体との
反応

演習（対面） 松原　琢磨
免疫沈降法の原理の
復習



2024年度 科目コード： 211042

分子生物学Ⅱ(中級編)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

27,28

タグの付加について学ぶ#１① タ
グの種類と原理② FLAGタグ、HA
タグ、mycタグ、GFP発現ベクター
へのクローニング

講義・演習（
遠隔及び対面
）

松原　琢磨
タグの種類と原理の
予習

29,30
タグの付加について学ぶ#２FLAG
タグ、HAタグ、mycタグ、GFPの検
出

演習（対面） 松原　琢磨
タグの種類と原理の
復習



2024年度 科目コード： 211043

分子生物学Ⅲ(上級編)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

授業の概要

分子生物学(講義・実習)では、生命科学を理解する上で重要な分子生物学的手法の原理を理解した上で実践し、
結果を導き出す能力を養う。さらに我々の研究室の研究テーマである「骨代謝研究」を実践する上で必要な技術
を習得し、学会発表および研究論文にまとめるプロセスを習得する。

学生の到達目標

1. ウィルスベクターの原理を理解し、レトロウィルスベクターによる遺伝子導入ができる。2. クロマチン免疫
沈降法の原理を説明でき、実践できる。3. 遺伝子改変マウスの種類と作製法を説明できる。4. フローサイトメ
ーターの原理を説明でき、実践できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

必要に応じて各自入手する
。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 80%

口頭試問 20%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2

ウィルスベクターを用いた遺伝子
導入について学ぶ#１① レトロウ
ィルスベクターの原理② レトロ
ウィルスベクターの作成1・制限
酵素によるPCR産物とベクターの
消化・ベクターの脱リン酸化・
Ligation

講義/演習（遠
隔及び対面）

松原　琢磨
レトロウィルスベク
ターの原理の予習

3,4

ウィルスベクターを用いた遺伝子
導入について学ぶ#２ レトロウィ
ルスベクターの作成２・コンピテ
ント細胞の作り方・大腸菌へのト
ランスフォーメーション

講義/演習（遠
隔及び対面）

松原　琢磨
レトロウィルスベク
ターの作成法の予習



2024年度 科目コード： 211043

分子生物学Ⅲ(上級編)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5,6

ウィルスベクターを用いた遺伝子
導入について学ぶ#３ レトロウィ
ルスベクターの作成３・コロニー
のピックアップ・少量調製

講義（遠隔） 松原　琢磨
レトロウィルスベク
ターの作成法の予習
・復習

7,8

ウィルスベクターを用いた遺伝子
導入について学ぶ#４ レトロウィ
ルスベクターの作成４・大量調製
・パッケージング細胞の培養

演習（対面） 松原　琢磨
レトロウィルスベク
ターの作成法の予習
・復習

9,10

ウィルスベクターを用いた遺伝子
導入について学ぶ#５ レトロウィ
ルスベクターの作成５・ウィルス
液の回収・MOIの測定

演習（対面） 松原　琢磨
レトロウィルスベク
ターによる遺伝子導
入法の予習

11,12

ウィルスベクターを用いた遺伝子
導入について学ぶ#５ レトロウィ
ルスベクターの作成６・使用細胞
へのGFPベクターの感染・GFPの発
現確認

講義（遠隔） 松原　琢磨
レトロウィルスベク
ターによる遺伝子導
入法の予習

13,14
クロマチン免疫沈降法について学
ぶ#１クロマチン免疫沈降法の原
理について学ぶ

講義（遠隔） 古株　彰一郎
クロマチン免疫沈降
法の原理の予習

15,16
クロマチン免疫沈降法について学
ぶ#２① 細胞の調製とクロスリン
キング② 免疫沈降

演習（対面） 古株　彰一郎
クロマチン免疫沈降
法の予習

17,18
クロマチン免疫沈降法について学
ぶ#３ 　PCR

演習（対面） 古株　彰一郎
クロマチン免疫沈降
法の復習

19,20

遺伝子改変マウス について学ぶ#
１トランスジェニックマウスおよ
びノックアウトマウスの原理と作
製法

講義（遠隔） 古株　彰一郎
遺伝子改変マウスの
種類と作製法の原理
の予習

21,22

遺伝子改変マウス について学ぶ#
２ノックインマウスおよびコンデ
ィショナルノックアウトマウスの
原理と作製法

講義（遠隔） 古株　彰一郎

ノックインマウスと
コンディショナルノ
ックアウトマウス作
製法の原理の予習



2024年度 科目コード： 211043

分子生物学Ⅲ(上級編)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

23,24

遺伝子改変マウスの解析法につい
て学ぶ#１①　遺伝子改変マウス
の遺伝子型の判定法(PCR法)②　
病理組織学的解析

演習（対面） 古株　彰一郎
マウスジェノタイピ
ング法の予習

25,26

遺伝子改変マウスの解析法につい
て学ぶ#２③　骨髄細胞を用いた
破骨細胞分化誘導④　初代骨芽細
胞を用いた骨芽細胞分化誘導

演習（対面） 古株　彰一郎
初代破骨細胞および
骨芽細胞の調製法と
分化誘導法の予習

27,28
遺伝子改変マウスの解析法につい
て学ぶ#３フローサイトメーター
を用いたリンパ球表面抗原の解析

演習（対面） 松原　琢磨
フローサイトメータ
ーの原理の予習

29,30
遺伝子改変マウスの解析法につい
て学ぶ#４高脂肪食投与によるエ
ネルギー代謝

演習（対面） 松原　琢磨
肥満のメカニズムの
予習



2024年度 科目コード： 211044

分子生物学クラブ（抄読会）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松原　琢磨

担当教員
松原　琢磨,古株　彰一郎,Addison William

授業の概要

骨・骨格筋代謝およびがん研究の話題を中心として、最新の研究の手技・内容および動向を理解するために、文
献を読む。

学生の到達目標

・英語文献を読んで内容を理解できる。
・論文中で行われている実験手技を理解できる。
・研究を客観的に批評することができる。
・研究を建設的に批評することができる。
・研究の背景を理解できる。
・論文の内容を他の人にわかりやすく説明することができる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

A-1-1-1 原子と生体を構成する元素を理解している。

A-1-1-2 分子の成り立ちと生体構成分子に関する化学的性質を理解している。

A-1-2-1 アミノ酸とタンパク質の構造、機能及び代謝を理解している。

A-1-2-2 糖質の構造、機能及び代謝を理解している。

A-1-2-3 脂質の構造、機能及び代謝を理解している。

A-1-2-4 電子伝達系と酸化的リン酸化を理解している。

A-1-2-5 酵素の機能と調節、主な代謝異常を理解している。

A-1-2-6 ビタミン、ミネラルの種類と作用を理解している。

A-1-2-7 酸化ストレス(フリーラジカル、活性酸素)の発生と作用を理解している。

A-1-2-8
栄養素の相互変換とエネルギー代謝(エネルギーの定義、食品中のエネルギー値、エネルギ
ー消費量、推定エネルギー必要量)を理解している。

A-1-2-9 空腹時、飢餓時、食後、過食時及び運動時における代謝を理解している。

A-1-3-1 メンデルの法則や遺伝子型と表現型の関係を理解している。

A-1-3-2 核酸、遺伝子及び染色体の構造と機能を理解している。

A-1-3-3
デオキシリボ核酸(DNA)複製と修復、DNAからリボ核酸(RNA)への転写、タンパク質合成に至
る翻訳を含む遺伝情報の発現及び調節を理解している。

A-1-3-4 遺伝性疾患の発生機序を理解している。

A-1-3-5 遺伝子解析や遺伝子工学技術を理解している。

A-1-3-6 染色体分析とDNA配列決定を含むゲノム解析技術を理解している。

A-1-4-1 真核細胞の全体像と細胞膜、核、細胞小器官及び細胞骨格の構造と機能を理解している。

A-1-4-4 細胞周期、細胞分裂及び主な細胞分化のしくみを理解している。

A-1-5-1 細胞接着の機構を理解している。

A-1-5-2
受容体を介するホルモン、成長因子、サイトカイン等による細胞間及び細胞内の情報伝達機
構を理解している。

A-1-5-3 主な細胞外マトリックス分子の種類、構造及び機能を理解している。



2024年度 科目コード： 211044

分子生物学クラブ（抄読会）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松原　琢磨

担当教員
松原　琢磨,古株　彰一郎,Addison William

コアカリキュラム 内容

A-1-5-4 主な細胞外マトリックス分子の合成と分解を理解している。

A-2-1-5 多能性幹細胞と基本的な発生学的技術を理解している。

テキスト
タイトル 著者 出版社

紹介する論文、関連文献お
よび参考書は各自必要なも
のを選別する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

論文の選択基準 30%

プレゼンテーション能力 40%

質疑応答 30%

その他
月曜日：8:50～学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃15

骨および骨格筋代謝研究、さらに
は分子生物学領域で重要な最新の
研究の内容および動向を理解し、
説明する。

論文紹介およ
び討論

古株　彰一郎
松原　琢磨
Addison William

論文の詳読および実
験手技、背景の理解
の予習・復習



2024年度 科目コード： 211051

口腔病態病理学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 60 単位数 4

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡,矢田　直美

授業の概要

口腔顎顔面領域の病変に関する最新の専門的知見について解説し、その発生のメカニズムの解明や新しい診断・
治療法開発につながる基礎的研究に着手するきっかけ、礎とする。

学生の到達目標

１．齲蝕、象牙質・歯髄複合体の病変について最新の専門的知見を得、知識を高める。２．根尖性歯周組織の病
変に関する最新の専門的知見を得、知識を高める。３．辺縁部歯周組織の病変に関する最新の専門的知見を得、
知識を高める。４．顎・顎関節疾患に関する最新の専門的知見を得、知識を高める。５．口腔粘膜疾患に関する
最新の専門的知見を得、知識を高める。６．口腔癌・前癌病変に関する最新の専門的知見を得、知識を高める。
７．歯原性腫瘍、嚢胞性疾患に関する最新の専門的知見を得、知識を高める。８．非歯原性腫瘍に関する最新の
専門的知見を得、知識を高める。９．唾液腺の非腫瘍性疾患に関する最新の専門的知見を得、知識を高める。10
．唾液腺腫瘍に関する最新の専門的知見を得、知識を高める。

テキスト
タイトル 著者 出版社

配布プリント

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

その他

【オフィスアワー】松尾　拡 ：月～金 17:00～19:00；矢田　直美 ：月～金 17:00～19:00；メールは随時受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～3

齲蝕、象牙質・歯髄複合体の病変
について取り上げられた最近のト
ピックスから最新の専門的知見を
得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：齲蝕、象牙質
・歯髄複合体の病変
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他



2024年度 科目コード： 211051

口腔病態病理学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 60 単位数 4

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡,矢田　直美

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4～6
根尖性歯周組織の病変について取
り上げられた最近のトピックスか
ら最新の専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：根尖性歯周組
織の病変
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他

7～9
辺縁部歯周組織の病変について取
り上げられた最近のトピックスか
ら最新の専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：辺縁部歯周組
織の病変
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他

10～
12

顎・顎関節疾患について取り上げ
られた最近のトピックスから最新
の専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：顎・顎関節疾
患
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他

13～
15

口腔粘膜疾患について取り上げら
れた最近のトピックスから最新の
専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：口腔粘膜疾患
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他

16～
18

口腔癌・前癌病変について取り上
げられた最近のトピックスから最
新の専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：口腔癌・前癌
病変
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他

19～
21

歯原性腫瘍、嚢胞性疾患について
取り上げられた最近のトピックス
から最新の専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：歯原性腫瘍、
嚢胞性疾患
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他



2024年度 科目コード： 211051

口腔病態病理学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 60 単位数 4

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡,矢田　直美

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

22～
24

非歯原性腫瘍について取り上げら
れた最近のトピックスから最新の
専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：非歯原性腫瘍
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他

25～
27

唾液腺の非腫瘍性疾患について取
り上げられた最近のトピックスか
ら最新の専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：唾液腺の非腫
瘍性疾患
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他

28～
30

唾液腺腫瘍について取り上げられ
た最近のトピックスから最新の専
門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：唾液腺腫瘍
事後学修：最新の専
門的知見に関するレ
ポート作成

その他



2024年度 科目コード： 211052

口腔病態病理学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡

授業の概要

口腔病態病理学分野で推進している研究や関連する研究を行うための基礎的知識および技能について学ぶ。 病理
組織標本作成法、組織化学的手法、免疫組織学的手法、超微形態学的手法について知識および技能を教授する。
また大学院生のテーマに応じて、必要な生化学的、分子生物学的、微生物学的手法、免疫学的手法などについて
も知識および技能を教授する。

学生の到達目標

１．病理組織標本作成法の技能を修得し実践できる。２．特殊染色標本を作製できる。３．免疫染色標本を作製
できる。４．電顕資料を作成できる。５．（研究テーマに応じて）細胞培養ができる。６．（研究テーマに応じ
て）DNA, RNA抽出ができる。７．（研究テーマに応じて）蛋白抽出ができる。８．（研究テーマに応じて）
RT-PCR、アガロースゲル電気泳動ができる。９．（研究テーマに応じて）蛋白電気泳動法、ウエスタンブロッテ
ィング法ができる。10. （研究テーマに応じて）クローニング、遺伝子組み換えの知識および技法を修得し、対
応できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

配布プリント
口腔病態病理学分野ですす
めている研究に関する文献
や参考書。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

その他

【オフィスアワー】月～金 17:00～19:00、メールは随時受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
病理組織標本作成法について概要
・手順を学び演習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：病理組織標本
作成法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他



2024年度 科目コード： 211052

口腔病態病理学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3,4
特殊染色標本作成法について概要
・手順を学び演習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：特殊染色標本
作成法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他

5,6
免疫染色標本作成法について概要
・手順を学び演習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：免疫染色標本
作成法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他

7,8
電顕資料作成法について概要・手
順を学び演習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：電顕資料作成
法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他

9,10
細胞培養法について概要・手順を
学び演習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：細胞培養法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他

11
DNA, RNA抽出法について概要・手
順を学び演習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：DNA, RNA抽出
法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他

12
蛋白抽出法について概要・手順を
学び演習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：蛋白抽出法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他



2024年度 科目コード： 211052

口腔病態病理学演習Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13
RT-PCR法、アガロースゲル電気泳
動法について概要・手順を学び演
習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：RT-PCR法、ア
ガロースゲル電気泳
動法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他

14
蛋白電気泳動法、ウエスタンブロ
ッティング法について概要・手順
を学び演習を行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：蛋白電気泳動
法、ウエスタンブロ
ッティング法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他

15
クローニング、遺伝子組み換え法
について概要・手順を学び演習を
行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス＆
実験室

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：クローニング
、遺伝子組み換え法
事後学修：演習内容
まとめのレポート作
成

その他



2024年度 科目コード： 211053

口腔病態病理学演習Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡

授業の概要

口腔病態病理学分野で取組んでいる研究、特に個々の大学院生に与えられ得たテーマに対する研究を推進する。 
病理組織標本作成法、組織化学的手法、免疫組織学的手法、超微形態学的手法、生化学的、分子生物学的、微生
物学的手法、免疫学的手法について、信頼性の高いデータが得られるように指導する。

学生の到達目標

１．病理組織標本作成法の技能のレベルアップを図り、病理組織標本の作成ができる。２．特殊染色標本により
データを採得し、研究論文にまとめることができる。３．免疫染色標本によりデータを採得し、研究論文にまと
めることができる。４．電顕資料によりデータを採得し、研究論文にまとめることができる。５．細胞培養によ
りデータを採得し、研究論文にまとめることができる。６．DNA, RNA抽出によりデータを採得し、研究論文にま
とめることができる。７．蛋白抽出によりデータを採得し、研究論文にまとめることができる。８．各実験デー
タの信頼性を高めることができる。９．独自に研究計画を立て、推進する能力を養い実践できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

配布プリント
口腔病態病理学分野ですす
めている研究に関する文献
や参考書。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 50%

プレゼンテーション 50%

その他

【オフィスアワー】月～金 17:00～19:00、メールは随時受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
光顕標本より得られたデータの解
析、検討、まとめを行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：光顕標本
より得られたデータ
の解析およびプレゼ
ンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他



2024年度 科目コード： 211053

口腔病態病理学演習Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3,4
電顕資料より得られたデータの解
析、検討、まとめを行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：電顕試料
より得られたデータ
の解析およびプレゼ
ンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

5,6
細胞培養より得られたデータの解
析、検討、まとめを行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：細胞培養
より得られたデータ
の解析およびプレゼ
ンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

7,8
生化学的、分子生物学的手法によ
り得られたデータの解析、検討、
まとめを行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：生化学的
、分子生物学的手法
により得られたデー
タの解析およびプレ
ゼンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

9～11
各自で進めている研究の発表会を
行う。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：これまで
の研究内容をまとめ
たプレゼンテーショ
ン準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

12～
15

論文作成法について学び、各自の
研究に関する論文の骨子を組み立
てる。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：学術論文
作成法に関するプレ
ゼンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成および自身の研究
論文の組み立てを考
える。

その他



2024年度 科目コード： 211054

口腔病態病理学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡

授業の概要

病理学、口腔病理学関連の最新の研究の動向を理解するために文献を精読する。 また各自の研究内容の報告会、
ディスカッションを行う。

学生の到達目標

１．英語論文を正確に理解できる能力を高める。２．研究の内容を理解できる。３．研究を論評する力を高める
。４．研究の背景や動向を理解できる。５．研究発表、プレゼンテーションの能力を高める。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

配布プリント
関連分野の文献および参考
書は各自必要なものを選別
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 50%

プレゼンテーション 50%

その他

【オフィスアワー】月～金 17:00～19:00、メールは随時受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション、口腔病態病
理学分野における研究の概要説明
および討論。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：病理学・
口腔病理学の学問的
枠組みについて
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他



2024年度 科目コード： 211054

口腔病態病理学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2,3
前癌病変および上皮内癌に関する
最近の研究動向を学び、討論する
。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：前癌病変、上
皮内癌
事後学修：最近の研
究動向および討論内
容まとめのレポート
作成

その他

4
受講生の研究内容について発表し
、また関連文献を紹介し、討論す
る（１）。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：受講生の
研究内容および関連
論文に関するプレゼ
ンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

5,6
腫瘍マーカーに関する最近の研究
動向を学び、討論する。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：腫瘍マーカー
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

7
受講生の研究内容について発表し
、また関連文献を紹介し、討論す
る（２）。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：受講生の
研究内容および関連
論文に関するプレゼ
ンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

8,9
創傷治癒に関する最近の研究動向
を学び、討論する（１）。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：創傷治癒
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

10
受講生の研究内容について発表し
、また関連文献を紹介し、討論す
る（３）。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：受講生の
研究内容および関連
論文に関するプレゼ
ンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他



2024年度 科目コード： 211054

口腔病態病理学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11,12
創傷治癒に関する最近の研究動向
を学び、討論する（２）。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修（キーワー
ド）：創傷治癒
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

13
受講生の研究内容について発表し
、また関連文献を紹介し、討論す
る（４）。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：受講生の
研究内容および関連
論文に関するプレゼ
ンテーション準備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他

14,15

各自の研究内容について討論した
ことを総括し、今後どのように研
究を展開していけばよいか、など
について討論する。

演習
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡

事前学修：受講生の
研究内容まとめのプ
レゼンテーション準
備
事後学修：討論内容
まとめのレポート作
成

その他



2024年度 科目コード： 211055

臨床病理診断学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 60 単位数 4

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡,矢田　直美

授業の概要

基礎研究以外に口腔病態病理学分野における重要なルーチンワークとして病理診断がある。本講義では、臨床病
理診断業務の実際や、死体解剖資格および口腔病理専門医資格を取得できるような基礎的知識を教授する。また
病理診断に焦点を絞った口腔顎顔面領域における病変の最新知見の解説も行う。

学生の到達目標

１．病理解剖（剖検）について理解し実践できる。２．生検について理解し実践できる。３．手術材料の取り扱
いについて理解し実践できる。４．細胞診について理解し実践できる。５．術中迅速診断について理解し実践で
きる。６．組織標本作成法について理解し実践できる。７．病理診断に利用する特殊染色や免疫染色について理
解し実践できる。８．口腔顎顔面領域の病理診断に関する最新の専門的知見を得、知識を高める。９．悪性腫瘍
と良性腫瘍、非腫瘍性疾患の鑑別点について理解し実践できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

配布プリント
Pathologic basis of 
disease, Robbins &amp; 
Cotran, 8th edition

Elsevier

病理学　第6版 医学書院

標準病理学　第6版 医学書院

イラスト病理学 文光堂

口腔病理アトラス　第3版 文光堂

WHO Classification of 
Tumours, Pathology and 
Genetics of Tumours of 
the Head and Neck

IARC 出版

各講義で紹介された文献、
参考資料

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 0%

その他

【オフィスアワー】松尾　拡 ：月～金 17:00～19:00；　矢田　直美 ：月～金 17:00～19:00；　メールは随時
受付



2024年度 科目コード： 211055

臨床病理診断学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 60 単位数 4

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡,矢田　直美

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
人体病理学概論：人体病理学の学
問的枠組みについて学ぶ。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：人体病理学
事後学修：人体病理
学に関するレポート
作成

その他

3～5
病理解剖（剖検）の概要について
学ぶ。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：病理解剖（剖
検）
事後学修：病理解剖
（剖検）に関するレ
ポート作成

その他

6～8 生検の概要について学ぶ。
講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：生検
事後学修：生検に関
するレポート作成

その他

9～11
手術材料の取り扱いについて概要
を学ぶ。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：手術材料の取
り扱い
事後学修：手術材料
の取り扱いに関する
レポート作成

その他

12～
14

細胞診について概要を学ぶ。
講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：細胞診
事後学修：細胞診に
関するレポート作成

その他

15～
17

術中迅速診断について概要を学ぶ
。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：術中迅速診断
事後学修：術中迅速
診断に関するレポー
ト作成

その他

18～
20

組織標本作成法について概要を学
ぶ。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：組織標本作成
法
事後学修：組織標本
作成法に関するレポ
ート作成

その他



2024年度 科目コード： 211055

臨床病理診断学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 60 単位数 4

科目責任者 松尾　拡

担当教員
松尾　拡,矢田　直美

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

21～
23

病理診断に利用する特殊染色、免
疫染色について概要を学ぶ。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：特殊染色、免
疫染色
事後学修：特殊染色
、免疫染色に関する
レポート作成

その他

24～
26

口腔顎顔面領域の病理診断につい
て概要およびその特殊性を学び、
かつ最新の専門的知見を得る。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：口腔顎顔面領
域
事後学修：口腔顎顔
面領域の病理診断に
関するレポート作成

その他

27～
30

悪性腫瘍と良性腫瘍、非腫瘍性疾
患の鑑別について学ぶ。

講義
口腔病態病理
学オフィス

松尾　拡
矢田　直美

事前学修（キーワー
ド）：悪性腫瘍、良
性腫瘍、非腫瘍性疾
患、鑑別診断
事後学修：悪性腫瘍
と良性腫瘍、非腫瘍
性疾患の鑑別に関す
るレポート作成

その他



2024年度 科目コード： 211056

臨床病理診断学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 矢田　直美

担当教員
矢田　直美

授業の概要

臨床病理診断業務に関わる手技を修得する。また、病理診断、報告書の作成、症例検討会を行い、病理診断能力
を養う。

学生の到達目標

１．生検材料の取り扱い方を修得できる。２．手術材料の取り扱い方を修得できる。３．細胞診材料の取り扱い
方を修得できる。４．術中迅速診断材料の取り
扱い方を修得できる。５．病理解剖（剖検）を経験し、知識を高める。６．主要な口腔顎顔面領域疾患の病理診
断ができる。７．主要な全身疾患の病理診断が
できる。８．病理診断報告書が作成できる。９．症例を論文（症例報告）にまとめることができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

配布プリント
WHO Classification of of 
Head and Neck Tumours

IARC

口腔病理アトラス　第3版 高木　實 文光堂

標準病理学 第7版 医学書院

各講義で紹介された文献、
参考資料

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

その他

【オフィスアワー】月～金 17:00～19:00；　メールは随時受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション（演習の概要
および注意点などについて説明す
る）

講義 矢田　直美 レポート

2, 3
生検、手術材料の取り扱いの手順
を学び、演習を行う。

演習 矢田　直美 レポート



2024年度 科目コード： 211056

臨床病理診断学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 矢田　直美

担当教員
矢田　直美

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4, 5
細胞診材料の取り扱いの手順を学
び、演習を行う。

演習 矢田　直美 レポート

6
術中迅速診断材料の取り扱いの手
順を学び、演習を行う。

演習 矢田　直美 レポート

7
病理解剖（剖検）の手順を学び、
演習を行う。

演習 矢田　直美 レポート

8, 9
主要な口腔顎顔面領域疾患の病理
診断の概要を学び、演習を行う。

演習 矢田　直美 レポート

10, 
11

主要な全身疾患の病理診断の概要
を学び、演習を行う。

演習 矢田　直美 レポート

12, 
13

病理診断報告書の作成法を学び、
演習を行う。

演習 矢田　直美 レポート

14, 
15

症例報告および論文作成法を学び
、演習を行う。

演習 矢田　直美 レポート



2024年度 科目コード： 211061

感染症学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,吉岡　香絵,山﨑　亮太

授業の概要

感染症における病原因子とそれに対する宿主の感染防御システムについて、分子生物学的観点から学ぶ。さらに
「歯周病原性細菌の病原性発現メカニズム」、「パターン認識受容体」や「骨免疫学」など個別のテーマについ
てグループ学習を行う。

学生の到達目標

① 感染に関わる病原体側の因子を説明できる。
② デンタルプラークの機能や細菌間情報伝達機構を説明できる。
③ 口腔内の感染症（齲蝕や歯周病）について分子生物学観点から説明できる。
④ 免疫による病原体の認識機構と排除機構を説明できる。
⑤ サイトカインや炎症性メディエーターを説明できる。
⑥ パターン認識受容体を説明できる。
⑦ 炎症応答における免疫細胞の機能を説明できる。
⑧ 口腔内の病原体排除機構を説明できる。
⑨ 感染症に対する診断、予防、治療を説明できる。
⑩ インフラマソームを説明できる。
⑪ 骨リモデリングの分子メカニズムを説明できる。
⑫ 骨代謝における免疫系の関与を説明できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

事前に資料を配布の上、学
習項目を提示。

感染分子生物学分野で最近
報告した文献は必読。およ
び関連した文献、参考書を
読む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

その他
【オフィスアワー】講義・演習の前後、またはメールで受け付ける。



2024年度 科目コード： 211061

感染症学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,吉岡　香絵,山﨑　亮太

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
病原微生物の分子生物学Ⅰ： 感
染症学の学習に必要な分子生物学
および細菌学の概要を学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

2
病原微生物の分子生物学Ⅱ： 病
原体のもつ定着因子や内毒素につ
いて学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

3
病原微生物の分子生物学Ⅲ： バ
イオフィルムとしてのデンタルプ
ラークの構造や機能を学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

4
病原微生物の分子生物学Ⅳ： 歯
周病原性細菌のもつ病原因子につ
いて学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

5

病原微生物の分子生物学Ⅴ： 口
腔マイクロバイオームの生態と機
能について最新の論文を踏まえて
学ぶ。

講義
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】第1-4
回のグループ学習の
復習 【事後学修】
第1-5回のまとめレ
ポート作成

Moodle
Microsoft 
Teams

6
感染防御の分子生物学Ⅰ： 免疫
学の学習に必要な分子生物学の概
要を学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

7
感染防御の分子生物学Ⅱ： 自然
免疫による異物の認識と抗原排除
に関するメカニズムを学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

8
感染防御の分子生物学Ⅲ： 体液
性免疫による異物の認識と抗原排
除に関するメカニズムを学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
山﨑　亮太
吉岡　香絵

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

9
感染防御の分子生物学Ⅳ： 細胞
性免疫による異物の認識と抗原排
除に関するメカニズムを学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

10
感染防御の分子生物学Ⅴ： 唾液
および抗菌物質など、口腔内の感
染防御機構を学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211061

感染症学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,吉岡　香絵,山﨑　亮太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11
感染防御の分子生物学Ⅵ： 病因
論に基づいた口腔感染症の診断、
予防、治療を学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

12

感染防御の分子生物学Ⅶ： 炎症
応答におけるインフラマソームの
活性化メカニズムについて、最新
の論文を踏まえて学ぶ。

講義
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】第6-11
回のグループ学習の
復習 【事後学修】
第6-12回のまとめレ
ポート作成

Moodle
Microsoft 
Teams

13
炎症性骨吸収Ⅰ： 骨リモデリン
グの制御システムを学ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

14
炎症性骨吸収Ⅱ： 骨代謝の制御
に関わる様々な免疫調節分子を学
ぶ。

グループ学習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

15

炎症性骨吸収Ⅲ： 骨免疫学を応
用した炎症性骨吸収に対する治療
アプローチについて、最新の論文
を踏まえて学ぶ。

講義
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】第
13-14回のグループ
学習の復習 【事後
学修】第13-15回の
まとめレポート作成

Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211062

感染症学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,吉岡　香絵,山﨑　亮太

授業の概要

感染症学と免疫学領域における最新の学術雑誌に掲載されている重要な英語論文を精読する。担当学生は参加者
全員に対して、論文の目的、実験手技、結果の導き方、考察などについて解説する。解説後、質疑応答を通して
、最新の知識を共有することを目指す。

学生の到達目標

① 英語文献を読み込む能力を養うことができる。
② 研究を批判する力を養うことができる。
③ 自分の研究への応用が可能かどうかを考える力を養うことができる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

Nature、Cell、Scienceな
ど、ライフサイエンス研究
に直結する英語論文

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 100%

その他
【オフィスアワー】演習の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

毎回発表される抄読論文の研究の
背景や方法、結果、考察を理解す
る。担当論文に関しては、抄録内
容の精読に加え、自身の研究との
関連を理解する。さらに、グルー
プ内での発表と意見交換を通じて
、得られた知識を自己確認できる
能力を培う。

文献紹介およ
び討論

吉岡　香絵
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】グルー
プメンバーに理解し
てもらうための十分
な文献の精読と資料
の作成・配布 【事
後学修】討論を通じ
て、論文から得られ
た知識を確固とした
ものにするために、
事後学習のテーマを
与える。

Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211063

感染症学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,吉岡　香絵,山﨑　亮太

授業の概要

感染分子生物学分野で実験を行なっている研究成果に関する討論を通して、研究の論理展開を理解するとともに
、大学院生間の研究に関する情報交換の場として活用する。担当教官はテュータとなり、PBL形式での演習と教育
を行う。

学生の到達目標

① 自身の研究について論理的に説明できる能力を養うことができる。
② 実験手技について原理と結果の解釈を理解し、説明できる能力を養うことができる。
③ 他人の発表を聞き、自分の研究への応用が可能かどうかを考察する力を養うことができる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

実験ノート、および研究に
関連する参考文献を資料と
して用いる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

データ内容、参加態度、プレゼンテーシ
ョン能力

100%

その他
【オフィスアワー】演習の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

自身の直近の実験データを取りま
とめて発表し、プレゼンテーショ
ン能力を養う。また、発表者は担
当教官や他の大学院生からの質問
に的確に回答していくなかで科学
的な質疑応答能力を養う。

研究報告およ
び討論

山﨑　亮太
有吉　渉
吉岡　香絵

【事前学修】関連分
野の文献調査、プレ
ゼンテーションの準
備 【事後学修】プ
レゼンテーションを
通じて、論文から得
られた 知識を確固
としたものにするた
めに、事後学習のテ
ーマを与え る。

６０１講義
室
その他
Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211064

感染症学Ⅳ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,吉岡　香絵,山﨑　亮太

授業の概要
感染症学研究を遂行する上で必要な基本的実験手技について原理を理解した上で学ぶ。

学生の到達目標

① 細胞の培養を実践できる。 
② 細菌の培養を実践できる。
③ 培養細胞からのRNAの抽出を実践できる。
④ real-time RT-qPCR法の原理を説明できる。
⑤ real-time RT-qPCR法を実践できる。
⑥ 培養細胞からのタンパクの抽出を実践できる。
⑦ Western blotting法の原理を説明できる。
⑧ Western blotting法を実践できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

事前に資料を配布の上、学
習項目を表示

感染分子生物学分野で最近
報告した文献は必読。およ
び関連した文献、参考書を
読む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

質疑応答 100%

その他
【オフィスアワー】講義・演習の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション： 本演習の
目的と概要を学ぶ。

講義
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

2
細胞培養Ⅰ： 培養液の作製、培
養細胞の取り扱いを学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211064

感染症学Ⅳ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,吉岡　香絵,山﨑　亮太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3
細胞培養Ⅱ： 細胞の継代と保存
を学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

4
細菌培養Ⅰ： 無菌操作、培地の
作製、細菌の取り扱いを学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

5
細菌培養Ⅱ： シングルコロニー
のピックアップ、試験管培養、大
量培養を学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

6
real-time RT-qPCR法： Ⅰ
real-time RT-qPCR法の原理とプ
ライマーの設計を学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

7
real-time RT-qPCR法Ⅱ： 培養細
胞からのRNAの抽出とcDNAの合成
を学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

8
real-time RT-qPCR法Ⅲ： 
real-time RT-qPCRを学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

9
real-time RT-qPCR法： Ⅳデータ
の解析を学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

10
Western blotting法Ⅰ： Western 
blotting法の原理とゲルの作製を
学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

11
Western blotting法Ⅱ： 培養細
胞からのタンパクの抽出を学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

12
Western blotting法Ⅲ： 
SDS-PAGEとブロッティングを学ぶ
。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

13
Western blotting法Ⅳ： ブロッ
キングと1次抗体反応を学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211064

感染症学Ⅳ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,吉岡　香絵,山﨑　亮太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

14
Western blotting法Ⅴ： 2次抗体
反応とHRPによる発色反応を学ぶ
。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

15
Western blotting法Ⅵ： データ
の解析を学ぶ。

講義・演習
有吉　渉
吉岡　香絵
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

その他
Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211065

感染症学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,山﨑　亮太

授業の概要

自身の研究テーマに関する課題を抽出し、それを基盤に研究手法および研究計画を立案する。さらに、実験研究
成果の学会発表やプレゼンテーションを通して、研究領域の知識のアップデートや情報交換の場を設ける。担当
教官はテュータとなり、ディスカッション形式で演習と教育を行う。

学生の到達目標

① 自身の研究について、国内外の研究の動向を踏まえ、課題を抽出する能力を養うことができる。
② 自身の研究の実験手技の原理を理解し、説明できる能力を養うことができる。
③ 自身の研究の結果を解釈し、考察する能力を養うことができる。
④ 他分野や他施設の研究を聞き、自分の研究への応用が可能かどうか判断する能力を養う。

テキスト
タイトル 著者 出版社

実験ノート、および研究に
関連する参考文献を資料と
して用いる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

研究計画 25%

中間報告 25%

学会報告 25%

研究成果報告 25%

その他
【オフィスアワー】演習の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
研究計画立案1：関連論文の抄読
を通じて、自身の研究課題を抽出
する能力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】関連論
文の抄読、研究課題
の抽出
【事後学修】抽出課
題の修正

その他
Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211065

感染症学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,山﨑　亮太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2

研究計画立案2：抽出した研究課
題を証明するための研究方法の提
案を通じて、その原理を理解する
。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】関連論
文の抄読、研究方法
の提案
【事後学修】提案方
法の修正

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

3
研究計画立案3：提案した研究方
法の遂行するための研究計画を立
案し、研究の企画力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】関連論
文の抄読、研究計画
の立案
【事後学修】立案計
画の修正

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

4
中間報告1：8月までに得られたデ
ータを整理し、研究成果を取りま
とめる能力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】関連論
文の抄読
【事後学修】研究デ
ータの理解・取りま
とめ

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

5

中間報告2：8月までに得られたデ
ータの分野内での発表準備を通じ
て、研究成果のプレゼンテーショ
ン能力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】関連論
文の抄読
【事後学修】プレゼ
ンテーションの構成
考案

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

6

中間報告3：プレゼンテーション
を行い、自身の発表に対する教員
の質問に的確に回答するなかで科
学的な質疑応答能力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】プレゼ
ンテーションスライ
ドの作成
【事後学修】プレゼ
ンテーション指摘点
の修正

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

7

中間報告4：プレゼンテーション
での質疑応答の内容を取りまとめ
、自身の研究成果にフィードバッ
クし、考察する能力を培う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】プレゼ
ンテーションスライ
ドの作成
【事後学修】プレゼ
ンテーション指摘点
の修正

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

8

中間報告5：フィードバックから
、改めて研究課題を抽出し、研究
方法および研究計画を立案し、研
究の企画力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】新たな
研究課題の抽出
【事後学修】研究方
法の提案、研究計画
の立案

その他
Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211065

感染症学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,山﨑　亮太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

9

学会参加1：自身の研究領域の学
会を探索し、過去の発表内容から
、研究のトピックを理解する。3
・４年生は、学会発表に向けた抄
録作成を通じて研究成果を取りま
とめる能力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】学会情
報の探索、発表内容
の確認
【事後学修】抄録の
作成

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

10

学会参加2：参加する学会の抄録
集を熟読し、自身の研究との関連
性を理解するとともに、問題点を
抽出する能力を養う。3・４年生
は、学会発表の準備を通じて研究
成果のプレゼンテーション能力を
培う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】学会抄
録内容の確認
【事後学修】ディス
カッション項目の抽
出、プレゼンテーシ
ョンスライド/ポス
ターの作成

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

11

学会参加3：学会に参加し、関連
する演題の発表者へ積極的に質問
し、ディスカッションする能力を
培う。3・4年生は、自身の発表に
対する質問に的確に回答するなか
で科学的な質疑応答能力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】プレゼ
ンテーション/質疑
応答の準備
【事後学修】質疑応
答事項の取りまとめ

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

12

学会参加4：学会での質疑応答の
内容を取りまとめ、自身の研究成
果にフィードバックし、考察する
能力を培う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】質疑応
答を踏まえた研究課
題の抽出
【事後学修】研究方
法の提案、研究計画
の立案

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

13

研究成果報告1：中間報告書（2-3
年生）、および研究成果報告書（
最終学年）のドラフト作成を通じ
て、研究成果を取りまとめる能力
を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】関連論
文の抄読、報告書の
構成立案
【事後学修】報告書
の構成修正

その他
Moodle
Microsoft 
Teams

14

研究成果報告2：中間報告書（2-3
年生）、および研究成果報告書（
最終学年）のドラフト作成を通じ
て、研究成果を考察する能力を養
う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】報告書
ドラフトの作成
【事後学修】報告書
ドラフトの修正

その他
Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211065

感染症学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,山﨑　亮太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

15

研究成果報告3：中間報告書（1-3
年生）、および研究成果報告書（
最終学年）を作成し、自身の研究
成果を総括する能力を養う。

演習・討論
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】報告書
の作成
【事後学修】報告書
の修正・提出

その他
Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 211071

薬理学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

授業の概要

全身疾患を有する患者が使用する各種薬物について詳細に学ぶ。 特に高齢者が使用することの多い血液系作用薬
（抗凝固薬，抗血栓薬），中枢神経系作用薬（パーキンソン病治療薬など）を中心に学ぶ。

学生の到達目標

1. 全身疾患を有する患者に対して最適な薬物投与ができる。2．全身疾患を有する患者に対して安全な歯科治療
ができる。3. 全身疾患を有する患者の使用する各種薬物について詳細に説明できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

発表者が資料準備・配布
グッドマン・ギルマン　薬
理書　第13版

橋本、赤池
ら監訳

廣川書店

各種文献

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の発表内容 50%

講義・演習における質疑応答 50%

その他
学生相談：随時メールにて受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション血液系作用薬
・中枢神経系作用薬の概論を学ぶ
。

講義（対面と
遠隔の併用）

-

2

血液系作用薬１血液凝固系、線溶
系について学ぶ。抗凝固薬（ヘパ
リン）の作用機序、副作用、有害
作用について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読

3
血液系作用薬2抗凝固薬（ワルフ
ァリン）の作用機序、副作用、有
害作用について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読



2024年度 科目コード： 211071

薬理学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4
血液系作用薬3新規経口抗凝固薬
（NOAC）の作用機序、副作用、有
害作用について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読

5
血液系作用薬4抗血栓薬（アスピ
リン）の作用機序、副作用、有害
作用について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

6
血液系作用薬5新規抗血栓薬の作
用機序、副作用、有害作用につい
て学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

7
血液系作用薬6抗凝固薬・抗血栓
薬使用時の歯科治療の問題点につ
いて学ぶ　その①。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

8
血液系作用薬7抗凝固薬・抗血栓
薬使用時の歯科治療の問題点につ
いて学ぶ　その②。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

9
中枢神経系作用薬１神経・精神疾
患について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

10
中枢神経系作用薬2パーキンソン
病について臨床応用される治療薬
を中心に学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

11
中枢神経系作用薬3うつ病につい
て臨床応用される治療薬について
学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

12
中枢神経系作用薬4認知症につい
て臨床応用される治療薬について
学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

13
中枢神経系作用薬5てんかんにつ
いて臨床応用される治療薬を中心
に学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】

14
中枢神経系作用薬6高齢者に適し
た薬剤について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

【事前学修課題】配
付資料の精読 【事
後学修課題】



2024年度 科目コード： 211071

薬理学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

15
まとめ血液系作用薬・中枢神経系
作用薬と歯科治療の関連性につい
て学ぶ。

講義・演習（
対面と遠隔の
併用）

-



2024年度 科目コード： 211072

薬理学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

授業の概要

全身疾患を有する患者が使用する各種薬物について詳細に学ぶ。 特に高齢者が使用することの多い循環器系作用
薬（高血圧症治療薬，狭心症治療薬など），中枢神経系作用薬（抗うつ薬など）について学ぶ。

学生の到達目標

1. 全身疾患を有する患者に対して最適な薬物投与ができる。2．全身疾患を有する患者に対して安全な歯科治療
ができる。3. 全身疾患を有する患者の使用する各種薬物について詳細に説明できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

発表者が資料準備・配布
グッドマン・ギルマン　薬
理書　第13版

橋本、赤池
ら監訳

廣川書店

各種文献

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の発表内容 50%

講義・演習における質疑応答 50%

その他
学生相談：随時メールにて受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション循環器系作用
薬・中枢神経系作用薬の概論を学
ぶ。

講義（対面と
遠隔の併用）

-

2
循環器系作用薬１高血圧症治療薬
について学ぶ　その①。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

3
循環器系作用薬2高血圧症治療薬
について学ぶ　その②。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

4
循環器系作用薬3心不全治療薬に
ついて学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読



2024年度 科目コード： 211072

薬理学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5
循環器系作用薬4狭心症治療薬に
ついて学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

6
循環器系作用薬5不整脈治療薬に
ついて学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

7
循環器系作用薬6循環器系作用薬
使用患者の歯科治療について学ぶ　
その①。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

8
循環器系作用薬7循環器系作用薬
使用患者の歯科治療について学ぶ　
その②。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

9
中枢神経系作用薬１神経・精神疾
患について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

10
中枢神経系作用薬2うつ病につい
て臨床応用される治療薬について
学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

11
中枢神経系作用薬3そう病につい
て臨床応用される治療薬を中心に
学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

12
中枢神経系作用薬4認知症につい
て臨床応用される治療薬について
学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

13
中枢神経系作用薬5統合失調症に
ついて臨床応用される頻度の高い
治療薬について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

14
中枢神経系作用薬6アルコール依
存、薬物依存症について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

15
まとめ循環器系作用薬・中枢神経
系作用薬と歯科治療の関連性につ
いて学ぶ。

講義・演習（
対面と遠隔の
併用）

-



2024年度 科目コード： 211073

薬理学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

授業の概要

歯科治療に関連の深い医薬品についての文献を読み、最新の知識を得る。また、歯科治療にともなう医薬品の副
作用について学ぶ。

学生の到達目標

1. 患者に安全で有効な薬物投与ができる。2. 最新の医薬品情報を得ることができる。3. 論文を読むことができ
る。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

発表者が資料準備・配布
各種文献（ガイドラインな
ど都度指示）

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の発表内容 50%

講義・演習における質疑応答 50%

その他
学生相談：随時メールにて受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション今後の講義・
演習について討論する。

講義（対面と
遠隔の併用）

-

2
抗菌薬1PK-PD理論を学ぶ　その①
。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

3
抗菌薬2PK-PD理論を学ぶ　その②
。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

4 抗菌薬3耐性菌について学ぶ。
演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読



2024年度 科目コード： 211073

薬理学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5
抗菌薬4カルバペネム系抗生物質
について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

6
抗ウイルス薬新規抗インフルエン
ザウイルス薬について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

7
抗血小板凝集薬1血液凝固、血液
溶解について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

8
抗血小板凝集薬2新規抗血小板凝
集薬について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

9
抗血小板凝集薬3新規抗血小板凝
集薬と歯科治療について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

10
血液凝固抑制薬に関するガイドラ
インについて学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

11
抗真菌薬1抗真菌薬と歯科におけ
る応用について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

12
抗真菌薬2抗真菌薬とその薬物相
互作用について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

13
骨粗鬆症治療薬1ビスホスホネー
ト製剤について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

14
骨粗鬆症治療薬2ビスホスホネー
ト製剤の副作用について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

15
まとめ歯科治療における安全な薬
物投与について学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

-



2024年度 科目コード： 211074

薬理学Ⅳ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

授業の概要
新規に開発された医薬品についての基礎知識、作用機序、臨床応用、適正使用について学ぶ。

学生の到達目標

1. 分子標的薬を中心に新薬の説明ができる。2．最新の医薬品情報を入手・理解できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

発表者が資料準備・配布
各種文献（各回の担当者が
準備）

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の発表内容 50%

講義・演習における質疑応答 50%

その他
学生相談：随時メールにて受付

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション新規開発医薬
品に関する情報収集方法を学ぶ。

講義（対面と
遠隔の併用）

2
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

3
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

4
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読



2024年度 科目コード： 211074

薬理学Ⅳ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

6
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

7
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

8
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

9
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

10
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

11
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

12
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

13
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

14
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

演習（対面と
遠隔の併用）

事前学習：配付資料
の精読

15
発表担当者は新規開発医薬品の紹
介と解説を行い、情報収集と発表
方法を学ぶ。

講義・演習（
対面と遠隔の
併用）

事前学習：配付資料
の精読



2024年度 科目コード： 211075

薬理学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

授業の概要

新薬開発や各種薬物に関する最新の研究の動向を理解する。「健康食品」などの成分や効能についても資料に基
づいて科学的に検証する。担当者は新薬開発につながる研究テーマの発掘も念頭に置いて文献を紹介し、その内
容について全員で議論する。

学生の到達目標

1．英文・和文の文献を論理的な視点で読むことができる。2．基礎生命科学研究文献の内容を理解し批評できる
。3．基礎生命科学研究文献の内容を、背景を含めてわかりやすく説明できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

紹介する文献および参考書
は各自必要なものを選別す
る。

紹介する文献および参考書
は発表担当者が必要なもの
を選別する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 50%

質疑応答 50%

その他
学生相談：随時　但し事前にメール等で予約必要

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15
創薬を意識した最新の生命科学研
究の内容と動向を理解し、説明お
よび討論する。

文献紹介およ
び討論（一部
遠隔）

（予習）担当者は文
献の詳読および関連
情報の調査説明用資
料の準備



2024年度 科目コード： 211076

分子薬理学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

授業の概要

薬理学の研究に必要となる基本的知識および基本的実験手技を学ぶ。 遺伝子組換えタンパク質を調製し、各種薬
物の効果を調べる方法を中心とする。

学生の到達目標

1．　遺伝子組換えタンパク質の調製法について説明できる。2．　タンパク質の調製に必要な DNA コンストラク
トを設計・作製できる。3．　遺伝子組換えタンパク質を調製できる。4．　遺伝子組換えタンパク質を用いた薬
理学的な試験管内実験を行うことができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

板書による説明。学習内容
に応じた参考文献、参考書
については助言する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の発表内容 30%

実験の理解度と結果の整理 70%

その他
学生相談：随時　但し事前にメール等の予約必要

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション本演習で行う
実験の全体の流れを学ぶ。

講義 配付資料の精読

2

大腸菌用発現コンストラクトの作
製準備必要な遺伝子情報を収集し
コンストラクトを設計する方法に
ついて学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

3

大腸菌発現コンストラクトの作製
（１）PCR 法による目的遺伝子と
ベクターの調製、ライゲーション
について学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録



2024年度 科目コード： 211076

分子薬理学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4
大腸菌細胞用発現コンストラクト
の作製（２）インサート挿入の正
否判定について学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

5

組換えタンパク質の発現確認（１
）大腸菌の培養と組換えタンパク
質の発現誘導からサンプル調製ま
でを学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

6
組換えタンパク質の発現確認（２
）調製したサンプルの解析。
SDS-PAGE。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

7

組換えタンパク質の調製 （１）
組換えタンパク質を調製するため
の大量培養系における発現誘導の
条件検討について学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

8
組換えタンパク質の調製 （２）
大腸菌溶解液から組換えタンパク
質精製する方法を学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

9
組換えタンパク質の調製（３）調
製したタンパク質の濃度や精製度
の確認方法について学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

10

組換えタンパク質を用いた試験管
内実験 （１）タンパク質間結合
能を指標にした活性測定について
学ぶ。サンプル調製まで。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

11

組換えタンパク質を用いた試験管
内実験 （２）引続きタンパク質
間結合能を指標にした活性測定に
ついて学ぶ。調製したサンプルの
電気泳動。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

12

組換えタンパク質を用いた試験管
内実験 （３）調製したタンパク
質の酵素活性を測定することを学
ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録



2024年度 科目コード： 211076

分子薬理学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13

組換えタンパク質を用いた試験管
内実験 （４）組換えタンパク質
の酵素活性に薬物が与える影響を
調べる。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

14
データのまとめ得られた結果をま
とめて発表する準備をする。

演習
（復習）結果のまと
めと発表資料の準備

15
まとめたデータの発表まとめたデ
ータについて発表討論する。

演習
（予習）発表資料の
準備



2024年度 科目コード： 211077

細胞分子薬理学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

授業の概要

薬理学の研究に必要となる基本的知識および基本的実験手技を学ぶ。 遺伝子組換えタンパク質を調製し、各種薬
物の効果を調べる方法を中心とする。

学生の到達目標

1．　遺伝子組換えタンパク質の調製法について説明できる。2．　タンパク質の調製に必要な DNA コンストラク
トを設計・作製できる。3．　遺伝子組換えタンパク質を調製できる。4．　遺伝子組換えタンパク質を用いた薬
理学的な試験管内実験を行うことができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

なし
板書による説明。学習内容
に応じた参考文献、参考書
については助言する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の発表内容 30%

実験の理解度と結果の整理 70%

その他
学生相談：随時　但し事前にメール等の予約必要

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション本演習で行う
実験の全体の流れを学ぶ。

講義 配付資料の精読

2

大腸菌用発現コンストラクトの作
製準備必要な遺伝子情報を収集し
コンストラクトを設計する方法に
ついて学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

3

大腸菌発現コンストラクトの作製
（１）PCR 法による目的遺伝子と
ベクターの調製、ライゲーション
について学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録



2024年度 科目コード： 211077

細胞分子薬理学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4
大腸菌細胞用発現コンストラクト
の作製（２）インサート挿入の正
否判定について学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

5

組換えタンパク質の発現確認（１
）大腸菌の培養と組換えタンパク
質の発現誘導からサンプル調製ま
でを学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

6
組換えタンパク質の発現確認（２
）調製したサンプルの解析。
SDS-PAGE。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

7

組換えタンパク質の調製 （１）
組換えタンパク質を調製するため
の大量培養系における発現誘導の
条件検討について学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

8
組換えタンパク質の調製 （２）
大腸菌溶解液から組換えタンパク
質精製する方法を学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

9
組換えタンパク質の調製（３）調
製したタンパク質の濃度や精製度
の確認方法について学ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

10

組換えタンパク質を用いた試験管
内実験 （１）タンパク質間結合
能を指標にした活性測定について
学ぶ。サンプル調製まで。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

11

組換えタンパク質を用いた試験管
内実験 （２）引続きタンパク質
間結合能を指標にした活性測定に
ついて学ぶ。調製したサンプルの
電気泳動。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

12

組換えタンパク質を用いた試験管
内実験 （３）調製したタンパク
質の酵素活性を測定することを学
ぶ。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録



2024年度 科目コード： 211077

細胞分子薬理学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13

組換えタンパク質を用いた試験管
内実験 （４）組換えタンパク質
の酵素活性に薬物が与える影響を
調べる。

演習
（復習）実験内容と
結果の記録

14
データのまとめ得られた結果をま
とめて発表する準備をする。

演習
（復習）結果のまと
めと発表資料の準備

15
まとめたデータの発表まとめたデ
ータについて発表討論する。

演習
（予習）発表資料の
準備



2024年度 科目コード： 211078

薬理学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

授業の概要

実験動物を使用して研究を行う際に必要になる、基本的知識および基本的実験手技を学ぶ。さらに、動物実験計
画書作成について学ぶ。

学生の到達目標

1．実験動物について説明できる。2．動物実験計画書を立案できる。3．動物に薬物投与を行うことができる。4
．基本的薬理実験について説明でき、行うことができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

動物実験の適正な実施に向
けたガイドライン

日本学術会
議制定

各種文献

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の発表内容 30%

実験の理解度と結果の整理 70%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテェーション今後の講義
・演習について討論する

講義 -

2
実験動物学総論1実験動物の概論
を学ぶ。

講義
事前学習：配付資料
の精読

3
実験動物学総論2実験動物に関す
る各種法律・ガイドラインについ
て学ぶ。

講義
事前学習：配付資料
の精読

4
実験動物学総論3実験動物に関す
る動物福祉について学ぶ。

講義・演習
事前学習：配付資料
の精読



2024年度 科目コード： 211078

薬理学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 竹内　弘

担当教員
竹内　弘,東 泉

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5
実験動物学総論4実験動物の薬物
投与方法、麻酔方法、安楽死につ
いて学ぶ　その①。

講義・演習
事前学習：配付資料
の精読

6
実験動物学総論5実験動物の薬物
投与方法、麻酔方法、安楽死につ
いて学ぶ　その②。

講義・演習
事前学習：配付資料
の精読

7
実験動物学総論6実験動物の薬物
投与方法、麻酔方法、安楽死につ
いて学ぶ　その③。

講義・演習
事前学習：配付資料
の精読

8
薬理学実験 1急性毒性実験法につ
いて学ぶ。

講義・演習
事前学習：配付資料
の精読

9
薬理学実験 2慢性毒性実験法につ
いて学ぶ。

講義・演習
事前学習：配付資料
の精読

10
薬理学実験 3局所毒性実験法につ
いて学ぶ。

講義・演習
事前学習：配付資料
の精読

11
薬理学実験 4その他の毒性試験に
ついて学ぶ。

講義・演習
事前学習：配付資料
の精読

12
動物実験計画書作成 1動物実験計
画書の作成方法を学ぶ その①。

講義
事前学習：配付資料
の精読

13
動物実験計画書作成 2動物実験計
画書の作成方法を学ぶ その②。

講義
事前学習：配付資料
の精読

14
動物実験計画書作成 3動物実験計
画書を作成する。

講義
事前学習：配付資料
の精読

15
まとめ薬理学実験に関しての総ま
とめを行う。

講義 -



2024年度 科目コード： 211081

臨床疫学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

授業の概要

本科目では、臨床疫学の基礎的内容を学習し、臨床疫学の各種研究デザインについて理解する。また、それぞれ
の研究デザインに関する論文を批判的吟味することで、理解を深める。これによりEvidence-Based 
Dentistry(EBD)の実践力も養う。

学生の到達目標

１．臨床疫学の概略を理解する。２．臨床疫学・構造化抄録の読み方を理解する。３．臨床疫学研究デザインの
概略を理解する。４．各種研究デザインにおける論文の批判的吟味ができる。５．Evidence-Based Dentistryを
実践できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Evidence-Based Dentistry 
入門

永末書店 医学的研究のデザイン－研
究の質を高める疫学的アプ
ローチ－第3版

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル社

歯科診療に基づく研究・英
語論文執筆ガイド

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の成果物 100%

その他
【オフィスアワー】講義の前後、またはメールにて随時受付。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
イントロダクション：臨床疫学の
定義について学び、臨床疫学研究
デザインの全体像を理解する。

講義 角舘　直樹
臨床疫学研究デザイ
ンについて

3,4
臨床疫学論文・構造化抄録の読み
方：臨床疫学論文の構成および構
造化抄録の読解方法を学ぶ。

講義 角舘　直樹
臨床疫学論文・構造
化抄録の読み方につ
いて



2024年度 科目コード： 211081

臨床疫学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5,6

文献検索法①：文献検索方法につ
いて学び、実際にPubMed、医中誌
等を用いて各種研究デザインの論
文を検索する。

演習 角舘　直樹
PubMed、医中誌によ
る文献検索について

7,8

文献検索法②：Cochrane 
Library, Mindsを用いて、システ
マティックレビューや診療ガイド
ラインを検索する。

演習 角舘　直樹
Cochrane Library, 
Mindsによる文献検
索について

9,10

臨床疫学研究デザイン①（横断研
究、症例対照研究）：横断研究・
症例対照研究の利点と欠点を理解
し、歯科領域における先行研究に
ついて学ぶ。

講義 角舘　直樹
横断研究・症例対照
研究の利点と欠点に
ついて

11,12

批判的吟味①（横断研究）：横断
研究に関する論文の批判的吟味の
方法について理解し、実際に行う
。

演習 角舘　直樹
横断研究論文の批判
的吟味について

13,14

臨床疫学研究デザイン②（コホー
ト研究）：コホート研究の利点と
欠点を理解し、歯科領域における
先行研究について学ぶ。

講義 角舘　直樹
コホート研究の利点
と欠点について

15,16

批判的吟味②（コホート研究）：
コホート研究に関する論文の批判
的吟味の方法について理解し、実
際に行う。

演習 角舘　直樹
コホート研究論文の
批判的吟味について

17,18

臨床疫学研究デザイン③（介入研
究）：介入研究の利点と欠点を理
解し、歯科領域における先行研究
について学ぶ。

講義 角舘　直樹
介入研究の利点と欠
点について

19,20

批判的吟味③（介入研究）：介入
研究に関する論文の批判的吟味の
方法について理解し、実際に行う
。

演習 角舘　直樹
介入研究論文の批判
的吟味について



2024年度 科目コード： 211081

臨床疫学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

21,22

臨床疫学研究デザイン④（システ
マティックレビュー・メタアナリ
シス）：データ統合型研究の利点
と欠点を理解し、歯科領域におけ
る先行研究について学ぶ。

講義 角舘　直樹
データ統合型研究の
利点と欠点について

23,24

批判的吟味④（システマティック
レビュー・メタアナリシス）：デ
ータ統合型研究に関する論文の批
判的吟味の方法について理解し、
実際に行う。

演習 角舘　直樹
データ統合型研究論
文の批判的吟味につ
いて

25,26

臨床研究デザイン⑤（診断・スク
リーニングの評価）：診断・スク
リーニングの評価法について理解
する。歯科領域における先行研究
について学ぶ。

演習 角舘　直樹
診断・スクリーニン
グ研究の特徴につい
て

27,28

批判的吟味⑤（診断・スクリーニ
ングの評価）：診断・スクリーニ
ングの評価法に関する論文の批判
的吟味の方法について理解し、実
際に行う。

演習 角舘　直樹
診断・スクリーニン
グ研究論文の批判的
吟味について

29,30

診療ガイドライン：診療ガイドラ
インの意義を理解し、実際に読解
する。AGREE、診療ガイドライン
の評価法（AGREE）やGRADEシステ
ムについても学ぶ。

演習 角舘　直樹
診療ガイドラインの
評価について



2024年度 科目コード： 211082

臨床疫学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

授業の概要

本科目では、臨床疫学の専門的な知識および臨床疫学研究を実践する上での応用力を養う。また各自のリサーチ
クエスチョンに基づいて研究デザインならびに統計解析デザインを立案し、研究プロトコールを作成するための
実践的能力を養う。

学生の到達目標

１．各自の診療上の疑問を定式化し、アウトカム指標を設定できる。２．概念モデルを作成することができる。
３．適切な臨床疫学研究デザインを立案できる。４．適切な統計解析デザインを立案できる。 ５．研究プロトコ
ールを作成することができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

Evidence-Based Dentistry 
入門

永末書店

医学的研究のデザイン－研
究の質を高める疫学的アプ
ローチ－第3版

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル社

歯科診療に基づく研究・英
語論文執筆ガイド

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の成果物 100%

その他
【オフィスアワー】講義の前後、またはメールにて随時受付。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2

診療上の疑問の定式化：自身の診
療上の疑問をPICOのフォーマット
を用いて定式化する。アウトカム
を測定する際の指標の種類、選択
方法について学ぶ。

講義 角舘　直樹
PICO/Finer’s 
check



2024年度 科目コード： 211082

臨床疫学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3,4

アウトカム指標の設定：アウトカ
ムを測定する際の指標、測定方法
、患者立脚アウトカムについて学
ぶ。

講義 角舘　直樹
アウトカム指標につ
いて

5,6

仮説（概念モデル）の設定: 交絡
因子をはじめとする第3の因子を
検討するために概念モデルを検討
する。

講義,演習 角舘　直樹 概念モデルについて

7,8

臨床疫学研究デザインの立案: 　
自身の疑問に基づいて適切な臨床
疫学研究デザインを立案する。各
種デザインに応じた研究手法につ
いて学ぶ。

講義,演習 角舘　直樹
臨床疫学研究デザイ
ンについて

9,10

バイアスの制御法: 選択バイアス
、測定バイアス、交絡バイアスの
制御方法について学び、実例をも
とに学ぶ。

講義 角舘　直樹
バイアスの制御法に
ついて

11,12

データ測定法: キャリブレーショ
ンなどをはじめとするデータ測定
方法の信頼性・妥当性について学
ぶ。

講義,演習 角舘　直樹
データ測定方法にお
ける信頼性と妥当性
について

13,14

統計解析のデザイン①: データの
種類、分布、記述統計、オッズ比
、リスク比、リスク差およびハザ
ード比の違いについて学ぶ。

講義,演習 角舘　直樹
リスク比、リスク差
およびハザード比に
ついて

15,16

統計解析のデザイン②: 統計学的
仮説検定、P値と有意水準、信頼
区間、相関および相関係数につい
て学ぶ。

角舘　直樹
P値と有意水準、信
頼区間、相関および
相関係数について

17,18
統計解析のデザイン③: ２群間比
較と多群間比較の検定方法および
検定の過誤について学ぶ。

講義,演習 角舘　直樹
２群間比較と多群間
比較の検定方法につ
いて

19,20

統計解析のデザイン④: ロジステ
ィック回帰分析、重回帰分析をは
じめとする多変量解析について学
ぶ。

講義,演習 角舘　直樹
ロジスティック回帰
分析、重回帰分析に
ついて



2024年度 科目コード： 211082

臨床疫学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

21,22

統計解析のデザイン⑤: Cox回帰
（比例ハザードモデル）やカプラ
ン・マイヤー曲線、ログランク検
定をはじめとする生存時間解析の
手法について学ぶ。

講義,演習 角舘　直樹
生存時間解析につい
て

23,24
統計解析のデザイン⑥: サンプル
サイズの推定について学ぶ。

講義,演習 角舘　直樹
サンプルサイズの推
定について

25,26

質問票の作成: 情報バイアスを制
御するための質問票の作成方法に
ついて学び、実際に質問紙を作成
する。

講義,演習 角舘　直樹
質問票の作成法につ
いて

27,28

研究プロトコールの作成方法: 
Consort声明・Strobe声明をはじ
めとする研究報告のガイドライン
について学び、効率的な研究プロ
トコールの作成方法について理解
する。

講義 角舘　直樹
研究プロトコールの
作成について

29,30

臨床疫学研究における倫理的配慮
: 各種倫理指針、倫理委員会への
書類申請ならびに臨床研究試験登
録について学ぶ。

講義 角舘　直樹

倫理指針、倫理委員
会への書類申請およ
び臨床研究試験登録
について。



2024年度 科目コード： 211083

臨床疫学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 3～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

授業の概要

本科目では、様々な臨床疫学研究の応用例について理解を深め、歯科領域における研究事例について学ぶ。また
、国際的な臨床疫学研究について学び、Practice-Based Researchの意義や方法論についても理解する。

学生の到達目標

１．歯科領域における各種の臨床疫学研究の理論と実例を理解する。 ２．国際的な臨床疫学研究について学ぶ。
３．Practice-Based Researchについて理解する。４．Evidence-Practice Gapについて理解する。５．臨床疫学
研究論文の作成方法について学ぶ。

参考書
タイトル 著者 出版社

Evidence-Based Dentistry 
入門

永末書店

医学的研究のデザイン－研
究の質を高める疫学的アプ
ローチ－第3版

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル社

歯科診療に基づく研究・英
語論文執筆ガイド

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の成果物 100%

その他

【オフィスアワー】 講義の前後、またはメールにて随時受付。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
う蝕の臨床疫学: う蝕の原因、診
断、治療、予防、予後をはじめと
する臨床疫学研究について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
う蝕の臨床疫学につ
いて

3,4

歯周病の臨床疫学: 歯周病の原因
、診断、治療、予防、予後をはじ
めとする臨床疫学研究について学
ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
歯周病の臨床疫学に
ついて



2024年度 科目コード： 211083

臨床疫学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 3～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5,6

顎関節症の臨床疫学: 顎関節症の
原因、診断、治療、予防、予後を
はじめとする臨床疫学研究につい
て学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
顎関節症の臨床疫学
について

7,8
歯冠修復物に関する臨床疫学: 歯
冠修復物の予後・生存期間に関す
る臨床疫学研究について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
歯科修復物に関する
臨床疫学について

9,10
歯科保健指導に関する臨床疫学: 
歯科保健指導に関する臨床疫学研
究について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
歯科保健指導に関す
る臨床疫学について

11,12

患者立脚型アウトカム: 研究患者
満足度、QOLなどの患者立脚型ア
ウトカムを理解し、歯科領域にお
ける研究事例について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
患者満足度研究につ
いて

13,14

行動科学に関する臨床疫学: 各種
健康行動科学理論について理解し
、歯科領域における行動科学に関
する研究事例について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
歯科領域における健
康行動科学理論につ
いて

15,16

歯科治療の費用対効果の臨床疫学
: 歯科治療における費用対効果に
ついて理解し、歯科領域の研究事
例について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
費用対効果に関する
臨床疫学について

17,18
医療の質に関する臨床疫学: 医療
の質について理解し、歯科領域に
おける研究事例について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
医療の質研究につい
て

19,20

Practice-Based Research: 
Practice-Based Researchの歴史
、意義、現状について理解し、研
究の事例について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
Practice-Based 
Researchについて

21,22

Evidence-Practice Gap: エビデ
ンス―診療ギャップを理解し、歯
科領域での研究事例について学ぶ
。

講義・演習 角舘　直樹
Evidence-Practice 
Gapについて



2024年度 科目コード： 211083

臨床疫学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 3～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

23,24

国際的な臨床疫学研究: 国際的な
臨床疫学研究の潮流について理解
し、歯科領域での研究事例につい
て学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
国際的な臨床疫学研
究の潮流について

25,26

歯科診療の国際比較研究: 歯科診
療パターンの国際比較について学
ぶ、歯科医療制度の違いについて
考察する。

講義・演習 角舘　直樹
歯科診療の国際比較
研究について

27,28
歯科医療政策と臨床疫学: 歯科医
療政策と臨床疫学研究の関係につ
いて学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
歯科保健医療政策と
臨床疫学研究につい
て

29,30
臨床疫学研究論文の作成: 臨床疫
学研究論文の書き方および統計報
告の方法について学ぶ。

講義・演習 角舘　直樹
臨床疫学研究論文の
作成方法について



2024年度 科目コード： 211084

臨床疫学演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

授業の概要

臨床疫学分野で行う研究内容・成果の発表会に参加し、そこで行われる討論および質疑応答を通して、研究の内
容理解を深める。担当教員をはじめとする発表会参加者より受けたフィードバックに基づいて自身の研究を見直
し、研究の質を高める。

学生の到達目標

１．研究方法について理解し、説明できる。２．自身の研究結果（解析データ）について論理的に解釈し、説明
できる。３．研究の進捗状況・結果についてスライドを作成し、分かりやすくプレゼンテーションできる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の成果物 50%

発表・質疑応答 50%

その他

各自の研究テーマに関連する最新の論文を各自で選定する。発表者はスライドにて発表資料を準備し、参加者に
事前配布する。【オフィスアワー】講義の前後、またはメールにて随時受付。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

解析データ・進捗状況をスライド
にまとめ、プレゼンテーションを
行う。発表者は発表会参加者から
の質問に答え、討論を行うことで
研究方法および内容について理解
を深める。

研究報告・発
表および討論

角舘　直樹
文献抄読および関連
文献の収集



2024年度 科目コード： 211085

臨床疫学講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹

授業の概要

臨床疫学分野で行う研究内容・成果の発表会に参加し、そこで行われる討論および質疑応答を通して、研究の内
容理解を深める。担当教員をはじめとする発表会参加者より受けたフィードバックに基づいて自身の研究を見直
し、研究の質を高める。

学生の到達目標

１．研究方法について理解し、説明できる。２．自身の研究結果（解析データ）について論理的に解釈し、説明
できる。３．研究の進捗状況・結果についてスライドを作成し、分かりやすくプレゼンテーションできる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の成果物 50%

発表・質疑応答 50%

その他

各自の研究テーマに関連する最新の論文を各自で選定する。発表者はスライドにて発表資料を準備し、参加者に
事前配布する。【オフィスアワー】講義の前後、またはメールにて随時受付。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

解析データ・進捗状況をスライド
にまとめ、プレゼンテーションを
行う。発表者は発表会参加者から
の質問に答え、討論を行うことで
研究方法および内容について理解
を深める。

研究報告・発
表および討論

角舘　直樹
文献抄読および関連
文献の収集



2024年度 科目コード： 211091

口腔健康学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 秋房　住郎

担当教員
秋房　住郎,藤井　航,邵 仁浩,辻澤　利行,中道　敦子,泉　繭依,船原　まどか

授業の概要

口腔保健学の学際領域に対する研究志向性を担保する、優れた研究遂行能力を付与するため、また、当該領域を
教授するための素養を醸成するため、口腔の健康に関連する最新の医学的・保健学的事象を学ぶとともに、当該
事象を解決するための方略を創造するための応用発展的な研究手法や解析方法について、様々な観点からオムニ
バス形式で講義する。

学生の到達目標

１．わが国の公衆衛生における健康・医療に関わる制度・政策を理解し、歯科専門職の役割等について説明でき
る。 ２．口腔衛生学領域における疾患・異常に対する論理的観点と当該事象の解決にかかる研究手法を詳細に説
明できる。 ３．EBMによる口腔保健に関する基礎・臨床研究の手法を詳細に説明できる。 ４．対象者の背景に立
脚した口腔保健の専門的価値観と能力の醸成に関する手法を想起する ５．口腔状態および口腔疾患が全身状態に
関係することをいかに証明するのか、そのMethodology（方法論）を説明できる。 ６．摂食行動に関与する高次
脳機能、神経生理学的および非侵襲的な研究手法について説明できる。 ７．栄養学領域における健康または疾患
に対する論理的観点と当該事象の解決にかかる研究手法を説明できる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 90%

口述試問 10%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

公衆衛生と健康政策（1） 公衆衛
生における健康・医療に関わる制
度・政策を概説し、健康・医療に
関連する制度・政策や社会の仕組
みに、研究、人材育成、その他の
専門的活動がどのように関わり貢
献しているかを考える。

遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

邵 仁浩

事前：公衆衛生にお
ける健康・医療に関
わる制度・政策 事
後：事後レポートの
提出



2024年度 科目コード： 211091

口腔健康学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 秋房　住郎

担当教員
秋房　住郎,藤井　航,邵 仁浩,辻澤　利行,中道　敦子,泉　繭依,船原　まどか

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2

公衆衛生と健康政策（2） 公衆衛
生における健康・医療に関連する
制度・政策や社会の仕組みに、研
究、人材育成、その他の専門的活
動がどのように関わているかの知
見に基づき、医資源に限りがある
ことを前提とし、公正に効率良く
資源を分配する手法について考え
る。

遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

邵 仁浩
事前：医療資源の分
配 事後：事後レポ
ートの提出

3

健康に対する口腔衛生学的観点（
１）　 ヒトの健康を口腔衛生学
的に考察し、その維持向上ないし
は回復するためのミクロからマク
ロにわたる方略について考える。

遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：健康の概念 
事後：事後レポート
の提出

4

健康に対する口腔衛生学観点（2
） う蝕と歯周疾患に対する口腔
衛生学的観点を概説し、それぞれ
の課題とその解決方法について考
える。

遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎

事前：う蝕と歯周疾
患のレビュー等の抄
読 事後：事後レポ
ートの提出

5

回復期・慢性期に対する口腔衛生
学観点 回復期から慢性期におけ
る対象者の背景（全身および口腔
状態を含む）を口腔衛生学的に概
説し、それぞれの研究課題と解決
方法について考える。

講義 (Teams, 
Moodle)

泉　繭依

事前：回復期、慢性
期の患者の状態 事
後：事後レポートの
提出

6

急性期に関わる口腔有害事象と口
腔機能管理 急性期に関わる口腔
有害事象と、支持療法および予防
法を口腔衛生学的観点から概説し
、関連論文から研究課題とその解
決方法について考える。

講義 (Teams, 
Moodle)

船原　まどか

事後：急性期に関わ
る口腔有害事象、支
持療法、予防法 事
後：事後レポートの
提出

7

歯科衛生士の高等教育的観点（１
） 社会情勢と口腔保健の変遷を
鑑み、専門職のリーダーに必要な
価値観や能力について学修する。

講義 (Teams, 
Moodle)

中道　敦子

事前：専門職のリー
ダーに必要な価値観
や能力 事前：事後
レポートの提出



2024年度 科目コード： 211091

口腔健康学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 秋房　住郎

担当教員
秋房　住郎,藤井　航,邵 仁浩,辻澤　利行,中道　敦子,泉　繭依,船原　まどか

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

8

歯科衛生士の高等教育的観点（２
）医学・看護学領域の教育手法を
学び、口腔保健の高度な専門性を
醸成するための教育手法について
考える。

講義 (Teams, 
Moodle)

中道　敦子

事前：医学・看護学
領域の教育手法 事
後：事後レポートの
提出

9

Methodology（方法論）1 口腔状
態および口腔疾患が全身状態と関
係することを証明した過去から現
在までの実験的方法について考え
る。

講義 (Teams, 
Moodle)

秋房　住郎

事前：口腔状態およ
び口腔疾患が全身状
態 事後：事後レポ
ートの提出

10

Methodology（方法論）2 口腔状
態および口腔疾患が全身状態と関
係することを証明した過去から現
在までの疫学的方法について考え
る。

講義 (Teams, 
Moodle)

秋房　住郎

事前：口腔状態およ
び口腔疾患が全身状
態 事後：事後レポ
ートの提出

11

摂食嚥下支援の理論と実際１ 摂
食嚥下に関する臨床学的知見に基
づき、嚥下の臨床像について考え
る。

講義 (Teams, 
Moodle)

藤井　航
事前：摂食嚥下 事
後レポートの提出

12
摂食嚥下支援の理論と実際２ 摂
食嚥下の支援のあり方について症
例から考える。

講義 (Teams, 
Moodle)

藤井　航
事前：摂食嚥下支援 
事後：事後レポート
の提出

13

健康に対する栄養学観点（１） 
健康または生活習慣病に対する栄
養学的観点を概説し、それぞれの
研究課題とその解決方法について
考える。

講義 (Teams, 
Moodle)

辻澤　利行

事前：健康または生
活習慣病に対する栄
養学的観点 事後レ
ポートの提出

14

健康に対する栄養学観点（２） 
健康または生活習慣病に対する栄
養学的観点を概説し、それぞれの
研究課題とその解決方法について
考える。

講義 (Teams, 
Moodle)

辻澤　利行

事前：健康または生
活習慣病に対する栄
養学的観点 事後レ
ポートの提出

15 講義全体のまとめ
講義 (Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：これまでの講
義の復習 事後レポ
ートの提出



2024年度 科目コード： 211092

口腔健康学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 藤井　航

担当教員
藤井　航

授業の概要
口腔保健学領域の最新の動向を理解するため、国際学術雑誌の論文を抄読する。

学生の到達目標

１．英語文献を読んで内容を理解する。
２．抄読した論文の研究背景を説明できる。
３．研究手法について詳細を説明できる。
４．研究結果について詳細を説明できる。
５．考察内容を批判的に説明できる。
６．研究内容をわかりやすく伝えることができる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

教員が供与した論文や参考
書および各自が検索した関
連分野の文献を利用する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

プレゼンテーション 50%

質疑応答 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～30

口腔保健学領域の最新の動向を理
解し、説明する。【事前学習課題
】各教員の指示を受けて演習に臨
む

演習（遠隔に
より実施を含
む）

藤井　航
論文検索・抄読、質
問への事後レポート



2024年度 科目コード： 211093

口腔健康学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 藤井　航

担当教員
藤井　航

授業の概要

大学院生の研究成果について、様々な領域の研究者である担当教員と討論し、研究の質を高めるとともに、プレ
ゼンテーション能力の涵養も合わせて行う。

学生の到達目標

１．自分が行っている研究内容を論理的に説明できる。 ２．自分が行っている研究背景を詳細に説明できる。 
３．質疑に対して適切に応答できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

指導教員が供与した論文や
参考書および各自が検索し
た関連分野の文献を利用す
る。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

プレゼンテーション 50%

質疑応答 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～30

自分が行っている研究成果につい
てわかりやすく発表し、教員から
の質疑に応答する。【事前学習課
題】各教員の指示を受けて演習に
臨む

演習（遠隔に
より実施を含
む）

藤井　航
論文検索・抄読、質
問への事後レポート



2024年度 科目コード： 211094

口腔健康学実習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 60 単位数 4

科目責任者 藤井　航

担当教員
藤井　航

授業の概要
口腔保健学領域の最新の知識・技術を学ぶため、臨床的実践を行う。

学生の到達目標

1. 適正な医療面接を実践する。2. 医療安全・感染予防対策を実践する。3. EBMに基づいた総合歯科衛生過程を
立案する。4. EBMに基づいた歯科予防処置・歯科診療補助・歯科保健指導を実践する。5. 歯科衛生士の社会的役
割を果たすために必要な口腔機能管理を実践する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

臨床的実践能力を総合評価する。 100%

その他
学生相談:随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1-30
口腔保健学領域の最新の知識・技
術を学ぶため、臨床的実践を行う
。

実習
各教員の指示を受け
て実習に臨む。



2024年度 科目コード： 211095

口腔保健福祉学特論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 秋房　住郎

担当教員
秋房　住郎

授業の概要

地域の歯科における医療・保健・福祉連携の実際に係る理論と方法にかかる知識をもとに、モデルケースを用い
て、その実践を演習する。

学生の到達目標

１．地域の保健・福祉の実際を説明できる。 ２．歯科における医療・保健・福祉の連携の実際を説明できる。 
３．歯科における医療・保健・福祉の連携を推進するための方法論を習得する。 ４．地域で口腔HP、WPを実践す
るための知識を習得する。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

地方分権時代の健康政策実
践書―みんなで楽しくでき
るヘルスプロモーション 
(Japanese)

Aut. 石井 
敏弘、中村 
譲治、その
他

Pub. ライフ
サイエンス
センター

国民衛生の動向
厚生労働統
計協会

不平等が健康を損なう

イチロー カ
ワチ,ブルー
ス・P. ケネ
ディ

日本評論社

ソーシャル・キャピタルと
健康

イチロー カ
ワチ

日本評論社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 80%

プレゼンテーション 20%

その他
受講対象は、修士課程の口腔保健福祉学Ⅰを受講していない者とする。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

秋房　住郎

1

ヘルスプロモーションの理論 HP
で用いられる一般的な手法および
近年用いられている新しい手法に
ついて学習する。

講義遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎

事前：
PRECEDE-PROCEED 
model 事後：事後レ
ポートの提出



2024年度 科目コード： 211095

口腔保健福祉学特論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 秋房　住郎

担当教員
秋房　住郎

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2

口腔を通じた福祉のあり方につい
て 介護制度を含む高齢者福祉や
障害者福祉における歯科の役割と
あるべき姿について学習する。

講義遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：高齢者福祉、
障害者福祉 事後：
事後レポートの提出

3
オーラルヘルスプロモーションの
実際理論 口腔保健におけるHPの
理論について学ぶ。

講義遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎

事前：オーラルヘル
スプロモーション 
事後：事後レポート
の提出

4

オーラルヘルスプロモーションの
実際（１）～実例の収集～　 口
腔保健におけるHPの実際について
、市町村事業の実例を示しながら
方法論を学ぶ。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

5

オーラルヘルスプロモーションの
実際（２）～実例の収集～　前回
に引き続き、口腔保健におけるHP
の実際について、市町村事業の実
例を示しながら方法論を学ぶ。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

6

地域における口腔HP、WP事例の収
集と課題の抽出（１）～実例の収
集～　 地域歯科保健等に関する
報告書などから地域における口腔
HP、WPの実例を選出する。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

7

地域における口腔HP、WP事例の収
集と課題の抽出（２）～実例から
学ぶ課題と解決方法～ 前回選出
した実例について地域の課題とそ
の解決方法について考察する。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

8

地域における口腔HP、WP事例の収
集と課題の抽出（３）～実例から
学ぶ課題と解決方法～ 文献検索
を行い、国内外の事例を検討する
。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

9

地域における口腔HP、WP事例の収
集と課題の抽出（４）～実例から
学ぶ課題と解決方法～ 前回に引
き続き文献検索を行い、国内外の
事例の実際を検討する。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出



2024年度 科目コード： 211095

口腔保健福祉学特論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 秋房　住郎

担当教員
秋房　住郎

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

10

地域における口腔HP、WP事例の課
題の解決方法（１）～課題の抽出
～　 福岡県内市町村の中からモ
デル地区を選出してその課題を抽
出する。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

11

地域における口腔HP、WP事例の課
題の解決方法（２）～課題の解決
方法の企画立案～　前回抽出した
モデル地区の課題の解決方略を企
画立案する。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

12

地域における口腔HP、WP事例の課
題の解決方法（３）～課題の解決
方法の企画立案～　前回抽出した
モデル地区の課題の解決方略を企
画立案する。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

13

地域における口腔HP、WP事例の課
題の解決方法（４）～課題の解決
方法の企画立案～　前回抽出した
モデル地区の課題の解決方略を企
画立案する。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：実例の収集 
事後レポートの提出

14

地域のHP、WPに対する働きかけ　 
地域住民に働きかけを行うために
必要な方法論について事例を交え
ながら学習する。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎
事前：地域のHP、WP 
事後：事後レポート
の提出

15
まとめ　 これまで行ってきた内
容をまとめ、プレゼンテーション
を行う。

演習遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎

事前：プレゼンテー
ションの準備 事後
：プレゼンテーショ
ンの提出

秋房　住郎



2024年度 科目コード： 211101

保健医療特論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

授業の概要

地域の中で生活する全ての人々の健康課題、なかでも歯科領域の課題について、疫学的な手法や社会制度との関
わりに着目して研究に取り組む重要性について講義する。特に、我が国の社会保障制度のなかで、歯科保健医療
や歯科医療従事者の果たす役割を研究するための基礎的知識を習得する。

学生の到達目標

１．患者の尊厳、医の倫理、研究倫理を説明できる。 
２．健康と疾病の概念を説明できる。 
３．歯科医師法及び関連法規の基本的な考え方を説明できる。 
４．公衆衛生と歯科医療における予防の概念を説明できる。 
５．主な保健医療統計の概要を説明できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

国民衛生の動向
厚生労働統
計協会

シンプル衛生公衆衛生学 
2024

辻一郎他 南江堂

公衆衛生がみえる
2024-2025（第６版）

医療情報科
学研究所（
編）

メディック
メディア

新版 歯科医療管理
日本歯科医
療管理学会
（編集）

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 50%

口頭試問 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

福泉　隆喜



2024年度 科目コード： 211101

保健医療特論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

社会と歯科医療① 　公衆衛生の
基盤となる健康の概念、社会・環
境との関わり、予防の概念につい
て学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

2
社会と歯科医療② 　患者の尊厳
とこれを支える医の倫理及び各種
の規範等について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

3
社会と歯科医療③ 　歯科医療と
社会との関わり、歯科医師の責務
等について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

4

医療保険制度 　社会保障制度の
全体像を理解し、社会保険のなか
でも医療を支える国民皆保険制度
等について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

5

年金保険制度、労災保険制度 　
社会保険を構成する年金保険制度
、労災保険制度について学習する
。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

6
介護保険制度 　社会保険のひと
つである介護保険制度について学
習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

7

雇用保険、社会福祉制度 　社会
保険のひとつである雇用保険制度
、社会保障の構成要素である社会
福祉及び公的扶助について学習す
る。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

8

歯科医師と関連法規① 　歯科医
師の責務や業務を規定する歯科医
師法の概要を理解し、関連統計か
ら歯科医師をめぐる現況について
学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

9

歯科医師と関連法規② 　我が国
における医療提供体制を規定する
医療法の概要を理解し、医療に関
する選択の支援及び医療の安全の
確保について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211101

保健医療特論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

10

歯科医師と関連法規③ 　医療法
に規定する病院、診療所等の管理
、医療計画等の医療提供体制の確
保について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

11

歯科医師と関連法規⑤ 　医薬品
医療機器等法の概要を理解し、薬
局の管理、医薬品の審査、医療機
器と保険診療の関係等について学
習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

12

歯科医師と関連法規⑥ 　医薬品
医療機器等法に規定する広告規制
、副作用報告等を理解し、毒劇物
及び麻薬等の規制について学習す
る。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

13

社会と人口統計 　統計法の概要
を理解し、基幹統計及び一般統計
のうち、保健医療に関連する代表
的な公的統計及びその代表的指標
について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

14

都道府県における歯科保健行政の
実際 　国がの推進する歯科保健
医療行政の動向を踏まえ、都道府
県で実施されている歯科保健行政
の具体的取組について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

15

市町村における歯科保健行政の実
際 　国及び都道府県が推進する
歯科保健医療行政の動向を踏まえ
、市町村で実施されている歯科保
健行政の具体的取組について学習
する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211102

保健医療特論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

授業の概要

疫学の基本的な考え方、地域歯科保健、学校歯科保健、健康増進、疾病予防、国際保健、精神保健など、各分野
の保健事業と歯科医師の関与、根拠法令等について講義する。特に、各種保健事業における歯科医療従事者の果
たす役割を研究するための基礎的知識を習得する。

学生の到達目標

１．医療関係職種と及び関連法規の基本的な考え方を説明できる。 
２．保健、医療、福祉、介護に関連する社会制度、地域医療及び社会環境を説明できる。 
３．環境と健康との関わりを説明できる。 
４．集団レベルの予防と健康管理を説明できる。 
５．疫学と科学的根拠にもとづいた医療、保健医療統計の応用を説明できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

国民衛生の動向
厚生労働統
計協会

シンプル衛生公衆衛生学 
2024

辻一郎他 南江堂

公衆衛生がみえる
2024-2025（第６版）

医療情報科
学研究所（
編）

メディック
メディア

改訂７版　疫学マニュアル 柳川　洋他 南山堂

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 50%

口頭試問 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

福泉　隆喜



2024年度 科目コード： 211102

保健医療特論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

医療関係職種と関連法規① 　歯
科衛生士法、保健師助産師看護師
法の概要や関連する政省令、法に
基づく制度、就業の状況等につい
て学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

2

医療関係職種と関連法規② 　歯
科技工士法、薬剤師法、医師法の
概要や関連する政省令、法に基づ
く制度、就業の状況等について学
習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

3

医療関係職種と関連法規③ 　診
療放射線技師法、言語聴覚士法、
理学療法士及び作業療法士法、栄
養士法等の関係職種の法の大要、
就業の状況等について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

4

成人保健 　疾病構造の変化と生
活習慣病の現状を理解し、市町村
の健康増進事業、特定健診・特定
保健指導、健康日本21（第2次）
及び歯科口腔保健法に規定する目
標値等について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

5

地域保健、保健所 　地域の公衆
衛生の拠点となる保健所及び市町
村保健センター等の業務を理解し
、地域診断の重要性について学習
する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

6

疫学と歯科医療① 　公衆衛生の
基盤となる疫学の基本的な考え方
、疫学的手法、研究手順、歯科医
学への応用等について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

7

疫学と歯科医療② 　疫学の各論
を理解するため、具体的な疫学研
究のトピックスを紹介し、研究デ
ザインとエビデンスレベルについ
て学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211102

保健医療特論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

8

疫学と歯科医療③ 　スクリーニ
ングの概念を理解し、各種の疫学
指標と研究デザインの関係等につ
いて学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

9

母子保健 　小児の健やかな成長
を支える母子保健の概要を把握し
、我が国における母子保健施策に
ついて学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

10
健康増進 　健康増進法の概要を
把握し、市町村における健康づく
り対策の現況について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

11

国際保健 　国際保健の概要及び
公衆衛生において重要な疾病予防
の概念を理解し、感染症法及び予
防接種法に規定する各種の感染症
対策について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

12

学校保健 　学童期における健康
管理に重要な学校保健の概念を理
解し、学校保健安全法に規定する
各種の対策について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

13

環境と健康 　国民の健康に影響
を及ぼす各種の環境因子等と環境
基本法の関係を理解し、上下水道
の衛生基準等について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

14

精神保健福祉 　精神保健福祉の
概要を理解し、精神保健福祉法及
び医療観察法等について学習する
。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

15

高齢者介護 　高齢化と要介護高
齢者の現況を理解し、介護保険に
おける口腔関連介護サービスの概
要、老人福祉施設と介護保険施設
との関係について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211103

保健医療特論Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

授業の概要

産業歯科保健、労務管理、医療安全管理（医薬品・医療機器の安全管理を含む）、医療情報管理、食品衛生、障
害者保健福祉、医療過誤への対応等への対応策について講義する。特に、各種の制度上の位置付けや社会保障制
度において必要とされる取組における歯科医療従事者の果たす役割を研究するための基礎的知識を習得する。

学生の到達目標

１．環境と健康との関わりを説明できる。 
２．保健、医療、福祉、介護に関連する社会制度、地域医療及び社会環境を説明できる。 
３．事業所レベルの予防と健康管理を説明できる。 
４．保健医療情報の利用と管理方法を説明できる。 
５．患者本位の医療を実践するため、適切な説明を行った上で、患者の主体的な同意を得るために必要な対話能
力と態度および考え方を説明できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

国民衛生の動向
厚生労働統
計協会

シンプル衛生公衆衛生学 
2024

辻一郎他 南江堂

公衆衛生がみえる
2024-2025（第６版）

医療情報科
学研究所（
編）

メディック
メディア

改訂７版　疫学マニュアル 柳川　洋他 南山堂

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 50%

口頭試問 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

福泉　隆喜



2024年度 科目コード： 211103

保健医療特論Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

産業保健① 　労働者の健康管理
を担う産業保健の概要を理解し、
労働基準法及び労働安全衛生法に
規定する労働者保護対策について
学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

2

産業保健② 　労働者保護対策の
ひとつである労働契約法の概要を
理解し、歯科医師の有期労働契約
の取扱い及び医療契約の特徴につ
いて学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

3

医療情報とその管理① 　歯科診
療に伴う診療録等の取扱いを理解
し、歯科医師法、医療法、療養担
当規則等における規定について学
習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

4

医療情報とその管理② 　歯科診
療所における個人情報の取扱いを
理解し、個人情報保護法、取扱い
のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等における規定
について学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

5

医薬品（生物製剤を含む）・医療
機器の安全管理（医療法等） 　
歯科診療所における医薬品・医療
機器の安全管理を理解し、医療法
等における規定について学習する
。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

6

国民栄養と食品保健（国民健康・
栄養調査、食品衛生法等） 　国
民健康・栄養調査の意義を理解し
、国民の健康に密接に関わる食品
衛生の概要及び食中毒の動向につ
いて学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

7

障害者保健福祉 　障害者に対す
る保健福祉対策の概要を理解し、
障害者総合支援法の制定に至る経
緯、障害者権利条約、ノーマライ
ゼーションについて学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211103

保健医療特論Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

8

患者の視点から見た歯科医療 　
患者の尊厳、医の倫理等を理解し
、歯科医師の責務に関する法的な
位置付けを学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

9

コンフリクト・マネジメント① 　
歯科診療所における医療紛争の原
因等を理解し、これを解決する手
法である医療メディエーションを
学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

10

コンフリクト・マネジメント② 　
医療紛争の解決法として注目され
る裁判外紛争解決手続きを理解し
、医療訴訟の動向等を学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

11

最近の歯科保健医療行政の動向 　
保健医療論全般のまとめとして、
最近の歯科保健医療行政の動向に
ついて学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

12

研究デザイン① 　エビデンスレ
ベル、各種研究デザインおよびア
ウトカム指標について、全体像を
学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

13

研究デザイン② 　横断研究のデ
ザイン・アウトカム指標や横断研
究の利点・欠点について学習する
。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

14

研究デザイン③ 　コホート研究
のデザイン・アウトカム指標やコ
ホート研究の利点・欠点について
学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

15

研究デザイン④ 　ランダム化比
較試験（RCT）のデザイン・アウ
トカム指標やRCTの利点・欠点に
ついて学習する。

講義 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211104

保健医療特論Ⅳ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

授業の概要

客観的資料に基づき、疾病・リスク・生活習慣の現状と変化を明らかにし、個々の健康政策の成果を評価するた
めに必須である疫学の手法について講義する。特に、健康寿命の伸延及び健康格差の縮小並びに生活習慣病の発
症予防及び重症化予防を研究するための基礎的知識を習得する。

学生の到達目標

１．疫学研究と倫理を説明できる。 
２．疫学の基本的な手法を説明できる。 
３．健康寿命の伸延及び健康格差の縮小を説明できる。 
４．生活習慣病の発症予防及び重症化予防を説明できる。 
５．政策疫学の実践を説明できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

国民衛生の動向
厚生労働統
計協会

シンプル衛生公衆衛生学 
2024

辻一郎他 南江堂

公衆衛生がみえる
2024-2025（第６版）

医療情報科
学研究所（
編）

メディック
メディア

改訂７版　疫学マニュアル 柳川　洋他 南山堂

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 50%

演習の成果物 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

福泉　隆喜

1

疫学の意義と倫理 　疫学の意義
と目的、疫学研究の倫理、介入研
究と対象者選択の妥当性について
学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211104

保健医療特論Ⅳ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
疾病頻度の測定 　罹患率、累積
罹患率、有病率、死亡率、致命率
、相対頻度について学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

3
曝露効果の測定 　率の差と比、
生存率、健康寿命について学習す
る。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

4

疫学研究手法 　CASP(CRITICAL 
APRAISAL SKILLS PROGRAMME)を用
いて、学術論文の内容の吟味を行
い、観察研究との違いを明確にし
て、学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

5

標本調査 　悉皆調査と標本調査
、母集団と標本、無作為化、標本
抽出の考え方、標本の大きさの決
定法について学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

6
誤差、偏りとその制御 　誤差の
分類、バイアス、交絡因子の排除
、率の標準化について学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

7
因果関係の判定 　因果関係の判
定基準、評価方法、危険因子と予
防因子について学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

8
疫学要因 　宿主要因、環境要因
、多要因病因論について学習する
。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

9

スクリーニング 　スクリーニン
グの意義、評価方法、実施条件、
プログラム評価、代表的なスクリ
ーニングプログラムについて学習
する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

10

感染症の疫学 　感染症発症の３
条件、感染症の蔓延の指標、流行
と宿主の抵抗力、病原体と感染経
路、流行調査について学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

11
病因疫学 　病因疫学、リスク因
子、分子疫学について学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211104

保健医療特論Ⅳ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

12

政策疫学 　ポピュレーションア
プローチ、ハイリスクアプローチ
、医療経済評価（アウトカム別分
析）について学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

13

調査計画の実際 　調査項目の選
定、情報収集方法、調査票の作成
、データ解析の流れについて学習
する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

14
疫学解析手法 　分割表、回帰と
相関、検定法の実際、多変量解析
について学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読

15
統計図表の作成 　図表作成の原
則、統計図表の形式と特徴につい
て学習する。

講義・演習 福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読



2024年度 科目コード： 211105

保健医療特論演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

授業の概要

２年ごとに改定される診療報酬制度と３年ごとに改定される介護報酬制度について、それぞれの直近の変更点と
制度改正に至る背景を解析する。また、社会医療診療行為別調査、介護給付費実態調査をはじめとする各報酬に
関連する統計調査から、制度改正後の動向を把握し、政策調査の活用法とシミュレーションを行うための研究手
法を習得する。

学生の到達目標

１．診療報酬制度と介護報酬制度を説明できる。 
２．社会医療診療行為別調査、介護給付費実態調査をはじめとする各報酬に関連する統計調査を説明できる。 
３．政策調査の活用とシミュレーションを実践できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

厚生労働統計一覧　
http://www.mhlw.go.jp/to
ukei/itiran/

Labour and 
Welfare

国民衛生の動向
厚生労働統
計協会

保険と年金の動向
厚生労働統
計協会政府統計の総合窓口（

e-Stat） 　
https://www.e-stat.go.jp
/ 国民の福祉と介護の動向

厚生労働統
計協会

成績評価方法・基準
評価項目 割合

シミュレーション結果 35%

プレゼンテーション能力 35%

質疑応答能力 30%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等



2024年度 科目コード： 211105

保健医療特論演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

制度改正の背景、各報酬に関連す
る統計調査結果との関係等を理解
し、政策調査の活用とシミュレー
ションを実践する。シミュレーシ
ョンの結果をプレゼンテーション
し、今後の動向予測について意見
交換する。

政策調査の活
用とシミュレ
ーションに関
する演習、プ
レゼンテーシ
ョン及び意見
交換

福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読及び関連
分野の調査



2024年度 科目コード： 211106

保健医療特論演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

授業の概要

２年ごとに改定される診療報酬制度と３年ごとに改定される介護報酬制度について、それぞれの直近の変更点と
制度改正に至る背景を解析する。また、社会医療診療行為別調査、介護給付費実態調査をはじめとする各報酬に
関連する統計調査から、制度改正後の動向を把握し、政策調査の活用法とシミュレーションを行うための研究手
法を習得する。

学生の到達目標

１．診療報酬制度と介護報酬制度を説明できる。 
２．社会医療診療行為別調査、介護給付費実態調査をはじめとする各報酬に関連する統計調査を説明できる。 
３．政策調査の活用とシミュレーションを実践できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

厚生労働統計一覧　
http://www.mhlw.go.jp/to
ukei/itiran/

Labour and 
Welfare

国民衛生の動向
厚生労働統
計協会

保険と年金の動向
厚生労働統
計協会政府統計の総合窓口（

e-Stat） 　
https://www.e-stat.go.jp
/ 国民の福祉と介護の動向

厚生労働統
計協会

成績評価方法・基準
評価項目 割合

シミュレーション結果 35%

プレゼンテーション能力 35%

質疑応答能力 30%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等



2024年度 科目コード： 211106

保健医療特論演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

制度改正の背景、各報酬に関連す
る統計調査結果との関係等を理解
し、政策調査の活用とシミュレー
ションを実践する。シミュレーシ
ョンの結果をプレゼンテーション
し、今後の動向予測について意見
交換する。

政策調査の活
用とシミュレ
ーションに関
する演習、プ
レゼンテーシ
ョン及び意見
交換

福泉　隆喜
配付資料、参考書、
文献の精読及び関連
分野の調査



2024年度 科目コード： 211107

保健医療特論講究
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

授業の概要

歯科保健医療に関連する最新の研究動向を理解するために、文献を詳読する。また、各自の研究の進捗状況をプ
レゼンテーションし、今後の研究の展開について意見交換する。

学生の到達目標

１．文献を詳読することで、批判的思考力を習得できる。 
２．当該研究の背景及び研究手法を理解できる。 
３．自身の研究結果を他者に正確に説明することができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

紹介する論文、関連文献及
び参考図書は、各自必要な
ものを選別する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

文献の理解度 35%

プレゼンテーション能力 35%

質疑応答能力 30%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

研究の背景、研究手法、研究結果
及び関連分野の研究の今後の動向
を理解する。研究の進捗状況をプ
レゼンテーションし、今後の研究
の展開について意見交換する。

文献紹介及び
討論、プレゼ
ンテーション
及び意見交換

福泉　隆喜
文献の詳読及び関連
分野の調査



2024年度 科目コード： 212011

プライマリ・ケアⅠ（ベーシックコース）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 粟野　秀慈

担当教員
粟野　秀慈,守下　昌輝,村岡　宏祐

授業の概要
全人的歯科医療を習得するための、プライマリ・ケアを臨床の現場で実践する。

学生の到達目標

１）患者中心の歯科医療を実施するための医療面接を実践する。
２）医療安全・感染予防対策を実践する。
３）EBMに基づいた総合治療計画（歯科衛生士過程）を立案する。
４）EBMに基づいた歯科疾患の予防・治療・管理を実践する。
５）歯科医師の社会的役割を果たすために必要な医療管理を実践する。

参考書
タイトル 著者 出版社

新臨床研修歯科医ハンドブ
ック

粟野秀慈　
他

 医歯薬出版

EBMの正しい理解と実践 
Q&A

能登　洋 羊土社

全科実例による 社会保険
歯科診療 平成29年4月版

医歯薬出版

必要に応じたその他参考書

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1-60

プライマリ・ケアの専門性を理解
した上で、医療事故・感染予防管
理の実践、医療面接・診察の実践
、口腔・歯科疾患の診断、EBMに
基づく包括的治療計画の立案、
EBMに基づく専門性の高いプライ
マリ・ケアについて実践する。

実習
村岡　宏祐
守下　昌輝
粟野　秀慈

事後レポートの提出 診療室_病院

1-60
村岡　宏祐
守下　昌輝
粟野　秀慈

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212012

プライマリ・ケアⅡ（アドバンスコース）
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 粟野　秀慈

担当教員
粟野　秀慈,守下　昌輝,村岡　宏祐

授業の概要
患者のQOLの向上につながるプライマリ・ケアを臨床の現場で実践し、専門的な臨床能力の向上を図る。

学生の到達目標

１）あらゆる臨床の現場で医療安全・感染予防対策を実践する。
２）患者のライフステージに応じた総合治療計画を立案し、歯科疾患の予防・治療・管理を実践する。
３）専門家と連携し患者を中心としたチーム医療を実践する。
４）地域包括ケアを理解し、地域医療を実践する。

参考書
タイトル 著者 出版社

新臨床研修歯科医ハンドブ
ック

粟野秀慈　
他

医歯薬出版

EBMの正しい理解と実践　
Q&A

能登　洋 羊土社

全科実例による社会保険歯
科診療

医歯薬出版

必要に応じてその他参考書
を参照

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート評価 100%



2024年度 科目コード： 212012

プライマリ・ケアⅡ（アドバンスコース）
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 粟野　秀慈

担当教員
粟野　秀慈,守下　昌輝,村岡　宏祐

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1-60

本授業を通じて主に以下の内容を
実践し専門的な臨床能力を修得す
る
・患者のライフステージに応じた
プライマリ・デンタルケアを実践
する。
・患者のう蝕および歯周病のリス
クアセスメントを実践する。
・基本的な歯周外科手術を実践す
る。（歯科衛生士として歯周外科
手術の介助を実践する。）
・口腔乾燥症患者の治療の実践す
る。
・周術期口腔管理を実践する。
・地域包括ケアにおける全身疾患
を有する高齢者のプライマリ・ケ
アを実践する。

実習
村岡　宏祐
守下　昌輝
粟野　秀慈

事後振り返りレポー
トを提出する。

診療室_病院

1-60
村岡　宏祐
守下　昌輝
粟野　秀慈

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212013

プライマリ・ケアⅢ（症例検討）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 粟野　秀慈

担当教員
粟野　秀慈,守下　昌輝,村岡　宏祐

授業の概要
症例検討を通じてプライマリ・ケアに必要な実践的な臨床能力の向上を図る。

学生の到達目標

１）患者情報に基づいて臨床問題を抽出する。
２）最新のEBMに従い包括的治療計画を立案する。
３）様々な専門分野の国際誌から最新の歯科治療の情報を収集する。
４）症例発表のための資料を準備しプレゼンテーションを実施する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

症例発表の評価 100%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1-15
プライマリ・ケアに基づく症例検
討から最新の臨床情報を学ぶ

セミナー
粟野　秀慈
守下　昌輝
村岡　宏祐

症例発表の準備 その他



2024年度 科目コード： 212014

歯科総合臨床教育研究学１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 粟野　秀慈

担当教員
粟野　秀慈,守下　昌輝,村岡　宏祐

授業の概要
症例検討を通じてプライマリ・ケアに必要な実践的な臨床能力の向上を図る。

学生の到達目標

１）患者情報に基づいて臨床問題を抽出する。
２）最新のEBMに従い包括的治療計画を立案する。
３）様々な専門分野の国際誌から最新の歯科治療の情報を収集する。
４）症例発表のための資料を準備しプレゼンテーションを実施する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容の評価 0%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1-15
プライマリ・ケアに関連する最新
の臨床情報を学ぶ

セミナー
守下　昌輝
村岡　宏祐
粟野　秀慈

発表の準備 その他



2024年度 科目コード： 212015

歯科総合臨床教育研究学２
開講学科 歯学専攻 開講年次 3～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 粟野　秀慈

担当教員
粟野　秀慈,守下　昌輝,村岡　宏祐

授業の概要

自分の研究テーマに関連する専門分野の最新の知見を学びながら研究活動を実践し、最終的に研究成果をまとめ
て報告することによって研究を遂行するために必要な総合的な研究マネジメント能力を養成する。

学生の到達目標

１）自分の研究内容に関連する最新の知見を含んだ英語論文の内容を理解し発表する。
２）研究活動の経過をまとめて課題・問題点を抽出する。
３）学会発表ならびに論文作成で必要な研究データの整理・分析を行う。
４）学会発表に必要な発表用のスライドまたはポスターを作成する。
５）国際学術誌に投稿するための英語論文を作成する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容の評価 100%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1-15
研究報告ならびに関連する最新の
英語論文の内容を発表する

発表・討論
守下　昌輝
村岡　宏祐
粟野　秀慈

事前に研究成果及び
関連する参考文献の
内容をまとめる。

その他



2024年度 科目コード： 212021

総合診療学１(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

授業の概要

患者に安心安全な全人的歯科治療を行うために学部教育や臨床研修等で習得してきた知識・技能・態度を振り返
り、見直すとともにそれらの集大成として、臨床の場で実践し、習熟する。 なお歯科治療技能については歯学教
育モデル・コア・カリキュラム（令和4年度改訂版）「E 診察・診断と治療技能」の「Ⅰa．患者への診療として
自験する課題」をはじめ「Ⅰb．患者への診療として自験が期待されるが、困難な場合はシミュレーション等で補
完できる課題」および「Ⅱ．経験が望まれる重要な課題」について振り返りと実践を行う。

学生の到達目標

１．全人的歯科医療を行うための知識、技能および態度を修得できる。 ２．プライマリケアを行うための知識お
よび技能を修得できる。 ３．総合診療計画の立案ができる。 ４．チーム医療の意識を高める。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて資料を配付す
る。

必修　臨床研修歯科医ハン
ドブック

医歯薬出版

患者ニーズにマッチした歯
科医療面接の実際

[編著] 伊藤
孝訓、 寺中
敏夫

クインテッ
センス出版

歯科医療面接　アートとサ
イエンス　第３版

[編著] 伊藤
孝訓

砂書房

その他の参考書を読む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート提出・症例発表等 100%

その他

【オフィスアワー（学習相談）】：相談は随時受け付け可能であるが、事前に、時間予約をメールまたは電話に
て行うこと。 　　　科目責任者：木尾哲朗　メールまたは内線：7911

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵



2024年度 科目コード： 212021

総合診療学１(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション ・年間予定
について理解する。

講義
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

-

2̃3
印象採得概説 ・印象採得から研
究用模型作製までの必要な知識を
身につける。

講義・実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

印象採得の分類

4̃7

印象採得 ・目的にあわせた印象
採得の方法を実践から学ぶ。 ・
研究用模型のための印象採得法に
ついて学ぶ。 ・保存修復のため
の印象採得法について学ぶ。 ・
欠損補綴のための印象採得法につ
いて学ぶ。 ・矯正治療のための
印象採得法について学ぶ。【自験
症例数：3～5症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

個人トレー・個歯ト
レー辺縁封鎖連合印
象採得

8

印象採得 ・光学スキャナを用い
たデジタル印象採得について学ぶ
。 ・デジタル印象採得の利点と
限界について学ぶ。 ・光学スキ
ャナの使用法を修得する。 ・光
学印象採得後のデータ処理、修復
物・補綴装置製作について学ぶ。
【自験症例数：1～3症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

光学スキャナデジタ
ル印象採得デジタル
ワークフロー
CAD/CAM

9̃14

研究用模型作製 ・スタディモデ
ルの作製方法を実践から学ぶ。 
・作製した模型を用いて歯列・咬
合などを評価する。 【自験症例
数：3～5症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

研究用模型

15～
22

診療資料の収集（写真撮影等） 
1.口腔内写真・口腔内写真の撮影
の仕方を実践から学ぶ。 ・リン
グストロボ・デジタルカメラの取
り扱いを学ぶ。 ・撮影された口
腔内写真データの取り扱いについ
て学ぶ。 ・医療情報システム(電
子カルテ)へのデータ登録(保存)
法を学ぶ。 【自験症例数：5～10
症例】 2.歯周病検査・歯周病検
査について学ぶ。 ・検査結果を
解釈し歯周病の病態を理解する。
【自験症例数：5～10症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

口腔内写真歯周組織
検査



2024年度 科目コード： 212021

総合診療学１(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

23～
24

他科経由患者の解釈（エックス線
CT検査・血液検査等）と検査依頼
方法 1.検査依頼 ・血液 ・病理 
・細菌 ・真菌 等の検査依頼の文
書(伝票)の書き方 ・医療情報シ
ステムからの発行法を学び、実践
で臨床検査室に依頼する。 ・臨
床検査値を解釈し病態を学ぶ。 
【自験症例数：1～3症例】 2.エ
ックス線撮影 ・パノラマエック
ス線検査 ・CT検査 ・MRI検査 等
の撮影依頼の文書(伝票)の書き方 
・医療情報システムからの発行法
を学び、実践で歯科放射線科に依
頼する。 ・パノラマエックス線
検査 ・CT検査 ・MRI検査 等の読
影法を学ぶ。 ・パノラマエック
ス線検査 ・CT検査 ・MRI検査 等
の歯科放射線科の読影レポートを
参考に診断を行う。 【自験症例
数：5～10症例】

講義・実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

パノラマCTMRI臨床
検査

25～
29

医療面接1 ・初診時医療面接につ
いて、模擬患者と実践をふまえな
がら学ぶ。 ・良好な患者―医療
者関係を構築する。 ・傾聴や共
感等のコミュニケーションスキル
を実践する。 【自験症例数：5～
10症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

コミュニケーション
スキル

30～
34

医療面接2 ・患者に寄り添う医療
面接の方法について実践をふまえ
ながら学ぶ。 ・診断を念頭に置
いた推理推論について学ぶ。【自
験症例数：5～10症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

推理推論ナラティブ

35～
37

診療システムと診療姿勢
 ・治療計画と診療マネージメン
トについて学ぶ。
 ・ミラーテクニックとPd(固有感
覚の自覚による姿勢)について学
ぶ。

講義・実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

ミラーテクニック 
Pd



2024年度 科目コード： 212021

総合診療学１(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

38～
41

歯内治療
・歯の解剖学的形態からみる歯内
治療の基本手技について実践を踏
まえながら学ぶ。【自験症例数：
2～5症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

歯の解剖歯内治療ミ
ラーテクニック

42～
45

歯周基本治療歯周基本治療につい
て一連の流れで実践をふまえなが
ら学ぶ。保険診療のルールを学ぶ
。【自験症例数：2～5症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

歯周基本治療保険診
療

46～
49

歯の硬組織疾患治療う蝕治療につ
いて実践をふまえながら学ぶ。MI
の概念と実施について学ぶ。【自
験症例数：2～5症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

MI

50～
54

歯科矯正処置歯科矯正処置につい
て、実際例を見学しながら学ぶ。
MTMについて学ぶ。【自験症例数
：１～3症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

タイポドントMTM

55～
57

プレゼンテーション資料の作成口
腔内写真のトリミングの仕方を学
ぶ。診療情報システムから画像や
検査結果の取得法についいて学び
、実践する。【自験症例数：2～5
症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

トリミングデジタル
画像の取り扱い

58～
60

症例発表準備と発表症例発表用の
プレゼンテーションファイルの作
成について学び、症例発表を行う
。【自験症例数：2～5症例】

実習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

プレゼンテーション



2024年度 科目コード： 212022

総合診療学２(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

授業の概要

患者に安心安全な全人的歯科治療を行うために学部教育や臨床研修等で習得してきた知識・技能・態度を振り返
り、見直すとともにそれらの集大成として、臨床の場で実践し、習熟する。 なお歯科治療技能については歯学教
育モデル・コア・カリキュラム（令和4年度改訂版）「E 診察・診断と治療技能」の「Ⅰa．患者への診療として
自験する課題」をはじめ「Ⅰb．患者への診療として自験が期待されるが、困難な場合はシミュレーション等で補
完できる課題」および「Ⅱ．経験が望まれる重要な課題」について振り返りと実践を行う。

学生の到達目標

１．全人的歯科医療を行うための知識、技能および態度を修得できる。 ２．プライマリケアを実施できる。 ３
．総合診療計画を実施できる。４．チーム医療の意識を高める。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて資料を配付す
る。

必修　臨床研修歯科医ハン
ドブック

医歯薬出版

患者ニーズにマッチした歯
科医療面接の実際

[編著] 伊藤
孝訓、 寺中
敏夫

クインテッ
センス出版

その他の参考書を読む

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート提出・症例発表等 100%

その他

【オフィスアワー（学習相談）】：相談は随時受け付け可能であるが、事前に、時間予約をメールまたは電話に
て行うこと。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等



2024年度 科目コード： 212022

総合診療学２(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃4

オリエンテーション・医療面接１ 
・年間スケジュールについて把握
する。 ・ベーシックコースの復
習をする。 ・良好な患者―医療
者関係を構築する。 【自験症例
数：2～5症例】

実習
歯科医療に求められ
る患者ー医療者関係
とは

5̃8
医療面接２ ・対応が難しい患者
の医療面接を行う。【自験症例数
：2～5症例】

実習 対応が困難な患者

9̃12
歯周治療 ・歯周基本治療の継続
を行う。 【自験症例数：5～10症
例】

実習
歯周基本治療 保険
診療

13̃17

歯内治療 ・難症例について検討
を行い、難しい原因、拡大視野下
での治療対応について学ぶ。 【
自験症例数：1～3症例】

実習 マイクロスコープ

18̃21

歯の硬組織疾患治療 ・MIの概念
と実施 ・審美歯科修復治療につ
いて学ぶ。 【自験症例数：5～10
症例】

実習 MI

22̃26

歯冠修復治療 ・単冠について形
成～印象～鋳造～セットまで実践
から学ぶ。 【自験症例数：2～5
症例】

実習
・単冠修復に求めら
れる要件 ・臨床技
工

27̃31

欠損に対する固定式補綴修復 ・
ブリッジについて形成～印象～セ
ットまで実践から学ぶ。 ・イン
プラント治療の概念を学ぶ。 【
自験症例数：1～3症例】

実習
・ブリッジ補綴に求
められる要件

32̃36

欠損に対する可撤式補綴修復 ・
パーシャルデンチャーの診断・設
計について模型から学ぶ。 【自
験症例数：1～3症例】

実習 リジットサポート

37̃40
歯科矯正処置 ・症例を通じて歯
科矯正処置について学ぶ。【自験
症例数：1～3症例】

実習
・歯科矯正の基本術
式 ・ＭＴＭの適応
症



2024年度 科目コード： 212022

総合診療学２(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

41̃44
チーム診療 ・多職種連携につい
て実践を交えながら学ぶ。 【自
験症例数：2～5症例】

実習

・多職種連携 ・病
診連携 ・医科歯科
連携 ・医療・介護
・福祉職の種類と業
務

45～
46

解釈モデル ・難症例への対応 ・
LEARNの法則を実践する。 【自験
症例数：1～3症例】

実習
・LEARNのアプロー
チ

47～
48

咬合育成 ・矯正治療が必要かど
うかについて症例検討を行う。 
【自験症例数：1～3症例】

実習 ・咬合育成

41̃44

感染対策 ・スタンダード・プリ
コーションについて学ぶ。 ・新
型コロナウイルス感染拡大防止に
ついて最新の知見を学び実践する
。【自験症例数：1～3症例】

講習会・講義
・実習

・スタンダード・プ
リコーション ・新
型コロナウイルス感
染症

51̃52

医療安全 ・インシデントレポー
トから、安心安全な歯科治療を実
施するために必要な手順・対応策
を理解する。 ・臨床現場におけ
るシステム構築を実践する。 【
自験症例数：1～3症例】

講習会・講義
・実習

インシデント

53̃57
包括診療 ・保存補綴処置につい
て一口腔単位で計画を立て、実践
する。【自験症例数：1～3症例】

実習 包括診療

58̃60

症例発表準備と発表 ・プレゼン
テーション用ファイルを作成し発
表準備を行い、発表する。 【自
験症例数：1～3症例】

実習
プレゼンテーション
ソフトの基本・応用
操作



2024年度 科目コード： 212023

歯科医学教育研究学１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
鬼塚　千絵,木尾　哲朗,永松　浩

授業の概要

患者に安心安全な全人的歯科治療を行うために学部教育や臨床研修等で習得してきた知識・技能・態度を振り返
り、見直すとともにそれらを基に、コミュニケーション技法と歯学教育技法を理解し実践する。

学生の到達目標

１．コミュニケーション技法を理解できる。 ２．歯学教育技法を理解できる。 ３．コミュニケーション技法を
実践できる。 ４．歯学教育技法を実践できる。 ５．歯科医師・歯科医学教育者としてのプロフェッショナリズ
ムを涵養する。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて資料を配付す
る。 医療コミュニケーション分

析の方法【第２版】

野呂幾久子
、阿部恵子
、石川ひろ
の

三恵社

福祉・心理・看護のテキス
トマイニング入門

藤井美和、
小杉考司、
李政元

中央法規

リサーチ・クエスチョンの
作り方

福原俊一
健康医療評
価研究機構

ナラティブ　デンタルコミ
ュニケーション

石川明
ｸｲﾝﾃｯｾﾝｽ出
版株式会社

その他教育技法文献および
関連した文献、参考書を読
む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 30%

口頭試問 50%

単位認定試験 20%



2024年度 科目コード： 212023

歯科医学教育研究学１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
鬼塚　千絵,木尾　哲朗,永松　浩

その他

【オフィスアワー（学習相談）】：相談は随時受け付け可能であるが、事前に、時間予約をメールまたは電話に
て行うこと。 科目責任者：木尾哲朗　メールまたは内線：7911

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

木尾　哲朗

1

オリエンテーション ・１年間の
スケジュールについて理解する。 
・歯科医学におけるコミュニケー
ション技法と教育技法の必要性を
学ぶ。

講義 木尾　哲朗
コミュニケーション
技法教育技法

2

コミュニケーションスキル１（傾
聴、共感技法、異文化） ・コミ
ュニケーションに必要なスキル（
特に傾聴・共感技法）について学
ぶ。 ・異文化コミュニケーショ
ンを理解することで、医療コミュ
ニケーションの本質を学ぶ

講義 木尾　哲朗

コミュニケーション
技法
異文化コミュニケー
ション

3

コミュニケーション技法の研究（
エスノメソドロジー、社会言語学
、機能的アプローチ、ナラティブ
分析、カウンセリング理論） ・
コミュニケーション技法の分類と
その特徴を学ぶ。

講義 木尾　哲朗

エスノメソドロジー
ナラティブコミュニ
ケーション技法の分
類と特徴

4̃5

コミュニケーションスキル２ ・
医療面接における良好な患者―医
療者間関係を構築するためにロー
ルプレイによる演習を通して習熟
し自動化されるまでコミュニケー
ションについて必要な技法を学ぶ
。

演習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

コミュニケーション
技法
コンピテンシー

6̃7

会話分析（量的分析） ・言語的
コミュニケーション評価方法であ
るRIASを用いて発話を分析する。 
・非言語的コミュニケーション評
価方法について学ぶ。

講義・演習
木尾　哲朗
鬼塚　千絵

スクリプトRIAS



2024年度 科目コード： 212023

歯科医学教育研究学１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
鬼塚　千絵,木尾　哲朗,永松　浩

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

8̃9

会話分析（質的分析） ・談話分
析の方法について学ぶ。 ・テキ
ストマイニング、内省法による解
析法を学ぶ。 ・グランデッドセ
オリー、SCATによる分析法を学ぶ
。

講義・演習
木尾　哲朗
鬼塚　千絵

テキストマイニング
グランデッドセオリ
ー
コンピテンス

10

歯学教育グローバルスタンダード 
・ヨーロッパ、アメリカ、東南ア
ジアなど海外の歯学教育について
学ぶ。

講義 木尾　哲朗

グローバルスタンダ
ード
アウトカム基盤型医
学教育

11
Problem Based Learning ・PBL（
問題解決型授業）についてその有
用性と実施法を学ぶ。

講義 木尾　哲朗 PBL

12̃13
医療面接 ・医療面接の演習を行
い、難症例・対応困難症例の対応
方法について学ぶ。

演習
永松　浩
木尾　哲朗
鬼塚　千絵

難症例とは

14

シミュレーション教育１（概論・
自動軌跡追尾・切削圧） ・シミ
ュレーターを用いた研究について
概要を学ぶ。 ・本学に導入され
ているシミュレーターを用いて、
基本的な操作法を習得し、教育へ
の活用法について学ぶ。

講義・演習
木尾　哲朗
永松　浩

シミュレーション医
学教育

15 口頭試問 試験
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

確認試験



2024年度 科目コード： 212024

歯科医学教育研究学２
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

授業の概要

患者に安心安全な全人的歯科治療を行うために学部教育や臨床研修等で習得してきた知識・技能・態度を振り返
り見直すとともにそれらを基に、コミュニケーション技法と歯学教育技法を理解し実践する。

学生の到達目標

１．コミュニケーション技法を理解できる。 ２．歯学教育技法を理解できる。 ３．コミュニケーション技法を
実践できる。 ４．歯学教育技法を実践できる。 ５．歯科医師・歯科医学教育者としてのプロフェッショナリズ
ムを涵養する。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて資料を配付す
る。

実践！クリティカル・シン
キングのすすめ

八重垣健
ｸｲﾝﾃｯｾﾝｽ出
版株式会社

医療プロフェッショナリズ
ムを測定する

天野隆弘

慶應義塾大
学医学部医
学教育統括
センター

医療コミュニケーション　
実証研究への多面的アプロ
ーチ

藤崎和彦、
橋本英樹

篠原出版社

2013 年度版　よき歯科医
師になるための20 の質問　
倫理的検討事例集

日本歯科医
学教育学会

倫理・プロ
フェッショ
ナリズム教
育委員会

その他教育技法文献および
関連した文献、参考書を読
む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 30%

口頭試問 50%

単位認定試験 20%



2024年度 科目コード： 212024

歯科医学教育研究学２
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

その他

【オフィスアワー（学習相談）】：相談は随時受け付け可能であるが、事前に、時間予約をメールまたは電話に
て行うこと。 科目責任者：木尾哲朗　メールまたは内線：7911

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

木尾　哲朗

1̃5

シミュレーション教育２（窩洞と
支台歯形成・根管長測定） ・シ
ミュレーターを用いた応用的な研
究方法について学ぶ。 ・本学に
導入されているシミュレーターの
操作に習熟し、教育への活用法に
ついて学ぶ。

講義・演習
木尾　哲朗
永松　浩

歯科医学教育におけ
るシミュレーション
シミュレーターの操
作法

6̃7

マイクロティーチング（教育技法
） ・マイクロティーチングの方
法について学ぶ。 ・講義・説明
・プレゼンテーションのスキルア
ップを図る。

講義・演習 木尾　哲朗
マイクロティーチン
グの特徴

8̃9

医療行動学 ・医療分野における
人間の行動を科学的に研究し 、
その法則性を解明する。 ・医療
行動について事例集を参考に学ぶ
。

講義 木尾　哲朗 行動科学

10̃11

医療倫理 ・医療におけるプロフ
ェッショナリズムを学ぶ。 ・医
療倫理について事例集を参考に学
ぶ。

講義 木尾　哲朗
プロフェッショナリ
ズム

12̃13

KJ法 ・KJ法を用いて意見の抽出
と集約について学ぶ。 ・テーマ
についてKJ法を実践し習熟を図る
。

講義・演習
木尾　哲朗
鬼塚　千絵

KJ法の特徴と欠点

14

ファシリテーションスキル ・フ
ァシリテーターの役割について学
ぶ。 ・効果的なフードバック法
について学ぶ。 ・成人学習理論
を用い行動変容について学ぶ。

講義・演習 木尾　哲朗
ファシリテーション
行動変容フィードバ
ック

15 口頭試問 試験 木尾　哲朗



2024年度 科目コード： 212025

歯科医学教育研究学３
開講学科 歯学専攻 開講年次 3～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

授業の概要

患者に安心安全な全人的歯科治療を行うために学部教育や臨床研修等で習得してきた知識・技能・態度を振り返
り、見直すとともにそれらを基に、コミュニケーション技法と歯学教育技法を理解し実践する。

学生の到達目標

１．コミュニケーション技法を理解できる。 ２．歯学教育技法を理解できる。 ３．コミュニケーション技法を
実践できる。 ４．歯学教育技法を実践できる。 ５．歯科医師・歯科医学教育者としてのプロフェッショナリズ
ムを涵養する。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて資料を配付す
る。

歯科医院のクレーム対応術 関根眞一
日本歯科新
聞社

心理学マニュアル　質問紙
法

鎌原雅彦、
宮下一博、
多野木裕明
、中澤潤

北大路書房

その他教育技法文献および
関連した文献、参考書を読
む。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 30%

口頭試問 50%

単位認定試験 20%

その他

【オフィスアワー（学習相談）】：相談は随時受け付け可能であるが、事前に、時間予約をメールまたは電話に
て行うこと。 科目責任者：木尾哲朗　メールまたは内線：7911

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

木尾　哲朗



2024年度 科目コード： 212025

歯科医学教育研究学３
開講学科 歯学専攻 開講年次 3～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃2

コーチング ・コーチングの方法
について学ぶ。 ・アサーション
スキルを用い相手に受け入れても
らいやすい伝え方を学ぶ。

講義・演習 木尾　哲朗
コーチング理論 ア
サーション

3̃4

質問紙法 ・Y-G性格検査などの質
問紙法の特徴と利点について学ぶ
。 ・質問紙の作成方法について
学ぶ。

講義・演習
木尾　哲朗
鬼塚　千絵

質問紙法の特徴と利
点

5̃7
歯科心身症 ・歯科心身症の行動
特性について学ぶ。

講義 木尾　哲朗
行動特性 歯科心身
症

8

患者心理学 ・患者心理を理解す
るための基本的な視点について学
ぶ。 ・患者心理を理解すること
で援助への手掛かりを学ぶ。

講義 木尾　哲朗 認知心理学

9

クレーマーへの対応 ・医療現場
でのクレーマーの心理を学ぶ。 
・クレーマーへの対応方法につい
て学ぶ。

講義・演習 木尾　哲朗
クレーマー 認知心
理学

10̃11
模擬患者（SP）養成法 ・SPの概
要と必要性を学ぶ。SPの養成方法
について学ぶ。

講義
木尾　哲朗
鬼塚　千絵

模擬患者 ファシリ
テーション

12̃13

医療安全デザイン ・インシデン
トの概念について学ぶ。 ・感染
防止対策について学ぶ。 ・医療
安全について学ぶ。

講義
木尾　哲朗
永松　浩

安全管理 インシデ
ント

14

プロフェッショナリズム ・プロ
フェッショナリズムについて概要
と歴史を学ぶ。 ・欧米および日
本におけるプロフェッショナリズ
ム教育の位置づけについて学ぶ。

講義 木尾　哲朗
プロフェッショナリ
ズム

15 口頭試問 試験 木尾　哲朗



2024年度 科目コード： 212026

総合診療学教育研究１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

授業の概要

総合診療学関係の研究動向を理解するために、文献を抄読する。 各自の研究内容についての報告会、ディスカッ
ション等を行う。

学生の到達目標

１．専門領域の論文を説明できる。（認知） ２．他分野の研究を理解し、評価、討論できる。（認知・情意） 
３．英語を主体とする研究論文を読む能力を高める。（精神運動） ４．研究に関するディスカッション能力を高
める。（精神運動） ５．自分の研究を発表できる。（精神運動）

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて資料を配付す
る。

重要な関連文献の抄読は必
須。関連文献の選択、参考
書は各自必要なものを選別
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 100%

その他

【オフィスアワー（学習相談）】：相談は随時受け付け可能であるが、事前に、時間予約をメールまたは電話に
て行うこと。 科目責任者：木尾哲朗　メールまたは内線：7911

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃15

和英論文を用いて最新の文献の内
容、および関連分野の研究の動向
を理解する。【和英論文１編ずつ
以上の抄録を提出】

輪読 文献抄読
および討論

木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

文献抄録および関連
文献の調査



2024年度 科目コード： 212027

総合診療学教育研究２
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

授業の概要

総合診療学関係の研究動向を理解するために、文献を抄読する。 各自の研究内容についての報告会、ディスカッ
ション等を行う。

学生の到達目標

１．専門領域の論文を説明できる。（認知） ２．他分野の研究を理解し、評価、討論できる。（認知・情意） 
３．英語を主体とする研究論文を読む能力を高める。（精神運動） ４．研究に関するディスカッション能力を高
める。（精神運動） ５．自分の研究を発表できる。（精神運動） ６．研究報告、抄録を書くことができる（日
本語および英語）。（精神運動） ７．大学院ゼミでの内容を立案し、運営できる。（精神運動）

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて資料を配付す
る。

重要な関連文献の抄読は必
須。関連文献の選択、参考
書は各自必要なものを選別
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 100%

その他

【オフィスアワー（学習相談）】：相談は随時受け付け可能であるが、事前に、時間予約をメールまたは電話に
て行うこと。 科目責任者：木尾哲朗　メールまたは内線：7911

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃15

和英論文を用いて最新の文献の内
容、および関連分野の研究の動向
を理解する。【和英論文１編ずつ
以上の抄録を提出】

輪読 文献抄読
および討論

木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

文献抄録および関連
文献の調査



2024年度 科目コード： 212028

総合診療学教育研究３
開講学科 歯学専攻 開講年次 3～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

授業の概要

総合診療学関係の研究動向を理解するために、文献を抄読する。 各自の研究内容についての報告会、ディスカッ
ション等を行う。

学生の到達目標

１．専門領域の論文を説明できる。（認知） ２．他分野の研究を理解し、評価、討論できる。（認知・情意） 
３．英語を主体とする研究論文を読む能力を高める。（精神運動） ４．研究に関するディスカッション能力を高
める。（精神運動） ５．自分の研究を発表できる。（精神運動） ６．研究報告、抄録を書くことができる（日
本語および英語）。（精神運動） ７．大学院ゼミでの内容を立案し、運営できる。（精神運動） ８．論文が書
くことができる。（精神運動） ９．ゼミ内容に関して指導できる。（情意・精神運動）

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて資料を配付す
る。

重要な関連文献の抄読は必
須。関連文献の選択、参考
書は各自必要なものを選別
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 100%

その他

【オフィスアワー（学習相談）】：相談は随時受け付け可能であるが、事前に、時間予約をメールまたは電話に
て行うこと。 科目責任者：木尾哲朗　メールまたは内線：7911

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃15

和英論文を用いて最新の文献の内
容、および関連分野の研究の動向
を理解する。【和英論文１編ずつ
以上の抄録を提出】

輪読 文献抄読
および討論

木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

文献抄録および関連
文献の調査



2024年度 科目コード： 212029

総合診療学３（症例検討会）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 木尾　哲朗

担当教員
木尾　哲朗,永松　浩,鬼塚　千絵

授業の概要

総合治療計画の立案に必要な情報収集・検査を実践でき、患者背景に応じた治療計画を立案し、プレゼンテーシ
ョン能力の向上を図る。

学生の到達目標

１）患者から情報収集をする。 ２）必要な検査を実施する。 ３）患者のナラティブに応じた治療計画を立案す
る。 ４）症例発表のための資料を準備する。 ５）聴取者がわかりやすいプレゼンテーションをする。 ６）自分
自身で振り返り、改善する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

症例発表の評価 100%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

１ 概論 講義 木尾　哲朗
評価法についての確
認

２̃14
総合治療計画の立案およびプレゼ
ンテーション資料の作成

講義・演習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

症例発表の準備

15 症例発表会 演習
木尾　哲朗
永松　浩
鬼塚　千絵

症例発表



2024年度 科目コード： 212031

口腔保存治療学Ⅰ(臨床ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

授業の概要

歯の重要性が認識され高齢者も多くの歯を有している現代では、精度の高い歯の治療（保存修復治療、歯内治療
，補綴治療）を実施する能力が求められている。本科目では歯の治療に関する基本能力の実習を行う。指導歯科
医師の管理下でマネキンを用いた実習および臨床実習を実施し、保存治療認定医・専門医資格取得に必要な知識
・技術基盤を養成する。

学生の到達目標

【一般目標】　歯の治療に必要な基本能力を修得するため、マネキンを用いた実習および臨床実習を実施し基本
的知識・技術を修得し、実践できる。【到達目標】・ 自立して患者対応・病院スタッフ対応できる。・ 評価（
１）および評価（２）に合格する。・ 症例収集に必要な口腔内写真撮影、エックス線写真撮影等をする。＜基本
治療能力の例＞a. 保存修復治療、歯内治療、補綴治療b. 歯周基本治療と粘膜切開・縫合技術

テキスト
タイトル 著者 出版社

保存修復学第7版 千田彰 他編 医歯薬出版

保存修復学２１第６版
田上順次 他
編

永末書店

歯内治療学第５版
勝海一郎 他
編

医歯薬出版

エンドドンティックス第６
版

興地隆史 他
編

永末書店

マイクロエンドをはじめよ
う　超入門テキスト

北村知昭　
他編

医歯薬出版

非歯原性疼痛へのアプロー
チ

北村知昭　
他編

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

評価（１）、（２）の平均点 50%

ルーブリック評価 50%



2024年度 科目コード： 212031

口腔保存治療学Ⅰ(臨床ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

その他
相談は授業時間外でも随時受け付け可能。また、相談時間予約にメールを利用可能。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

1～3
歯内治療I 臨床能力評価（歯内治
療）に向けたシミュレーション実
習を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】歯
内治療について予習
。 【事後学修課題
】歯内治療について
復習。

4～6
保存修復治療I 臨床能力評価（保
存修復治療）に向けたシミュレー
ション実習を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】保
存修復治療について
予習。 【事後学修
課題】保存修復治療
について復習。

7～9
補綴治療I 臨床能力評価（補綴治
療）に向けたシミュレーション実
習を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】補
綴治療について予習
。 【事後学修課題
】補綴治療について
復習。

10～
12

評価（１） 臨床能力評価を行う
。評価合格をもって臨床を開始す
る。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】歯
内治療、保存修復治
療、補綴治療につい
て予習。 【事後学
修課題】歯内治療、
保存修復治療、補綴
治療について復習。

13～
15

歯内治療II 患者対応を含めた診
療能力評価に向けた診療（歯内治
療）を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】歯
内治療について予習
。 【事後学修課題
】歯内治療について
復習。



2024年度 科目コード： 212031

口腔保存治療学Ⅰ(臨床ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

16～
18

保存修復治療II 患者対応を含め
た診療能力評価に向けた診療（保
存修復治療）を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】保
存修復治療について
予習。 【事後学修
課題】保存修復治療
について復習。

19～
21

補綴治療II 患者対応を含めた診
療能力評価に向けた診療（補綴治
療）を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】補
綴治療について予習
。 【事後学修課題
】補綴治療について
復習。

22～
24

歯周治療 患者対応を含めた診療
能力評価に向けた診療（歯周治療
）を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】歯
周治療について予習
。 【事後学修課題
】歯周治療について
復習。

25～
27

評価（２） 臨床能力評価を行う
。評価合格をもって専門的実習を
開始する。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】歯
内治療、保存修復治
療、歯周治療、補綴
治療について予習。 
【事後学修課題】歯
内治療、保存修復治
療、歯周治療、補綴
治療について復習。

28～
30

外科技術基本 基本的な粘膜切開
・縫合に関するシミュレーション
実習を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】口
腔外科小手術につい
て予習。 【事後学
修課題】口腔外科小
手術について復習。



2024年度 科目コード： 212032

口腔保存治療学Ⅱ(臨床アドバンスコースＳ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

授業の概要

本科目では、臨床ベーシックコースで修得した能力を基盤として認定医・専門医資格取得に必要な症例収集を行
う。また高精度な歯の治療に必須であるマイクロスコープ等の器機を用いた臨床能力を修得するため、シミュレ
ーション実習を実施し到達度を評価することにより、保存治療専門医資格を取得するための知識・技術を養成す
る。

学生の到達目標

【一般目標】　高精度な歯の治療に必要な能力を修得するため、実習を実施し認定医・専門医資格取得のための
知識・技術を修得し、実践できる。【到達目標】・ 評価(３)に合格する。・ 各種審美治療法を修得し、実践で
きる。・ 治療計画を立案・実施できる。＜専門治療技術の例＞ マイクロスコープ下の保存治療、外科的歯内治
療、関連分野（歯周基本治療等）

テキスト
タイトル 著者 出版社

保存修復学第７版 千田彰 他編 医歯薬出版

保存修復学２１第５版
田上順次 他
編

永末書店

歯内治療学第５版
勝海一郎 他
編

医歯薬出版

エンドドンティックス第６
版

興地隆史 他
編

永末書店

マイクロエンドをはじめよ
う　超入門テキスト

北村知昭　
編

医歯薬出版

非歯原性疼痛へのアプロー
チ

北村知昭　
他編

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

評価（３） 50%

ルーブリック評価 50%



2024年度 科目コード： 212032

口腔保存治療学Ⅱ(臨床アドバンスコースＳ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

その他
相談は授業時間外でも随時受け付け可能。また、相談時間予約にメールを利用可能。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

1～5

マイクロスコープ下の歯内治療 
臨床能力評価（マイクロスコープ
下の歯内治療）に向けたシミュレ
ーション実習を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロスコープ、歯
内治療について予習
。 【事後学修課題
】マイクロスコープ
、歯内治療について
復習。

6～10

マイクロスコープ下の審美治療 
臨床能力評価（マイクロスコープ
下の審美治療）に向けたシミュレ
ーション実習を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロスコープ、審
美歯科について予習
。 【事後学修課題
】マイクロスコープ
、審美歯科について
復習。

11～
15

マイクロスコープ下の補綴治療 
臨床能力評価（マイクロスコープ
下の補綴治療）に向けたシミュレ
ーション実習を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロスコープ、補
綴治療について予習
。 【事後学修課題
】ママイクロスコー
プ、補綴治療につい
て復習。

16～
20

マイクロスコープ下のポスト除去 
臨床能力評価（マイクロスコープ
下の再治療）に向けたシミュレー
ション実習を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロスコープ、ポ
スト除去について予
習。 【事後学修課
題】マイクロスコー
プ、ポスト除去につ
いて復習。



2024年度 科目コード： 212032

口腔保存治療学Ⅱ(臨床アドバンスコースＳ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

21～
25

マイクロスコープ下の外科的歯内
治療 臨床能力評価（エンドドン
ティック・マイクロサージェリー
）に向けたシミュレーション実習
を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロスコープ、外
科的歯内治療につい
て予習。 【事後学
修課題】マイクロス
コープ、外科的歯内
治療について復習。

26～
30

評価（３） 臨床能力評価を行う
。評価合格をもって専門的診療を
開始する。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロスコープ、歯
科治療全般について
予習。 【事後学修
課題】マイクロスコ
ープ、歯科治療全般
について復習。



2024年度 科目コード： 212033

口腔保存治療学Ⅲ(臨床アドバンスコースＨ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

授業の概要

本科目では、認定医・専門医資格取得に必要な症例収集を行うとともに、マイクロスコープ下の高精度な治療に
関する能力を修得し、認定医・専門医資格を取得ための知識・技術を養成する。また、臨床セミナーとして実施
するケース・プレゼンテーションを通して臨床推論能力およびプレゼンテーション能力を養成する。

学生の到達目標

【一般目標】　認定医・専門医に必要な能力を身につけるため、マイクロスコープ下の治療について臨床を通し
て修得するとともに、ケース・プレゼンテーションを通して臨床推論能力を修得し、実践できる。【到達目標】
・ 評価(４)に合格する。・ 治療計画を立案・実施し、ケース・プレゼンテーションを行うことができる。・ 認
定医・専門医資格取得に適した症例を吟味できる。＜専門治療技術の例＞a. マイクロスコープ使用下での各種保
存治療、外科的治療b. 認定医・専門医に必要な関連分野（歯周基本治療等）

テキスト
タイトル 著者 出版社

保存修復学第７版 千田彰 他編 医歯薬出版

保存修復学２１第５版
田上順次 他
編

永末書店

歯内治療学第５版
勝海一郎 他
編

医歯薬出版

エンドドンティックス第６
版

興地隆史 他
編

永末書店

マイクロエンドをはじめよ
う　超入門テキスト

北村知昭　
編

医歯薬出版

非歯原性疼痛へのアプロー
チ

北村知昭　
他編

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

評価（４） 50%

ルーブリック評価 50%



2024年度 科目コード： 212033

口腔保存治療学Ⅲ(臨床アドバンスコースＨ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

その他
相談は授業時間外でも随時受け付け可能。また、相談時間予約にメールを利用可能。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

1～8

マイクロスコープ下の歯内治療 
患者対応を含めた診療能力評価に
向けた診療（マイクロスコープ下
の歯内治療）を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロエンドドンテ
ィクスについて予習
。 【事後学修課題
】マイクロエンドド
ンティクスについて
復習。

9～16

マイクロスコープ下の審美治療 
患者対応を含めた診療能力評価に
向けた診療（マイクロスコープ下
の審美修復・補綴治療）を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロスコープ、審
美歯科について予習
。 【事後学修課題
】マイクロスコープ
、審美歯科について
復習。

17～
24

マイクロスコープ下の外科的歯内
治療 患者対応を含めた診療能力
評価に向けた診療（エンドドンテ
ィック・マイクロサージェリー）
を行う。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】エ
ンドドンティック・
マイクロサージェリ
ーについて予習。 
【事後学修課題】エ
ンドドンティック・
マイクロサージェリ
ーについて復習。

25～
32

評価（４） 臨床能力評価を行う
。評価合格をもって自立した専門
的診療を開始する。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】マ
イクロスコープ、歯
科治療全般について
予習。 【事後学修
課題】マイクロスコ
ープ、歯科治療全般
について復習。



2024年度 科目コード： 212033

口腔保存治療学Ⅲ(臨床アドバンスコースＨ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

33～
40

治療計画立案 保存治療認定医・
専門医資格取得のために必要な症
例の治療計画を立案する。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】保
存治療認定医・専門
医、治療計画立案に
ついて予習。 【事
後学修課題】保存治
療認定医・専門医、
治療計画立案につい
て復習。

41～
48

保存治療関連症例の治療 保存治
療認定医・専門医資格取得のため
に必要な症例治療を実施する。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】保
存治療認定医・専門
医、症例報告につい
て予習。 【事後学
修課題】保存治療認
定医・専門医、症例
報告について復習。

49～
56

ケース・プレゼンテーションおよ
び専門医による講義 ケース・プ
レゼンテーションと専門医による
講義を通して保存治療認定医・専
門医資格取得に必要な知識を修得
する。 【事前学習課題】保存治
療認定医・専門医、ケースプレゼ
ンテーション

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】保
存治療認定医・専門
医、ケースプレゼン
テーションについて
予習。 【事後学修
課題】保存治療認定
医・専門医、ケース
プレゼンテーション
について復習。

57～
60

保存治療専門医資格取得用症例の
作成 保存治療認定医・専門医資
格取得のために必要な症例発表様
式を作成する。

実習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】保
存治療認定医・専門
医、ケースプレゼン
テーションについて
予習。 【事後学修
課題】保存治療認定
医・専門医、ケース
プレゼンテーション
について復習。



2024年度 科目コード： 212034

口腔保存治療学Ⅳ(研究セミナー)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

授業の概要

本科目では、高精度な歯の治療と関連する再生医療や医療器機開発に関する研究、および臨床研究に関する論文
抄読と研究報告を実施する。質の高い論文を精読し診療・研究に共通する論理的考察・推論能力や国際的視野を
修得する。また、研究結果報告を行うことで学位取得につながる議論をすることも目的としている。

学生の到達目標

【一般目標】　質の高い歯科医学研究・臨床能力を修得するため、国際的に認められている研究の精読と研究報
告を行い、博士（歯学）として必要な論理的思考法・実践法を修得し、実践できる。【到達目標】・ 研究の背景
となる国際論文を収集できる。・ 国際論文を抄読し、自身の研究内容の背景を説明できる。・ プレゼンテーシ
ョン法を修得し、実践できる。・ 研究遂行に必要な論文を収集・吟味し、プレゼンテーションできる。・ 研究
報告（経過報告、学会発表準備報告）ができる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

保存修復学第７版 千田彰 他編 医歯薬出版

保存修復学２１第５版
田上順次 他
編

永末書店

歯内治療学第５版
勝海一郎 他
編

医歯薬出版

エンドドンティックス第５
版

興地隆史 他
編

永末書店

マイクロエンドをはじめよ
う　超入門テキスト

北村知昭　
編

医歯薬出版

非歯原性疼痛へのアプロー
チ

北村知昭　
他編

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

セミナー中の発表内容 50%

ルーブリック評価 50%



2024年度 科目コード： 212034

口腔保存治療学Ⅳ(研究セミナー)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

その他
相談は授業時間外でも随時受け付け可能。また、相談時間予約にメールを利用可能。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

1～5
論文抄読 研究の背景や関連する
文献の精読とプレゼンテーション
を行う。

文献紹介と討
論

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】課
題研究に関する文献
収集、プレゼンテー
ションについて予習
。 【事後学修課題
】課題研究に関する
文献収集、プレゼン
テーションについて
復習。

6～10
研究報告 自身の研究内容（経過
，学会発表準備）に関するプレゼ
ンテーションを行う。

研究内容の報
告と討論

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】研
究報告について予習
。 【事後学修課題
】研究報告について
復習。

11～
15

論文紹介・研究報告 各教員によ
る専門領域の論文抄読、講義、お
よび研究報告を受講し、知識を修
得する。

文献紹介・研
究報告と討論

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】論
文抄読、研究報告に
ついて予習。 【事
後学修課題】論文抄
読、研究報告につい
て復習。



2024年度 科目コード： 212035

口腔保存治療学Ⅴ(研究演習)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

授業の概要

本分野では、高精度な歯の治療と関連する再生医療や医療器機開発に関する研究、および臨床研究を行っている
。本科目では、学内外の優れた研究グループと連携・協力しながら、研究遂行に必要な能力を修得し、国際的に
通用する歯科医師・歯科医学研究者・教育者を養成することを目的としている。

学生の到達目標

【一般目標】　国際的に通用する歯科医師・歯科医学研究者・教育者になるため、研究能力・論文作成能力を修
得し学位取得に適した研究論文を作成できる。【到達目標】・ 研究遂行に必要な知識・技術を修得し、実践でき
る。・ 研究報告や学会発表に必要なデータ整理方法を修得し、実践できる。・ 研究報告よび国内外での学会発
表と論文作成を行うことができる。・ 自立して研究テーマを開発する能力を修得し、実践できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

保存修復学第７版 千田彰 他編 医歯薬出版

保存修復学２１第５版
田上順次 他
編

永末書店

歯内治療学第５版
勝海一郎 他
編

医歯薬出版

エンドドンティックス第６
版

興地隆史 他
編

永末書店

マイクロエンドをはじめよ
う　超入門テキスト

北村知昭　
編

医歯薬出版

非歯原性疼痛へのアプロー
チ

北村知昭　
他編

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習内容 50%

ルーブリック評価 50%

その他
相談は授業時間外でも随時受け付け可能。また、相談時間予約にメールを利用可能。



2024年度 科目コード： 212035

口腔保存治療学Ⅴ(研究演習)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

1
オリエンテーション 研究テーマ
について議論・決定する。

講義

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】研
究テーマについて予
習。 【事後学修課
題】研究テーマにつ
いて復習。

2,3
培養細胞を用いた研究 培養細胞
の取扱いおよび研究手法を修得す
る。

演習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】細
胞培養法について予
習。 【事後学修課
題】細胞培養法につ
いて復習。

4,5
実験動物を用いた研究 実験動物
の取扱いおよび研究手法を修得す
る。

演習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】実
験動物、ARC利用に
ついて予習。 【事
後学修課題】実験動
物、ARC利用につい
て復習。

6,7
歯科材料に関する研究 歯科材料
の開発・研究手法を修得する。

演習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】歯
科材料について予習
。 【事後学修課題
】歯科材料について
復習。

8,9
医療機器開発に関する研究 医療
機器の開発・研究手法を修得する
。

演習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】医
用工学について予習
。 【事後学修課題
】医用工学について
復習。

10,11
臨床疫学研究 臨床疫学における
研究手法を修得する。

演習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】臨
床疫学について予習
。 【事後学修課題
】臨床疫学について
復習。



2024年度 科目コード： 212035

口腔保存治療学Ⅴ(研究演習)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 北村　知昭

担当教員
北村　知昭,鷲尾　絢子,折本　愛,相原　良亮,村田　一将

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

12～
15

学会発表・論文作成と投稿 各研
究成果を学会発表すると共に論文
を作成し公表する。

演習

北村　知昭
鷲尾　絢子
折本　愛
相原　良亮
村田　一将

【事前学修課題】学
会発表、論文作成に
ついて予習。 【事
後学修課題】学会発
表、論文作成につい
て復習。



2024年度 科目コード： 212041

歯周病学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 中島　啓介

担当教員
臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

授業の概要

近年、歯周病は単なる口腔局所の一疾患ではなく全身の問題として注目されている。本授業では、歯周病の危険
因子を理解しエビデンスに基づいた（EBM）効果的な診断・治療を学ぶ。そのため、世界中で発表されている歯周
病に関連する論文を可能な限り多く輪読する。蓄積された知識を日常の臨床に活かすことで、最新の治療法を実
践する。また、多様な問題を抱えた重篤な症例を通じて、専門医としての診断力、問題解決力を身につける。

学生の到達目標

１．歯周病患者に対し必要な医療面接を実施できる（第1回）。２．歯周組織検査について説明、実施できる（第
2～7, 20回）。３．検査の結果に基づいた治療計画を立案できる（第8回）。４．効果的なモチベーションを実践
できる（第9～14回）。５．超音波スケーリング、スケーリング・ルートプレーニングを実施できる（第15～19回
）。６．歯周外科手術の基本的手技を理解し、治癒機転と予後を説明できる（第21～23回）。７．歯周再生療法
の特徴を理解し、治癒機転と予後を説明できる（第24, 25回）。８．歯周補綴学、矯正およびインプラント治療
の応用を説明できる（第26～28回）。９．SPTの意義と手順を説明できる(第29回)。１０．歯周病症例を提示し、
治療計画・治療結果について説明できる（第30回）。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

D-3-2-3 歯周疾患の病因と病態を理解している。

D-3-2-4 口腔細菌、プラーク(口腔バイオフィルム)及び歯石を理解している。

D-4-2-3 治療方針と治療の優先性及び患者の背景や希望を考慮して治療計画を立案できる。

D-5-1-3 プラークコントロールの意義と方法を理解している。

D-5-2-3-2 歯周疾患の検査法、診断及び治療方針(メインテナンスを含む)を理解している。

D-5-2-3-3 歯周治療の術式と適応症を理解している。

D-5-2-3-4 歯周外科治療の種類と適応症を理解している。

D-5-2-3-5 歯周治療後の組織の治癒機転と予後を理解している。

E-2-5-1 診断並びに治療に必要な画像検査及び臨床検査を選択し、実施できる。

E-5-3-3-1 歯周基本治療としてプラークコントロール指導ができる。 (Ⅰa)

E-5-3-3-2 歯周基本治療としてスケーリングができる。 (Ⅰa)

PS-05 病因と病態、生体の構造と機能の異常を理解している。

PS-06 診断と治療を理解している。

PS-07 歯科医療における材料と機器の性質と使用法を理解している。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Journal of 
Periodontology

参考書（参考文献）は実習
時に配布する。

Journal of Clinical 
Periodontology



2024年度 科目コード： 212041

歯周病学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 中島　啓介

担当教員
臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

成績評価方法・基準
評価項目 割合

口頭試問 100%

その他
学生相談：随時　メールでの質問も可。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
歯周病患者の医療面接歯周病患者
の医療面接について学ぶ。

実習 中島　啓介
事後学習（医療面接
）

3,4
歯周組織検査（口腔内写真撮影１
）口腔内写真撮影方法について学
ぶ。

実習 中島　啓介
事後学習（口腔内写
真）

5,6
歯周組織検査（口腔内写真撮影２
）口腔内写真撮影方法について学
ぶ。

実習 中島　啓介
事後学習（口腔内写
真）

7,8
歯周組織検査（プロービング）歯
周ポケット検査について学ぶ。

実習 中島　啓介
事後学習（プローピ
ング）

9,10
歯周組織検査（エックス線写真撮
影）エックス線写真撮影と読影に
ついて学ぶ。

実習 中島　啓介
事後学習（Ｘ線写真
撮影）

11,12
歯周組織検査（咬合力測定と分析
）咬合力測定と分析法について学
ぶ。

実習 臼井　通彦 事後学習（咬合力）

13,14
歯周組織検査（歯の動揺度測定）
歯の動揺度測定について学ぶ。

実習 臼井　通彦 事後学習（動揺度）

15,16
治療計画の立案治療計画の多様性
について学ぶ。

実習 臼井　通彦
事後学習（治療計画
）

17,18
効果的なモチベーション法１モチ
ベーションの与え方について学ぶ
。

実習 臼井　通彦
事後学習（モチベー
ション）



2024年度 科目コード： 212041

歯周病学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 中島　啓介

担当教員
臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

19,20
効果的なモチベーション法２モチ
ベーションの与え方について学ぶ
。

実習 臼井　通彦
事後学習（モチベー
ション）

21,22
効果的なモチベーション法３モチ
ベーションの与え方について学ぶ
。

実習 中村　太志
事後学習（モチベー
ション）

23,24
効果的なモチベーション法４モチ
ベーションの与え方について学ぶ
。

実習 中村　太志
事後学習（モチベー
ション）

25,26
効果的なモチベーション法５モチ
ベーションの与え方について学ぶ
。

実習 中村　太志
事後学習（モチベー
ション）

27,28
効果的なモチベーション法６モチ
ベーションの与え方について学ぶ
。

実習 中村　太志
事後学習（モチベー
ション）

29,30
超音波スケーリング（歯肉縁上）
歯肉縁上の超音波スケーリングに
ついて学ぶ。

実習 中村　太志
事後学習（超音波ス
ケーリング）

31,32
超音波スケーリング（歯肉縁下・
分岐部）歯肉縁下・分岐部の超音
波スケーリングについて学ぶ。

実習 鬼塚　理
事後学習（超音波ス
ケーリング）

33,34
スケーリング・ルートプレーニン
グⅠ（ポジショニング）SRP時の
ポジショニングについて学ぶ。

実習 鬼塚　理
事後学習（スケーリ
ング・ルートプレー
ニング）

35,36
スケーリング・ルートプレーニン
グⅡ（シャープニング）シャープ
ニングの方法について学ぶ。

実習 鬼塚　理
事後学習（スケーリ
ング・ルートプレー
ニング）

37,38
スケーリング・ルートプレーニン
グⅢ（非外科への移行）

実習 鬼塚　理
事後学習（スケーリ
ング・ルートプレー
ニング）

39,40

再評価と治療に対する反応性（レ
スポンス）に基づく治療計画立案
反応性に基づいた治療計画の立案
方法について学ぶ。

実習 鬼塚　理 事後学習（再評価）



2024年度 科目コード： 212041

歯周病学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 中島　啓介

担当教員
臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

41,42

歯周外科手術１（基礎的手技；全
層弁・部分層弁の作成、各種縫合
法）フラップ形成と縫合方法につ
いて学ぶ。

実習 佐野　孝太朗
事後学習（歯周外科
手術）

43,44
歯周外科手術２（フラップ手術）
フラップ手術の原理と方法につい
て学ぶ。

実習 佐野　孝太朗
事後学習（歯周外科
手術）

45,46
歯周外科手術３（歯肉結合組織移
植術）歯肉結合組織移植術の原理
と方法について学ぶ。

実習 佐野　孝太朗
事後学習（歯周外科
手術）

47,48
歯周再生療法１（GTR法）GTR法の
原理と方法について学ぶ。

実習 佐野　孝太朗
事後学習（再生療法
）

49,50
歯周再生療法２（エムドゲインを
用いた再生療法）エムドゲイ療法
の原理と方法について学ぶ。

実習 佐野　孝太朗
事後学習（再生療法
）

51,52
歯周補綴学歯周補綴の概念・方法
について学ぶ。

実習 笠井　信吾
事後学習（歯周補綴
）

53,54

歯周治療におけるインプラントの
応用歯周治療におけるインプラン
ト治療の応用方法や注意点につい
て学ぶ。

実習 笠井　信吾
事後学習（インプラ
ント）

55,56
歯周治療における矯正治療の応用
歯周治療のおける矯正治療の応用
方法や注意点について学ぶ。

実習 笠井　信吾
事後学習（矯正治療
）

57,58
SPTの意義と実際SPTの意義と方法
・注意点について学ぶ。

実習 笠井　信吾 事後学習（ＳＰＴ）

59,60
臨床症例の提示および検討実際の
症例を提示し、検討を行う。

実習 笠井　信吾
事後学習（症例提示
方法）



2024年度 科目コード： 212042

歯周病学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中島　啓介

担当教員
臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

授業の概要

歯科領域の中でも、特に歯周病研究の進歩は目覚ましく、日進月歩である。よって、研究を始める前に最新の情
報を熟知していなければ、研究結果が既知のものとなってしまう。本授業では、英語論文を理解するための各種
ツールを紹介する。また、検索した文献を論文作成までの間にデータベース化する方法を学ぶ。 研究から得られ
たデータを適切な方法で解析するために必要な、統計ソフトウェアの使用法と各統計手法の背景を学ぶ。さらに
、複数の臨床研究から一定の結論を導き出すメタアナリシスの手法についても学ぶ。 最後に、論文あるいはプレ
ゼンテーション作成において簡潔で論理的な文章を作成する注意点について学ぶ。

学生の到達目標

１．オンライン辞書を利用して、英文論文の内容を理解できる。２．PubMedから文献を検索して、検索結果をデ
ータベース化できる。３．統計学的手法により臨床データの基礎的な解析ができる。４．メタアナリシスの手法
を理解できる。５．簡潔で論理的な文章を作成できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

C-6-2-1 確率変数とその分布、統計的推測(推定と検定)の原理と方法を理解している。

C-6-2-4 調査方法と統計的分析法を理解している。

参考書
タイトル 著者 出版社

ライフサイエンス辞書プロ
ジェクト（
http://lsd.pharm.kyoto-u
.ac.jp/ja/index.html）

JMP（統計ソフトウェア）

EndNote（文献検索ソフト
ウェア）

Cochrane Reviews

Journal of 
Periodontology

Journal of Clinical 
Periodontology

成績評価方法・基準
評価項目 割合

口頭試問 100%



2024年度 科目コード： 212042

歯周病学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中島　啓介

担当教員
臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

その他
学生相談：随時　メールでの質問も可

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オンライン辞書の検索オンライン
辞書を用いた検索方法を学ぶ。

演習 中島　啓介
事後学習（オンライ
ン辞書）

その他

2
文献ライブラリ（PubMed）の検索
文献ライブラリ（PubMed）の使用
方法を学ぶ。

演習 中島　啓介 事後学習（PubMed） その他

3
文献データベースの作成文献デー
タベースの作成方法を学ぶ。

演習 中島　啓介
事後学習（EndNote
）

その他

4
臨床統計学（データの取扱い）統
計処理に必要なデータの取扱い方
法を学ぶ。

演習 中村　太志
事後学習（データの
取扱い）

その他

5
臨床統計学（データ分布と正規性
）統計処理に必要なデータ分布と
正規性について学ぶ

演習 中村　太志
事後学習（データ分
布・正規性）

その他

6
臨床統計学（グループ平均の比較
）グループ平均の比較方法につい
て学ぶ。

演習 中村　太志
事後学習（グループ
平均の比較）

その他

7
臨床統計学（分散分析）分散分析
の意味と方法について学ぶ。

演習 鬼塚　理
事後学習（分散分析
）

その他

8
臨床統計学（単回帰）単回帰の意
味と方法について学ぶ。

演習 鬼塚　理 事後学習（単回帰） その他

9
臨床統計学（重回帰）重回帰の意
味と方法について学ぶ。

演習 鬼塚　理 事後学習（重回帰） その他

10
臨床データの解析１実際の臨床デ
ータを用いて、今まで学習した方
法で解析を行う。

演習 笠井　信吾
事後学習（臨床デー
タ解析）

その他

11
臨床データの解析２実際の臨床デ
ータを用いて、今まで学習した方
法で解析を行う。

演習 笠井　信吾
事後学習（臨床デー
タ解析）

その他



2024年度 科目コード： 212042

歯周病学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中島　啓介

担当教員
臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

12
メタアナリシスの基礎メタアナリ
シスの意義について学ぶ。

演習 笠井　信吾
事後学習（メタアナ
リシス）

その他

13
メタアナリシスの応用メタアナリ
シスの方法を習得し、実践する。

演習 佐野　孝太朗
事後学習（メタアナ
リシス）

その他

14
論文作成（日本語）日本語での論
文作成方法について学ぶ。

演習 佐野　孝太朗
事後学習（日本語論
文作成）

その他

15
論文作成（英語）英語での論文作
成方法について学ぶ。

演習 佐野　孝太朗
事後学習（英語論文
作成）

その他



2024年度 科目コード： 212043

歯周病学Ⅲ(症例検討)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中島　啓介

担当教員
中島　啓介,臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

授業の概要

歯周病に関連した最新の英語論文を数多く輪読する。臨床においてはケーススタディーを用いて、実際の症例に
基づく問題解決法を学ぶ。

学生の到達目標

１．急性、慢性疾患に対応する疾患モデルに精通し、対応できる。２．専門性の高い非外科的、外科的治療を学
び、知識を高める。３．難治性の概念を理解できる。４．歯科心身医学に基づく歯科医療を身に着け、対応でき
る。５．再生療法を学び、知識を高める。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Journal of 
Periodontology

以下のジャーナルより毎回
、論文（文献）を選択し、
配布する。

Journal of Clinical 
Periodontology Journal of 

Periodontology

Journal of Periodontal 
Research Journal of Clinical 

Periodontology

Journal of Periodontal 
Research

成績評価方法・基準
評価項目 割合

セミナー中の質問に対する回答 100%

その他
学生相談：随時



2024年度 科目コード： 212043

歯周病学Ⅲ(症例検討)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中島　啓介

担当教員
中島　啓介,臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

論文抄読・症例検討最新の文献お
よび関連する文献から、研究・治
療に関して今後の展開を考察する
。また、実際の症例への応用を検
討する。

文献抄読会お
よび症例討論
会

中島　啓介
臼井　通彦
中村　太志
佐野　孝太朗
笠井　信吾
鬼塚　理

配付資料（文献）の
復習

その他



2024年度 科目コード： 212044

歯周病学Ⅳ(歯周外科アドバンス)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中島　啓介

担当教員
中島　啓介,臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

授業の概要

歯周外科を行うにあたり、術者はあるレベル以上の技術力を有していなければならないが，その技術力を，歯周
治療という側面から有効に機能させるための知識も必要である。本授業では、術式の単純な理解に留まらず、フ
ァントム模型実習・ブタ顎骨実習の実践に加え、指導医が実際に行う歯周外科のアシストを行うことで、歯周外
科治療に必要な基本的技能を習得する。

学生の到達目標

１．歯周外科治療の基本概念を説明することができる。２．症例に応じて、適切な歯周外科術式を選択すること
ができる。３．歯周外科に必要な機材の選択、操作ができる。４．指導医のもと、歯周外科を実践できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

配布資料

成績評価方法・基準
評価項目 割合

理解度（口頭試問による） 100%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
全層弁による歯肉剥離掻爬術 全
層弁での歯肉剥離掻爬術の術式、
適応症例について学ぶ。

講義 中島　啓介
事後学習（歯肉剥離
掻爬術）

その他

2

全層・部分層弁による歯肉剥離掻
爬術 全層・部分層弁による歯肉
剥離掻爬術の術式、適応症例につ
いて学ぶ。

講義 中島　啓介
事後学習（歯肉剥離
掻爬術）

その他

3
歯肉剥離掻爬術実習 歯肉剥離掻
爬術をファントム模型・ブタ顎骨
にて実習する。

演習・実習 中島　啓介
事後学習（歯肉剥離
掻爬術）

その他

4
小帯切除術 小帯切除術の術式、
適応症例について学ぶ。

講義 中村　太志
事後学習（小帯切除
術）

その他



2024年度 科目コード： 212044

歯周病学Ⅳ(歯周外科アドバンス)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中島　啓介

担当教員
中島　啓介,臼井　通彦,中村　太志,鬼塚　理,佐野　孝太朗,笠井　信吾

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5
口腔前庭拡張術 口腔前庭拡張術
の術式、適応症例について学ぶ。

講義 中村　太志
事後学習（口腔前庭
拡張術）

その他

6
有茎歯肉弁移植術による歯肉歯槽
粘膜形成術 有茎歯肉弁移植術の
術式、適応症例について学ぶ。

講義 中村　太志
事後学習（歯肉移植
術）

その他

7
遊離歯肉移植による歯肉歯槽粘膜
形成術遊離歯肉移植術の術式、適
応症例について学ぶ。

講義 佐野　孝太朗
事後学習（歯肉移植
術）

その他

8

結合組織移植, 遊離歯肉移植によ
る歯肉歯槽粘膜形成術 結合組織
移植術の術式、適応症例について
学ぶ。

講義 佐野　孝太朗
Post-learning: 
Periodontal 
plastic surgery

その他

9
歯肉歯槽粘膜形成術実習歯肉歯槽
粘膜形成術をファントム模型・ブ
タ顎骨にて実習する。

演習・実習 佐野　孝太朗
事後学習（歯肉移植
術）

その他

10
GTR法 GTR法の術式、適応症例に
ついて学ぶ。

講義 笠井　信吾
事後学習（ＧＴＲ法
）

その他

11
GTR法実習 GTR法をファントム模
型・ブタ顎骨にて実習する。

演習・実習 笠井　信吾
事後学習（ＧＴＲ法
）

その他

12
エムドゲイン療法 エムドゲイン
療法の術式、適応症例について学
ぶ。

講義 笠井　信吾
事後学習（エムドゲ
イン療法）

その他

13
自家骨移植術 自家骨移植術の術
式、適応症例について学ぶ。

講義 鬼塚　理
事後学習（自家骨移
植術）

その他

14

歯肉歯槽粘膜形成術介助（アシス
ト）担当教員の行なう歯肉歯槽粘
膜形成術のアシストにつき、実際
の症例にて術式・手技を学ぶ

演習・実習 鬼塚　理
事後学習（歯肉歯槽
粘膜形成術）

診療室_病院

15

歯周再生療法介助（アシスト）担
当教員の行なう歯周再生療法のア
シストにつき、実際の症例にて術
式・手技を学ぶ

演習・実習 鬼塚　理
事後学習（歯周再生
療法）

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212051

補綴治療学Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 120 単位数 4

科目責任者 有田　正博

担当教員
有田　正博

授業の概要
全部欠損補綴治療を臨床の場で実践するための臨床手技を修得する。

学生の到達目標

１．全部床義歯装着までの臨床および技工ができる。２．咬合調整ができる。３．義歯調整ができる。 ４．義歯
修理ができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

コンプリートデンチャーテ
クニック第5版

医歯薬出版　
東京　2005

入門　無歯顎補綴治療
医歯薬出版　
東京　2006

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 58%

単位認定試験 42%

その他

【オフィスアワー（学習相談）】随時有田：内線2122 　渡辺：内線 2123

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

Moodle

1,2
概形印象採得の臨床 アルジネー
ト練和法、トレー修正法 印象採
得の実際

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 概形印象 Moodle

3,4
研究用模型の作製 トリミングの
ポイント

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博
研究用模型模型修正
法

Moodle

5,6
個人トレーの作製　開口印象用，
閉口印象用

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 個人トレー Moodle

7,8
辺縁形成の臨床 コンパウンドの
操作

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 辺縁形成 Moodle



2024年度 科目コード： 212051

補綴治療学Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 120 単位数 4

科目責任者 有田　正博

担当教員
有田　正博

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

9,10
精密印象採得の臨床 ラバー系印
象材

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 精密印象 Moodle

11,12
作業用模型の作製　ボクシング，
トリミング

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 作業用模型 Moodle

13,14 咬合床の作製　基礎床，咬合堤
遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 咬合床 Moodle

15,16
咬合採得の臨床1　咬合平面の設
定

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 咬合平面 Moodle

17,18
咬合採得の臨床2　咬合高径の設
定

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 咬合高径 Moodle

19,20
咬合器装着1　フェイスボウトラ
ンスファー

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 顔弓計測 Moodle

21,22
咬合器装着2　平均値付着板の使
用

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 平均値付着板 Moodle

23,24
ゴシックアーチ描記法術式　ゴシ
ックアーチトレーサー，下顎模型
再装着

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 ゴシックアーチ Moodle

25,26
チェックバイト法術式　前方・側
方チェックバイト採得法　スプリ
ットキャスト法による顆路計測法

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 チェックバイト Moodle

27,28
ゴシックアーチ描記とチェックバ
イト採得の同時記録法

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博
ゴシックアーチチェ
ックバイト

Moodle

29,30 人工歯選択1　前歯部人工歯選択
遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 人工歯選択 Moodle

31,32 人工歯選択2　臼歯部人工歯選択
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 人工歯選択 Moodle

33,34 前歯部人工歯排列
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 人工歯排列 Moodle

35,36
臼歯部人工歯排列　フルバランス
，リンガライズド他

遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 人工歯排列 Moodle



2024年度 科目コード： 212051

補綴治療学Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 120 単位数 4

科目責任者 有田　正博

担当教員
有田　正博

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

37,38 歯肉形成法　コルベン形態
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 歯肉形成 Moodle

39,40 埋没法　二重埋没
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 埋没法 Moodle

41,42 重合法
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 重合法 Moodle

43,44 研磨法　研磨の順序
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 義歯研磨法 Moodle

45,46 咬合調整法
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 咬合調整 Moodle

47,48
新義歯装着の臨床　床粘膜面の適
合，咬合

遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 適合検査 Moodle

49,50 患者教育　義歯の取り扱い
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 患者教育 Moodle

51,52
義歯調整法　ダイナミック印象，
リライン

遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 リライン Moodle

53,54
義歯修理法1　咬合高径が高い場
合の対処法

遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 義歯修理 Moodle

55,56 義歯修理法2金属歯への置換法
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 金属歯 Moodle

57,58
粘膜の発赤に対する対処細菌，ア
レルギー

遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文 義歯性口内炎 Moodle

59,60 単位認定試験
遠隔講義（
Moodle）

渡辺　崇文
全部床義歯の臨床全
般

Moodle



2024年度 科目コード： 212052

補綴治療学Ⅱ（フレンジテクニック）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有田　正博

担当教員
有田　正博

授業の概要
より高度な特殊技術（フレンジテクニック）習得のための基本技術を習得する。

学生の到達目標
フレンジテクニックを用いた全部床義歯装着までの臨床および技工ができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

無歯顎補綴治療学 医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 70%

単位認定試験 30%

その他
【オフィスアワー（学習相談）】随時　槙原：内線2123

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 オリエンテーション
遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 デンチャースペース Moodle

2 デンチャースペースとは？
遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 デンチャースペース Moodle

3
デンチャースペースの採得法1ニ
ュートラルゾーンテクニック

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博
ニュートラルゾーン
テクニック

Moodle

4
デンチャースペースの採得法2ピ
エゾグラフィー

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 ピエゾグラフィー Moodle

5
デンチャースペースの採得法3フ
レンジテクニック

遠隔講義（
Moodle）

有田　正博 フレンジテクニック Moodle

6
フレンジテクニックの臨床1概形
印象，研究用模型

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博 概形印象研究用模型 Moodle

7
フレンジテクニックの臨床2閉口
印象用個人トレー

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博 個人トレー Moodle



2024年度 科目コード： 212052

補綴治療学Ⅱ（フレンジテクニック）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有田　正博

担当教員
有田　正博

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

8
フレンジテクニックの臨床3精密
印象，作業用模型

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博 精密印象作業用模型 Moodle

9
フレンジテクニックの臨床4顔弓
計測，咬合採得

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博 顔弓計測咬合採得 Moodle

10
フレンジテクニックの臨床5デン
チャースペース採得の前準備

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博 前準備 Moodle

11
フレンジテクニックの臨床6デン
チャースペース採得

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博
デンチャースペース
採得

Moodle

12
フレンジテクニックの臨床7石こ
うコアと人工歯排列

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博 人工歯排列 Moodle

13
フレンジテクニックの臨床8機能
的歯肉形成

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博 歯肉フレンジ Moodle

14
フレンジテクニックの臨床9リラ
イン

遠隔講義（
Moodle）演習

有田　正博 リライン Moodle

15 単位認定試験
遠隔テスト（
Moodle）

有田　正博
フランジテクニック
の臨床全般

Moodle



2024年度 科目コード： 212053

補綴治療学Ⅲ（マグネットデンチャー）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有田　正博

担当教員
有田　正博

授業の概要
より高度な特殊技術(マグネットデンチャー)習得のための基本技術を習得する。

学生の到達目標
マグネットデンチャーの臨床および技工ができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

新・磁性アタッチメント 田中貴信編 医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 42%

単位認定試験 50%

総合評価（授業態度，興味関心など） 8%

その他

オフィスアワー(学習相談)】 随時 渡辺:内線2123 またはメール

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 オリエンテーション 講義
有田　正博
渡辺　崇文

歯科用磁性ア タッ
チメント (DMA) 講
義の振り返り

2 歯科用磁性アタッチメントの歴史 講義
有田　正博
渡辺　崇文

歴史 講義の振り返
り

3
歯科用磁性アタッチメントの構造
Cap-york, Sandwich, Split-pole

講義
有田　正博
渡辺　崇文

構造 講義の振り返
り

4
歯科用磁性アタッチメントの特徴 
基本的形態

講義
有田　正博
渡辺　崇文

基本形態 講義の振
り返り

5 臨床応用 講義
有田　正博
渡辺　崇文

臨床応用 講義の振
り返り

6 MRIへの影響1 歯科用金属 講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

歯科用金属 講義の
振り返り



2024年度 科目コード： 212053

補綴治療学Ⅲ（マグネットデンチャー）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有田　正博

担当教員
有田　正博

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7 MRIへの影響2 鋳接法 講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

鋳接法 講義の振り
返り

8
MRIへの対策1 可撤性アタッチメ
ント

講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

MRI対策 講義の振り
返り

9
MRIへの対策2 市販キーパーの修
正

講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

MRI対策 講義の振り
返り

10 新世代磁性アタッチメント 講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

新時代磁性アタッチ
メント 講義の振り
返り

11 ダイレクトボンディング法 講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

ダイレクトボンディ
ング法 講義の振り
返り

12
マグネットデンチャーの臨床1 パ
ーシャルデンチャー症例

講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

臨床例 講義の振り
返り

13
マグネットデンチャーの臨床2 義
歯装着,マグネット合着,調整

講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

臨床例 講義の振り
返り

14
マグネットデンチャーの臨床3 可
撤性ブリッジ症例

講義 演習
有田　正博
渡辺　崇文

臨床例 講義の振り
返り

15 単位認定試験 テスト
有田　正博
渡辺　崇文

マグネットデンチャ
ーの臨床全般 講義
の振り返り



2024年度 科目コード： 212054

顎口腔欠損再構築学１（睡眠時無呼吸症）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 槙原　絵理

担当教員
槙原　絵理

授業の概要

閉塞型睡眠時無呼吸は夜間に上気道が一部あるいは全部閉塞し、いびきや低呼吸、無呼吸を繰り返すことで、日
中眠気などの生活に支障が生じる疾患である。その原因は上気道の機能的・形態的異常によるものであるが、そ
の原因に応じた治療を選択することが重要である。口腔内装置療法は歯科医師が提供することのできる治療であ
るが、その治療効果や副作用について十分理解し、医療機関と密に連携をとることが重要である。本講義では基
本的知識とともに診療内容および医科歯科連携について理解を深める。

学生の到達目標
OSAの研究に関する知識および患者の治療ができる.

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

D-2-4-2 医療情報提供書の記載方法を理解している。

D-2-4-3 医科歯科連携の必要性と歯科医師の関わり方を理解している。

D-3-1-11-6 睡眠時無呼吸の原因、診察、検査、診断及び治療方針を理解している。

D-6-2-2 歯科技工士と連携する歯科技工の方法の概要を理解している。

D-6-2-3 多職種連携に必要となる基本的な専門用語を理解している。

参考書
タイトル 著者 出版社

睡眠医歯学の臨床
ヒョーロン
パブリッシ
ャーズ

睡眠時無呼吸症を疑ったら 羊土社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 42%

単位認定試験 50%

総合評価 8%

その他
オフィスアワー（学習相談）】随時槙原：内線2123　またはメール

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2 オリエンテーション
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 SAS



2024年度 科目コード： 212054

顎口腔欠損再構築学１（睡眠時無呼吸症）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 槙原　絵理

担当教員
槙原　絵理

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3,4 睡眠時無呼吸症(SAS)の概要
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 SAS

5,6
閉塞型睡眠時無呼吸症(OSA) の概
要

遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 OSAS

7,8 SASの診断
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 ESS, PSG

9,10 SASの治療法
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理
外科的療法, 内科的
療法, nCPAP, OA

11,12 OSA患者が来院したら
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 臨床の流れ

13,14 OAの臨床1　　診査・診断
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 診査・診断

15,16 OAの臨床2　　印象，咬合採得
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 印象，咬合採得

17,18 OAの臨床3　　口腔内装置1
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 製作法

19,20 OAの臨床4　　口腔内装置2
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 製作法

21,22 OAの臨床5　　セラスノア
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 セラスノア

23,24 OAの臨床6　　各種市販OA
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 各種市販OA

25,26 OAの臨床7　　タイトレーション
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 タイトレーション

27,28 OAの臨床8　　コンプライアンス
遠隔講義（
Moodle）

槙原　絵理 コンプライアンス

29,30 単位認定試験
遠隔テスト（
Moodle）

槙原　絵理 SAS全般



2024年度 科目コード： 212055

顎口腔欠損再構築学２（TMD）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 槙原　絵理

担当教員
槙原　絵理

授業の概要

顎関節症は顎関節症は、顎関節や咀嚼筋の疼痛、顎関節雑音、開口障害ないし顎運動異常を主要症候とする障害
の包括的診断名である。その病態は咀嚼筋痛障害、顎関節痛障害、顎関節円板障害および変形性顎関節症である
が、 Diagnostic Criteria for Temporomandibular disorders（DC /TMD）が診断法として発表された。本講義で
は顎関節症の診断方法を理解し実践できるようになるとともに、咬合が関連した顎関節症の臨床を学ぶ。咬合性
顎関節症の基本的知識と臨床を学ぶ．

学生の到達目標
TMDの知識と患者の治療ができる．

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

D-3-1-7-1 顎関節疾患の分類と特徴を理解している。

D-3-1-7-2 顎関節疾患の症状、診断法及び治療法を理解している。

参考書
タイトル 著者 出版社

新編　顎関節症　改訂版 永末書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 42%

単位認定試験 50%

総合評価 8%

その他
オフィスアワー（学習相談）　随時　槙原絵理（メールにて受付）

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2 オリエンテーション 遠隔講義 槙原　絵理 顎関節症（TMD》

3,4 TMDの潮流 遠隔講義 槙原　絵理 TMD

5,6 DC/TMD 遠隔講義 槙原　絵理 DC/TMD

7,8 日本顎関節学会の考え 遠隔講義 槙原　絵理 症型分類

9,10 TMDの寄与因子 遠隔講義 槙原　絵理 寄与因子

11,12 低位咬合 遠隔講義 槙原　絵理 低位咬合

13,14 力のコントロール 遠隔講義 槙原　絵理 力のコントロール

15,16 咬合挙上と顎関節 遠隔講義 槙原　絵理 咬合挙上と顎関節

17,18 咬合調整 遠隔講義 槙原　絵理 咬合調整

19,20 神経筋調節機構 遠隔講義 槙原　絵理 神経筋調節機構

21,22 習慣性咀嚼 遠隔講義 槙原　絵理 習慣性咀嚼



2024年度 科目コード： 212055

顎口腔欠損再構築学２（TMD）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 槙原　絵理

担当教員
槙原　絵理

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

23,24 アプライアンス製作法 遠隔講義 槙原　絵理
アプライアンス製作
法

25,26 アプライアンス調整法１ 遠隔講義 槙原　絵理 調整法

27,28 アプライアンス調整法２ 遠隔講義 槙原　絵理 調整法

29,30 単位認定試験 遠隔講義 槙原　絵理 咬合性顎関節症全般



2024年度 科目コード： 212056

顎口腔欠損再構築学３(検討会)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有田　正博

担当教員
有田　正博

授業の概要

歯科補綴学関連の最新の研究の動向を理解するために、文献を詳読する。 各自の研究内容に対する報告会、ディ
スカッション。 その他顎関節症チームアプローチ、顎口腔欠損再構築学分野臨床セミナー。

学生の到達目標

１．英語文献を読み込む能力を養う。２．研究の内容を理解する。３．研究を批評する力を養う。４．研究の背
景や動向を理解する。５．最新の臨床テクニックを養う

成績評価方法・基準
評価項目 割合

事後レポート 90%

振り返りレポート 10%

その他
オフィスアワー（学習相談）】随時　津田：内線2123

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃30
研究の背景と最新の文献の内容、
および関連分野の研究の今後の展
望を理解する。

輪読、文献紹
介および討論
基本対面とす
るが，文献抄
録等はメール
配信も行うた
め，質疑応答
はメールでで
も可．

有田　正博
渡辺　崇文
大楠　弘通

文献抄読および関連
分野の調査



2024年度 科目コード： 212061

口腔インプラント補綴学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 120 単位数 4

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

授業の概要

口腔インプラント治療を安全・確実に行うために必要な解剖、画像診断、シミュレーション法等の基礎的な理論
を理解し、治療計画立案に必要な知識を習得する。さらにファントム模型やブタ顎骨を用いたインプラント体埋
入実習、切開・縫合実習、アバットメント連結、印象採得実習等を行うことで口腔インプラント治療に必要な基
本的な技能を習得する。

学生の到達目標

1. 口腔インプラントの歴史について説明できる。 2. 口腔インプラント治療に必要な解剖学を理解できる。 3. 
診断用ワックスアップ、ステントの意義を理解し、作製できる。 4. 口腔インプラントの治癒過程について理解
できる。 5. X線CTシミュレーション法の基礎的な理論を理解できる。 6. 口腔インプラントの手術術式について
説明できる。 7. 口腔インプラントの補綴術式について説明できる。 8. 口腔インプラント治療におけるメイン
テナンスの重要性を理解できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

よくわかる口腔インプラン
ト学（第4版）

医歯薬出版

補綴臨床別冊　インプラン
トのポジショニング

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習中の諮問に対する回答 60%

症例検討会での内容や姿勢 40%

その他

学生相談：随時
 ※テキストは特に指定せず、講義当日に資料を配布する。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～4

オリエンテーション「口腔インプ
ラント補綴学とは？」：歯科医療
におけるインプラント治療の位置
づけについて学習する。 【事前
学習課題】インプラント補綴学

講義

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212061

口腔インプラント補綴学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 120 単位数 4

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5～12

インプラントの歴史、臨床エビデ
ンス、おもなシステムについて：
インプラント治療の歴史を踏まえ
、根底にあるコンセプトについて
学習する。 【事前学習課題】イ
ンプラント補綴学

講義

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

13～
20

インプラント治療に関係する解剖
学インプラントの病理学：インプ
ラント治療に必要な解剖学および
病理学について学習する。 【事
前学習課題】インプラント補綴学

講義

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

21～
28

術前診断と治療計画「症例演習／
Simplantによる実習」：インプラ
ントシミュレーションソフトウェ
アを用いて症例をピックアップし
シミュレーションを体験する。 
【事前学習課題】インプラント補
綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

29～
36

診断用ワックアップ、ステント作
製：埋入予定症例をもとに診断用
ワックスアップからＣＴ撮影用ス
テントを製作する。 【事前学習
課題】インプラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

37～
44

インプラント埋入術式について：
埋入手術のビデオ学習を通じてイ
ンプラント埋入手術の全体像を把
握する。 【事前学習課題】イン
プラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

45～
52

印象術式・補綴術式について：様
々なインプラントシステムの補綴
術式について、症例写真を通して
学習する。 【事前学習課題】イ
ンプラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

53～
60

CAD/CAMによる補綴、咬合調整と
術後管理：ジルコニア・アルミナ
・チタンやコバルトなどCAD/CAM
技工を症例ベースで学習する。 
【事前学習課題】インプラント補
綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212062

口腔インプラント補綴学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 120 単位数 4

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

授業の概要

治療計画の立案に必要な解剖、画像診断、シミュレーション法等の知識を習得後、口腔インプラント患者の治療
を行い、治療の実際を体得する。また、骨移植やGBR、サイナスリフト、即時負荷、抜歯即時埋入等の応用事項を
学習する。その他、症例検討会および各種セミナーを通して口腔インプラント学に関わる広い学識と高度な専門
技能を修得する。

学生の到達目標

1. 口腔インプラント治療について他の欠損補綴法と比較し、説明できる。 2. X線CTシミュレーション法の基礎
的な理論を理解し、治療計画を立案できる。 3. 必要な診査や検査を行い、インプラント埋入手術を安全・確実
に行うことができる。 4. 骨造成術、即時負荷、抜歯即時埋入等の必要性を判断でき、実践できる。 5. 口腔イ
ンプラント治療における暫間補綴物の意義と目的を理解し、実践できる。 6. 適切なインプラント義歯を製作で
きる。7. 口腔インプラント治療におけるメインテナンスの重要性を理解し、実践できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

補綴臨床別冊　インプラン
トのポジショニング

医歯薬出版

日本人のための最新
All-on-4マニュアル

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習中の諮問に対する回答 60%

症例検討会での内容や姿勢 40%

その他

学生相談：随時
※テキストは特に指定せず、講義当日に資料を配布する。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～4

インフォームドコンセントについ
て：インプラント補綴治療に必要
なインフォームドコンセントにつ
いて学習する。 【事前学習課題
】インプラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212062

口腔インプラント補綴学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 120 単位数 4

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5～11

診断用Wax-upおよび診断用ステン
トの製作：補綴難症例の診断用模
型製作および診断用ワックスアッ
プ・ステント製作について学習す
る。 【事前学習課題】インプラ
ント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

12～
18

X線CTシミュレーション法を用い
た治療計画の立案：補綴難症例の
インプラント治療のシミュレーシ
ョンについて学習する。 【事前
学習課題】インプラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

19～
25

指導医とともにインプラント埋入
手術の実際を体験：インプラント
埋入手術の体験を通じて外科術式
を学習する。 【事前学習課題】
インプラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

26～
32

骨造成術、即時負荷、抜歯即時埋
入について：インプラント外科術
式における付加術式について学習
する。 【事前学習課題】インプ
ラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

33～
39

体験したインプラント症例の結果
を調査、症例報告：症例プレゼン
テーションを行い、複数評価者に
よるフィードバックを受ける。 
【事前学習課題】インプラント補
綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

40～
46

適切な咬合を付与した暫間補綴物
の製作：暫間補綴のタイミングお
よびその製作法について学習する
。 【事前学習課題】インプラン
ト補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

47～
53

印象採得およびインプラント義歯
の製作：インプラント支持義歯の
製作法について学習する。 【事
前学習課題】インプラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212062

口腔インプラント補綴学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 120 単位数 4

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

54～
60

インプラント治療における術後管
理：インプラント補綴治療におけ
る術後管理について症例を交えて
学習する。 【事前学習課題】イ
ンプラント補綴学

講義・実習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212063

口腔再建リハビリテーション学１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

授業の概要

顎骨骨質や骨代謝、全身疾患、口腔内環境（特に唾液腺の機能）などインプラント治療のリスクとなる因子につ
いて、基礎研究および臨床研究を行い、科学的視点で歯科臨床を捉える姿勢を体得することを目標とする。

学生の到達目標

1. インプラント治療とそのリスクファクターに関する基礎的概念を習得し、実践できる。 2．文献的考察につい
て理解し実践できる。 3．骨質および骨代謝について説明できる。 4．唾液腺における水輸送について説明でき
る。

参考書
タイトル 著者 出版社

各講義・演習ごとにできる
だけ最新の情報を事前に提
供する予定．

成績評価方法・基準
評価項目 割合

課題の到達度 70%

手技に関する到達度 30%

0%

その他

学生相談：随時
※テキストは特に指定せず、講義当日に資料を配布する。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション(臨床講座に
おける基礎研究とは？) 【事前学
習課題】基礎研究

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

2

文献的考察1（科学論文の読み方
、科学的プレゼンテーションにつ
いて） 【事前学習課題】英語論
文

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212063

口腔再建リハビリテーション学１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3
文献的考察2（文献検索の方法、
科学雑誌について、研究の質） 
【事前学習課題】英語論文

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

4
実験室の使用方法1（実験器具の
基本的使用方法） 【事前学習課
題】実験器具

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

5
実験室の使用方法2（試薬の調整
および取り扱い） 【事前学習課
題】試薬

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

6
インプラント治療の概念とインプ
ラント周囲炎 【事前学習課題】
インプラント

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

7

モデル動物の作成 【事前学習課
題】糖尿病モデル、口腔乾燥症モ
デル、閉経モデル、慢性腎臓病モ
デル

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

8
骨質の概念 【事前学習課題】骨
質

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

9
骨代謝について 【事前学習課題
】骨代謝

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

10
唾液腺機能 【事前学習課題】唾
液腺における水輸送

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212064

口腔再建リハビリテーション学２
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

授業の概要

顎骨骨質や骨代謝、全身疾患、口腔内環境（特に唾液腺機能）などインプラント治療のリスクとなる因子につい
て、基礎研究および臨床研究を行う。「口腔再建リハビリテーション学Ⅰ」を発展させた内容で、研究手技の習
得、結果を考察する能力などを体得することを目標とする。

学生の到達目標

1．骨質、骨代謝に関する解説について説明できる。 2．唾液腺機能の解析について説明できる。 3．統計学的解
析について説明できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

各講義・演習ごとに出来る
だけ最新の情報を提供する
予定。 動物実験講習を受
講しておくことを勧めます
。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

課題の到達度 70%

手技に関する到達度 30%

その他

学生相談：随時 
※テキストは特に指定せず、講義当日に資料を配布する。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
骨代謝マーカーについて 【事前
学習課題】骨代謝マーカー

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

2
骨の解析1 【事前学習課題】マイ
クロCT

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212064

口腔再建リハビリテーション学２
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3
骨の解析2 【事前学習課題】ナノ
インデンテーション、ラマン分光

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

4
サンプル解析の解析1 【事前学習
課題】リアルタイムPCR

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

5
サンプルの解析2 【事前学習課題
】ウエスタンブロッティング

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

6
サンプルの解析3 【事前学習課題
】ELISA法

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

7
ノックアウトマウスについて 【
事前学習課題】ノックアウトマウ
ス

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

8
唾液腺の解析1 【事前学習課題】
唾液腺灌流モデル

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

9
唾液腺機能2 【事前学習課題】イ
オンイメージング

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

10
統計学的解析 【事前学習課題】
統計学的解析

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212065

口腔再建リハビリテーション学３
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

授業の概要

当分野で進行中の研究テーマの中からひとつを選択し、文献的考察による研究背景の把握、研究計画の立案を行
い、予備実験、考察、本実験、結果の批判的吟味などを行い論文作成の土台を得る。 当分野での研究の例 （１
）インプラント即時負荷のリスクファクターに関する臨床研究 （２）インプラントのリスクとなる全身疾患に関
する基礎的研究 （３）インプラント周囲炎の診断と治療方法の開発に関する基礎的研究 （４）顎骨骨質に関す
る研究 （５）唾液腺機能と口腔乾燥症治療法に関する研究

学生の到達目標

テーマの学術的背景の学習から実際に研究を行い，それらを吟味することでEvidence Based Dentistryを体現し
、実践できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

各講義・演習ごとに出来る
だけ最新の情報を提供する
予定。 事前に動物実験講
習を受講しておくことが望
ましい。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

課題の到達度 70%

手技に関する到達度 30%

その他

学生相談：随時
※テキストは特に指定せず、講義当日に資料を配布する。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション（研究テーマ
に関するディスカッション）

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

2～15
各テーマに担当教員を充当、研究
にあたる。 【事前学習課題】実
験内容のまとめ

講義・演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212066

最新口腔再建リハビリテーション学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

授業の概要
口腔再建リハビリテーション学分野でのセミナー形式の講義。Clinical Oral Implants Research、
International Journal of Oral and Maxillofacial Implant、Journal of Prosthodontic Research、
International Journal of Prosthodontics、Journal of Dental Research、Dental Materialsなどの最新論文を
紹介する。

学生の到達目標

論文の要旨の把握と科学的背景の読み方を理解し、短時間に紹介するためのレジュメの作成、プレゼンテーショ
ンソフトを用いた説明用スライドの作成方法などを学び知識を高める。

参考書
タイトル 著者 出版社

各講義・演習ごとに出来る
だけ最新の情報を事前に提
供する予定。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

当人のセミナー時のプレゼンテーション
内容

60%

各セミナーの出欠およびセミナー時の質
問や理解度

40%

その他

学生相談：随時
※テキストは特に指定せず、講義当日に資料を配布する。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 オリエンテーション 演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams

2～15

担当の各自が選んだ論文紹介レジ
ュメを作成しプレゼンテーション
する。 【事前学習課題】英語論
文

演習

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

配布資料による復習
その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212066

最新口腔再建リハビリテーション学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 正木　千尋

担当教員
正木　千尋,近藤　祐介,向坊　太郎,宗政　翔,野代　知孝

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

正木　千尋
近藤　祐介
向坊　太郎
宗政　翔
野代　知孝

その他
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212071

地域口腔保健医療学Ⅰベーシックコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

授業の概要

ヘルスオリエンティッドコンセプトならびにミニマムインターベンションの概念に基づいた知識を学習し、臨床
の場で実践する技能を修得する。ベーシックコースでは2大疾患である齲蝕と歯周病がバイオフィルム感染症であ
ることを理解し、その対応法について修得するとともに実践行動医学を踏まえた保健指導のノウハウを修得する
。

学生の到達目標

1.　スタンダードプリコーションが実践できる。2.　コミュニケーションスキルができる。3.　頻度の高い唾液
・細菌検査を実施し、リスク評価ができる。4.　健康心理学に基づいた歯科保健指導ができる。5.　再石灰化療
法の理論と実践ができる。6.　ライフステージに応じた地域歯科保健活動ができる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

D-3-2-3 歯周疾患の病因と病態を理解している。

D-3-2-4 口腔細菌、プラーク(口腔バイオフィルム)及び歯石を理解している。

D-5-1-1 主な歯科疾患(齲蝕、歯周疾患、不正咬合)の予防を理解している。

D-5-1-2 齲蝕予防における予防�2塞及びフッ化物の応用方法を理解している。
D-5-1-4 ライフステージに応じた歯科疾患の予防を理解している。

D-5-2-3-2 歯周疾患の検査法、診断及び治療方針(メインテナンスを含む)を理解している。

E-2-1-1-2 医療面接における基本的なコミュニケーションができる。 (Ⅱ)

PS-09 患者安全と感染対策を理解している。

SO-04
社会や地域における歯科医療の現状を理解し、口腔の健康を通じて全身の健康の増進の活動
に積極的に参加できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

配付資料

新臨床研修歯科医ハンドブ
ック

医歯薬出版
、東京、
2020

デンタルカリエスーその病
態と臨床マネージメント

Fejerskovほ
か著、高橋
信博　監訳

医歯薬出版



2024年度 科目コード： 212071

地域口腔保健医療学Ⅰベーシックコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

タイトル 著者 出版社

健康行動学
木原雅子ほ
か

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル

グローバルヘルス
木原正博ほ
か

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 50%

プレゼンテーション 30%

発言内容・質疑応答の内容 20%

その他
学生相談：随時、メール等で受けつける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

Microsoft 
Teams

1～2
スタンダードプリコーションの基
本スタンダードプリコーションの
基本を学習する。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

3～4

消毒剤の種類と使用法、スポルデ
ィングの分類について各種消毒剤
の適切な使い方と適用を学習する
。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

5～6

おさえておくべき感染対策医療現
場における多剤耐性菌対策のCDC
ガイドラインならびに抗菌薬適性
使用プログラムを中心に学習する
。

実習 安細　敏弘 事後レポートの提出
Microsoft 
Teams

7～10
医療面接の方法医療面接の基本を
学習する。

実習 角田　聡子 事後レポートの提出
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212071

地域口腔保健医療学Ⅰベーシックコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11～
15

WHOの口腔診査法の基本とキャリ
ブレーションのしかた国際標準の
診査基準の基本とデータ標準化の
しかたを学習する。

実習 邵 仁浩
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

16～
20

齲蝕・歯周病の診断と診断機器の
変遷と現在齲蝕・歯周病等の診断
法のこれまで歴史的な経緯を踏ま
え診断機器の現状と課題について
学習する。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

21～
24

唾液等の検体を用いた非侵襲的な
診断技術の現状と課題国内外で進
んでいる非侵襲的な診断技術につ
いてこれまでの歴史的な経緯を踏
まえ現状と課題についてを学習す
る。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

25～
29

行動理論に基づく禁煙指導健康心
理学に基づく禁煙プログラムの基
本を学習する。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

30～
34

臨床疫学で用いる評価法の現状と
課題臨床や疫学調査の現場でしば
しば使われる各種評価法について
その歴史的経緯を踏まえ現状と課
題について学習する。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

35～
38

フロリデーションの基本全身的応
用法であるフロリデーションの現
状と課題について学習する。

実習 片岡　正太
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

39～
41

局所的フッ化物応用の種類と手技
局所的フッ化物応用の基本を学習
する。

実習 片岡　正太 事後レポートの提出
Microsoft 
Teams

42～
45

口腔バイオフィルムの理論と除去
手法バイオフィルムに対する臨床
的アプローチを学習する。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

46～
50

再石灰化療法の理論と実践再石灰
化の理論と臨床現場での実践方法
を学習する。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212071

地域口腔保健医療学Ⅰベーシックコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

51～
55

ライフステージに応じた健康支援
・社会支援（I）学校や職場にお
ける現場の活動を体験する。

実習 角田　聡子 事後レポートの提出
Microsoft 
Teams

56～
60

ライフステージに応じた健康支援
・社会支援（II）高齢者・要介護
者がいる現場の活動を体験する。

実習 安細　敏弘 事後レポートの提出
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212072

地域口腔保健医療学Ⅱアドバンスコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

授業の概要

医療、介護、保健の現場における地域住民の健康づくりを支援するためのしくみや役割を理解し、行動医学や保
健指導についての実践的な知識とノウハウを修得する。

学生の到達目標

1.　地域医療・介護・保健のしくみと役割が説明できる。2.　地域包括ケアのしくみと役割が説明できる。3.　
行動心理学に基づいた保健指導や臨床的対応ができる。4.　ライフステージに応じた保健指導プログラムの作成
と実践ができる。5.　災害時の歯科保健医療支援の留意点や対応法が説明できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

C-1-3-3 医療、保健、福祉、介護における多職種連携と歯科医師の役割を理解している。

C-1-3-4
医療や介護をはじめとする他職種、他業種や他の医療機関との連携を行うための手続きとコ
ミュニケーション(適切な略語などを含む)を理解している。

C-4-3-1 地域、職場及び各ライフステージの保健医療施策の背景と概要を理解している。

C-4-3-6
地域包括ケアシステムをはじめとする、地域における医療・保健・福祉・介護の連携を理解
している。

C-4-3-8 災害時の歯科医療の必要性を理解している。

C-5-3 プライマリヘルスケアとヘルスプロモーションを理解している。

SO-03 医療、保健、福祉、介護とそれを取り巻く社会環境を理解している。

SO-05 地域医療において、各種制度に基づく歯科医師の果たす役割を自覚し、行動できる。

SO-06 災害時における歯科医師の役割を理解している。

参考書
タイトル 著者 出版社

地域医療テキスト
自治医科大
学　監修

医学書院、
東京、2009.

災害歯科医学
槻木恵一ほ
か編

医歯薬出版
、東京、
2018

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 50%

プレゼンテーション 30%

発言・質疑応答の内容 20%



2024年度 科目コード： 212072

地域口腔保健医療学Ⅱアドバンスコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

その他
学生相談：随時、メール等で受けつける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

Microsoft 
Teams

1～4
地域口腔保健医療総論Ⅰ地域医療
・介護・保健の現状と役割につい
て学習する。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

5～8
地域口腔保健医療総論Ⅱ地域医療
・介護・保健の基本となるプライ
マリ・ケアついて学習する

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。事
後レポートの提出

Microsoft 
Teams

9～12

地域口腔保健医療システム論Ⅰ地
域医療を支える人的要素、医療機
関、自治体のしくみと役割につい
て学習する。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

13～
16

地域口腔保健医療システム論Ⅱ介
護と保健・福祉のしくみと役割に
ついて学習する。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

17～
20

地域口腔保健医療システム論Ⅲ地
域包括ケアのしくみと役割につい
て学習する。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

21～
24

地域口腔保健医療システム論Ⅳヘ
ルスプロモーションの理念に基づ
く保健活動と健康支援について学
習する。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。事
後レポートの提出

Microsoft 
Teams

25～
28

実践保健指導総論Ⅰヘルス・コミ
ュニケーションの理論と実際につ
いて学習する。

実習 邵 仁浩
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

29～
32

実践保健指導総論Ⅱ健康心理学お
よび行動理論の基礎について学習
する。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

33～
36

実践保健指導各論Ⅰ食育・食行動
と健康支援について学習する。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212072

地域口腔保健医療学Ⅱアドバンスコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

37～
41

実践保健指導各論Ⅱ禁煙指導プロ
グラムと健康支援について学習す
る。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。事
後レポートの提出

Microsoft 
Teams

42～
45

ライスステージに応じた健康支援
・保健指導（Ⅰ）母子・妊産婦・
子育て期から学童・思春期におけ
る健康支援・保健指導の知識とノ
ウハウを学習する。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

46～
48

ライスステージに応じた健康支援
・保健指導（Ⅱ）成人期・職場お
よび高齢期における健康支援・保
健指導の知識とノウハウを学習す
る。

実習 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

49～
54

地域包括システムにおける多職種
連携の現場を経験し、知識とノウ
ハウを学習する。

実習 安細　敏弘 事後レポートの提出
Microsoft 
Teams

55～
58

チーム医療の現場における周術期
管理に関する知識とノウハウを学
習する。

実習 片岡　正太 事後レポートの提出
Microsoft 
Teams

59～
60

災害時の歯科保健医療歯科として
の災害時健康危機支援対策の実際
を学習する。

実習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。事
後レポートの提出

Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212073

地域口腔保健医療学演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

授業の概要

講義では、口腔健康学関連の研究に必要な疫学理論、生物学的統計の基本的知識と技能を修得し、臨床疫学、環
境疫学など様々なテーマを付け加えた疫学の応用研究に対応できる能力を養う。演習では、事例に基づいたデー
タを用い、統計ソフトの取り扱いとともに記述疫学的方法論、分析疫学的方法論、因果関係の判定法およびベイ
ズ統計モデリングの基礎について修得する。

学生の到達目標

①疫学における統計学の役割を説明できる。②保健医療事象の実態を明らかにするための記述疫学的手法を説明
できる。③保健医療事象にかかわる要因を明らかにする分析疫学的手法を説明できる。④疫学における交絡およ
び因果関係を説明できる。⑤統計ソフトSPSSやRを使用し、データの解析を実践できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

C-6-2-1 確率変数とその分布、統計的推測(推定と検定)の原理と方法を理解している。

C-6-2-4 調査方法と統計的分析法を理解している。

PS-04 疫学と予防を理解している。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

配付資料

医学的研究のデザイン 研
究の質を高める疫学的アプ
ローチ 第4版

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル; 
第4版 
(2014/9/1)

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 40%

プレゼンテーション 40%

質疑応答 20%

その他
学生相談：随時、メール等で受けつける。



2024年度 科目コード： 212073

地域口腔保健医療学演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

Microsoft 
Teams

1

疫学理論１ 変数の種類と確率分
布変数の種類と要約、信頼区間な
らびに確率変数・確率分布につい
て学習する。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

2

疫学理論２ 群間比較と有意水準
群間比較の手法、有意水準ならび
に第1種・第2種の過誤について習
得する。

講義 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

3
疫学理論３ 多重比較多重比較の
種類ならびに用いる場合の問題点
について学習する。

講義 角田　聡子
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

4
疫学理論４ バイアスと交絡、外
的妥当性および内的妥当性、いわ
ゆるCBCについて学習する。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

5

疫学理論５ EBMと臨床研究、研究
デザインEBMの5つのステップなら
びにクリニカルクエスチョン、臨
床研究の種類、臨床研究のための
国際ルールについて学習する。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

6

口腔保健医療行政の保健医療事業
評価口腔保健医療事業評価につい
て、効果・効用・便益を踏まえな
がら評価の考え方を学習する。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

7

口腔保健医療データ解析１－要約
統計量具体的データを用いて、
SPSSの操作を踏まえながら要約統
計量について学習する。

演習 角田　聡子

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams

8

口腔保健医療データ解析２ 単変
量解析と多変量解析具体的データ
を用いて、SPSSの操作を踏まえな
がら単変量解析と多変量解析、変
数選択法の種類について学習する
。

演習 角田　聡子

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212073

地域口腔保健医療学演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太,邵 仁浩

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

9

口腔保健医療データ解析３ 相関
と回帰具体的データを用いて、
SPSSの操作を踏まえながら相関と
回帰について学習する。

演習 角田　聡子

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams

10

口腔保健医療データ解析４ 交絡
制御具体的データを用いて、SPSS
の操作を踏まえながら交絡因子の
統計学的調整と交互作用について
学習する。

演習 邵 仁浩

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams

11

口腔保健医療データ解析５ 多重
Cox 比例ハザードモデル具体的デ
ータを用いて、SPSSの操作を踏ま
えながら多重Cox 比例ハザードモ
デルについて学習する。

演習 邵 仁浩

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams

12

ベイズ統計学の基本Ⅰ ベイズ統
計学の考え方と特徴について頻度
統計学との比較を含めて学習する
。

演習 片岡　正太

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams

13
ベイズ統計学の基本Ⅱ ベイズ推
論とMCMCの基本について学習する
。

演習 片岡　正太

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams

14

ベイズ統計学の基本Ⅲ ベイズ統
計を用いた研究例の紹介ならびに
Stanの使い方の基本について学習
する。

演習 片岡　正太
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

15

研究仮説発表会 口腔保健医療分
野で興味のあるテーマについて文
献を検索し、研究仮説の設定につ
いて学習し、発表する。

演習 安細　敏弘
当日のプレゼンテー
ションおよび事後レ
ポートを提出する。

Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212074

地域口腔保健医療学演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,片岡　正太

授業の概要

科学的な報告は高い水準で行わなければならない。本講義・演習では、口腔健康学関連の研究に必要な疫学・統
計学の基本的知識と技能を修得した者を対象とし、統計解析で得られた知見を明確かつ適切に報告する技術を習
得することを目的とする。学会発表、論文執筆に役立つ実践的なスキルを修得する。

学生の到達目標

①へルスサイエンスにおける効果的なデータ報告の方法を身につけ対応できる。②数値と記述統計量の報告の基
本と応用を身につけ対応できる。③図表を用いたデータと統計量の効果的な提示法を身につけ対応できる。④へ
ルスサイエンスにおける効果的な発表の方法を身につけ対応できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

C-2-7 各自の興味に応じて科学的研究に積極的に参加できる。

RE
科学的探究(Research)/社会に適応する医学を創造していくために、医学・医療の発展のた
めの歯学研究の重要性を理解し、科学的・批判的思考を身に付けながら学術・研究活動に関
与していく。

RE-02 研究の基礎となる科学的理論や方法論を身に付ける。

RE-06 科学的考察に基づいて、研究発表を行うことができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

プリント配布 研究の育て方 近藤克則 医学書院

臨床研究と疫学研究のため
の国際ルール集PARTI・
PART2

中山健夫、
ほか

ライフサイ
エンス出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 40%

プレゼンテーション 40%

ディスカッション 20%

その他
学生相談：随時



2024年度 科目コード： 212074

地域口腔保健医療学演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,片岡　正太

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

Microsoft 
Teams

1
論文の構成と論文執筆の基本論文
を書くにあたっての基本について
学ぶ。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

2
図表の作り方結果の記述ならびに
効果的な図表の作成方法の基本に
ついて学ぶ。

演習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

3

考察と結論の考え方と書き方考察
ならびに結論の書き方のポイント
および全体の推敲の手順について
学ぶ。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

4

論文投稿および査読プロセス作成
した論文の投稿先の選び方やオー
サーシップならびに査読結果の読
み方・対応方法の基本について学
ぶ。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

5

論文掲載に関わる出版および編集
におけるルール論文の訂正や不正
、重複出版ないし二次出版等に関
わる問題と対応について学ぶ。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

6, 7

学会発表の事前準備と事後への対
応学会発表にあたっての資料や原
稿作成、予行演習等の事前準備、
当日の発表と質疑応答の作法につ
いて学ぶ。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

8, 9
へルスサイエンスにおける発表の
方法１効果的なポスター発表の方
法を学ぶ。

演習 片岡　正太

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams

10, 
11

へルスサイエンスにおける発表の
方法２効果的なスライド発表の方
法を学ぶ。

演習 片岡　正太
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams

12, 
13

研究助成申請書の書き方研究助成
の探し方ならびに申請書作成上の
ポイント等について学ぶ。

講義 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212074

地域口腔保健医療学演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,片岡　正太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

14

研究倫理に関する指針ヘルシンキ
宣言およびわが国における医学研
究に関する指針、倫理審査委員会
のしくみや倫理審査申請書の書き
方について学ぶ。

講義 安細　敏弘

事前配布された資料
により学習する。事
後レポートを提出す
る。

Microsoft 
Teams

15
まとめプレゼンテーション・ディ
スカッションの結果を受講生にフ
ィードバックする。

演習 安細　敏弘
事前配布された資料
により学習する。

Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212075

地域口腔保健医療学特論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 安細　敏弘

担当教員
安細　敏弘,角田　聡子,片岡　正太

授業の概要

予防歯科（口腔衛生）学関連、公衆衛生学関連、臨床栄養関連ならびに疫学関連の研究の動向を理解するために
最新の文献の科学的読み方、論文の書き方およびプレゼンテーションの技法について演習を通じて修得する。

学生の到達目標

1.　英語文献を理解し、検証する能力を養うことができる。2.　文献検索の方法を修得することができる。3.　
科学論文の作成やプレゼンテーションのポイントを修得することができる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

C-2-7 各自の興味に応じて科学的研究に積極的に参加できる。

RE-02 研究の基礎となる科学的理論や方法論を身に付ける。

RE-06 科学的考察に基づいて、研究発表を行うことができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

配付資料
関連分野の文献および参考
書等必要なものを用意する
。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

説明した論文の理解度 50%

プレゼンテーション 30%

ディスカッション時の発言内容 20%

その他
学生相談：随時、メール等で受けつける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

研究の背景、内容、今後の展望を
理解する。目的にあった文献を検
索し、理解し、まとめ、資料を作
成し、プレゼンテーションを行う
。

文献紹介およ
び討論（
Microsoft 
Teams)

安細　敏弘
角田　聡子
片岡　正太

担当者が準備した資
料により学習する。

Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 212081

歯科と全身疾患
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中道　郁夫

担当教員
中道　郁夫

授業の概要

歯科診療の質を向上するために、合併する全身疾患を念頭に置く事は重要なことである。本講義においては、代
表的な内科疾患の病態・診断・治療を学ぶ。次に全身の病態と歯科疾患との関連性について討論を行うことによ
り知識を整理する。また、共通の病態（基礎医学）を学ぶことにより、歯学研究に新たな視点が生まれる。

学生の到達目標

１．代表的全身疾患の病態・診断・治療を理解できる。 
２．歯科診療に影響を与える全身の病態が理解できる。 
３．全身疾患に影響を与える歯科診療の予想ができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

毎回テーマに沿った動画資
料を用いる。

歯科のための内科学 南江堂

成績評価方法・基準
評価項目 割合

討論と発表 100%

その他

【オフィスアワー】メールで随時受け付ける。
【公欠相当の事由による遠隔対応 】 Microsoft Teams で配信可能

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

循環の領域：不整脈、虚血性心疾
患（狭心症、心筋梗塞）、心不全
、高血圧について学ぶ。 【事前
学習課題】心電図

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他

2

血液の領域：貧血、白血病、止血
機構、血栓・塞栓症、血友病（凝
固因子）について学ぶ。 【事前
学習課題】抗凝固・抗血小板薬

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他



2024年度 科目コード： 212081

歯科と全身疾患
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 中道　郁夫

担当教員
中道　郁夫

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3

呼吸の領域：気管支喘息、慢性閉
塞性肺疾患、かぜ症候群、肺炎、
肺結核について学ぶ。 【事前学
習課題】感冒と肺炎の違い

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他

4

消化の領域：胃炎、消化性潰瘍、
過敏性腸症候群、下痢・便秘、肝
炎について学ぶ。 【事前学習課
題】薬の副作用

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他

5

代謝の領域：糖尿病、高脂血症、
高尿酸血症（痛風）、骨粗鬆症に
ついて学ぶ。 【事前学習課題】
生活習慣病

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他

6

腎・泌尿器の領域：糸球体腎炎、
腎不全、血液透析、前立腺肥大症
について学ぶ。 【事前学習課題
】eGFRとは

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他

7

運動・神経の領域：てんかん、パ
ーキンソン病、認知症、脳卒中に
ついて学ぶ。 【事前学習課題】
脳卒中の後遺症

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他

8

精神の領域：統合失調症、気分障
害（抑うつ）、神経症、心身症に
ついて学ぶ。 【事前学習課題】
精神疾患への対応

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他

9

免疫の領域：アレルギー、自己免
疫疾患、免疫不全（AIDS）につい
て学ぶ。 【事前学習課題】細胞
性免疫、液性免疫

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他

10

悪性新生物：悪性腫瘍の概要、胃
癌、大腸癌、肝癌、肺癌、乳癌、
子宮癌について学ぶ。 【事前学
習課題】癌の最新治療や末期癌へ
の対応

内科図書室に
て講義・討論

中道　郁夫 参考書を読む その他



2024年度 科目コード： 212082

高血圧患者の診かた
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福原　正代

担当教員
福原　正代

授業の概要

日本人の中で最も患者数の多い疾患である高血圧は歯科患者においても高率に合併している疾患である。高血圧
およびその臓器障害、合併症の理解を深めるとともに内科にて実施している検査と診断方法について学ぶ。さら
に、周術期の血圧管理について修得する。特に歯科麻酔科や口腔外科にて診療している大学院生に受講を勧める
。

学生の到達目標

１. 高血圧の疫学について説明できる。
２. 血圧調節の仕組みについて説明できる。
３. 降圧薬の種類と特徴について説明できる。 
４. 高血圧の臓器合併症（脳卒中・虚血性心臓病・慢性腎臓病）を説明できる。 
５. 高齢者高血圧の特徴とその治療について説明できる。 
６. 糖尿病やメタボリック症候群と高血圧のかかわり、治療について説明できる。
７. 高血圧に伴う臓器障害の検査法（尿検査、血液検査、眼底検査、心電図、心エコー）を、実習を通して修得
する。 
８. 歯科治療時の血圧変動について説明できる。 
９. 周術期の血圧管理を修得する。

テキスト
タイトル 著者 出版社

高血圧治療ガイドライン
2019

日本高血圧
学会

成績評価方法・基準
評価項目 割合

議論、プレゼンテーション 100%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
総論高血圧の疫学と現況について
学ぶ。バイタルサインの測定。実
際にバイタルサインを測定する。

講義・実習 福原　正代

テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：高血圧の疫学、
バイタルサイン

その他



2024年度 科目コード： 212082

高血圧患者の診かた
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福原　正代

担当教員
福原　正代

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
血圧調節神経性の調節と体液調節
の仕組みを学ぶ。歯科治療時の血
圧変動。

講義・実習 福原　正代

テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：血圧調節、血圧
変動

その他

3

高血圧と臓器合併症：高血圧と脳
・心・腎疾患との関連を学ぶ。高
血圧の臓器合併症の評価I：尿と
血液検査結果を判定する。眼底検
査を体験する。

講義・実習 福原　正代
テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：臓器障害

その他

4

高血圧の臓器合併症の評価II：心
電図検査、胸写。脈波伝搬速度を
体験する。エコーの原理を理解す
る。

講義・実習 福原　正代

テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：心電図、胸写、
エコー検査

その他

5
高血圧の臓器合併症の評価III： 
頸部エコー① 心エコー①

講義・実習 福原　正代
テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：エコー検査

その他

6
高血圧の臓器合併症の評価IV：頸
部エコー②心エコー②腹部エコー

講義・実習 福原　正代
テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：エコー検査

その他

7
高血圧と治療1： 治療の基本方針
とリスクの層別化を学ぶ。生活習
慣の修正について学ぶ。

講義・実習 福原　正代
テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：生活習慣

その他

8
高血圧と治療2：降圧薬治療につ
いて学ぶ。治療抵抗性高血圧につ
いて学ぶ。

講義・実習 福原　正代
テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：降圧薬

その他

9
合併症のある高血圧の治療： 糖
尿病、メタボリック症候群、睡眠
時無呼吸症候群

講義 福原　正代
テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：糖尿病

その他

10
高齢者の高血圧について学ぶ。高
血圧と認知症について学ぶ。

講義 福原　正代
テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：高齢者

その他

11
外科手術前後の血圧管理を修得す
る。

講義 福原　正代
テキストを用いた予
習・復習 キーワー
ド：周術期

その他

12 症例検討1 演習 福原　正代 テキスト 臨床症例 その他



2024年度 科目コード： 212082

高血圧患者の診かた
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福原　正代

担当教員
福原　正代

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13 症例検討2 演習 福原　正代 テキスト 臨床症例 その他

14 症例検討3 演習 福原　正代 テキスト 臨床症例 その他

15 症例検討4 演習 福原　正代 テキスト 臨床症例 その他



2024年度 科目コード： 212083

内科学入門
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福原　正代

担当教員
福原　正代

授業の概要

歯科医師が歯科医療を行う患者さんの多くは全身疾患を合併している。特に高齢者においては複数の全身疾患を
合併している。その全身疾患のなかで歯科診療時に注意する必要があるものの大部分は内科疾患である。この「
内科学入門」では、一冊の本「歯科医師のための内科学」（2021年出版）を用いて、歯科医師にとって必要な内
科学の知識について学ぶ。内科学をもう一度復習し日常で診療している歯科患者さんの診療に役立ててもらいた
い。状況により遠隔授業を活用する。

学生の到達目標

１. 内科診断学の概論を説明できる。
２. 循環器疾患を説明できる。 
３. 呼吸器疾患を説明できる。 
４. 消化器疾患を説明できる。 
５. 代謝・内分泌疾患を説明できる。 
６. 神経・筋疾患を説明できる。 
７. 血液疾患を説明できる。 
８. 腎疾患を説明できる。 
９. 膠原病疾患を説明できる。 
10. 高齢者医学・心身症を説明できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

「歯科医師のための内科学
」

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

討論、プレゼンテーション 45%

テスト 55%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
内科学の基本的事項：診断、問診
、診察、カルテ記載、バイタルサ
イン、検査等を説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代
テキストを用いた学
習 キーワード；診
察、症候



2024年度 科目コード： 212083

内科学入門
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福原　正代

担当教員
福原　正代

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2

呼吸器疾患： 主要症候、検査法
。 呼吸器感染症、閉塞性肺疾患
、気管支喘息、間質性肺疾患、睡
眠時無呼吸症候群を説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；慢
性閉塞性肺疾患（
COPD）、気管支喘息

3

内分泌疾患： 主要症候、検査法
。 甲状腺機能亢進症、甲状腺機
能低下症、副腎機能亢進症、副腎
機能低下症を説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代
テキストを用いた学
習 キーワード；甲
状腺疾患、副腎疾患

4
循環器疾患1：　 主要症候と検査
法。 心筋梗塞、狭心症、心不全
を説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；心
筋梗塞、狭心症、心
不全

5
循環器疾患2：　 感染性心内膜炎
、高血圧症、不整脈、循環器薬と
その作用を説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；感
染性心内膜炎、高血
圧症、不整脈

6

消化器疾患： 主要症候と検査法
。 胃・十二指腸潰瘍、急性・慢
性肝炎、針刺し事故、肝硬変を説
明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；胃
潰瘍、針刺し事故、
肝炎、肝硬変

7
悪性疾患、周術期： 肺癌、胃癌
、大腸癌、周術期を説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代
テキストを用いた学
習 キーワード；肺
癌、胃癌、大腸癌

8
代謝疾患： 主要症候と検査法。 
糖尿病、脂質異常症、骨粗鬆症を
説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代
テキストを用いた学
習 キーワード；糖
尿病

9
腎疾患： 主要症候、検査法、 水
・電解質調節、輸液、慢性腎臓病
、腎不全を説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；輸
液、慢性腎臓病、腎
不全

10

血液疾患： 主要症候と検査法。 
貧血、白血病、無顆粒球症、悪性
リンパ腫、血小板減少性紫斑病、
血友病を説明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；貧
血、白血病、血小板
減少性紫斑病、血友
病



2024年度 科目コード： 212083

内科学入門
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福原　正代

担当教員
福原　正代

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11

神経・筋疾患： 主要症候、診察
法、検査法。 脳血管障害、認知
症、てんかん、パーキンソン病、
筋萎縮性側索硬化症を説明できる
。

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；脳
血管障害、認知症、
てんかん、パーキン
ソン病

12

自己免疫疾患： 主要症候と検査
法。 関節リウマチ、全身性エリ
テマトーデス、全身性硬化症、多
発性筋炎、シェーグレン症候群、
ベーチェット病、アレルギーを説
明できる。

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；関
節リウマチ、全身性
エリテマトーデス、
シェーグレン症候群
、ベーチェット病、
アレルギー

13
高齢者医学・歯科心身症：高齢者
の病気の特徴、高齢者の薬物療法
、舌痛症、口臭症などを学ぶ。

講義と討論 小
テスト

福原　正代
テキストを用いた学
習 キーワード；高
齢者、老化

14
感染症： 肝炎、菌交代現象、
AIDS

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；肝
炎、菌交代現象、
AIDS

15
内科疾患を合併した患者の歯科治
療

講義と討論 小
テスト

福原　正代

テキストを用いた学
習 キーワード；内
科疾患を合併した患
者の歯科治療



2024年度 科目コード： 212091

小児歯科学Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

授業の概要

小児期において心身の成長発育を考慮した継続的管理を行い、正常な永久歯列への誘導を行える包括的な知識、
技術および技能を習得する。

学生の到達目標

１.小児の対応ができる
２.齲蝕治療ができる
３.予防処置および保健指導ができる
４.外傷歯の処置ができる
５.外科的処置ができる
６.非協力児、障害児の歯科治療ができる
７.咬合育成処置ができる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

小児歯科学
白川哲夫　
他

医歯薬出版
株式会社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

試問（評価表は学生に配布） 30%

ケースプレゼンテーション（評価表は学
生に配布）

30%

単位認定試験 40%

その他

【オフィスアワー】相談は随時受け付け可能だが、原則、時間予約を電話、メールにて行うこと。担当教員：渡
辺、西田
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

その他



2024年度 科目コード： 212091

小児歯科学Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2

医療面接Ⅰ
医療面接について主訴の聞き取り
を踏まえながら患者や保護者の病
気に対する考え方を学ぶ

実習ロールプ
レイ

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
医療面接 小児の心
身の発育 
【事後学習課題】 
内容復習

その他

3,4
小児患者への行動変容療法Ⅰ 行
動変容について年齢別対応を踏ま
えながら対応法を学ぶ

実習
ロールプレイ

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
小児の心身の発育・
行動変容療法 
【事後学習課題】 
内容復習

その他

5,6

エックス線撮影Ⅰ
エックス線撮影について口内法、
咬翼法、パノラマエックス線写真
を踏まえながら画像診断を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
エックス線撮影法 
小児患者の画像診断
 【事後学習課題】 
内容復習

その他

7,8

印象採得
印象採得についてスタディモデル
の作製を踏まえながら小児の口腔
の発達を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
印象採得 小児の口
腔の発育
 【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

9,10

治療計画の立案
治療計画の立案について医療面接
、エックス線写真、スタディモデ
ルを用いた治療計画を踏まえなが
ら診断・治療方針を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
小児患者の診査・診
断・治療方針
 【事後学習課題】 
内容復習

その他

11,12
試問１
ディスカッション
ケースプレゼンテーション

試問

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
これまでの資料の確
認 
【事後学習課題】 
内容復習

その他

13,14

局所麻酔Ⅰ
局所麻酔について模型実習を踏ま
えながら小児患者への局所麻酔を
学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
局所麻酔 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院



2024年度 科目コード： 212091

小児歯科学Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

15,16

ラバーダム防湿法
ラバーダム防湿法について乳歯、
半萌出歯、永久歯への対応を踏ま
えながら手順・要点を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
ラバーダム防湿法 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

17,18

乳歯の歯冠修復Ⅰ
乳歯の歯冠修復について乳歯の特
徴を踏まえながらコンポジットレ
ジン修復、セメント修復を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
乳歯の特徴 歯冠修
復 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

19,20

幼若永久歯の歯冠修復Ⅰ
幼若永久歯の歯冠修復について幼
若永久歯の特徴を踏まえながらコ
ンポジットレジン修復、セメント
修復を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
幼若永久歯の特徴 
歯冠修復 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

21,22

乳歯へのインレー修復
乳歯のインレー修復について
Willetの窩洞を踏まえながら乳歯
へのインレー窩洞形成を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
乳歯へのインレー窩
洞形成 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

23,24

既製乳歯冠修復 
既製乳歯冠修復について既製乳歯
冠・鋳造冠の特徴を踏まえながら
修復法を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
既製乳歯冠 鋳造冠 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

25,26

乳歯、幼若永久歯への覆髄法 乳
歯、幼若永久歯への覆髄法につい
て覆髄剤を踏まえながら治療法を
学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
覆髄法 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

27,28

乳歯への生活歯髄切断法
乳歯への生活歯髄切断法について
水酸化カルシウム法を踏まえなが
ら術式を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
生活歯髄切断法 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

29,30

小児歯科における歯内療法
抜髄法、感染根管処置、根管充填
法抜髄法、感染根管処置、根管充
填法について使用器具を踏まえな
がら術式を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
抜髄法 感染根管処
置 根管充填法 
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院



2024年度 科目コード： 212091

小児歯科学Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

31,32
試問2
ディスカッション

試問

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
これまでの資料の確
認 
【事後学習課題】 
内容復習

その他

33,34
歯周疾患の診断と処置
歯周疾患の診断と処置について症
状を踏まえながら治療法を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
小児期の歯周疾患 
診断 処置
【事後学習課題】 
内容復習

その他

35,36

外傷歯の診断
外傷歯の診断について外傷歯への
固定法等を踏まえながら術式を学
ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
診断 固定法 予後
【事後学習課題】 
内容復習

その他

37,38

抜歯Ⅰ
抜歯について乳歯の交換期・病的
乳歯の症状を踏まえながら術式を
学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
診断 抜歯法 【事後
学習課題】 内容復
習

その他
臨床実習_病
院

39,40
消炎処置
消炎処置について開窓・膿瘍切開
等を踏まえながら術式を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
診断 開窓 切開
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

41,42
試問3
ディスカッション

試問

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
これまでの資料の確
認
【事後学習課題】 
内容復習

その他

43,44
予防処置Ⅰ
予防処置について小窩裂溝填塞法
を踏まえながら術式を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
小窩裂溝填塞法
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

45,46

予防処置Ⅱ
予防処置についてブラッシング指
導を踏まえながらフッ化物の応用
法を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
予防処置 保健指導
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院



2024年度 科目コード： 212091

小児歯科学Ⅰ(ベーシックコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

47,48

非協力児への対応法
非協力児への対応法について抑制
法、笑気吸入鎮静法を踏まえなが
ら対応法を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
抑制法 笑気吸入鎮
静法
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

49,50

咬合誘導診断および保護者への説
明法
咬合誘導診断について保護者への
説明を踏まえながら診断・治療計
画を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
診断 治療計画およ
び説明
【事後学習課題】 
内容復習

その他

51,52

咬合誘導装置の作製Ⅰ
咬合誘導装置の作製について保隙
装置の特徴を踏まえながらクラウ
ンループ、リンガルアーチ、小児
義歯の作成法を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
保隙装置
【事後学習課題】 
内容復習

その他
診療室_病院

53,54

咬合誘導装置の作製Ⅱ
咬合誘導装置の作製について口腔
習癖を踏まえながら口腔習癖除去
装置作成法を学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
スペースリゲイナー
【事後学習課題】 
内容復習

その他
診療室_病院

55,56

障害児への歯科治療
障害児への歯科治療について各疾
患の特徴を踏まえながら対応法を
学ぶ

実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
障害児
【事後学習課題】 
内容復習

その他
臨床実習_病
院

57,58
試問
ディスカッション

試問

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
これまでの資料の確
認
【事後学習課題】 
内容復習

その他

59,60
ケースプレゼンテーション
単位認定試験

症例発表
試験

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
これまでの資料の確
認
【事後学習課題】 
内容復習

その他



2024年度 科目コード： 212092

小児歯科学Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

授業の概要

小児期において心身の成長発育を考慮した継続的管理を行い、正常な永久歯列への誘導を行える包括的な知識、
技術および技能を習得する。

学生の到達目標

１.小児の対応ができる
２.齲蝕治療ができる
３.予防処置および保健指導ができる
４.歯牙外傷の処置ができる
５.外科的処置ができる
６.非協力児、障害児の歯科治療ができる
７.咬合育成処置ができる
８.1口腔1単位を基本とした処置を行うことができる
９.発育を考慮した継続的管理を実施できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

小児歯科学
白川　哲夫　
飯沼　光生　
福本　敏

医歯薬出版
株式会社

小児の口腔科学
朝田芳信　
他

学建書院

成績評価方法・基準
評価項目 割合

ケースプレゼンテーション（評価表は学
生に配布）

30%

試問（評価表は学生に配布） 30%

単位認定試験 40%

その他

【オフィスアワー】相談は随時受け付け可能だが、原則、時間予約を電話、メールにて行うこと。担当教員：渡
辺、西田
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。



2024年度 科目コード： 212092

小児歯科学Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

西田　郁子
渡辺　幸嗣

臨床実習_病
院
診療室_病院

1,2

医療面接Ⅱ
患者や保護者の不安、不満への対
応を踏まえてチームアプローチ、
他の医療機関への紹介を学ぶ。

実習ロールプ
レイ

西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・医
療面接 ・隣接医学
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

3,4
小児患者への行動変容療法Ⅱ 小
児の性格および親子関係を踏まえ
ながら対応法を学ぶ。

実習ロールプ
レイ

西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・小
児の心身の発育 ・
行動変容療法
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

5,6

エックス線撮影Ⅱ
エックス線規格写真、頭部エック
ス線写真の撮影および読影分析を
踏まえながら画像 診断を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・エ
ックス線撮影法 ・
小児患者の画像診断
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

7,8

口腔内写真撮影法
口腔内写真撮影および継続的管理
を踏まえながら資料作製管理を学
ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・口
腔内写真 ・小児の
口腔の発育
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

9,10

全身管理
全身疾患を有する小児への薬物適
用を踏まえながら全身管理を学ぶ
。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・薬
物療法 ・全身疾患
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

11,12
試問
ディスカッション
ケースプレゼンテーション

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
症例検討
【事後学習課題】 
実習内容

その他



2024年度 科目コード： 212092

小児歯科学Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13,14

局所麻酔Ⅱ
局所麻酔時の合併症への対応を踏
まえながら局所麻酔を行うことを
学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・局
所麻酔 ・合併症
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

15,16

乳歯の歯冠修復Ⅱ
乳歯の特徴を踏まえながらレジン
ジャケット冠による歯冠修復を学
ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・乳
歯の特徴 ・レジン
ジャケット冠 【事
後学習課題】 実習
内容

診療室_病院

17,18

小児期の歯冠修復
小児への最適な処置法の選択およ
び継続的管理を踏まえながら小児
期の歯冠修復を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・歯
冠修復法 ・継続的
管理
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

19,20
幼若永久歯への暫間的間接覆髄法
幼若永久歯の特徴を踏まえながら
暫間的間接覆髄法を学ぶ

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・幼
若永久歯 ・暫間的
間接覆髄法
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

21,22

幼若永久歯への歯内療法
幼若永久歯への歯内療法適応症、
術式を踏まえながらアペキソゲネ
ーシス、アペキシフィケーション
を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・幼
若永久歯 ・歯内療
法
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

23,24

歯髄・根尖歯周組織疾患の急性症
状への診断および処置
乳歯・幼若永久歯の特徴、適応症
、術式を踏まえながら歯髄・根尖
歯周組織疾患の急性 症状への診
断および処置を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・急
性症状 ・診断およ
び処置法 【事後学
習課題】 実習内容

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212092

小児歯科学Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

25,26

歯の変色
変色歯に対する診断および処置変
色歯の原因を踏まえながら診断、
処置を行う。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・変
色歯 ・診断および
処置法 【事後学習
課題】 実習内容

診療室_病院

27,28

乳歯と幼若永久歯の難治症例 乳
歯・幼若永久歯の特徴、適応症、
術式を踏まえながら歯髄・根尖歯
周組織疾患の難治症例への対応法
を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・難
治症例 ・診断およ
び処置法 【事後学
習課題】 実習内容

診療室_病院

29,30
試問2
ディスカッション

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・症
例検討
【事後学習課題】 
実習内容

その他

31,32

小児の歯周疾患
小児の歯周疾患の特徴を踏まえな
がら小児期の歯周病の継続的な管
理を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・歯
周外科 ・継続的管
理
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

33,34

外傷（固定）
外傷歯への固定法外傷歯の固定法
の種類を踏まえながら混合歯列期
の固定法を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・診
断 ・固定法 ・予後
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

35,36
外傷（再植）
外傷歯への処置再植歯の適応を踏
まえながら再植を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・外
傷歯 ・再植 ・矯正
的挺出 【事後学習
課題】 実習内容

診療室_病院

37,38
抜歯Ⅱ
埋伏過剰歯の診査、診断を踏まえ
ながら抜歯法を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・抜
歯法 ・埋伏過剰歯
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212092

小児歯科学Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

39,40

外科処置
嚢胞、腫瘍、軟組織疾患への診断
および対応を踏まえながら小児期
の外科処置を学 ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・外
科処置
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

41,42
試問３
ディスカッション

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・症
例検討
【事後学習課題】 
実習内容

その他

43,44
咬合誘導装置の作製Ⅲ
スペースリゲイナーの適応症を十
分考慮して作成法を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・ス
ペースリ ゲイナー
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

45,46
咬合誘導装置の作製
ムーシールドの適応症を十分考慮
して作成法を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・ム
ーシール ド
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

47,48
筋機能訓練
筋機能訓練の必要な患児の適応症
を踏まえて金機能訓練法を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・筋
機能訓練
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

49,50

障害児の歯科治療Ⅱ
障害児への歯科治療について各疾
患の特徴を踏まえながら対応法を
学ぶ

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・障
害児 ・行動調整 ・
歯科治療 【事後学
習課題】 実習内容

診療室_病院

51,52
全身麻酔下歯科治療
小児の特性、全身状態を十分考慮
して全身麻酔下歯科治療を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・全
身麻酔
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212092

小児歯科学Ⅱ(アドバンスコース)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

53,54
口腔内管理
発達段階を十分考慮して口腔内管
理の実施を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・発
育段階 ・口腔内管
理
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

55,56

母子保健活動
妊産婦への予防活動、小児の摂食
指導を踏まえながら母子保健指導
を学ぶ。

実習
西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 ・妊
産婦 ・母子保健
【事後学習課題】 
実習内容

診療室_病院

57,58
試問4
ディスカッション

試問
実習

西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
・症例検討 【事後
学習課題】 実習内
容

その他

59,60
ケースプレゼンテーション単位認
定試験

症例発表
試験

西田　郁子
渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
・症例検討 【事後
学習課題】 実習内
容

その他



2024年度 科目コード： 212093

口腔機能発達学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

授業の概要

包括治療である小児歯科治療に関し、基礎的内容から最新の先端医療に関する講義を担当教員が行う。また学生
は、関連の内容の文献を整理、分析してプレゼンテーションを行う。

学生の到達目標

1.小児歯科臨床全般に知識を深め、理解できる
2.小児歯科臨床を行うにあたって基礎（解剖、組織等）を理解できる
3.プレゼンテーションのための資料作成法を習得し、実践できる
4.研究のための関連の文献の収集と整理分析が行うことができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

小児歯科学
白川　哲夫　
飯沼　光生　
福本　敏

医歯薬出版
株式会社

小児の口腔科学
朝田芳信　
他

学建書院

成績評価方法・基準
評価項目 割合

単位認定試験 100%

その他

【オフィスアワー】相談は随時受け付け可能だが、原則、時間予約を電話、メールにて行うこと。担当教員：渡
辺、西田
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

その他



2024年度 科目コード： 212093

口腔機能発達学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 オリエンテーション 講義 渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
教科書の復習 小児
歯科概論 ・小児歯
科学の意義
【事後学習課題】 
講義内容

その他

2
歯および歯列の成長発育
歯および歯列の成長発育を踏まえ
て臨床との関わりを学ぶ。

講義 藤田　優子

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・成長 ・
発達 【事後学習課
題】 講義内容

その他

3
歯の萌出のメカニズム
歯の形成と萌出の関わりを踏まえ
て基礎的なメカニズムを学ぶ。

講義 渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・歯の発
生
【事後学習課題】 
講義内容

その他

4
乳歯の歯内療
法乳歯の特徴を踏まえて歯内療法
の留意点を学ぶ。

講義 佐伯　桂

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・乳歯の
歯髄炎 ・乳歯の根
尖性歯周炎
【事後学習課題】 
講義内容

その他

5
幼若永久歯の歯内療法
幼若永久歯の特徴を踏まえて歯内
療法の留意点を学ぶ。

講義 西田　郁子

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・アペキ
ソゲネーシス ・ア
ペキシフィケーショ
ン
【事後学習課題】 
講義内容

その他

6

小児期の外傷
乳歯列期、幼若永久歯の外傷の特
徴を踏まえて固定法、修復、歯内
療法を学ぶ。

講義 西田　郁子

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・乳歯の
外傷 【事後学習課
題】 講義内容

その他



2024年度 科目コード： 212093

口腔機能発達学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7
受動的な咬合誘導
保隙装置の重要性を踏まえながら
臨床例を学ぶ。

講義 藤田　優子

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・静的咬
合誘導
【事後学習課題】 
講義内容

その他

8

能動的咬合誘導
スペースリゲーナーや習癖防止装
置などの適応症、作成方法を踏ま
えながら臨床例を 学ぶ。

講義 佐伯　桂

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・動的咬
合誘導
【事後学習課題】 
講義内容

その他

9
乳歯及び幼若永久歯の歯冠修復
乳歯及び幼若永久歯の特徴を踏ま
えながら歯冠修復方法を学ぶ。

講義 西田　郁子

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・暫間的
間接覆髄法
【事後学習課題】 
講義内容

その他

10

障害者（児）歯科治療
障害者（児）歯科治療の特徴を踏
まえながら障害者（児）歯科治療
を学ぶ。

講義 渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・障害者
（児）の歯科的対応
法
【事後学習課題】 
講義内容

その他

11
小児の外傷歯の対応
小児の外傷歯の対応を学ぶ。

講義 西田　郁子

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・乳歯の
外傷の影響
【事後学習課題】 
講義内容

その他

12
小児の外科処置(I)
埋伏過剰歯の診査、診断を踏まえ
ながら抜歯法を学ぶ

講義 渡辺　幸嗣

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・埋伏過
剰歯の疫学・埋伏過
剰歯の影響
【事後学習課題】 
講義内容

その他



2024年度 科目コード： 212093

口腔機能発達学Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13

小児の外科処置（II）
嚢胞、腫瘍、軟組織疾患への診断
および対応を踏まえながら小児期
の外科処置を学ぶ 。

講義 西田　郁子

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査 ・嚢胞・
腫瘍・軟組織疾患
【事後学習課題】 
講義内容

その他

14 総合討議 講義

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
文献詳読及び関連分
野の調査
【事後学習課題】 
講義内容

その他

15 単位認定試験 試験 藤田　優子

【事前学習課題】文
献詳読及び関連分野
の調査
【事後学習課題】 
講義内容

その他



2024年度 科目コード： 212094

口腔機能発達学Ⅱ(検討会)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

授業の概要

小児歯科学関連の最新の研究の動向を理解するために、文献の抄読を行う。各自の研究に関し、内容や進行状況
に対する報告会やデイスカッション、、他分野の研究者（基礎系分野を中心）のセミナーの実施。

学生の到達目標

1.英語文献を読み込む能力を高める
2.研究の内容を理解できる
3.研究を通しての批評能力を高める
4.研究の動向や背景を学び、知識を高める
5.小児歯科学及び骨形態計測関連の最新の情報を得るなど、知識を高める

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

小児歯科学
白川　哲夫　
飯沼　光生　
福本　敏

医歯薬出版
株式会社

小児の口腔科学
朝田芳信　
他

学建書院

成績評価方法・基準
評価項目 割合

文献抄読発表、講義レポート（評価表は
学生に配布）

100%

その他

【オフィスアワー】相談は随時受け付け可能だが、原則、時間予約を電話、メールにて行うこと。担当教員：渡
辺、西田
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃15

研究の背景と小児歯科学及び骨形
態計測関連の最新の文献の内容、
および関連分野の 研究の内容を
踏まえながら、研究・臨床への応
用を学ぶ。

輪読、文献紹
介及び討論。

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
文献詳読及び 関連
分野の調査
【事後学習課題】 
講義内容

その他



2024年度 科目コード： 212095

口腔機能発達学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

授業の概要

小児歯科学関連の最新の研究の動向を理解するために、文献の抄読を行う。特に小児期の咬合育成に関連する内
容の文献についての検索を深め る。また咬合誘導装置作製は実際にデモを行ない、その後に実習を行なう。

学生の到達目標

1.英語文献を読み込む能力を高める
2.小児歯科学及び矯正学関連の最新の情報を得るなど、知識を高める
3. 交合誘導装置の作製について講義?実習を通して修得する。

テキスト
タイトル 著者 出版社

小児歯科学基礎・臨床実習

前田隆秀・
福田理・白
川哲夫・牧
憲司

医歯薬出版
株式会社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

文献抄読発表（50%）講義レポート(50%)
により 評価する。（評価表は学生に配布
）

100%

その他

【オフィスアワー】相談は随時受け付け可能だが、原則、時間予約を電話、メールにて行うこと。担当教員：渡
辺、西田
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等



2024年度 科目コード： 212095

口腔機能発達学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森川　和政

担当教員
森川　和政,西田　郁子,佐伯　桂,藤田　優子

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

小児歯科学及び矯正学関連の最新
の文献の内容、および関連分野の
研究の内容を踏まえながら、研究
・臨床への応用を学ぶ。

輪読、文献紹
介及び討論、
装置作製実習
。

西田　郁子
渡辺　幸嗣
佐伯　桂
藤田　優子

【事前学習課題】 
関連分野の調査、咬
合誘装置作製は実際
にデモを行ないその
後に実習を行なう。
【事後学習課題】 
実習内容

その他



2024年度 科目コード： 212101

歯科矯正学１(ベーシック)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

授業の概要
顎口腔機能矯正学の臨床研究の立案と実施に必要な基本的知識を理解し習得する。

学生の到達目標

１．診断に必要な様々な情報を分析し総括できる。
２．矯正治療に必要な生物学的、生体力学的基礎を理解できる。
３．顎口腔機能の分析評価ができる。
４．矯正装置の作用機序、適応症を理解できる。
５．顎変形症、口唇裂口蓋裂の生理的病理的問題を把握し解決法を考えることができる。
６．骨組織と軟組織の生物学を理解できる。
７．顎顔面および歯列咬合の成長発育の原理を理解できる。
８．咬合育成の概念を理解し実施できる。
９．先天性疾患の発症の機序を理解できる。
１０．歯科矯正用材料を理解できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

Contemporary 
Orthodontics

William R. 
Proffit

Mosby

頭部X線規格写真法の基礎 宮下 邦彦
クインテッ
センス出版

最新歯科矯正アトラス
井上直彦・
鈴木祥井

医歯薬出版

顔面成長発育の基礎
[監訳] 黒田
敬之

クインテッ
センス出版

歯科矯正学　第6版
飯田順一郎
他

医歯薬出版

歯科矯正学臨床シリーズ　
１「反対咬合」

須佐美隆三
，中後忠男　
編集

医歯薬出版

歯科矯正学臨床シリーズ　
２「上顎前突」

山内和夫，
作田守　編
集

医歯薬出版

歯科矯正学臨床シリーズ　
３「開咬」

河田照茂，
尾関　哲　
編集

医歯薬出版



2024年度 科目コード： 212101

歯科矯正学１(ベーシック)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

タイトル 著者 出版社

歯科矯正学臨床シリーズ　
４「叢生」

松本　光生
，中川皓文　
編集

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

修了試験 80%

小テスト 20%

その他

【オフィスアワー】随時、メール受付可
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

診療室_病院

1

診断資料の作成、印象採得、顎態
模型作製、セファロトレース、模
型分析、セファロ分析基礎的な診
断資料の作成法を踏まえながら、
評価法を学ぶ。

講義、演習 白川　智彦
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

2

診断、抜歯、set-up model、治療
方針、装置基礎的な診断を踏まえ
ながら、治療方針、治療方法を学
ぶ。

講義、演習 水原　正博
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

3
CT画像、MRI画像診断基本的な画
像診断法を踏まえながら、症例と
の関連性を学ぶ。

講義、演習 白川　智彦
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

4

顎口腔機能、顎運動、咀嚼、咬合
力、咀嚼効率、顎関節症基本的な
顎口腔機能検査について、検査方
法、結果および症例の関連性を踏
まえながら評価法を学ぶ。

講義 白川　智彦
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212101

歯科矯正学１(ベーシック)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5

歯の移動と矯正力、歯の固定、生
力学、矯正用インプラント基礎的
な歯の移動方法を踏まえながら、
矯正装置を学ぶ。

講義 白川　智彦
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

6

矯正力と組織反応矯正歯科治療に
よって生じる反応について、歯根
吸収、歯根膜内で生じる血流の変
化、硝子様変性を踏まえながら矯
正力に対する歯、歯周組織の反応
について学ぶ。

講義 黒石　加代子
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

7

顎整形力とその反応　矯正歯科治
療によって生じる反応について、
軟骨性成長、縫合性成長などを踏
まえながら顎整形力によって生じ
る顎骨の反応や成長変化について
学ぶ。

講義 黒石　加代子
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

8

骨代謝、生物学、分子細胞矯正的
歯の移動について、歯周組織を構
成する細胞の働きを踏まえながら
骨代謝の仕組みについて学ぶ。

講義 黒石　加代子
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

9
歯科矯正用材料に関する材料学　
矯正歯科治療に必要な材料の特性
とその選択について学習する

講義 黒石　加代子
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

10

各矯正装置の使用法と作用機序　
基本的な矯正装置の構造と作用機
序および適応症、注意点について
学習する。

講義 水原　正博
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

11

マルチブラケット法　マルチブラ
ケット法について、マルチブラケ
ット装置の構造や動的矯正治療を
学ぶ

講義、演習 郡司掛　香織
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

12

顎変形症に対する矯正歯科治療顎
変形症について、治療の目的、適
応症、治療の手順を踏まえながら
外科矯正歯科治療を学ぶ。

講義 郡司掛　香織
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212101

歯科矯正学１(ベーシック)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13

先天性異常に伴う咬合異常先天性
異常に伴う咬合異常ついて、原因
、全身的所見、不正咬合の特徴を
踏まえながら先天性異常について
学ぶ。

講義 郡司掛　香織
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

14
口蓋裂の治療,骨移植　先天異常
の口蓋裂について、成長発育を踏
まえて経年的な矯正治療を学ぶ

講義 水原　正博
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

15

保定と保定装置（可撤式，固定式
）　保定について、動的矯正治療
や生体反応を踏まえながら各種保
定装置や静的矯正治療を学ぶ

講義 郡司掛　香織
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

16
筋訓練法(MFT)　態癖（悪習癖）
の歯列弓に及ぼす影響を踏まえて
予防および矯正法を学ぶ

講義 川元　龍夫
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

17

歯列咬合、および顎顔面の成長発
育　頭蓋顎顔面ならびに歯、歯列
、咬合の正常な成長発育について
学習する

講義 水原　正博
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

18

成長発育と矯正治療　各種の不正
咬合について、成長発育による変
化を踏まえて経年的な矯正治療を
学ぶ

講義 川元　龍夫
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

19
咬合育成学　咬合育成について、
経年的な成長発育や不正咬合の誘
因を踏まえて咬合育成学を学ぶ

講義 川元　龍夫
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院

20
包括的歯科診療一口腔単位で治療
を行う事を踏まえ、チームアプロ
ーチを学ぶ

講義 川元　龍夫
参考書、配付資料の
復習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212102

歯科矯正学２(基礎実習)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

授業の概要
臨床研究に必要な資料を採得して分析する。基本的矯正装置を作製し作用機序を知る。

学生の到達目標

１．臨床研究のための資料が採得できる。　　　
２．矯正治療装置の作用機序を理解し、装置を作製できる。
３．顎口腔機能の記録と分析評価ができる。
４．プレゼンテーションのための資料を作成し、有効に利用できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

４年次生用基礎実習書

最新歯科矯正アトラス
井上直彦・
鈴木祥井

医歯薬出版

Contemporary 
Orthodontics, 6th 
Edition

William R. 
Proffit

Mosby

成績評価方法・基準
評価項目 割合

実技試験 100%

その他

【オフィスアワー】随時、メール送付
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

診療室_病院

1

診断資料の作成（口腔内写真、顔
面規格写真）口腔内写真、顔面規
格写真の撮影法について、デジタ
ルカメラの使用を踏まえながら診
断資料の作成を習得する。

実習 水原　正博
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212102

歯科矯正学２(基礎実習)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2

診断資料の作成（印象採得、顎態
模型）印象採得、顎態模型の製作
法について、アルジネート印象材
による概形印象の技術、顔弓計測
を踏まえながら、診断資料の作成
を習得する。

実習 黒石　加代子
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

3

診断資料の作成 (セファロトレー
ス、セファロ分析、模型分析）基
礎的な診断資料の作成法を踏まえ
ながら、診断資料の作成を習得す
る。

実習 黒石　加代子
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

4

顎口腔機能　計測評価基本的な顎
口腔機能検査機器について、その
使用法を踏まえながら計測を学ぶ
。

実習 黒石　加代子
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

5
診断、抜歯、set-up model、治療
方針、装置基礎的な診断を踏まえ
ながら、症例との関連性を学ぶ。

実習 水原　正博
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

6

プレゼンテーションデジタルデー
タの取り込みとPowerpoint, Phto 
shopの使用法を踏まえながら、プ
レゼンテーションの作成を学ぶ。

実習 白川　智彦
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

7
基礎実習（舌側弧線装置）舌側弧
線装置の製作法と調整を修得する
。

実習 白川　智彦
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

8
基礎実習（舌側弧線装置）舌側弧
線装置の製作法と調整を修得する
。

実習 白川　智彦
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

9
基礎実習（アクチバトール）構成
咬合位の採得、機能的矯正装置の
作製法および調整法を習得する。

実習 水原　正博
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

10
基礎実習（アクチバトール）構成
咬合位の採得、機能的矯正装置の
作製法および調整法を習得する。

実習 郡司掛　香織
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212102

歯科矯正学２(基礎実習)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11
基礎実習（保定装置）Beggタイプ
リテーナーの製作法および調整法
を修得する

実習 郡司掛　香織
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

12
基礎実習（保定装置） Beggタイ
プリテーナーの製作法および調整
法を修得する

実習 郡司掛　香織
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

13
治療効果の分析評価治療効果の分
析評価を踏まえながら、治療につ
いて学ぶ。

実習 川元　龍夫
基礎実習書、参考書
の予習

診療室_病院

14
成長発育系の分析評価成長発育の
分析評価を踏まえながら、治療に
ついて学ぶ。

実習 川元　龍夫
教室臨床マニュアル
予習

診療室_病院

15
矯正材料と歯の移動治療を踏まえ
ながら、矯正材料と歯の移動につ
いて学ぶ。

実習 川元　龍夫
教室臨床マニュアル
予習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212103

歯科矯正学３(タイポドント)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

授業の概要
適正な歯の移動のための力学を理解し、タイポドント上で実施する。

学生の到達目標

１．歯の移動様式と矯正力との関係を理解できる。　
２．ワイヤーとブラケットの摩擦力を理解できる。
３．力とモーメントの関係を理解できる。
４．顎内固定、顎間固定、顎外固定などの固定の必要性を理解できる。
５．ワイヤーの物性を理解できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

タイポドントシラバス

最新歯科矯正アトラス
井上直彦・
鈴木祥井

医歯薬出版

Common Sense Mechanics
Thomas . 
Mulligan

Biomechanics in 
Orthodontics

Ram S, 
Nanda

成績評価方法・基準
評価項目 割合

チェック項目に対する評価及びディスカ
ッション

100%

その他

【オフィスアワー】随時、メール送付
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212103

歯科矯正学３(タイポドント)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

タイポドント準備１マルチブラケ
ット装置による治療について、メ
タルティ-スへのブラケットのボ
ンディングおよび位置付け、臼歯
部のバンド製作およびブラケット
の電気鑞着を踏まえながら、矯正
歯科治療時のブラケット装着を習
得する。

実習 黒石　加代子
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

2

タイポドント準備２マルチブラケ
ット装置による治療について、メ
タルティ-スへのブラケットのボ
ンディングおよび位置付け、臼歯
部のバンド製作およびブラケット
の電気鑞着を踏まえながら、矯正
歯科治療時のブラケット装着を習
得する。

実習 黒石　加代子
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

3

タイポドント準備３マルチブラケ
ット装置による治療について、メ
タルティ-スへのブラケットのボ
ンディングおよび位置付け、臼歯
部のバンド製作およびブラケット
の電気鑞着を踏まえながら、矯正
歯科治療時のブラケット装着を習
得する。

実習 黒石　加代子
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

4

ワイヤーベンディング１　スタン
ダードエッジワイズ装置における
アーチワイヤーの形態について学
び、ラウンドワイヤーを屈曲する
。

実習 白川　智彦
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

5

ワイヤーベンディング２　スタン
ダードエッジワイズ装置における
レクトアンギュラーワイヤーの形
態について学び、屈曲する。

実習 白川　智彦
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

6
ワイヤーベンディング３　アーチ
ワイヤーの調整法について学び、
屈曲する。

実習 白川　智彦
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212103

歯科矯正学３(タイポドント)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7

タイポドント１（レベリング）　
マルチブラケット装置について、
生体反応を踏まえながら矯正材料
による不正咬合の初期変化を学ぶ

実習 水原　正博
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

8

タイポドント２（レベリング）マ
ルチブラケット装置について、生
体反応を踏まえながら矯正材料に
よる不正咬合の初期変化を学ぶ

実習 水原　正博
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

9
タイポドント３（犬歯遠心移動）　　
犬歯の遠心移動を行う目的、方法
、注意点について習得する。

実習 水原　正博
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

10
タイポドント３（犬歯遠心移動）　　
犬歯の遠心移動を行う目的、方法
、注意点について習得する。

実習 郡司掛　香織
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

11

タイポドント５（切歯舌側移動）
マルチブラケット装置による治療
について、加強固定の必要性の有
無、切歯の舌側移動時のトルク調
整、歯列弓幅径の変化を踏まえな
がら切歯の舌側移動を習得する。

実習 郡司掛　香織
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

12

タイポドント６（切歯舌側移動）
マルチブラケット装置による治療
について、加強固定の必要性の有
無、切歯の舌側移動時のトルク調
整、歯列弓幅径の変化を踏まえな
がら切歯の舌側移動を習得する。

実習 郡司掛　香織
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

13

タイポドント７（アイディアル、
咬合完成）マルチブラケット装置
について、生体反応や矯正器材を
踏まえながら個性正常咬合の確立
を学ぶ

実習 川元　龍夫
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院

14

タイポドント８（アイディアル、
咬合完成）　最終チェックマルチ
ブラケット装置について、生体反
応や矯正器材を踏まえながら個性
正常咬合の確立を学ぶ

実習 川元　龍夫
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212103

歯科矯正学３(タイポドント)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

15

タイポドント発表会（経過説明）
タイポドント実習について、全体
の経過を説明することにより、マ
ルチブラケット法のシステムを理
解する。

実習 川元　龍夫
タイポドントシラバ
スの予習と復習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212104

歯科矯正学４(臨床研修)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

授業の概要

１年次に習得した基本的知識と技能をもとに治療開始から終了まで治療を行い、臨床研究の立案のための知識と
技能を更新する。

学生の到達目標

１．患者との円滑なコミュニケーションができる。　
２．診断に必要な様々な情報を分析し総括できる。　　　　　
３．矯正治療に必要な生物学的、生体力学的基礎を理解できる。
４．治療の変化を分析できる、治療ステップに応用できる。
５．治療機序を分析評価できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

Contemporary 
Orthodontics, 6th 
Edition

William R. 
Proffit

Mosby

Common Sense Mechanics
Thomas . 
Mulligan

成績評価方法・基準
評価項目 割合

各ステップのチェック 100%

その他

【オフィスアワー】随時、メール送付
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。



2024年度 科目コード： 212104

歯科矯正学４(臨床研修)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 30 単位数 1

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

診断資料の作成（口腔内写真、顔
面規格写真、印象採得、顎態模型
）配当された患者について、口腔
内写真、顔面規格写真の撮影法に
ついて、デジタルカメラの使用を
踏まえながら、また、印象採得、
顎態模型の製作法について、アル
ジネート印象材による概形印象の
技術、顔弓計測を踏まえながら、
診断資料の作成を修得する。

講義，実習

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

診断から治療終了ま
での各ステップのま
とめ

診療室_病院

2

診断資料の作成（セファロトレー
ス、セファロ分析、模型計測）配
当された患者について、診断資料
の作成法を踏まえながら、評価法
を学ぶ。

講義，実習

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

診断から治療終了ま
での各ステップのま
とめ

診療室_病院

3

顎口腔機能（咀嚼、咬合、呼吸）
の評価分析配当された患者差につ
いて治療前、中および後分析評価
を踏まえながら、顎口腔機能につ
いて学ぶ。

講義，実習

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

診断から治療終了ま
での各ステップのま
とめ

診療室_病院

4̃5

診断、プレゼンテーション配当さ
れた患者について、診断を行い、
治療方針、治療計画を立案し、デ
ジタルデータ取り込みと
Powerpoint, Phto shopの使用法
を踏まえながら、プレゼンテーシ
ョンの作成を学ぶ。

講義，実習

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

診断から治療終了ま
での各ステップのま
とめ

診療室_病院

6̃12

矯正材料と歯の移動配当された患
者について、治療を踏まえながら
、矯正材料と歯の移動について学
ぶ。

講義，実習

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

診断から治療終了ま
での各ステップのま
とめ

診療室_病院

13̃15

治療効果、成長発育の分析評価配
当された患者について、治療効果
および成長発育の分析評価を踏ま
えながら、治療について学ぶ。

講義，実習

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

診断から治療終了ま
での各ステップのま
とめ

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212105

顎口腔機能矯正学１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

授業の概要

研究に向けての準備として収集した文献と情報を、整理、分析してプレゼンテーションを行う。研究の方法を検
討する。

学生の到達目標

１．プレゼンテーションのための資料を作成し、有効に利用できる。２．研究のための情報の収集と整理分析し
発表できる。３．研究の方法論を検討できる。４．データの収集ができる。

参考書
タイトル 著者 出版社

Contemporary 
Orthodontics, 6th 
Edition

William R. 
Proffit

Mosby

カラーアトラス　X線解剖
学とセファロ分析法

宮下邦彦
クインテッ
センス出版

Orhodontics Current 
Principles & Techniques

T.M.Graber
ELSEVER/MOS
BY

成績評価方法・基準
評価項目 割合

研究背景 50%

研究プロトコール 50%

その他

【オフィスアワー】随時、メール送付
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～3

文献検索と整理方法　研究テーマ
について、文献検索と整理方法を
踏まえながら研究の進め方を学ぶ
。

講義、演習

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

インターネットの使
用、PubMedの利用法
、File makerの利用
法の理解

診療室_病院

4～7

研究テーマの背景と文献まとめ　
研究テーマについて、文献検索と
整理方法を踏まえながら研究の進
め方を学ぶ。

演習、小グル
ープセミナー

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

各自のPubMedを利用
した文献の収集と
File makerを利用し
た文献の整理の予習

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212105

顎口腔機能矯正学１
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

8～9

生物学、分子細胞、遺伝学と矯正
治療　矯正治療について、生物学
、分子細胞、遺伝学を踏まえなが
ら矯正治療を通しての研究を学ぶ
。

演習、小グル
ープセミナー

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

各自のPubMedを利用
した文献の収集と
File makerを利用し
た文献の整理の予習

診療室_病院

10～
12

研究テーマに対する方法論の討議　
研究テーマについて、自分の研究
結果を踏まえながら、アピールの
仕方を学ぶ。

演習、小グル
ープセミナー

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

Powerpointを利用し
たプレゼンテーショ
ンの準備

診療室_病院

13～
15

輪読会（関連する国内外の論文の
抄読）　研究テーマに関連する国
内外の論文を踏まえながら、研究
結果の考察の仕方を学ぶ。

演習、小グル
ープセミナー

川元　龍夫
郡司掛　香織
黒石　加代子
水原　正博
白川　智彦

各自のテーマに関連
する国内外の論文の
抄読

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212106

顎口腔機能矯正学２
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

授業の概要

収集した文献と情報を、整理、分析してプレゼンテーションを行う。研究の方法を検討する。学会発表を行い論
文投稿する。

学生の到達目標

1．顎口腔機能と咬合育成の意義を理解できる。2．矯正治療に必要な生物学的、生体力学的基礎を理解できる。3
．プレゼンテーションのための資料を作成し、有効に利用できる。4．研究のための情報の収集と整理分析し発表
できる。5．研究の方法論を検討できる。6．論文を作成し、投稿できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

Contemporary 
Orthodontics, 6th 
Edition

William R. 
Proffit

Mosby

Comprehensive Cleft Care

Joseph 
Losee, 
Richard E. 
Kirschner

CRC Press

Atlas of Orthodontic 
Treatment for Patients 
with Birth Defects

Takayuki 
Kuroda, 
Kimie 
Ohyama

Needham 
Press, Inc

新 先天奇形症候群アトラ
ス

梶井 正ら(
監修)

南江堂

Contemporary Treatmnet 
of Dentofacial Deformity

W.R.Proffit Mosby

Gorlin's Syndrome of the 
Head and Neck, 5th Ed

Hennekam/Kr
antz/Allans
on 共著

Oxford 
University

成績評価方法・基準
評価項目 割合

研究の進捗状況及び学会発表 100%



2024年度 科目コード： 212106

顎口腔機能矯正学２
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

その他

【オフィスアワー】随時、メール送付
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～2

顎口腔機能と咬合育成顎口腔機能
の基礎を理解することで、それに
より影響を受ける咬合の成り立ち
を習得する。

講義，演習 郡司掛　香織 配付資料の復習 診療室_病院

3～4

顎口腔機能矯正学分野の研究の動
向矯正に関連する基礎的、臨床的
研究を理解することで、今後の矯
正の進むべき方向を習得する。

講義，演習 郡司掛　香織
１年次の講義録の復
習

診療室_病院

5～6
歯の移動に伴う組織学的変化歯の
移動に対する歯、歯周組織の反応
について学ぶ。

講義，演習 水原　正博
１年次の講義録の復
習

診療室_病院

7～8

歯の移動の力学歯の移動について
、傾斜移動、歯体移動、圧下、挺
出、回転、トルクの違いを踏まえ
ながら、歯の移動様式を学ぶ。

講義，演習 郡司掛　香織
タイポドントシラバ
ス

診療室_病院

9～10
生物学、分子細胞、遺伝学と矯正
治療基礎的学問を理解することで
、矯正治療の必要性を習得する。

講義，演習 水原　正博
１年次の講義録の復
習

診療室_病院

11～
13

研究テーマの背景、文献考察　　
自身の研究内容の学術的背景につ
いて発表を行う

講義，演習 黒石　加代子
各自の研究テーマに
関するPower point
の作成

診療室_病院

14～
16

研究テーマの背景、文献考察の発
表　自身の研究内容（研究経過、
学会発表）について発表を行う。

講義，演習 黒石　加代子
各自の研究テーマに
関するPower point
の作成

診療室_病院

17～
19

研究テーマに対する方法論研究の
方法について、文献検索および情
報収集を踏まえながら方法論につ
いて学ぶ。

講義，演習 白川　智彦
各自の研究テーマに
関するPower point
の作成

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212106

顎口腔機能矯正学２
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 4

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

20～
22

研究テーマに対する方法論の発表
研究の方法について、図や表を用
いたPower pointの作製を踏まえ
ながら研究の方法論の発表につい
て学ぶ。

講義，演習 白川　智彦
各自の研究テーマに
関するPower point
の作成

診療室_病院

23～
24

収集データの分析発表　研究テー
マについて、収集されたデータの
分析結果を発表

講義，演習 水原　正博
各自の研究テーマに
関するPower point
の作成

診療室_病院

25～
26

学会発表用プレゼンテーションと
メディアと作成　研究テーマにつ
いて、研究データの分析結果を学
会口演あるいは学術展示の形式で
発表（第1報）

講義，演習 川元　龍夫
各自の研究テーマに
関するPower point
の作成

診療室_病院

27～
28

学会発表用プレゼンテーションと
メディアと作成　研究テーマにつ
いて、研究データの分析結果を学
会口演あるいは学術展示の形式で
発表（第2報）

講義，演習 川元　龍夫
各自の研究テーマに
関するPower point
の作成

診療室_病院

29～
30

論文作成と投稿専門雑誌の投稿要
領を理解し、正しい論文の書き方
を習得する。

講義，演習 川元　龍夫
投稿雑誌の投稿要領
の確認

診療室_病院



2024年度 科目コード： 212107

顎口腔機能矯正学３
開講学科 歯学専攻 開講年次 2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

授業の概要

顎口腔機能と歯科矯正学との関わりを、咀嚼、嚥下、呼吸機能を通じて理解する（研究テーマと関連して）。ま
た、治療に伴うリスクである歯根吸収や疼痛の原因について検討する。

学生の到達目標

１．呼吸機能を評価できる。２．咀嚼筋活動と筋電図および咬合音の関連性を解明、理解できる。３．口呼吸と
咬合育成の関連性を解明、理解できる。４．三叉神経節を介した骨代謝調節機構を解明、理解できる。５．歯周
組織におけるオステオアクチビンの作用機序の解明、理解できる。６．ブラケットとワイヤー間に発生する摩擦
力を解明、理解できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

Contemporary 
Orthodontics, 6th 
Edition

William R. 
Proffit

Mosby

Orhodontics Current 
Principles & Techniques

T.M.Graber
ELSEVER/MOS
BY

成績評価方法・基準
評価項目 割合

研究プロトコール 100%

その他

【オフィスアワー】随時、メール送付
【公欠相当の事由による遠隔対応】事由発生時に担当教員へ相談すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～3
顎口腔機能顎口腔機能について、
成長発育を踏まえて矯正治療によ
る顎口腔機能を学ぶ

講義 白川　智彦 配付資料の復習 診療室_病院

4～6

最適な矯正力に関する生物学的考
察矯正力について、歯周組織を構
成する細胞の働き、骨代謝機構お
よび歯根吸収を踏まえながら最適
な矯正力に関する生物学的考察に
ついて学ぶ。

演習、小グル
ープセミナー

水原　正博 １年次講義録の復習 診療室_病院



2024年度 科目コード： 212107

顎口腔機能矯正学３
開講学科 歯学専攻 開講年次 2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 川元　龍夫

担当教員
川元　龍夫,郡司掛　香織,黒石　加代子,水原　正博,白川　智彦

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7～8

歯の移動と骨のモデリング矯正的
歯の移動について、歯根膜線維芽
細胞、破骨細胞の働きを踏まえな
がら歯の移動時の骨リモデリング
について学ぶ。

演習、小グル
ープセミナー

黒石　加代子 関連論文の精読 診療室_病院

9

歯の移動と骨のモデリング矯正的
歯の移動について、骨芽細胞の働
きを踏まえながら歯の移動時の骨
リモデリングについて学ぶ。

演習、小グル
ープセミナー

黒石　加代子 関連論文の精読 診療室_病院

10～
12

咀嚼機能の評価咀嚼機能の基礎を
理解し、歯科矯正治療の必要性を
習得する。

演習、小グル
ープセミナー

郡司掛　香織 関連論文の精読 診療室_病院

13
三叉神経節を介した骨代謝調節機
構神経系と骨代謝についての関連
について学ぶ

演習、小グル
ープセミナー

川元　龍夫 関連論文の精読 診療室_病院

14～
15

歯周組織における骨代謝の作用機
序矯正的歯の移動時の歯周組織の
骨代謝について、歯根膜線維芽細
胞において骨形成性因子の作用機
序を踏まえながら、牽引側の骨形
成の仕組みについて学ぶ。

演習、小グル
ープセミナー

川元　龍夫 関連論文の精読 診療室_病院



2024年度 科目コード： 212111

歯科放射線学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

授業の概要

本教室で作成された600症例以上のTeaching Filesの読影を行い、読影報告書を作成してもらう。更に、各症例に
対して担当の教員より解説を行い、読影の要点を説明してもらう。その後、それぞれの症例の病理画像を「
Contemporary Oral and Maxillofacial Pathology」を教科書として理解してもらう。読影の際に使用する教科書
としては「頭頸部のCT・MRI」及び「頭頸部画像診断ハンドブック」である。

学生の到達目標

頭頸部に発生する各種疾患に対して、歯科用エックス線写真、パノラマエックス線写真、CT、MRI、超音波、PET
等を用いて作成された各種画像の対象疾患に対する診断の実践を理解する。その際、主訴、視診、触診及び画像
所見を論理的にしかも正確に評価し、質的及び部位的診断が総合的に高いレベルで実践できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

頭頸部のCT・MRI

頭頸部画像診断ハンドブッ
ク

Contemporary Oral and 
Maxillofacial Pathology

放射線概論

口腔解剖学

今さら聞けない歯科用CBCT
とCTの読像法

森本泰宏、
金田　隆

クインテッ
センス出版

口腔・歯・顎・顔面ポケッ
ト画像解剖

中山英二、
森本泰宏

医学情報社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

セミナー中の発表 50%

口頭試問 50%

その他

【オフィスアワー】講義の前後、またはメールで受け付ける。病院3階歯科放射線科診療室及び病院11階歯科放射
線学講座研究室にて随時質問事項を受け付けています。



2024年度 科目コード： 212111

歯科放射線学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

1,2
Teaching Filesの20例歯に生じる
疾患について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

3,4
Teaching Filesの20例主に歯牙及
び顎骨疾患について報告書を作成
する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

5,6
Teaching Filesの20例主に歯周疾
患について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

7,8
Teaching Filesの20例主に歯周・
顎骨疾患について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

9,10
Teaching Filesの20例主に口腔粘
膜関連症例について報告書を作成
する。（I）

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

11,12
Teaching Filesの20例主に口腔粘
膜関連症例について報告書を作成
する。（II）

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

13,14
Teaching Filesの20例主に旁咽頭
間隙症例について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212111

歯科放射線学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

15,16
Teaching Filesの20例主に頸動脈
間隙・椎周囲間隙症例について報
告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

17,18
Teaching Filesの20例主に咽頭・
喉頭症例について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

19,20
Teaching Filesの20例主に顎下間
隙症例について報告書を作成する
。（I）

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

21,22
Teaching Filesの20例主に顎下間
隙症例について報告書を作成する
。（II）

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

23,24
Teaching Filesの20例主に舌下間
隙症例について報告書を作成する
。（I）

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

25,26
Teaching Filesの20例主に舌下間
隙症例について報告書を作成する
。（II）

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

27,28
Teaching Filesの20例顎下・舌下
間隙症例について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

29,30
Teaching Filesの20例主に咀嚼筋
間隙症例について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212111

歯科放射線学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

31,32
Teaching Filesの20例主に副鼻腔
症例について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

33,34
Teaching Filesの20例主に顎関節
症例について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

35,36
Teaching Filesの20例主に上・下
顎骨症例について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

37,38
Teaching Filesの20例主に咽頭後
間隙症例について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

39,40
Teaching Filesの20例主に旁咽頭
間隙・咽頭後間隙症例について報
告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

41,42
Teaching Filesの20例主に咀嚼筋
間隙・咽頭症例について報告書を
作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

43,44
Teaching Filesの20例主に咽頭症
例について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

45,46
Teaching Filesの20例主に頸部リ
ンパ節転移について報告書を作成
する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212111

歯科放射線学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

47,48
Teaching Filesの20例主に頸部嚢
胞性腫瘤について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

49,50
Teaching Filesの20例主に唾液腺
疾患について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

51,52
Teaching Filesの20例主に甲状腺
・副甲状腺疾患について報告書を
作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

53,54
Teaching Filesの20例主に頭蓋底
と側頭骨について報告書を作成す
る。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

55,56
Teaching Filesの20例全般的な症
例について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

57,58
Teaching Filesの20例全般的な症
例について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

59,60
Teaching Filesの20例全般的な症
例について報告書を作成する。

実習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212112

歯科放射線学検討会
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

授業の概要

歯科放射線学のバイブルであるSom et alが記載した「Head and Neck Imaging」を読み、各疾患の画像を勉強す
る。

学生の到達目標

Som et alが記載した「Head and Neck Imaging」を読み、口腔・顎・顔面の各疾患の特徴的な画像所見を把握で
きる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Head and Neck Imaging 
3rd edition, Som, Curtin 
et al Mosby 1996

Som, Curtin 
et al

Mosby
Head and Neck Imaging 
3rd edition 1996

Som, Curtin 
et al

Mosby

成績評価方法・基準
評価項目 割合

輪読会中の発表 50%

口頭試問 50%

その他

【オフィスアワー】講義の前後、またはメールで受け付ける。病院3階歯科放射線科診療室及び病院11階歯科放射
線学講座研究室にて随時質問事項を受け付けています。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15
「Head and Neck Imaging」を輪
読する。

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212113

歯科放射線学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員
森本　泰宏

授業の概要

歯科放射線学は臨床系の学問ではあるが、基礎教科として物理学、生物学、解剖学、病理学の学習を必要とする
。それらの科目を基礎として、画像診断学及び放射線治療学が成り立っていくのである。リサーチマインドを持
ち将来歯科放射線学の研究者を目指すためにまず上記内容を高いレベル理解してもらうことが重要である。そこ
で、授業では「放射線概論」、「口腔解剖学」及び「Contemporary Oral and Maxillofacial Pathology」を教科
書としてその中の日常臨床と関連する内容を発表形式で復習してもらう。その中で第一種放射線取扱主任者の合
格、口腔解剖学及び口腔病理学の知識を掌握できることを目指してもらう。次に、それらの内容をベースにして
画像診断学の修得を行ってもらう。具体的には、下記に示す教科書を用いて授業を行い、質の高い画像をもとに
論理的に正しい診断手法を身に着けてもらう。そこで、臨床実践に則した形式で学んでもらうよう授業形態はゼ
ミ方式をとり、使用教科書としては「頭頸部のCT・MRI」及び「頭頸部画像診断ハンドブック」を用いる。この本
を分担して読みながら日常臨床に関連する内容を発表形式で授業する。

学生の到達目標

学部学生時代に学んだエックス線の発生原理、エックス線写真の画像化原理及びエックス線写真を作成するため
の手法について復習し、一歩進んだレベル迄把握することで、放射線物理学の科目で第一種放射線取扱主任者の
合格レベルを充たす。同時に、放射線とはどのようなものであるかを理解し、放射線被曝により引き起こされる
生物学的作用の発生機序及び疾患を深いレベル迄理解することで、放射線生物学における第一種放射線取扱主任
者の合格レベルを充たす。同時に生物学的効果を利用した放射線治療法についても最新のガンマナイフ等を利用
した治療の在り方について迄把握する。放射線の生物学的影響から放射線従事者の身体を守るための防護方法に
ついて法律学的立場からとそれに準じた具体的方策を理解し、第一種放射線取扱主任者試験の放射線防護学及び
管理学に合格できるレベルを充たす。上記内容を把握した上で、頭頸部に発生する各種疾患に対して、歯科用エ
ックス線写真、パノラマエックス線写真、CT、MRI、超音波、PET等を用いて作成された各種画像の対象疾患に対
する特徴的所見を理解できる。更に、それら所見を論理的にしかも正確に評価し、質的及び部位的診断が総合的
に高いレベルで実践できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

頭頸部のCT・MRI

頭頸部画像診断ハンドブッ
ク

Contemporary Oral and 
Maxillofacial Pathology

放射線概論

口腔解剖学

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 50%

口頭試問 50%



2024年度 科目コード： 212113

歯科放射線学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員
森本　泰宏

その他

【オフィスアワー】講義の前後、またはメールで受け付ける。病院3階歯科放射線科診療室及び病院11階歯科放射
線学講座研究室にて随時質問事項を受け付けています。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
放射線物理学：放射線の発生原理
と物質との相互作用について理解
する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

2
放射線化学：放射性核種の製造、
利用法について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

3

放射線生物学：放射線被曝により
引き起こされる生物学的作用の発
生機序及び代表的疾患について理
解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

4
放射線測定技術：被曝線量の測定
機器の原理と放射線測定の実際に
ついて理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

5
放射線測定技術：放射線被曝に対
する防護、事故防止のための放射
線の管理技術について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

6
放射線に関する法令：放射線障害
防止法の概要について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

7
写真工学：X線写真撮影を行った
後それを画像化するために必要な
処理方法を理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

8

医用画像転送技術：現代の医学に
欠かすことの出来ない医用画像転
送技術の有益性と危険性を理解す
る

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

9
基礎放射線のまとめを行い、全内
容を復習する。

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212113

歯科放射線学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員
森本　泰宏

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

10

画像検査法・単純エックス線検査
：頭頸部領域の疾患に対して行わ
れる単純エックス線検査の特徴と
その画像上での所見について理解
する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

11

画像検査法・CT検査：CT検査の画
像化機序および各種疾患における
CT検査上での特徴的な所見につい
て理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

12

画像検査法・MRI検査：MRI検査の
画像化機序および各種疾患におけ
るMRI検査上での特徴的な所見に
ついて理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

13

画像検査法・超音波検査：超音波
検査の画像化機序および各種疾患
における超音波検査上での特徴的
な所見について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

14

画像検査法・核医学検査：核医学
検査法の種類及び画像化機序およ
び各種疾患における核医学検査上
での特徴的な所見について理解す
る

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

15
画像検査法のまとめ、全内容を復
習する。

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

16

画像診断・副鼻腔：副鼻腔の解剖
および副鼻腔に発生する各種疾患
の特徴的画像所見について理解す
る

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

17

画像診断・顎関節：顎関節の解剖
および顎関節に発生する各種疾患
の特徴的画像所見について理解す
る

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

18

画像診断・下顎骨：下顎骨の解剖
および下顎骨に発生する各種疾患
の特徴的画像所見について理解す
る

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212113

歯科放射線学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員
森本　泰宏

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

19

画像診断・頭部筋膜間隙(Ⅰ)：旁
咽頭間隙、咀嚼筋間隙、頚動脈間
隙の解剖およびこれらの部位に発
生する各種疾患の特徴的画像所見
について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

20

画像診断・頭部筋膜間隙(Ⅱ)：咽
頭後間隙、椎周囲間隙、舌下・顎
下間隙の解剖およびこれらの部位
に発生する各種疾患の特徴的画像
所見について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

21

画像診断・中咽頭・口腔：中咽頭
・口腔の解剖およびこれらの部位
に発生する各種疾患の特徴的画像
所見について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

22

画像診断・上咽頭・下咽頭・喉頭
：上咽頭・下咽頭・喉頭の解剖お
よびこれらの部位に発生する各種
疾患の特徴的画像所見について理
解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

23

画像診断・頸部リンパ節転移：頸
部リンパ節の解剖および頸部リン
パ節転移の特徴的画像所見、頸部
郭清術について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

24
画像診断・頸部嚢胞性腫瘤：頸部
嚢胞性腫瘤の特徴的画像所見につ
いて理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

25

画像診断・唾液腺：唾液腺の解剖
および唾液腺に発生する各種疾患
の特徴的画像所見について理解す
る

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

26

画像診断・甲状腺・副甲状腺：甲
状腺・副甲状腺に発生する各種疾
患の特徴的画像所見について理解
する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

27
画像診断・頭蓋底と側頭骨：頭蓋
底と側頭骨に発生する各種疾患の
特徴的画像所見について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212113

歯科放射線学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 60 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員
森本　泰宏

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

28
画像検査法のまとめ：実際の症例
による画像診断演習を行う

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

29
頭頸部におけるInterventional 
Radiology：頭頸部の血管内治療
の留意点・実際について理解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む

30

放射線治療学：口腔癌の放射線治
療についてその方法、作用機序及
び効果的な腫瘍の種類について理
解する

講義・演習
予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212114

歯科放射線学演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

授業の概要

歯科放射線学概論で学んだ内容を基にして、放射線診断学、放射線生物学及び放射線物理学実験の手技を学ぶ。
同時にその実験手技を学ぶ際に必要な、第一種、第二種放射線取扱主任者免状取得に向けて演習を行う。

学生の到達目標

放射線診断学、放射線生物学及び放射線物理学実験の手技を理解できる。同時に、第一種もしくは第二種放射線
取扱主任者試験の受験を目指し、知識を高める。

参考書
タイトル 著者 出版社

絵とき　放射線のやさしい
知識

オーム社

初級放射線
通商産業研
究社

放射線概論
通商産業研
究社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 50%

口頭試問 50%

その他

【オフィスアワー】講義の前後、またはメールで受け付ける。病院3階歯科放射線科診療室及び病院11階歯科放射
線学講座研究室にて随時質問事項を受け付けています。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
第一種及び二種放射線取扱主任者
試験について受験の方法を理解す
る。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212114

歯科放射線学演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
放射線の定義及びその発生原理に
ついて理解する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

3
放射線と物質との相互作用につい
て理解する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

4
放射性核種の製造及び利用法につ
いて理解する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

5
被曝線量の測定機器の原理につい
て理解する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

6
放射線管理技術について理解する
。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

7
放射線被曝に対する防護について
理解する

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

8
放射線関連法規について理解する
。（I）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

9
放射線関連法規について理解する
。（II）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212114

歯科放射線学演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

10
放射線被曝により引き起こされる
生物学的作用の発生機序及び代表
的疾患について理解する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

11
放射性化学について理解する。（
I）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

12
放射性化学について理解する。（
II）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

13
第一種、第二種放射線取扱主任者
試験の総合問題を解き、理解する
。（I）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

14
第一種、第二種放射線取扱主任者
試験の総合問題を解き、理解する
。（II）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

15
第一種、第二種放射線取扱主任者
試験の総合問題を解き、理解する
。（III）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212115

歯科放射線学演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

授業の概要
歯科放射線学概論で学んだ内容を基にして、歯科放射線診断学に関する研究を行う。

学生の到達目標

一般的及び特殊なエックス線CT撮影を行い、付属ソフトを利用して画像解析技術を学び、研究に応用する。一般
的及び特殊なMRI撮像を行い、付属ソフトを利用して画像解析が出来る。それにより画像を用いたin vitro、in 
vivo研究に応用できる。統計学的ソフトSPSSを使用し、臨床及び実験的データを分析できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

CT、MRI撮像装置の撮像技
術読本

統計処理ソフトSPSSに関す
る本

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 50%

口頭試問 50%

その他

【オフィスアワー】講義の前後、またはメールで受け付ける。病院3階歯科放射線科診療室及び病院11階歯科放射
線学講座研究室にて随時質問事項を受け付けています。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
一般的エックス線CTの撮影及び画
像処理について理解する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

2
血管描出用CTの撮影及び画像処理
について理解する。

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212115

歯科放射線学演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3
統計処理ソフトSPSSを用いたデー
タ処理方法について理解する。（
I）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

4
一般的MRI撮影及び画像処理につ
いて理解する。（II）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

5
一般的MRI撮影及び画像処理につ
いて理解する。（II）

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

6
一般的MRI撮影及び画像処理につ
いて理解する。（III）

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

7
特殊MRI撮影及び画像処理（
Dynamic MR sialography（I））
について理解する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

8
特殊MRI撮影及び画像処理（
Dynamic MR sialography（II））
について理解する。

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

9
特殊MRI撮影及び画像処理（
Functional MRI（I））について
理解する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

10
特殊MRI撮影及び画像処理（
Functional MRI（II））について
理解する。

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212115

歯科放射線学演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11
特殊MRI撮影及び画像処理（
Functional MRI（III））につい
て理解する。

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

12
特殊MRI撮影及び画像処理（MR 
angiography（I））について理解
する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

13
特殊MRI撮影及び画像処理（MR 
angiography（II））について理
解する。

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

14
統計処理ソフトSPSSを用いたデー
タ処理方法について理解する。（
II）

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

15
講義全ての総括を行い、CTやMRI
の撮影及び画像処理について再確
認する。

講義・演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212116

歯科放射線学輪読会
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

授業の概要

歯科放射線学のバイブルであるSom et alが記載した「Head and Neck Imaging」を読み、各疾患の画像を勉強す
る。

学生の到達目標

Som et alが記載した「Head and Neck Imaging」を読み、口腔・顎・顔面の各疾患の特徴的な画像所見を把握で
きる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Head and Neck Imaging 
3rd edition, Som, Curtin 
et al Mosby 1996

Som, Curtin 
et al

Mosby
Head and Neck Imaging 
3rd edition 1996

Som, Curtin 
et al

Mosby

成績評価方法・基準
評価項目 割合

輪読会中の発表 50%

口頭試問 50%

その他

【オフィスアワー】講義の前後、またはメールで受け付ける。病院3階歯科放射線科診療室及び病院11階歯科放射
線学講座研究室にて随時質問事項を受け付けています。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15
「Head and Neck Imaging」を輪
読する。

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 212121

顎顔面外科学ベーシック治療学コース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

授業の概要

口腔外科学の治療に関する基本手技を修得する。また、口腔外科専門医となるための中・高難度手術についての
理解を深めるとともに、全身麻酔を含めた全身管理の基本を理解し、救急救命処置が行えるようにする。

学生の到達目標

１．歯科の小手術を安全、確実に行うことができる。 ２．中・高難度の口腔外科手術の実際が理解できる。 ３
．術前準備、術後手術創管理を行うことができる。 ４．術前・術中・術後の全身管理を行うことができる。 ５
．救急救命処置を行うことができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Contemporary Oral and 
Maxillofacial Surgery

Mosby 口腔外科ハンドマニュアル
クインテッ
センス出版

口腔外科臨床ヒント集
クインテッ
センス出版

その他、関連分野の文献お
よび参考書は各自必要なも
のを選別する

成績評価方法・基準
評価項目 割合

ケースプレゼンテーション 30%

症状・手術レポート 30%

単位認定試験 40%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
普通抜歯術を学習する。5症例以
上を実施する

実習 森岡　政彦 参考書の予習復習

3,4
難抜歯術を学習する。5症例以上
を実施する

実習 三次　翔 参考書の予習復習



2024年度 科目コード： 212121

顎顔面外科学ベーシック治療学コース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5,6
簡単な埋伏歯抜歯術を学習する。
5症例以上を実施する

実習 三次　翔 参考書の予習復習

7,8
試問１、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

笹栗　正明
森岡　政彦

症例・手術レポート

9,10
嚢胞摘出術を学習する。3症例以
上を実施する

実習 福田　晃 参考書の予習復習

11,12
歯根端切除術を学習する。3症例
以上を実施する

実習
高橋　理
森岡　政彦

参考書の予習復習

13,14
良性腫瘍摘出術を学習する。1症
例以上を実施する

実習 高橋　理 参考書の予習復習

15,16
補綴前外科手術を学習する。1症
例以上を介助する

実習 福田　晃 参考書の予習復習

17,18
手術創感染予防を学習する。10症
例上の術後管理を実施する

実習 柳沼　樹 参考書の予習復習

19,20
試問２、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

笹栗　正明
森岡　政彦

症例・手術レポート

21,22
顎変形症の術前準備を学習する。
2症例以上を実施する

実習 田部　士郎 参考書の予習復習

23,24
顎変形症の手術を学習する。2症
例以上を介助する

実習
土生　学
森岡　政彦

参考書の予習復習

25,26
顎変形症の術後管理を学習する。
2症例以上を実施する

実習 高橋　理 参考書の予習復習

27,28
試問３、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

笹栗　正明 症例・手術レポート

29,30
癌の化学療法を学習する。2症例
以上を実施する

実習 福田　晃 参考書の予習復習

31,32
癌の放射線療法を学習する。1症
例以上見学をする

実習 原口　和也 参考書の予習復習

33,34
口腔癌切除術を学習する。2症例
以上を介助する

実習 原口　和也 参考書の予習復習



2024年度 科目コード： 212121

顎顔面外科学ベーシック治療学コース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

35,36
口腔癌の再建法を学習する。2症
例以上を介助する

実習 田部　士郎 参考書の予習復習

37,38
口腔癌の術後管理を学習する。2
症例以上を実施する

実習 田部　士郎 参考書の予習復習

39,40
ターミナルケア1症例以上見学を
する

実習 福田　晃 参考書の予習復習

41,42
試問４、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

森岡　政彦 症例・手術レポート

43,44
顎関節症の外科的処置を学習する
。1症例以上を介助する

実習 田部　士郎 参考書の予習復習

45,46
口唇口蓋裂の術前準備を学習する
。1症例以上を実施する

実習 土生　学 参考書の予習復習

47,48
口唇口蓋裂の術後管理を学習する
。1症例以上を実施する

実習 土生　学 参考書の予習復習

49,50
口唇口蓋裂の手術を学習する。1
症例以上を介助する

実習 笹栗　正明 参考書の予習復習

51,52
試問５、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

笹栗　正明 症例・手術レポート

53,54
静脈内鎮静法を学習する。1症例
以上を見学する

実習 柳沼　樹 参考書の予習復習

55,56
全身麻酔を学習する。1症例以上
を見学する

実習 柳沼　樹 参考書の予習復習

57,58
救急救命処置を学習する。BLSコ
ースを受講する

実習 柳沼　樹 参考書の予習復習

59,60
単位認定試験症例の総括を提出す
る

- 笹栗　正明 -



2024年度 科目コード： 212122

顎顔面外科学ベーシック診断学コース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

授業の概要

口腔外科の各種疾患の診断の基本を修得する。顎関節症、歯科心身症（舌痛症など）や口腔粘膜疾患など口腔内
科的な治療に関する基本知識を修得する。併せて、医の倫理を身につけ、高齢社会の中で遭遇頻度の高い全身疾
患を理解し、関連医科との連携の下に歯科治療が行えるようにする。

学生の到達目標

１．診断のための適切な医療面接（情報収集）ができる。 ２．診断のために必要な画像診断法の選択ができる。 
３．各種画像の診断ができる。 ４．収集した情報を分析し、診断する基本を修得し、実践できる。 ５．口腔粘
膜疾患の診断ができる。 ６．口腔粘膜疾患の基本治療ができる。 ７．顎関節症の診断ができる。 ８．顎関節症
の基本治療ができる。 ９．遭遇頻度の高い全身疾患の病態が理解できる。 10．全身疾患を持つ患者に対し、医
科との連携の下に必要な対応ができる。 11．医の倫理を身につけ、知識を高める。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Contemporary Oral and 
Maxillofacial Surgery

Mosby 口腔外科ハンドマニュアル
クインテッ
センス出版

口腔外科臨床ヒント集
クインテッ
センス出版

その他、関連分野の文献お
よび参考書は各自必要なも
のを選別する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

ケースプレゼンテーション 30%

症状レポート 30%

単位認定試験 40%

その他
学生相談；随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
医療面接（情報収集）10症例以上
を実施する

実習 三次　翔 参考書の予習復習



2024年度 科目コード： 212122

顎顔面外科学ベーシック診断学コース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3,4
臨床検査の理解1：血液一般、生
化学検査5症例以上を実施する

実習 三次　翔 参考書の予習復習

5,6
臨床検査の理解2：血液一般、生
化学検査5症例以上を実施する

実習 田部　士郎 参考書の予習復習

7,8 CTの読影10症例以上を実施する 実習
高橋　理
森岡　政彦

参考書の予習復習

9,10 MRIの読影5症例以上を実施する 実習 高橋　理 参考書の予習復習

11,12
超音波画像の読影5症例以上を実
施する

実習 高橋　理 参考書の予習復習

13,14
各種疾患の診断に必要な画像診断
の選択10症例以上を実施する

実習 福田　晃 参考書の予習復習

15,16
収集した情報の分析による診断5
症例以上を実施する

実習 田部　士郎 参考書の予習復習

17,18
試問１、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

森岡　政彦 症例レポート

19,20
口腔粘膜疾患の診断１：病態病理
学的側面3症例以上を実施する

実習 福田　晃 参考書の予習復習

21,22
口腔粘膜疾患の診断２：臨床的側
面3症例以上を実施する

実習 福田　晃 参考書の予習復習

23,24
口腔粘膜疾患の基本治療3症例以
上を実施する

実習 福田　晃 参考書の予習復習

25,26
歯性感染症の診断3症例以上を実
施する

実習 田部　士郎 参考書の予習復習

27,28
歯性感染症の基本治療3症例以上
を実施する

実習 田部　士郎 参考書の予習復習

29,30
顎関節症の診断3症例以上を実施
する

実習
土生　学
森岡　政彦

参考書の予習復習

31,32
顎関節症の基本治療3症例以上を
実施する

実習 土生　学 参考書の予習復習

33,34
歯科心身症の診断2症例以上を実
施する

実習
笹栗　正明
森岡　政彦

参考書の予習復習



2024年度 科目コード： 212122

顎顔面外科学ベーシック診断学コース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

35,36
歯科心身症の基本治療2症例以上
を実施する

実習 笹栗　正明 参考書の予習復習

37,38
試問２、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

笹栗　正明 症例レポート

39,40
糖尿病患者の歯科治療についての
理解3症例以上を実施する

実習 森岡　政彦 参考書の予習復習

41,42
高血圧、心疾患患者の歯科治療に
ついての理解3症例以上を実施す
る

実習 土生　学 参考書の予習復習

43,44
抗凝固療法中の患者の歯科治療に
ついての理解3症例以上を実施す
る

実習 原口　和也 参考書の予習復習

45,46
肝・腎疾患患者の歯科治療につい
ての理解3症例以上を実施する

実習 柳沼　樹 参考書の予習復習

47,48
ビスホスホネート製剤使用患者の
歯科治療についての理解3症例以
上を実施する

実習 原口　和也 参考書の予習復習

49,50
医科との連携下の歯科治療の実際
3症例以上を実施する

実習 柳沼　樹 参考書の予習復習

51,52
試問３、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

森岡　政彦
笹栗　正明

症例レポート

53,54 医の倫理について講義を受講する 実習 柳沼　樹 参考書の予習復習

55,56 POSについて講義を受講する 実習 柳沼　樹 参考書の予習復習

57,58
試問５、ディスカッションカンフ
ァレンスでの症例発表

ケースプレゼ
ンテーション

笹栗　正明 症例レポート

59,60
単位認定試験症例の総括を提出す
る

- 笹栗　正明 -



2024年度 科目コード： 212123

顎顔面外科学１(病理・病態解明)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃,

授業の概要
口腔のさまざまな疾患モデルについての基本知識を修得する。

学生の到達目標

１．病理組織標本の作り方を修得し、実践できる。 ２．免疫組織化学染色の基本を修得し、実践できる。 ３．
骨延長動物モデルの作製法を理解できる。 ４．顎関節炎モデルの作製法を理解できる。 ５．骨壊死モデルの作
製法を理解できる。 ６．移植腫瘍モデルの作製法を理解できる。 ７．病態モデルの病理組織所見を判断できる
。 ８．病態モデルの免疫組織化学所見を判断できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

関連分野の文献および参考
書は各自必要なものを選別
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習結果 50%

単位認定試験 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
病理標本の作製法１：標本固定か
ら包埋までのプロセスを理解し、
実際に行う。

講義・演習 高橋　理 参考書の予習・復習

2
病理標本の作製法2： 硬組織脱灰
法、標本薄切法を理解し、実際に
行う。

講義・演習 田部　士郎 参考書の予習・復習

3
病理標本の作製法４：H・E染色の
実際を学習する。

講義・演習 田部　士郎 参考書の予習・復習

4
免疫組織化学染色法１：軟組織の
免疫組織化学染色の実際を学習す
る。

講義・演習 福田　晃 参考書の予習・復習



2024年度 科目コード： 212123

顎顔面外科学１(病理・病態解明)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃,

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5
免疫組織化学染色法１：硬組織の
免疫組織化学染色の実際を学習す
る。

講義・演習 福田　晃 参考書の予習・復習

6
顎関節炎モデルの意義を理解し、
作製法を学習する。

講義・演習 原口　和也 参考書の予習・復習

7
顎関節炎モデルの病理所見を学習
する。

講義 土生　学 参考書の予習・復習

8
BRONJモデルの意義を理解し、作
製法を学習する。

講義 土生　学 参考書の予習・復習

9
骨粗鬆用動物におけるBRONJモデ
ルの作製法を学習する。

講義 笹栗　正明 参考書の予習・復習

10
BRONJモデルの病理所見を学習す
る。

講義 森岡　政彦 参考書の予習・復習

11
BRONJモデルの免疫組織化学的所
見を学習する

講義 森岡　政彦 参考書の予習・復習

12
BRONJの治療法開発におけるモデ
ルの応用を学習する

講義 柳沼　樹 参考書の予習・復習

13
移植腫瘍モデルの意義を理解し、
作製法を学習する。

講義 三次　翔 参考書の予習・復習

14
移植腫瘍モデルの病理所見を学習
する。

講義 柳沼　樹 参考書の予習・復習

15 単位認定試験 - 笹栗　正明 -



2024年度 科目コード： 212124

顎顔面外科学２(薬物・遺伝子導入)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

授業の概要
電気や超音波を用いた薬物・遺伝子導入法を修得する。

学生の到達目標

１．細胞培養の基本を修得し、実践できる。 ２．菌体操作の基本を習得し、実践できる。 ３．DNAの取り扱いの
基本を修得し、実践できる。 ４．エレクトロポレーション法（電気穿孔法）の基本を修得し、実践できる。 ５
．ソノポレーション法（超音波導入法）の基本を修得し、実践できる。 ６．基本的な解析方法を修得し、実践で
きる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

なし
必ず上手くいく遺伝子導入
と発現解析プロトコール

羊土社

アット・ザ・ベンチ　バイ
オ研究完全指南

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習結果 50%

単位認定試験 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
細胞培養１：無菌操作の基本、培
養室への入り方を学習する。

講義・演習
高橋　理
森岡　政彦

参考書の予習・復習

2,3
細胞培養２：細胞の継代を学習す
る。

講義・演習
原口　和也
森岡　政彦
柳沼　樹

参考書の予習・復習

4
菌体操作：培養と維持を学習する
。

講義・演習
三次　翔
柳沼　樹

参考書の予習・復習

5,6 DNA取扱い：DNA抽出を学習する。 講義・演習 田部　士郎 参考書の予習・復習



2024年度 科目コード： 212124

顎顔面外科学２(薬物・遺伝子導入)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7
エレクトロポレーション法を学習
する。

講義・演習
土生　学
森岡　政彦

参考書の予習・復習

8 ソノポレーション法を学習する。 講義・演習 田部　士郎 参考書の予習・復習

9,10 解析方法１：PCR法を学習する。 講義・演習 福田　晃 参考書の予習・復習

11,12
解析方法２：ウェスタンブロッテ
ィング法を学習する。

講義・演習
福田　晃
柳沼　樹

参考書の予習・復習

13,14
解析方法３：フローサイトメトリ
ー法を学習する。

講義・演習
笹栗　正明
柳沼　樹

参考書の予習・復習

15 単位認定試験 - 笹栗　正明 参考書の予習・復習



2024年度 科目コード： 212125

顎顔面外科学３(検討会)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明,土生　学,高橋　理,三次　翔,田部　士郎,原口　和也,森岡　政彦,柳沼　樹,福田　晃

授業の概要

口腔外科学関連の最新の研究の動向を理解するために、英語文献の抄読を行う。 口腔外科の英文の教科書の輪読
を行う。 各自の研究内容に対する報告会、ディスカッションを行う。 学内の各種チームアプローチ検討会への
参加（顎関節症、顎変形症、口腔腫瘍、インプラント、ドライマウスなど）。

学生の到達目標

１．英語文献を読み込む能力を高める。 ２．研究の内容を理解できる。 ３．研究を批判する力を高める。 ４．
研究の背景や動向を理解できる。 ５．学際的領域の理解を深める。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

なし
関連分野の文献および参考
書は各自必要なものを選別
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 100%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15
研究の背景と最新の文献の内容、
および関連分野の研究の今後の展
望を理解する

輪読、抄読、
文献紹介およ
び討論

笹栗　正明
土生　学
高橋　理
三次　翔
田部　士郎
原口　和也
森岡　政彦
柳沼　樹
福田　晃

文献詳読および関連
分野の調査



2024年度 科目コード： 212131

口腔内科学ベーシックコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,早川　真奈

授業の概要

口腔内科学(Oral medicine)は 歯科患者の口腔だけに視点を向けず、全身的背景を考慮した口腔疾患の診断と治
療を目的とし、内科的なアプローチを主体として口腔の医療にあたる学問である。口腔内科の基本的な考え方に
ついて学ぶ。

学生の到達目標

1．　全身疾患を考えながら口腔疾患の診断と治療が進めることができる。2．　全身疾患を持った患者の口腔疾
患の治療を行うに際して、全身疾患を把握し、口腔疾患の治療が全身に及ぼす影響と全身疾患が口腔疾患の治療
に与える影響について理解を深める。 3．　他科の医師をはじめとした関連する職種の人達との医療連携、チー
ム医療を理解できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

プリント配布

口腔外科学
白砂兼光、
古郷幹彦編

医歯薬出版

口腔内科学

山根源之、
草間幹夫、
久保田英朗
、中村誠司

永末書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 60%

演習課題 40%

その他
学生相談：月～金：17:00～

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈



2024年度 科目コード： 212131

口腔内科学ベーシックコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

口腔内科学総論・口腔内科診断学
内科学的なアプローチによる口腔
疾患の診断や治療法を学習し、口
腔疾患と全身疾患の関連性を学習
する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

文献、参考書予習

2

口腔粘膜疾患の診断と治療口腔粘
膜の構造と免疫学的特徴、口腔粘
膜疾患の症候、診断法、治療法の
概要を学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

3
顎関節症の診断と治療顎関節の機
能と構造、顎関節症の分類、鑑別
診断について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

4
ドライマウスの診断と治療ドライ
マウスの分類、症状、鑑別疾患、
治療法について学習する

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

5
口腔心身症の診断と治療口腔心身
症の分類、症状、鑑別疾患、治療
法について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

6

口腔顎顔面痛・味覚障害の診療口
腔顎顔面痛・味覚障害を訴える患
者の診断方法、治療方法について
学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習



2024年度 科目コード： 212131

口腔内科学ベーシックコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7
抗菌薬の使い方抗菌薬の分類、特
徴、使い方について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

8
顎関節洗浄の実際関節腔洗浄療法
について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

9

がん治療における周術期口腔管理
がん治療における周術期口腔管理
の意義と実際の手技について学習
する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

10
口腔癌の非手術的治療法口腔癌の
化学療法，免疫療法などの非手術
的治療法について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

11

循環器・呼吸器疾患患者の口腔治
療循環器・呼吸器疾患患者の口腔
疾患を治療する際の注意点につい
て学習する。

講義

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

12

代謝内分泌・婦人科疾患患者の口
腔治療代謝内分泌・婦人科疾患患
者の口腔疾患を治療する際の注意
点について学習する。

講義

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習



2024年度 科目コード： 212131

口腔内科学ベーシックコース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13

消化器・泌尿器疾患患者の口腔治
療消化器・泌尿器疾患患者の口腔
疾患を治療する際の注意点につい
て学習する。

講義

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

14

血液・自己免疫疾患患者の口腔治
療血液・自己免疫疾患患者の口腔
疾患を治療する際の注意点につい
て学習する

講義

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

15

医療連携・まとめチーム医療を行
うのに必要な病診連携、病病連携
、医科歯科連携、多職種連携、コ
ンサルテーションについて学習す
る。

講義

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

講義・演習の復習



2024年度 科目コード： 212132

口腔内科学アドバンスコースⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

授業の概要
口腔内科的疾患の検査法および治療法を、実習を通して学ぶ。

学生の到達目標
全身疾患を考えながら口腔疾患の診断と治療が進めることができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

プリント配布

口腔外科学
白砂兼光、
古郷幹彦編

医歯薬出版

口腔内科学

山根源之　
草間幹夫　
久保田英朗　
中村誠司

永末書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

ケースプレゼンテーション 60%

レポート 40%

その他
学生相談：月～金：17:00～

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

1,2
口腔粘膜疾患診断のための情報収
集医療面接について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

医療面接10症例以上
を実施する。



2024年度 科目コード： 212132

口腔内科学アドバンスコースⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3,4
口腔粘膜疾患診断のための情報収
集血液検査、細胞診、生検など検
査方法について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

血液検査、細胞診、
生検5症例以上を実
施する。

5,6
口腔粘膜疾患診断のための仮説の
設定・評価・検証・診断診断の思
考プロセスについて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

診断方法５症例以上
を実施する。

7,8
口腔粘膜疾患の治療治療法につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

口腔粘膜疾患の治療
法5症例以上を実施
する。

9,10
顎関節疾患診断のための情報収集
医療面接について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

医療面接10症例以上
を実施する。

11,12
顎関節疾患診断のための情報収集
画像検査など検査方法について学
習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

顎関節の画像検査5
症例以上を実施する
。

13,14
顎関節疾患診断のための仮説の設
定・評価・検証・診断診断の思考
プロセスについて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

顎関節疾患診断5症
例以上を実施する。



2024年度 科目コード： 212132

口腔内科学アドバンスコースⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

15,16
顎関節症の治療１運動療法につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

運動療法5症例以上
を実施する。

17,18
顎関節症の治療２スプリント療法
について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

スプリント療法1症
例以上を実施する。

19,20
顎関節症の治療３マニピュレーシ
ョンについて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

マニピュレーション
1症例以上を実施す
る。

21,22
顎関節症の治療４上関節腔洗浄療
法について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

上関節腔洗浄療法1
症例以上を説明する
。

23,24
顎関節症の治療５理学療法につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

理学療法5症例以上
を実施する。

25,26
顎関節脱臼の治療１保存的治療に
ついて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

顎関節脱臼の保存的
治療1症例以上を説
明する。



2024年度 科目コード： 212132

口腔内科学アドバンスコースⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

27,28
顎関節脱臼の治療２手術治療につ
いて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

顎関節脱臼の手術療
法1症例以上を説明
する。

29,30
その他の顎関節疾患の治療治療法
選択について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

その他の顎関節疾患
1症例以上を説明す
る。

31,32
ドライマウス診断のための情報収
集医療面接について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

医療面接5症例以上
を実施する。

33,34
ドライマウス診断のための情報収
集血液検査、生検、画像検査など
検査方法について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

血液検査、生検、画
像検査5症例以上を
実施する。

35,36
ドライマウス診断のための仮説の
設定・評価・検証・診断診断の思
考プロセスについて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

ドライマウス診断5
症例以上を実施する
。

37,38
ドライマウスの治療治療法につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

ドライマウス治療5
症例以上を実施する
。



2024年度 科目コード： 212132

口腔内科学アドバンスコースⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

39,40
口腔心身症診断のための情報収集
医療面接について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

医療面接3症例以上
を実施する。

41,42
口腔心身症診断のための情報収集
心理検査など検査方法について学
習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

心理検査1症例以上
を実施する。

43,44
口腔心身症診断のための仮説の設
定・評価・検証・診断診断の思考
プロセスについて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

口腔心身症診断1症
例以上を実施する。

45,46
口腔心身症の治療治療法について
学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

口腔心身症の治療1
症例以上を実施する
。

47,48
口腔顎顔面痛診断のための情報収
集医療面接について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

医療面接1症例以上
を実施する。

49,50
口腔顎顔面痛診断のための情報収
集血液検査など検査方法について
学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

血液検査1症例以上
を実施する。



2024年度 科目コード： 212132

口腔内科学アドバンスコースⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

51,52
口腔顎顔面痛診断のための仮説の
設定・評価・検証・診断診断の思
考プロセスについて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

口腔顎顔面痛の診断
1症例以上を実施す
る。

53,54
口腔顎顔面痛の治療治療法につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

口腔顎顔面痛の治療
1症例以上を実施す
る。

55,56
がん化学療法の全身管理がん化学
療法の全身管理について学習する

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

がん化学療法1症例
以上を説明する。

57,58
がん放射線治療の周術期管理がん
放射線治療の周術期管理について
学習する

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

がん放射線治療1症
例以上を説明する。

59,60
がん分子標的薬治療の周術期管理
がん分子標的薬治療の周術期管理
について学習する

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
西牟田　文香
坂口　修
早川　真奈

がん分子標的薬治療
1症例以上を説明す
る。



2024年度 科目コード： 212133

口腔内科学アドバンスコースⅡ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

授業の概要
全身疾患を持った患者の口腔治療を、実習を通して学ぶ。

学生の到達目標

全身疾患を持った患者の口腔疾患の治療を行うに際して、全身疾患を把握し、口腔疾患の治療が全身に及ぼす影
響と全身疾患が口腔疾患の治療に与える影響について理解できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

プリント配布

口腔外科学
白砂兼光、
古郷幹彦編

医歯薬出版

口腔内科学

山根源之、
草間幹夫、
久保田英朗
、中村誠司

永末書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

ケースプレゼンテーション 60%

レポート 40%

その他
学生相談：月～金：17:00～

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈



2024年度 科目コード： 212133

口腔内科学アドバンスコースⅡ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
高血圧症高血圧症患者の口腔治療
について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

高血圧症2症例以上
を実施する。

3,4
心疾患心疾患患者の口腔治療につ
いて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

心疾患2症例以上を
実施する。

5,6
呼吸器疾患呼吸器疾患患者の口腔
治療について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

呼吸器疾患2症例以
上を実施する。

7,8
糖尿病糖尿病患者の口腔治療につ
いて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

糖尿病2症例以上を
実施する。

9,10
婦人科疾患・妊婦婦人科疾患患者
・妊婦の口腔治療について学習す
る。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

婦人科疾患・妊婦2
症例以上を実施する
。

11,12
血液疾患血液疾患患者の口腔治療
について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

血液疾患2症例以上
を実施する。



2024年度 科目コード： 212133

口腔内科学アドバンスコースⅡ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13,14
自己免疫疾患自己免疫疾患患者の
口腔治療について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

自己免疫疾患2症例
以上を実施する。

15,16
肝疾患肝疾患患者の口腔治療につ
いて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

肝疾患2症例以上を
実施する。

17,18
腎疾患腎疾患患者の口腔治療につ
いて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

腎疾患2症例以上を
実施する。

19,20
整形外科疾患整形外科患者の口腔
治療について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

整形外科2症例以上
を実施する。

21,22
精神疾患精神疾患患者の口腔治療
について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

精神疾患2症例以上
を実施する。

23,24
脳神経外科疾患脳神経外科患者の
口腔治療について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

脳神経外科疾患2症
例以上を実施する。



2024年度 科目コード： 212133

口腔内科学アドバンスコースⅡ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

25,26
耳鼻咽喉科疾患耳鼻咽喉科疾患患
者の口腔治療について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

耳鼻咽喉科疾患2症
例以上を実施する。

27,28
感染症感染症患者の口腔治療につ
いて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

感染症2症例以上を
実施する。

29,30
皮膚科疾患眼科患者の口腔治療に
ついて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

皮膚科疾患2症例以
上を実施する。



2024年度 科目コード： 212134

口腔内科学アドバンスコースⅢ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

授業の概要
医療連携を、実習を通して学ぶ。

学生の到達目標
他科の医師をはじめとした関連する職種の人達との医療連携、チーム医療を理解できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

プリント配布

口腔外科学
白砂兼光、
古郷幹彦編

医歯薬出版

口腔内科学

山根源之、
草間幹夫、
久保田英朗
、中村誠司

永末書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

ケースプレゼンテーション 60%

レポート 40%

その他
連絡先：月～金：17:00～　大谷泰志

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

1,2,3
,4

病診連携病診連携について学習す
る。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

病診連携各回2症例
以上を実施する。



2024年度 科目コード： 212134

口腔内科学アドバンスコースⅢ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5,6
コンサルテーションコンサルテー
ションについて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

コンサルテーション
各回2症例以上を実
施する。

7,,8
医科歯科連携医科歯科連携につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

医科歯科連携各回2
症例以上を実施する
。

9,10
多職種連携医師との連携について
学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

多職種連携各回2症
例以上を実施する。

11,12
多職種連携看護師との連携につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

多職種連携各回2症
例以上を実施する。

13,14
多職種連携栄養士との連携につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

多職種連携各回2症
例以上を実施する。

15,16
多職種連携歯科衛生士との連携に
ついて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

多職種連携各回2症
例以上を実施する。



2024年度 科目コード： 212134

口腔内科学アドバンスコースⅢ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

17,18
多職種連携メディカルソシャルワ
ーカーとの連携について学習する
。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

多職種連携各回1症
例以上を実施する。

19,20
多職種連携介護士との連携につい
て学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

多職種連携各回1症
例以上を実施する。

21,22
多職種連携医療事務との連携につ
いて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

多職種連携各回1症
例以上を実施する。

23,24
がん周術期口腔管理１がん化学療
法患者の口腔管理について学習す
る。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

がん周術期口腔管理
各回1症例以上を実
施する。

25,26
がん周術期口腔管理２放射線治療
患者の口腔管理について学習する
。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

がん周術期口腔管理
各回1症例以上を実
施する。

27,28
骨吸収抑制薬使用患者の口腔管理
骨吸収抑制薬使用患者の口腔管理
について学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

骨吸収抑制薬各回2
症例以上を実施する
。



2024年度 科目コード： 212134

口腔内科学アドバンスコースⅢ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 60 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

29,30
骨吸収抑制薬使用患者の口腔管理
骨吸収抑制薬関連顎骨壊死治療に
ついて学習する。

実習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

骨吸収抑制薬関連顎
骨壊死各回2症例以
上を実施する。

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈



2024年度 科目コード： 212135

口腔内科学Ⅰ(顎変形症)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

授業の概要
顎変形症研究の知識と技能を習得する。

学生の到達目標
1．　顎変形症の形態の分析・評価方法を理解できる。2．　顎変形症の機能の分析・評価方法を理解できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

プリント配布

口腔外科学
白砂兼光、
古郷幹彦編

医歯薬出版

口腔内科学

山根源之　
草間幹夫　
久保田英朗　
中村誠司

永末書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 60%

演習課題 40%

その他
学生相談：月～金：17:00～

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

1
顎変形症研究の動向顎変形症研究
の動向について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症研究の動向



2024年度 科目コード： 212135

口腔内科学Ⅰ(顎変形症)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
顎変形症の検査顎変形症の検査に
ついて学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の検査

3
顎変形症の分析顎変形症の分析に
ついて学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の分析

4
顎変形症の術前評価顎変形症の術
前評価について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の術前評価

5
顎変形症の術前情報の統合顎変形
症の術前情報の統合について学習
する

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の術前情報
の統合

6
顎変形症の医療連携顎変形症の医
療連携について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の医療連携

7
顎変形症の手術顎変形症の手術に
ついて学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の手術



2024年度 科目コード： 212135

口腔内科学Ⅰ(顎変形症)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

8
顎変形症の術後評価顎変形症の術
後評価について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の術後評価

9
顎変形症の咀嚼機能顎変形症の咀
嚼機能について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の咀嚼機能

10
顎変形症患者の心理的評価顎変形
症患者の心理的評価について学習
する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症患者の心理
的評価

11
顎変形症と呼吸機能顎変形症と呼
吸機能について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症と呼吸機能

12
顎変形症と構音機能顎変形症と構
音機能について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症と構音機能

13
顎変形症と消化機能顎変形症と消
化機能について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症と消化機能



2024年度 科目コード： 212135

口腔内科学Ⅰ(顎変形症)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

14
顎変形症の3次元的評価顎変形症
の3次元的評価について学習する
。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の3次元的
評価

15
顎変形症の遺伝学的特徴顎変形症
の遺伝学的特徴について学習する
。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎変形症の遺伝学的
特徴



2024年度 科目コード： 212136

口腔内科学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

授業の概要
口腔内科研究の知識と技能を習得する。

学生の到達目標

1． 骨造成研究の知識と技能を理解できる。2． 口腔粘膜疾患研究の知識と技能を理解できる。3． 顎関節疾患
研究の知識と技能を理解できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

プリント

口腔外科学
白砂兼光、
古郷幹彦編

医歯薬出版

口腔内科学

山根源之　
草間幹夫　
久保田英朗　
中村誠司

永末書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 60%

演習課題 40%

その他
相談：月～金：17:00～　メールは随時受け付け

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈



2024年度 科目コード： 212136

口腔内科学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
骨造成研究の動向骨造成研究の動
向について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

骨造成研究の動向

2
顎骨延長モデル動物顎骨延長モデ
ル動物について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎骨延長モデル動物

3
サイナスリフトモデル動物サイナ
スリフトモデル動物について学習
する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

サイナスリフトモデ
ル動物

4
移植モデル動物移植モデル動物に
ついて学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

移植モデル動物

5
硬組織標本の作製方法硬組織標本
の作製方法について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

硬組織標本の作製方
法

6
口腔粘膜疾患研究の動向口腔粘膜
疾患研究の動向について学習する
。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

口腔粘膜疾患研究の
動向



2024年度 科目コード： 212136

口腔内科学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7
口腔粘膜疾患試料採取方法口腔粘
膜疾患試料採取方法について学習
する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

口腔粘膜疾患試料採
取方法

8
口腔粘膜疾患の免疫機構口腔粘膜
疾患の免疫機構について学習する
。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

口腔粘膜疾患の免疫
機構

9
口腔乾燥症モデル動物口腔乾燥症
モデル動物の作成方法

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

口腔乾燥症モデル動
物

10
金属アレルギーモデル動物金属ア
レルギーモデル動物の作成方法に
ついて学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

金属アレルギーモデ
ル動物

11
顎関節症研究の動向顎関節症研究
の動向について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎関節症研究の動向

12
顎関節炎モデル動物顎関節炎モデ
ル動物について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎関節炎モデル動物



2024年度 科目コード： 212136

口腔内科学Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13
顎関節滑液採取方法顎関節滑液採
取方法について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎関節滑液採取

14
顎関節滑液分析方法顎関節滑液採
取方法について学習する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎関節滑液分析方法

15
顎関節疼痛閾値の計測方法顎関節
疼痛閾値の計測方法について学習
する。

講義・演習

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

顎関節疼痛閾値の計
測方法



2024年度 科目コード： 212137

口腔内科学Ⅲ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉岡　泉

担当教員
吉岡　泉,吉賀　大午,大谷　泰志,鶴島　弘基,坂口　修,西牟田　文香,早川　真奈

授業の概要

口腔内科的疾患、全身疾患と口腔との関連性についての重要な最近の研究の動向を理解するために文献を抄読す
る。

学生の到達目標

1．　英語文献の内容を理解できる。
2．　研究を客観的に批評できる。
3．　研究の背景を理解できる。
4．　研究をプレゼンテーションできる。

参考書
タイトル 著者 出版社

各自が論文を選別し、各自
がプレゼンテーションで必
要なものを用意する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

論文の選択基準 60%

プレゼンテーション能力 40%

その他
学生相談：月～金：17:00～

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1̃15
口腔内科学領域で重要な最新の研
究の内容および動向を理解し、説
明する。

論文紹介およ
び討論

吉岡　泉
吉賀　大午
大谷　泰志
鶴島　弘基
坂口　修
西牟田　文香
早川　真奈

論文の理解



2024年度 科目コード： 212142

歯科麻酔学(疼痛管理Ⅰ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 左合　徹平

担当教員
左合　徹平

授業の概要

歯科における治療行為は生体にとって侵害刺激である。この刺激が何らかの理由により痛覚過敏症や触覚過敏を
起こすことがある。また、歯科治療後に顔面部の麻痺や三叉神経痛、顎関節症などの併発を起こすることもある
。また、歯性疼痛が原因でうつ症状を来すこともある。これらの疾患患者では通常の歯科的対応では治療困難な
ことが多い。そこで、これら歯科の顎・顔面部の神経疾患（急性・慢性疼痛や麻痺）の原因、機構、対応を学ぶ
。

学生の到達目標

１．　患者－歯科医師間の良好な関係を作れる情報収集の技法を理解できる。
２．　良好な病診連携ができる。
３．顎顔面部の疼痛の種類を説明できる。
４．顎顔面部の疼痛の発生機序を説明できる。
５．顎顔面部の疼痛の制御機構を説明・実施できる。
６．顎顔面部の麻痺の種類、発生機序、対応法を説明できる。
７．　救急処置の基本を身につける。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

口腔顔面痛の診断と治療ガ
イドブック　第３版

日本口腔顔
面痛学会編

医歯薬出版
株式会社

最新の論文を与え、その要
約を発表する。 
Anesthesiology、
Anesthesia & Analgesia、
British Journal of 
Anaesthesia、Painなど。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

抄読会の発表 100%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

医療危機管理の概要（リスクマネ
ージメント）緊急時の対応法につ
いて学習する。【事前学習課題】
一次救命処置、二次救命処置

講義 左合　徹平
一次救命処置、静脈
路確保、気管挿管



2024年度 科目コード： 212142

歯科麻酔学(疼痛管理Ⅰ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 左合　徹平

担当教員
左合　徹平

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2

インフォームドコンセントの定義
インフォームドコンセントのため
に必要な説明の手法および書類に
ついて学習する。【事前学習課題
】医療法、パターナリズム

講義 左合　徹平 事例収集

3
医療事故・医療過誤医療事故・医
療過誤について理解する。【事前
学習課題】医療法

講義 左合　徹平 事例収集

4

インシデント・アクシデントの対
応定義と報告書の作製について学
習する。【事前学習課題】インシ
デント・アクシデントの定義

講義 左合　徹平 事例収集

5

痛みの病態国際疼痛学会の痛みの
定義について学習する。【事前学
習課題】痛みの発生機序、痛みの
種類、国際疼痛学会の痛みの定義

講義 左合　徹平
不快な感覚と情動体
験の関係、慢性痛と
急性痛

6

顎顔面部痛の発症と分類侵害受容
性疼痛、神経障害性疼痛、心因性
疼痛について学習する。【事前学
習課題】口腔顔面領域に発生する
疼痛の種類

講義 左合　徹平 口腔顔面痛の分類

7
顎顔面部痛の診断法診断に必要な
検査法について学習する。【事前
学習課題】顔面部の触診法

講義 左合　徹平
触診、電流刺激閾値
検査

8

疼痛性疾患体性痛の分類と関連痛
発症機序について学習する。【事
前学習課題】体性痛の分類、口腔
顔面領域に発生する関連痛の種類

講義 左合　徹平 深部痛、異所性疼痛

9

疼痛性疾患神経因性疼痛・心因性
疼痛の発症機序と治療法について
学習する。【事前学習課題】疼痛
の発生機序、鎮痛薬の種類

講義 左合　徹平
アロディニア、痛覚
過敏症、ディセステ
ジア

10

疼痛性疾患癌性疼痛治療の５原則
について学習する。【事前学習課
題】癌性疼痛の発生機序、麻薬性
鎮痛薬の薬理作用

講義 左合　徹平
ステップラダー、麻
薬性鎮痛薬の使用法



2024年度 科目コード： 212142

歯科麻酔学(疼痛管理Ⅰ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 左合　徹平

担当教員
左合　徹平

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11

麻痺性疾患顔面神経麻痺の発症機
序と治療法について学習する。【
事前学習課題】顔面神経麻痺の症
状

講義 左合　徹平
神経障害程度の評価
、誘発筋電図、星状
神経節ブロック

12

麻痺性疾患三叉神経麻痺の発症機
序と治療法について学習する。【
事前学習課題】三叉神経の解剖学
的特徴、三叉神経麻痺の症状

講義 左合　徹平

神経障害程度の分類
、神経損傷と治癒機
転、星状神経節ブロ
ック

13

顔面筋の不随意運動顔面痙攣・眼
瞼痙攣の発症機序と治療法につい
て学習する。【事前学習課題】顔
面部の神経、筋の解剖

講義 左合　徹平
ボトックス、神経血
管減圧術

14

顔面筋の不随意運動口腔ジストニ
アの発症機序と治療法について学
習する。【事前学習課題】脳神経
の解剖

講義 左合　徹平
アルコールブロック
、ボトックス

15

薬物療法顔面痛治療に使用される
薬物と作用機序について学習する
。【事前学習課題】鎮痛薬の薬理
作用

講義 左合　徹平
抗うつ薬、プレガバ
リン、抗てんかん薬
、麻薬



2024年度 科目コード： 212143

歯科麻酔学(疼痛管理Ⅱ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 椎葉　俊司

担当教員
椎葉　俊司,茂山　幸代

授業の概要
顎顔面部に疼痛を持つ患者に行う検査・診断・処置・評価法の研究を行う。

学生の到達目標

１． 顎顔面部の疼痛・麻痺の発生機序を理解できる。
２． 顎顔面部の疼痛・麻痺の検査法の研究を行う。
３． 顎顔面部の疼痛・麻痺の診断法の研究を行う。
４． 顎顔面部の疼痛・麻痺の処置法の研究を行う。
５． 顎顔面部の疼痛・麻痺の評価法の研究を行う。
６． 歯科での救急処置法の基本の研究を行う。

テキスト
タイトル 著者 出版社

口腔顔面痛の診断と治療　
ガイドブック

日本航空顔
面痛学会

医歯薬出版
株式会社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

口頭試問 100%

その他
特になし

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
顎顔面部痛・麻痺の発生機序の研
究

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

2
顎顔面部痛・麻痺の発生機序の研
究

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

3 顎顔面部痛・麻痺の病態の研究 演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

4 顎顔面部痛の検査法の研究 演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

5
疼痛性疾患の検査と診断法の研究
（体性痛、深部痛）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし



2024年度 科目コード： 212143

歯科麻酔学(疼痛管理Ⅱ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 2～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 椎葉　俊司

担当教員
椎葉　俊司,茂山　幸代

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

6
疼痛性疾患の検査と診断法の研究
（体性痛、深部痛）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

7
疼痛性疾患検査と診断法の研究（
神経因性疼痛・心因性疼痛）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

8
疼痛性疾患検査と診断法の研究（
神経因性疼痛・心因性疼痛）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

9
疼痛性疾患検査と診断法の研究（
癌性疼痛）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

10
疼痛性疾患検査と診断法の研究（
癌性疼痛） 演習

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

11
麻痺性疾患検査と診断法の研究（
顔面神経麻痺）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

12
麻痺性疾患検査と診断法の研究（
三叉神経麻痺）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

13
顔面筋の不随意運動の研究（顔面
痙攣・眼瞼痙攣）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

14
顔面筋の不随意運動の研究（口腔
ジストニア）

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし

15
薬物療法の研究

演習
椎葉　俊司
茂山　幸代

特になし



2024年度 科目コード： 212161

摂食機能リハビリテーション学１(ベーシック)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 120 単位数 4

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

授業の概要

摂食・嚥下障害の診査を行い、的確な機能訓練を取り入れたリハビリ処方を組み立てることができるために必要
な診断の手技、リハビリテーションの手技・効果について学ぶ。

学生の到達目標

１．摂食・嚥下障害の障害を理解できる。２．摂食・嚥下障害に対するリハビリテーションを行うことができる
。３．障害に応じた食事形態を選択することができる。４．摂食・嚥下障害への機能的補綴的対応ができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

歯学生のための摂食・嚥下
リハビリテーション学

向井美惠 医歯薬出版

食べる機能の障害 金子芳洋 医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

試問・単位認定試験 70%

レポート（小テスト含む） 30%

その他
質問等は講義の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
正常な摂食・嚥下の発達メカニズ
ム摂食・嚥下障害（発達障害、中
途障害、高齢者）

講義 久保田　潤平 摂食機能の発達

3,4 摂食嚥下障害患者への口腔ケア 実習 久保田　潤平 口腔機能管理

5,6
摂食・嚥下機能評価医療面接、病
歴採取

講義 久保田　潤平
口腔機能アセスメン
ト

7,8
摂食・嚥下機能評価スクリーニン
グ

実習 久保田　潤平
RSST、MWST、咳テス
ト、FT

9,10 試験１ 諮問 久保田　潤平 諮問内容の復習

11,12 呼吸訓練、咳嗽訓練 実習 久保田　潤平 呼吸訓練、咳嗽訓練



2024年度 科目コード： 212161

摂食機能リハビリテーション学１(ベーシック)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 120 単位数 4

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13,14
開口-閉口訓練開口障害に対する
訓練、閉口障害に対する訓練

実習 久保田　潤平 開口-閉口訓練

15,16
口腔周囲筋群・舌筋群の訓練１口
唇閉鎖訓練、バンゲード法

実習 久保田　潤平 口唇閉鎖訓練

17,18
口腔周囲筋群・舌筋群の訓練２頬
訓練、バンゲード法、舌訓練

実習 久保田　潤平 頬訓練

19,20
口腔周囲筋群・舌筋群の訓練３軟
口蓋挙上訓練

実習 久保田　潤平 軟口蓋挙上訓練

21,22
口腔周囲筋群・舌筋群の訓練４舌
訓練、舌背挙上訓練、舌尖挙上訓
練

実習 久保田　潤平
舌訓練、舌背挙上訓
練、舌尖挙上訓練

23,24
咀嚼・送り込み訓練咀嚼訓練、送
り込み訓練

実習 久保田　潤平
咀嚼訓練、送り込み
訓練

25,26
嚥下運動訓練thermal tactile 
stimulation

実習 久保田　潤平
thermal tactile 
stimulation

27,28
嚥下運動訓練舌根後退運動、舌保
持嚥下訓練

実習 唐木　純一
舌根後退運動、舌保
持嚥下訓練

29,30 嚥下運動訓練Shaker exercise 実習 唐木　純一 頭部挙上訓練

31,32
頸部リラクセーション頸部可動域
拡大訓練、喉頭周囲筋群のストレ
ッチ

実習 唐木　純一 頸部ROM訓練

33,34
嚥下手技の獲得メンデルソン手技
、バイオフィードバックの活用

実習 唐木　純一 メンデルソン手技

35,36
代償的嚥下法側方向き嚥下、複数
回嚥下、交互嚥下

実習 唐木　純一
側方向き嚥下、複数
回嚥下、交互嚥下

37,38 試験２ 諮問 唐木　純一 諮問内容の復習

39,40 鼻咽腔ファイバースコープの操作 実習 久保田　潤平
内視鏡下嚥下機能検
査について

41,42
鼻咽腔ファイバースコープによる
摂食・嚥下障害の診査

実習 久保田　潤平
内視鏡下嚥下機能検
査での診断



2024年度 科目コード： 212161

摂食機能リハビリテーション学１(ベーシック)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・実 時間数 120 単位数 4

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

43,44 嚥下造影の手順 講義 久保田　潤平
嚥下造影検査につい
て

45,46 嚥下造影模擬食品の調整 実習 久保田　潤平
バリウムアレルギー
について

47,48
PAPの作製1印象、ワイヤークラス
プの作製

実習 多田　葉子
ワイヤークラスプの
作製

49,50 PAPの作製2舌接触面形態調整 実習 多田　葉子
舌接触補助床につい
て

51,52 PAPの調整装着・調整 実習 多田　葉子 PAPの調整

53,54
PLPの作製1印象、ワイヤークラス
プの作製

実習 多田　葉子
PLP作成のための印
象法

55,56 PLPの作製2軟口蓋延長部の作製 実習 多田　葉子 PLP制作時の注意点

57,58 PLPの調整装着・調整 実習 多田　葉子 PLPの調整

59,60 総括、諮問３、単位認定試験 試験 久保田　潤平 諮問内容の復習



2024年度 科目コード： 212162

摂食機能リハビリテーション学２(アドバンス)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

授業の概要

要介護高齢者をはじめとした高齢者の全身状態を考慮した歯科治療と口腔ケア、指導ができるとともに、摂食嚥
下機能考慮した要介護者の義歯修正および調整ができる。また、漢方薬や東洋医学などを理解した診療や指導が
できる。

学生の到達目標

１．高齢者の全身状態の評価、ならびに口腔環境および口腔周囲の評価ができる。２．要介護高齢者の全身状態
を考慮した口腔ケアや口腔機能訓練ができる。３．高齢者の全身状態を考慮した漢方薬による歯科診療ができる
。４．基本的な舌診による保健指導ができる。４．寝たきり高齢者の基本的な訪問歯科治療ができる。５．要介
護高齢者の摂食嚥下機能を考慮した義歯調整および修正ができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

資料は提示・配布する 歯科漢方医学 柿木保明 末永書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

試問・単位認定試験 70%

レポート（小テスト含む） 30%

その他
質問等は講義の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1,2
ＱＯＬおよびＡＤＬの評価バイタ
ルサインの評価

実習 久保田　潤平
ＱＯＬとＡＤＬにつ
いて

3,4 心理検査とうつ状態の検査 実習 久保田　潤平 うつ病

5,6
口腔周囲筋の筋力評価咬合に関連
する筋および表情筋、顔面の筋

実習 久保田　潤平 筋硬度計の使用法

7,8
口腔機能関連筋の筋力評価頸部と
肩周囲の筋

実習 久保田　潤平
口腔機能関連筋の解
剖

9,10 味覚検査 実習 久保田　潤平 味覚検査

11,12
口腔内感覚および顔面部の感覚評
価

実習 唐木　純一 感覚受容器について



2024年度 科目コード： 212162

摂食機能リハビリテーション学２(アドバンス)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13,14
唾液分泌検査安静時唾液の評価吐
唾法と評価方法

実習 唐木　純一 ワッテ法吐唾法

15,16
唾液分泌検査刺激時唾液の評価サ
クソン法・ガム法の評価方法

実習 唐木　純一
サクソンテスト・ガ
ムテスト

17,18
唾液分泌および分布度検査唾液湿
潤度検査紙による評価口腔水分計
ムーカスによる評価

実習 唐木　純一 湿潤度検査紙

19,20
唾液の物性検査粘度計（超音波型
、回転型）曳糸性測定器

実習 唐木　純一 粘度計曳糸性測定器

21,22
口臭測定オーラルクロマを用いた
口臭測定と評価

実習 唐木　純一 口臭測定器の使い方

23,24 試験１ 諮問 久保田　潤平 諮問内容の復習

25,26
口腔機能向上器質的口腔ケアと機
能的口腔ケアの基本

実習 久保田　潤平 基本的口腔ケア技術

27,28
口腔機能向上液体タイプおよびゲ
ル状タイプの保湿剤を用いた口腔
ケア

実習 久保田　潤平 保湿剤

29,30 寝たきり状態の口腔ケア基本技術 実習 久保田　潤平 口腔衛生管理

31,32
口腔粘膜疾患の評価法口腔内カメ
ラによる記録

実習 久保田　潤平
口腔内カメラの基本
技術

33,34
口腔粘膜および舌粘膜の評価法西
洋医学的評価および診断東洋医学
的評価および診断

実習 久保田　潤平 口腔粘膜評価

35,36 舌診の基本技術 実習 久保田　潤平 舌診の基本

37,38 舌診からみた漢方薬選択（１） 実習 久保田　潤平
口腔乾燥の漢方薬治
療

39,40 舌診からみた漢方薬選択（２） 実習 久保田　潤平 舌痛の漢方治療

41,42 舌診からみた漢方薬選択（３） 実習 久保田　潤平 歯痛の漢方治療

43,44
舌診からみた保健指導、生活指導
食事指導

実習 久保田　潤平
舌診からみた保健指
導

45,46 試験2 諮問 久保田　潤平 諮問内容の復習

47,48 訪問歯科治療の準備 実習 多田　葉子 器具の理解

49,50 訪問歯科治療の治療器具選択 実習 多田　葉子
歯科訪問診療に持参
できる器具の理解



2024年度 科目コード： 212162

摂食機能リハビリテーション学２(アドバンス)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 実習 時間数 120 単位数 4

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

51,52
訪問歯科治療の基本技術注水下の
歯科治療(介助者)

実習 多田　葉子
バキューム・シリン
ジ

53,54
訪問歯科治療の基本技術注水下の
歯科治療（術者）

実習 多田　葉子
エンジンおよびター
ビン

55,56
寝たきり患者および要介護高齢者
の義歯修正

実習 多田　葉子 義歯調整

57,58
寝たきり患者および要介護高齢者
の義歯調整

実習 多田　葉子 PLPの調整

59,60 総括、試問３、単位認定試験 試験 久保田　潤平 諮問内容の復習



2024年度 科目コード： 212163

高齢者歯科学セミナー１(摂食機能リハビリ)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

授業の概要

高齢者歯科および摂食機能リハビリテーションに関する国内外の研究を理解し、評価方法および必要な治療法や
訓練方について学ぶ。

学生の到達目標

1.高齢者歯科学の基本を理解し、国内外の研究を理解する能力を高める。2.摂食機能リハビリテーション学の基
本を理解し、国内外の研究を理解する能力を高める。3.臨床研究および基礎研究を評価できる力を高める。

テキスト
タイトル 著者 出版社

資料は提示・配布する

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容 70%

事前課題（関連領域の文献検索および精
読）

30%

その他
質問等は講義の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

高齢者歯科学および摂食機能リハ
ビリテーションに関する最新の論
文を検索し、評価することにより
、研究の今後の展望を理解する。

臨床講義ゼミ
抄読会

久保田　潤平
多田　葉子
唐木　純一

関連領域の文献検索
および精読



2024年度 科目コード： 212164

高齢者歯科学セミナー２(統合医学)
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

授業の概要

高齢者の歯科治療や高齢者歯科学の研究に関連する統合医学の基本を理解し、評価方法および必要な治療法や訓
練法について学ぶ。 漢方薬の西洋医学的および東洋医学的の作用や作用機序などについても学ぶ。また、舌診の
歯科臨床への応用方法についても学ぶ。 高齢者歯科医療において西洋医学と東洋医学を理解した統合医療を実践
できる知識を学ぶ。 統合医療に関する国内外の基礎的および臨床的研究について学ぶ

学生の到達目標

１．統合医学の基本を理解し、国内外の研究を理解する能力を高める。２．西洋医学および東洋医学の基本を理
解し、国内外の研究を理解する能力を高める。３．代替補完医療学の基本を理解し、国内外の研究を理解する能
力を養うととみに、臨床に応用できる。４．臨床研究および基礎研究を評価できる力を高める。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

資料は提示・配布する 歯科漢方医学 柿木保明 永末書店

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容 70%

事前課題（関連領域の文献検索および精
読）

30%

その他
質問等は講義の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

東洋医学、漢方医学、統合医学に
関する文献を検索し、評価するこ
とにより、研究の今後の展望を理
解する。

臨床講義演習
セミナー

久保田　潤平
多田　葉子
唐木　純一

関連領域の文献検索
および精読



2024年度 科目コード： 212165

高齢・障害者歯科学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

授業の概要

要介護高齢者や特別の対応を必要とする患者に対する歯科診療や口腔ケアの特殊性を理解し、評価方法および必
要な治療法やケア方法について学ぶ。 とくに、寝たきり高齢者の病態について学ぶことで、訪問歯科診療とリハ
ビリテーションを実践できる知識を学ぶ。また、特別の対応を必要とする患者の歯科診療およびリハビリテーシ
ョンを実践できる知識や心因性因子の関与する患者の歯科診療に関する知識を学ぶ。

学生の到達目標

１．高齢者歯科診療の基本を理解し、国内外の研究を理解する能力を高める。２．要介護高齢者の全身疾患と病
態を理解し、国内外の研究を理解する能力を高める。３．障害者の全身疾患と病態を理解し、国内外の研究を理
解する能力を高める。４．不定愁訴等など心因性因子の関与する患者の歯科診療を理解し、国内外の研究を理解
する能力を高める。５．高齢者歯科学及び障害者歯科学、心身医学に関する臨床、基礎研究を評価できる力を高
める。

テキスト
タイトル 著者 出版社

資料は提示・配布する

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表内容 70%

事前課題（関連領域の文献検索および精
読）

30%

その他
質問等は講義の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～15

要介護高齢者に対する訪問歯科診
療および口腔ケア、障害者の歯科
診療とリハビリテーション、心身
医学に関する最新の知識と研究を
検索し、評価することにより、研
究の今後の展望を理解する。

臨床講義、演
習、セミナー

久保田　潤平
多田　葉子
唐木　純一

関連領域の文献検索
および精読



2024年度 科目コード： 212166

摂食嚥下リハビリテーションセミナー（実践）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

授業の概要

摂食・嚥下リハビリテーションについて基礎的な内容から実際に検査・診断を行うための手技等について講義・
演習を通して学ぶ。

学生の到達目標

① 摂食嚥下のメカニズムを説明できる。② 摂食嚥下障害の原因を説明できる。③ 摂食嚥下障害の診査・診断につ
いて説明できる。④ 摂食嚥下障害に対するアプローチを説明できる。⑤内視鏡を用いた検査を実施できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

歯学生のための摂食・嚥下
リハビリテーション学

向井美惠 医歯薬出版

食べる機能の障害 金子芳洋 医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート（小テスト含む） 70%

実技試験 30%

その他
質問等は講義の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1.2 摂食嚥下のメカニズム 講義 久保田　潤平
摂食嚥下の5期モデ
ル、プロセスモデル

3.4 摂食嚥下機能の発達 講義 多田　葉子
摂食嚥下機能発達過
程

5.6 摂食嚥下障害の原因 講義 唐木　純一
器質的嚥下障害、運
動機能性嚥下障害、
機能性嚥下障害

7.8 摂食嚥下障害の診査 講義 久保田　潤平
スクリーニング検査
、ＶＥ・ＶＦ

9 摂食嚥下障害への対応1 講義 多田　葉子 訓練法の種類



2024年度 科目コード： 212166

摂食嚥下リハビリテーションセミナー（実践）
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 久保田　潤平

担当教員
久保田　潤平,多田　葉子,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

10.11 摂食嚥下障害への対応2 演習
久保田　潤平
多田　葉子
唐木　純一

間接訓練

12.13 摂食嚥下障害への対応3 演習
久保田　潤平
多田　葉子
唐木　純一

直接訓練

14.15 嚥下内視鏡検査 演習
久保田　潤平
多田　葉子
唐木　純一

咽頭の構造、内視鏡
の取り扱い



2024年度 科目コード： 213001

大学院特別講義
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司

授業の概要
第一線で活躍されている研究者を招き、最新情報を講演してもらう。

学生の到達目標

１．各講演者の専門領域の最新情報を得て知識を高める。 ２．研究の背景、研究をするに至った動機、研究の結
果および考察を理解できる。 ３．今後の研究の展開について考え、対応できる。 ４．講演内容が各自の研究へ
どのように反映されるか考え、対応できる。 ５．学会・コンファレンスに参加し、質疑応答ができる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

出席・講義終了後レポート 100%

その他

講義形態(対面/WEB)については、確定次第、本ページに掲載を行います。なお、新型コロナウイルス感染拡大防
止を鑑み、講義形態は変更となる場合があります。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

大学院研究科長

1 高齢者の口腔機能低下 講義 講義後レポート

2
歯科器材における先端デジタルテ
クノロジー

講義 講義後レポート

3 咀嚼の意義と健康への影響 講義 講義後レポート

4
慢性痛の分類とその発生メカニズ
ムについて

講義 講義後レポート

5
咀嚼筋腱・腱膜過形成症の病態解
明とトランスレーショナルリサー
チへの展望

講義 講義後レポート

6
骨および軟骨の発生における転写
制御機構の解明

講義 講義後レポート

7
歯科フィールド調査の実践法と事
例紹介

講義 講義後レポート

8
科学的根拠に基づいた臨床予防歯
科の実践とその未来

講義 講義後レポート



2024年度 科目コード： 213001

大学院特別講義
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

9
「口腔領域に関わる疾患遺伝子の
同定と機能解析」、「乳歯を用い
た再生医療技術の開発」

講義 講義後レポート

10
咀嚼、呼吸と学習記憶の関連：ア
ップデート

講義 講義後レポート

11
「口腔顎顔面のCT，MRI: 研究者
および臨床医として何を知るべき
か」

講義 講義後レポート

12 主成分分析入門 講義 講義後レポート

13

口腔顎顔面外科臨床における生体
吸収性プレートシステムの応用と
そのトランスレーショナルリサー
チの最前線

講義 講義後レポート

14 産業衛生分野における口腔保健 講義 講義後レポート

15
新たな「生きた抗菌薬」の可能性
を秘めた細菌捕食性細菌

講義 講義後レポート



2024年度 科目コード： 213011

生命分子形態学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 16 単位数 1

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

授業の概要

（１）硬組織や軟組織を中心に、口腔組織の常態や病態について関連の最新の研究の動向を理解するため、文献
を詳読する。 （２）光顕ならびに電顕試料の作製法を理解するとともに、標本を作製できる。 （３）免疫組織
化学法、in situ Hybridization法を理解するとともに標本を作製できる。

学生の到達目標

1. 英語文献を読み込む能力を養うとともに、論文を書く能力を習得し、実践できる。2. 免疫組織化学法を理解
できる。3. in situ Hybridization法の基礎を理解できる。4. 免疫電子顕微鏡法の基礎を理解できる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習中の試問に対する回答 10%

実験操作の正確性・達成度 90%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション本演習で学ぶ
手技について原理・応用を学習す
る。

講義

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

2
組織切片の作製法１
各種固定液の調整法、マウスの還
流固定を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

3
組織切片の作製法２
固定した組織の包埋を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

4
組織切片の作製法3
包埋したブロックからの切片作製
法を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

5

免疫染色演習（組織における蛋白
局在の検索）
抗体を用いて切片上での蛋白質の
局在の検索を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習



2024年度 科目コード： 213011

生命分子形態学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 16 単位数 1

科目責任者 瀬田　祐司

担当教員
瀬田　祐司,豊野　孝,片岡　真司,松山　佳永

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

6
In situ Hybridization法演習１
In situ Hybridization用の組織
切片の作製法を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

7

In situ Hybridization法演習２
プローブを用いて、組織切片上で
の遺伝子発現を検索する方法を演
習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習

8
免疫電子顕微鏡法の基礎と実際
post embedding法による蛋白の微
細局在の検出を演習する。

演習

瀬田　祐司
豊野　孝
片岡　真司
松山　佳永

文献及び参考文献の
学習



2024年度 科目コード： 213021

分子生物学演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 20 単位数 1

科目責任者 松原　琢磨

担当教員
松原　琢磨,古株　彰一郎,Addison William

授業の概要

分子生物学実験でよく用いられるWestern Blotting法とRT-PCR法を理解し、各自の研究に応用する。また、科学
論文で上記方法がどのような解析に用いられているか理解する。分子生物学演習ⅠではWestern Blotting法と
RT-PCR法をマスターする。 具体的には、骨芽細胞を骨誘導因子BMPで刺激し、BMPのシグナル伝達分子Smad1/5/8
のリン酸化をWestern Blotで検討する。またBMP刺激によって発現が誘導される転写因子（Id1, Osterix）や骨芽
細胞の分化マーカー（Ⅰ型コラーゲン、Oteonectin, Osteocalcin）の発現の変化をRT-PCR法で検討する。

学生の到達目標

・セントラルドグマを説明できる。
・RNA、タンパク質の取り扱いができる。
・RT-PCRの原理を説明できる。
・Western Blottingの原理を説明できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

A-1-1-2 分子の成り立ちと生体構成分子に関する化学的性質を理解している。

A-1-2-1 アミノ酸とタンパク質の構造、機能及び代謝を理解している。

A-1-3-1 メンデルの法則や遺伝子型と表現型の関係を理解している。

A-1-3-2 核酸、遺伝子及び染色体の構造と機能を理解している。

A-1-3-3
デオキシリボ核酸(DNA)複製と修復、DNAからリボ核酸(RNA)への転写、タンパク質合成に至
る翻訳を含む遺伝情報の発現及び調節を理解している。

A-1-3-4 遺伝性疾患の発生機序を理解している。

A-1-3-5 遺伝子解析や遺伝子工学技術を理解している。

A-1-3-6 染色体分析とDNA配列決定を含むゲノム解析技術を理解している。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて各自入手する
。

必要に応じて各自入手する
。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

口頭試問 100%



2024年度 科目コード： 213021

分子生物学演習Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 20 単位数 1

科目責任者 松原　琢磨

担当教員
松原　琢磨,古株　彰一郎,Addison William

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1, 2

Western Blotting について学ぶ#
１
骨芽細胞をBMPで刺激し、経時的
(0,15,30,60,120分)にタンパク質
を調製する。

講義・演習 松原　琢磨
タンパク質の取扱の
予習

その他

3, 4

Western Blotting について学ぶ#
２
タンパク定量、SDS-PAGE、
transferからblocking後、１次抗
体を反応させる。

講義・演習 松原　琢磨
Western Blottingの
原理の予習

その他

5, 6

Western Blotting について学ぶ#
３
２次抗体の反応、結果を見る。

RT-PCR について学ぶ#１
骨芽細胞をBMPで刺激し、経時的
（1,2,4,12,24 h）にRNAを調製し
、RNAの定量をおこなう。

講義・演習 松原　琢磨
RNAの取り扱いの予
習

その他

7, 8
RT-PCR について学ぶ#２
cDNAの合成およびPCRをおこなう
。

講義・演習 古株　彰一郎 RT-PCRの原理の予習 その他

9, 10
RT-PCR について学ぶ#３
PCRの結果をアガロース電気泳動
で確認する。

講義・演習 Addison William
RT-PCRおよび
Western Blottingの
復習

その他



2024年度 科目コード： 213022

分子生物学演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 20 単位数 1

科目責任者 松原　琢磨

担当教員
松原　琢磨,古株　彰一郎,Addison William

授業の概要

分子生物学実験でよく用いられる遺伝子導入法を理解し、各自の研究に応用する。また、科学論文で上記方法が
どのような解析に用いられているか理解する。分子生物学演習Ⅱでは遺伝子導入法とその発現量、機能解析法を
マスターする。

学生の到達目標

・遺伝子導入の原理について説明できる。
・タグの種類、検出法が説明できる。
・ルシフェラーゼアッセイの原理が説明できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

A-1-1-2 分子の成り立ちと生体構成分子に関する化学的性質を理解している。

A-1-2-1 アミノ酸とタンパク質の構造、機能及び代謝を理解している。

A-1-2-5 酵素の機能と調節、主な代謝異常を理解している。

A-1-3-2 核酸、遺伝子及び染色体の構造と機能を理解している。

A-1-3-3
デオキシリボ核酸(DNA)複製と修復、DNAからリボ核酸(RNA)への転写、タンパク質合成に至
る翻訳を含む遺伝情報の発現及び調節を理解している。

A-1-3-4 遺伝性疾患の発生機序を理解している。

A-1-3-5 遺伝子解析や遺伝子工学技術を理解している。

A-1-3-6 染色体分析とDNA配列決定を含むゲノム解析技術を理解している。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

必要に応じて各自入手する
。

必要に応じて各自入手する
。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

口頭試問 0%

その他
学生相談：随時



2024年度 科目コード： 213022

分子生物学演習Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 20 単位数 1

科目責任者 松原　琢磨

担当教員
松原　琢磨,古株　彰一郎,Addison William

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1, 2

遺伝子導入法の原理と手技を学ぶ
。① 遺伝子導入法の種類および
ルシフェラーゼアッセイの原理の
説明。② FLAGタグ、V5タグを付
加した遺伝子とルシフェラーゼ遺
伝子を導入する。

講義・演習 古株　彰一郎
遺伝子導入の原理お
よびタグ

その他

3, 4
ルシフェラーゼアッセイの原理と
手技を学ぶタンパク質の調製およ
びルシフェラーゼアッセイ。

講義・演習 Addison William
ルシフェラーゼアッ
セイ

その他

5, 6

タグの原理と検出方法を学ぶタグ
に対する抗体を用いたWestern 
blottingによる遺伝子導入したタ
ンパク質の発現確認

講義・演習 松原　琢磨
タグを付加した遺伝
子の発現確認法

その他

7, 8
GFP融合タンパク質の原理を学ぶ
。GFP融合タンパク質の説明とGFP
誘導タンパク質の遺伝子導入

講義・演習 松原　琢磨 GFP融合タンパク質 その他

9, 10
GFP融合タンパク質の検出方法を
学ぶ。蛍光顕微鏡によるGFPの発
現確認

講義・演習 松原　琢磨 これまでの復習 その他



2024年度 科目コード： 213031

神経生理実験法
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 16 単位数 1

科目責任者 小野　堅太郎

担当教員
小野　堅太郎,中富　千尋,徐　嘉鍵

授業の概要

スライス標本作製法および単離神経細胞の作製方法を教授する。 パッチクランプ法を教授する。 動物実験によ
る痛みの評価方法を教授する。

学生の到達目標

1.スライス標本作成法を習得する。2.神経細胞の単離の仕方および単離した神経細胞からの電気信号の記録法を
理解する。3.疼痛の評価方法を理解する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1～8

スライス標本作製パッチクランプ
法疼痛評価法スライス標本作製し
、神経細胞からパッチクランプに
より電気活動記録を行う方法を学
ぶ。動物を用いた痛覚評価法を学
ぶ。

演習
文献、参考書の予習
と演習の復習



2024年度 科目コード： 213041

画像撮影技術と解析法
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

授業の概要

CT及びコーンビームCTの撮影技術と解析法を教授する。 MRIの撮影技術と解析法を教授する。 超音波検査の検査
技術と解析法を教授する。

学生の到達目標

CT及びコーンビームCTの撮影を経験し、知識を高める。MRI撮影の技術を経験し、知識を高める。超音波検査を経
験し、知識を高める。

参考書
タイトル 著者 出版社

CT、CBCT、MRI及び超音波
装置の取扱説明書

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 60%

演習での口頭試問 40%

その他

【オフィスアワー】講義の前後、またはメールで受け付ける。病院3階歯科放射線科診療室及び病院11階歯科放射
線学講座研究室にて随時質問事項を受け付けています。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

1～3
最新のCTの撮影技術と画像解析法
について実践を通して理解する。

演習

森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 213041

画像撮影技術と解析法
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員

森本　泰宏,小田　昌史,若杉　奈緒,松本　忍,西村　瞬

（歯科放射線指導医）森本　泰宏、小田　昌史  （歯科放射線専門医）森本　泰宏、若杉　奈緒、
小田　昌史、西村　瞬  （歯科放射線認定医）森本　泰宏、若杉　奈緒、小田　昌史、松本　忍、
西村　瞬

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4, 5
最新の歯科用コーンビームCT（
CBCT）の撮影技術と画像解析法に
ついて実践を通して理解する。

演習

小田　昌史
森本　泰宏
若杉　奈緒
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

6, 7
基礎的MRIの撮影技術と画像解析
法について実践を通して理解する
。

演習

若杉　奈緒
森本　泰宏
小田　昌史
松本　忍
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む

8̃12

Dynamic MR、functional MRI及び
Cine-MRI等、最新のMRI撮影技術
と画像解析法について実践を通し
て理解する。

演習

西村　瞬
森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
松本　忍

予習、復習として参
考書を読む

13̃15

Power DopplerやElastography等
、基礎から最新の超音波検査の撮
影技術と画像解析法について実践
を通して理解する。

演習

松本　忍
森本　泰宏
小田　昌史
若杉　奈緒
西村　瞬

予習、復習として参
考書を読む



2024年度 科目コード： 213061

摂食脳科学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉野　賢一

担当教員
吉野　賢一

授業の概要

認知期、咀嚼期、口腔期、咽頭期、食道期の5期に分類される摂食嚥下において、大脳皮質は重要な役割を担って
いる。本授業では、とくに認知期において不可欠なヒト高次脳機能について学ぶ。

学生の到達目標

１．ヒトと他の動物の摂食行動の違いを，大脳生理学的に説明できる。２．摂食行動に関与する高次脳機能につ
いて説明できる。３．神経系を介した口腔と全身の関わりについて理解する。

参考書
タイトル 著者 出版社

Principles of Neural 
Science, Fifth Edition

Kandel ER, 
Schwartz 
JH, Jessell 
TM 
Siegelbaum 
SA, 
Hudspeth AJ

成績評価方法・基準
評価項目 割合

講義後レポート課題 100%

その他
吉野賢一：月～金の9:00～17:00

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

吉野　賢一 Moodle

1

脳から見たの摂食行動（概念①）
目ではなく脳で「見る」ことを理
解し、口ではなく脳で「食べる」
ことについて学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

2
脳から見たの摂食行動（概念②）
脳が「味わう」、脳が「痛い」を
学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

3
摂食行動の認知期（情報処理①）
視覚情報処理の「注意」について
学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle



2024年度 科目コード： 213061

摂食脳科学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉野　賢一

担当教員
吉野　賢一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4

摂食行動の認知期（情報処理②）
視覚情報処理の複雑な処理「輪郭
の検出」「融合」「恒常性」につ
いて学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

5
摂食行動の認知期（情報処理③）
視覚情報処理における「意味（形
・色）」の処理について学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

6
摂食行動の認知期（情報処理④）
視覚情報処理における「動き・場
所」の処理について学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

7
摂食行動の認知期（情報処理⑤）
視覚情報処理における「空間情報
」の処理について学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

8
摂食行動の認知期（情報処理⑥）
視覚情報処理における情報の「統
合・認知・選択」について学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

9

摂食行動の認知期（空間認知・運
動準備）認知期における対象物の
位置や性状の処理、運動のプログ
ラミングや準備について学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

10
摂食行動の準備期準備期における
運動制御と感覚情報処理、および
記憶の関与について学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

11

ヒトの摂食行動①動物は栄養摂取
のために摂食行動を行うが、ヒト
は栄養摂取以外の目的でも「食べ
る」ことを理解し、食と心の関係
を学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

12

ヒトの摂食行動①ヒトの「食べる
」には、感情の抑制と行動の制御
、記憶（作動記憶）が深く関係す
ることを学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

13

脳に関する基礎知識脳の機能局在
性を理解し、大脳基底核、大脳辺
縁系、大脳皮質、白質の機能を学
ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle



2024年度 科目コード： 213061

摂食脳科学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 吉野　賢一

担当教員
吉野　賢一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

14
記憶①記憶の過程、長期記憶の種
類および特徴について学ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle

15
記憶②短期記憶の特徴について学
ぶ。

講義 吉野　賢一 事後レポートの提出 Moodle



2024年度 科目コード： 213062

保険診療実践演習
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 福泉　隆喜

担当教員
福泉　隆喜

授業の概要

まず、保険診療の制度概要、基本事項の告示・留意事項通知、運用ルールの疑義解釈などを確認する。その後、
実際の臨床で経験した具体的事例に基づいた演習を行い、適切な保険診療の進め方を学ぶ。この演習を通じて、
適切かつ効率的に診療報酬を算定出来るスキルや、類似の症例にも即応できる応用力を習得する。

学生の到達目標

１．診療報酬制度の概要を説明できる。 
２．保険診療の算定ルールを実践できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

歯科点数表の解釈
社会保険研
究所

演習に使用する事例は、各
自の症例を用いる。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

症例の理解度 50%

他の症例への応用力 50%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

福泉　隆喜

1
保険診療の制度概要、基本事項の
告示・留意事項通知、運用ルール
の疑義解釈などを確認する。

概要説明、意
見交換

福泉　隆喜
保険診療の制度概要
を把握する。

2～15

実際の臨床で経験した具体的事例
に基づいた演習を行い、適切な保
険診療の進め方を学ぶ。この演習
を通じて、適切かつ効率的に診療
報酬を算定出来るスキルや、類似
の症例にも即応できる応用力を習
得する。

症例説明、意
見交換

福泉　隆喜
各症例に関係する部
分の歯科点数表の解
釈を詳読する。



2024年度 科目コード： 213064

統計解析の基礎
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 深井　康成

担当教員
深井　康成

授業の概要

例題を解きながら統計学の方法を体得する。できる範囲で、統計学の方法の理論的な基礎についても説明する。
例題としては、医療に関連したテーマを多く採用する。

学生の到達目標

1．さまざまな仮説検定法を体得し、実践できる。
2．統計的推定を理解できる。
3．統計学の考え方を理解できる。

コアカリキュラム項目
コアカリキュラム 内容

C-6-2-1 確率変数とその分布、統計的推測(推定と検定)の原理と方法を理解している。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

プリントを配る

例題中心　確率・統計入門
水原昻廣、
宇野力

学術図書出
版社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

その他
平方根が計算できる電卓を持参すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
確率論からの準備（その1）

　集合について学ぶ
講義 深井　康成

図書館の本（例えば
、例題中心　確率・
統計入門（改訂版）
、水原昻廣、宇野力
著、学術図書出版の
1ページから3ページ
）で集合についての
復習

３１２講義
室



2024年度 科目コード： 213064

統計解析の基礎
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 深井　康成

担当教員
深井　康成

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2

確率論からの準備（その2）

　確率空間の定義と確率の性質に
ついて学ぶ。

講義 深井　康成 集合についての復習
３１２講義
室

3

確率論からの準備（その3）

　離散型確率変数の平均と分散に
ついて学ぶ。

講義 深井　康成
確率空間の定義の復
習

３１２講義
室

4

確率論からの準備（その4）

　確率変数の独立性、連続型確率
変数の平均と分散について学ぶ。

講義 深井　康成
離散型確率変数の平
均と分散の復習

３１２講義
室

5

確率論からの準備（その5）

　確率論からの準備（その1）～
（その4）のまとめ

講義 深井　康成
確率変数の独立性、
連続型確率変数の平
均と分散の復習

３１２講義
室

6

統計学の考え方

　母集団、母数、母集団分布につ
いて学ぶ。

講義 深井　康成
確率空間、確率変数
、独立性、平均と分
散の定義の復習

３１２講義
室

7

統計的推定

　点推定、不偏推定量と区間推定
法について学ぶ。

講義 深井　康成
母集団、母数、母集
団分布についての復
習

３１２講義
室

8

統計的検定（その１）

　仮説検定法、帰無仮説、対立仮
説、危険率、棄却領域について学
ぶ。

講義 深井　康成
点推定、不偏推定量
と区間推定法につい
ての復習

３１２講義
室

9
統計的検定（その２）

　平均値の検定について学ぶ。
講義 深井　康成

仮説検定法、帰無仮
説、対立仮説、危険
率、棄却領域につい
ての復習

３１２講義
室

10
統計的検定（その３）

　出現率の検定について学ぶ。
講義 深井　康成

平均値の検定につい
ての復習

３１２講義
室



2024年度 科目コード： 213064

統計解析の基礎
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 深井　康成

担当教員
深井　康成

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11
統計的検定（その４）

　符号検定について学ぶ
講義 深井　康成

出現率の検定につい
ての復習

３１２講義
室

12
統計的検定（その５）

　順序和検定について学ぶ。
講義 深井　康成

符号検定についての
復習

３１２講義
室

13

統計的検定（その６）

　適合度検定と独立性の検定につ
いて学ぶ。

講義 深井　康成
順序和検定について
の復習

３１２講義
室

14

統計的検定（その７）

　フィッシャーの直接検定法につ
いて学ぶ。

講義 深井　康成
適合度検定と独立性
の検定についての復
習

３１２講義
室

15

統計的検定（その８）

　相関係数を用いた検定について
学ぶ。

講義 深井　康成
フィッシャーの直接
検定法についての復
習

３１２講義
室



2024年度 科目コード： 213066

学術基礎英語
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 海寳　康臣

担当教員
海寳　康臣

授業の概要

この科目では、研究に必要なライティング力の基礎を養うことを目指すとともに、語彙力の増強にも力を入れる
。また、受講者はオンライン教材も使用する。

学生の到達目標

①よくまとまったパラグラフを書くことができる。②しっかりした構成のエッセイを書くことができる。③論文
の抄録を書くことができる。④ 1,000語単語を増やす。⑤英語を使う習慣を身に着ける。

テキスト
タイトル 著者 出版社

テキストについては初回の
授業で説明する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

課題 70%

オンライン教材 30%

その他
使用するオンライン教材は受講者の要望を踏まえて決定する。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
オリエンテーション語彙サイズテ
スト

演習 オンライン教材

2
フリーライティングパラグラフの
構造についてオンライン教材

演習
アウトラインの作成
復習オンライン教材

3
パラグラフの構造を踏まえたライ
ティング（テーマ１）オンライン
教材

演習 復習オンライン教材

4
パラグラフの構造を踏まえたライ
ティング（テーマ１）オンライン
教材

演習
アウトラインの作成
復習オンライン教材



2024年度 科目コード： 213066

学術基礎英語
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 演習 時間数 30 単位数 2

科目責任者 海寳　康臣

担当教員
海寳　康臣

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

5
パラグラフの構造を踏まえたライ
ティング（テーマ２）オンライン
教材

演習 復習オンライン教材

6
パラグラフの構造を踏まえたライ
ティング（テーマ２）エッセイの
構成についてオンライン教材

演習
アウトラインの作成
復習オンライン教材

7
エッセイライティング（テーマ１
）オンライン教材

演習 復習オンライン教材

8
エッセイライティング（テーマ１
）オンライン教材

演習
アウトラインの作成
復習オンライン教材

9
エッセイライティング（テーマ２
）オンライン教材

演習 復習オンライン教材

10
エッセイライティング（テーマ２
）オンライン教材

演習
アウトラインの作成
復習オンライン教材

11
エッセイライティング（テーマ３
）オンライン教材

演習 復習オンライン教材

12
エッセイライティング（テーマ３
）抄録の構成についてオンライン
教材

演習 復習オンライン教材

13 抄録の執筆オンライン教材 演習 復習オンライン教材

14 抄録の執筆オンライン教材 演習 復習オンライン教材

15 自己評価語彙サイズテスト 演習 復習オンライン教材



2024年度 科目コード： 214011

バイオ分析化学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)竹中　繁織

担当教員
(非)竹中　繁織

授業の概要

分析化学は科学のあらゆる領域に必要不可欠な学問として位置付けられる。特に、バイオテクノロジーの発展に
伴ってバイオ分析化学が発展してきている。ここでは、最近のバイオ技術を取り上げ基礎から応用まで講義する
。

学生の到達目標

バイオ分析に関して以下の項目に関して原理と応用について理解できるようになる。（1） バイオ分析の基礎（2
） クロマトグラフィーの概念と生体物質への応用（3） 電気泳動の歴史と概念（4） タンパク質、核酸の電気泳
動（5） 可視・紫外スペクトロメトリー（6） 蛍光の理論（7） 蛍光スペクトロメトリー（8） 蛍光共鳴エネル
ギー移動の理論と応用（9） 赤外スペクトロメトリー（10） 円二色スペクトロメトリー（11） 電子スピン共鳴
吸収（ESR）（12） 核磁気共鳴（13） マススペクトロメトリー（14） 酵素免疫測定法およびフローサイトメト
リー（15） 熱分析

参考書
タイトル 著者 出版社

バイオ機器分析入門
相澤益男・
山田秀徳　
編

講談社サイ
ヘンティフ
ィク

成績評価方法・基準
評価項目 割合

講義ノートの提出を求める。授業中の小
テストや試験にて評価を行う。

100%

その他
学部において、物理化学・分析化学関連科目を修得しており、内容を理解していること。学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 バイオ分析の基礎 講義

関係する学習内容を
予習しておくこと。
授業で行った内容を
復習しておくこと



2024年度 科目コード： 214011

バイオ分析化学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)竹中　繁織

担当教員
(非)竹中　繁織

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
クロマトグラフィーの概念と生体
物質への応用

講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

3 電気泳動の歴史と概念 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

4 タンパク質、核酸の電気泳動 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

5 可視・紫外スペクトロメトリー 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

6 蛍光の理論 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

7 蛍光スペクトロメトリー 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

8
蛍光共鳴エネルギー移動の理論と
応用

講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。



2024年度 科目コード： 214011

バイオ分析化学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)竹中　繁織

担当教員
(非)竹中　繁織

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

9 赤外スペクトロメトリー 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

10 円二色スペクトロメトリー 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

11 電子スピン共鳴吸収（ESR） 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

12 核磁気共鳴 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

13 マススペクトロメトリー 講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

14
酵素免疫測定法およびフローサイ
トメトリー

講義

前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。授
業で行った内容を復
習しておくこと。

15 熱分析、バイオ分析法のまとめ 講義
前回の授業の終わり
に指定する内容を予
習しておくこと。



2024年度 科目コード： 214012

バイオ計測学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)佐藤　哲司

担当教員
(非)佐藤　哲司

授業の概要

バイオ分析化学は生命化学を学ぶ上で必要不可欠な学問として位置付けられる。ここでは、小分子と核酸、小分
子と蛋白質の相互作用を分析するための最新のバイオ分析手法を取り上げ講義する。

学生の到達目標

１．生体高分子である蛋白質、核酸、酵素に関する知識を習得する。２．生体高分子の代表的な分析手法である
分子分光分析、等温滴定型カロリメトリー、水晶発振子マイクロバランス、表面プラズモン共鳴、円偏光二色性
分析、電気化学測定、原子間力顕微鏡の原理を理解する。３．データの取り扱い方、統計解析法を習得する。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

In this course, no 
textbook is available. Essential 細胞生物学

中村桂子・
松原謙一 監
訳

南江堂

ベーシック分析化学
高木誠　編
著

化学同人

生命科学のための物理化学
稲葉章・中
側敦史 訳

東京科学同
人

成績評価方法・基準
評価項目 割合

講義の事後レポートもしくは演習課題の
提出（10項目）10回×10点

100%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 授業の概説 講義 講義の復習

2 蛋白質、核酸、酵素の構造と特徴 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習



2024年度 科目コード： 214012

バイオ計測学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)佐藤　哲司

担当教員
(非)佐藤　哲司

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3 分子分光分析-1 (結合解析) 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

4 分子分光分析-2 (速度論解析) 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

5 分子分光分析-3 (熱力学的解析) 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

6 等温滴定型カロリメトリー 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

7 水晶発振子マイクロバランス 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

8 表面プラズモン共鳴 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

9 円偏光二色性分析 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

10 電気化学測定(拡散系) 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

11 電気化学測定(固定化系)-1 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

12 電気化学測定(固定化系)-2 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

13 原子間力顕微鏡 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

14 測定データの取り扱い・統計解析 講義
講義の復習と次回講
義部分の予習

15 まとめ 講義 講義の復習



2024年度 科目コード： 214013

知的システム構成特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)神谷　亨

担当教員
(非)神谷　亨

授業の概要

高度な情報処理機器を実現するためには、装置としてのハードウェアに関する知識とそれを効果的に動かすため
の最適なソフトウェアの開発が必要である。本講義では、システムとしての画像計測装置を取り上げ、その効果
的な知的システムを構築するための各種データ構造とアルゴリズムの考え方について学ぶ。

学生の到達目標

１．アルゴリズムについての知識を習得できる。２．データ構造のための知識を習得できる。３．データ探索問
題に関する知識を習得できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

オリエンテーション時に提
示する

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習中の質疑や内容の理解度 60%

その他
学生相談：金12:00～17:30

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 オリエンテーション 講義 文献、参考書予習

2

知的システムとは知的システムの
概要について、ハードウェア、ソ
フトウェアの両面で必要な基礎知
識を学ぶ。

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

3

医用工学の概要医療現場で利用さ
れている工学的装置について幾つ
かの例を挙げ、ハードウェアとし
ての概念を学ぶ。

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習



2024年度 科目コード： 214013

知的システム構成特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)神谷　亨

担当教員
(非)神谷　亨

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4

医用画像システム医用画像計測装
置の中で、ＣＴやＭＲＩなどのハ
ードウェアとしての構成と、それ
らを効率的に動かすためのソフト
コンピューティングの考え方につ
いて学ぶ。

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

5

アルゴリズムとはアルゴリズムに
ついて、問題分析能力やデータ構
造の基本的な考え方について学ぶ
。

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

6

アルゴリズムの設計と解析計算機
を利用する上で必要なアルゴリズ
ムの設計について、計算量を踏ま
えながら解析法について学ぶ。

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

7

データ構造とはプログラミング言
語がサポートしている基本的なデ
ータ型やユーザが定義したデータ
型を利用したデータ構造の考え方
について学ぶ。

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

8
基本的なデータ構造基本的なデー
タ型として数値型や配列、構造体
などについて学ぶ。

講義・演習
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

9
線形リスト順序付けられたリスト
の基本的操作について学ぶ。

講義・演習
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

10

スタックと待ち行列リスト構造の
特別な場合としてのスタックと待
ち行列について、データの挿入と
削除法などを学ぶ。

講義・演習
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

11
木構造階層関係を表現するための
データ構造として、木構造につい
て学ぶ。

講義・演習
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

12
データ探索問題種々のデータ構造
を利用したデータの探索法と計算
時間について学ぶ。

講義・演習
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習



2024年度 科目コード： 214013

知的システム構成特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)神谷　亨

担当教員
(非)神谷　亨

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13
2分探索と平衡木代表的なデータ
構造である2分探索と平衡木の基
本的な考え方について学ぶ。

講義・演習
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

14
グラフ構造データ構造を表現する
一般的な方法として、グラフの考
え方について学ぶ。

講義・演習
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

15
総括アルゴリズムやデータ構造を
利用した知的システムとしての構
築法について学ぶ。

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習



2024年度 科目コード： 214014

微生物機能と化学循環
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)前田　憲成

担当教員
(非)前田　憲成

授業の概要

微生物の種類と一般的性質、病原微生物による感染症とそれに対する生体の抵抗力（免疫学）について学ぶ。ま
た歯学に関連深い内容として、口腔内に常在する微生物のプラーク形成およびう蝕や歯周炎などの口腔感染症と
の関連について学ぶ。

学生の到達目標

① 微生物の形態学的特徴と生理学的性状を説明できる。 ② 微生物の病原性、宿主の抵抗性、感染と発症、感染
経路、感染の種類を説明できる。 ③ 免疫の種類、免疫機構、抗原抗体反応、アレルギーについて説明できる。 
④ 化学療法の目的、原理および作用機序を説明できる。 ⑤ 滅菌と消毒の意義、原理および代表的な方法を説明
できる。 ⑥ 主要な病原細菌、病原真菌、病原原虫、病原ウイルスについて説明できる。 ⑦ 口腔環境と口腔常
在微生物を説明できる。 ⑧ 歯のバイオフィルムの形成過程とその意義を説明できる。 ⑨ う蝕や歯周病の原因
細菌について説明できる。 ⑩ 口腔領域の感染症について説明できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

最新歯科衛生士教本　疾病
の成り立ち及び回復過程の
促進２　微生物学

一般社団法
人　全国歯
科衛生士協
議会　監修

医歯薬出版 口腔微生物学・免疫学　第
５版

川端重忠、
小松澤均、
大原直也、
寺尾豊　編
集

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

定期試験 100%

その他
【オフィスアワー（学習相談）】講義の前後、またはメールで随時受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

感染症学・免疫学総論：感染症学
・免疫学の学問体系について理解
する。 感染と発症：感染の成り
立ちと発病、宿主-寄生体相互作
用について理解する。

講義 小テスト
【事前学修】教科書
P. 1-12 【事後学修
】小テスト出題項目



2024年度 科目コード： 214014

微生物機能と化学循環
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)前田　憲成

担当教員
(非)前田　憲成

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
微生物学総論：微生物の特徴およ
び常在微生物叢について理解する
。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 13-28, P. 
48-54, P. 70-71，
P. 167-P177 【事後
学修】小テスト出題
項目

3
免疫学各論1：免疫担当細胞と自
然免疫について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 74-79, P. 
82-86, P. 100 【事
後学修】小テスト出
題項目

4
免疫学各論2：獲得免疫について
理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 79-80, P. 86-88
，P. 92-99, P. 
101-103 【事後学修
】小テスト出題項目

5
免疫学各論3：粘膜免疫、免疫疾
患について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 80-81, P. 
89-90, P. 103-P109 
【事後学修】小テス
ト出題項目

6

免疫学各論4：ワクチンについて
理解する。 化学療法薬：化学療
法薬の作用機序について理解する
。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 90-91, P. 
144-P154 【事後学
修】小テスト出題項
目

7
滅菌と消毒：滅菌法と消毒法、標
準予防策について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 155-166 【事後
学修】小テスト出題
項目

8
細菌学各論1：グラム陽性細菌感
染症について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 28-36 【事後学
修】小テスト出題項
目

9
細菌学各論2：グラム陰性細菌感
染症について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 36-48 【事後学
修】小テスト出題項
目



2024年度 科目コード： 214014

微生物機能と化学循環
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)前田　憲成

担当教員
(非)前田　憲成

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

10

真菌学各論：真菌感染症について
理解する。 原虫学各論：原虫感
染症について理解する。 ウイル
ス学各論1：DNAウイルス感染症に
ついて理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 54-58, P. 71-73 
【事後学修】小テス
ト出題項目

11
ウイルス学各論2：RNAウイルス感
染症について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 58-69 【事後学
修】小テスト出題項
目

12
口腔細菌の特徴1：口腔常在細菌
とその特徴について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 110-115 【事後
学修】小テスト出題
項目

13

口腔細菌の特徴2：プラークの成
熟過程とその特徴について理解す
る。 う蝕の細菌学：う蝕の発症
過程と関連細菌について理解する
。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 116-130 【事後
学修】小テスト出題
項目

14
歯周病の細菌学：歯周炎の発症過
程と関連細菌について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 130-137 【事後
学修】小テスト出題
項目

15
口腔感染症各論：口腔細菌が関連
する感染症について理解する。

講義 小テスト

【事前学修】教科書
P. 137-143 【事後
学修】小テスト出題
項目



2024年度 科目コード： 214015

生体機能材料
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)宮崎　敏樹

担当教員
(非)宮崎　敏樹

授業の概要

本講義では、まず生体の骨格構造と、その構成要素である骨および歯の基本構造、微細組織について説明する。
続いて、これら生体硬組織を代替する生体機能材料の種類、生体親和性、機械的特性、作製法および各種元素の
細胞毒性について述べる。さらに，生物が硬組織を作る営みに学んだバイオミメティックプロセスの医用材料、
環境浄化材料などへの応用を講述するとともに、再生医療やがん治療などの先端医療に各種材料が貢献している
例を紹介する。

学生の到達目標

以下の項目に関して原理と応用について理解できるようになる。（1）生体材料に求められる物性（2）生体材料
の作製プロセス（3）生体材料の物性と歯科材料・医用材料への応用

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

事前に講義資料をPDFファ
イルにて配付する

生体材料(2008)
日本セラミ
ックス協会

日刊工業新
聞社

バイオマテリアル-材料と
生体の相互作用(2008)

田中順三ほ
か編

内田老鶴圃

セラミックバイオマテリア
ル(2009)

岡崎正之・
山下仁大編
著

コロナ社

バイオマテリアルの基礎
(2010)

石原一彦，
塙隆夫，前
田瑞夫編

日本医学館

バイオセラミックス(2009)
田中順三ほ
か著

コロナ社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

講義中に課す課題または期末試験 100%

その他

学部において、化学，歯科理工学関連科目を修得しており、内容を理解していることが望ましい。学生相談：随
時



2024年度 科目コード： 214015

生体機能材料
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)宮崎　敏樹

担当教員
(非)宮崎　敏樹

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 生体材料とは何か 講義
予め配付する講義資
料の予習

2
生体材料の開発プロセスと生産の
動向

講義
講義の復習と次回資
料の予習

3 骨の構造と機能 講義
講義の復習と次回資
料の予習

4 歯の構造と機能 講義
講義の復習と次回資
料の予習

5 材料と生体の相互作用 講義
講義の復習と次回資
料の予習

6 各種元素の細胞毒性 講義
講義の復習と次回資
料の予習

7 医用セラミックス 講義
講義の復習と次回資
料の予習

8 医用高分子 講義
講義の復習と次回資
料の予習

9 有機-無機ハイブリッド生体材料 講義
講義の復習と次回資
料の予習

10 医用金属材料 講義
講義の復習と次回資
料の予習

11 生物の作るセラミックス 講義
講義の復習と次回資
料の予習

12
バイオミメティックプロセスの原
理

講義
講義の復習と次回資
料の予習

13
バイオミメティックプロセスによ
る生体材料・環境浄化材料の創成

講義
講義の復習と次回資
料の予習

14 再生医療を支える生体材料 講義
講義の復習と次回資
料の予習

15 がん治療を支える生体材料 講義 講義の復習



2024年度 科目コード： 214016

生体力学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 32 単位数 2

科目責任者 (非)山田　宏

担当教員
(非)山田　宏

授業の概要

身体各部は内外で生じる力を受けており、その機能や挙動の一部は力学的現象である。生体現象と力学的因子と
の関係の解明は工学的観点から健康増進や障害・疾病の予防を支援する第一歩となる。本講義では筋骨格系等に
おける生体組織の力学特性と工学的アプローチの習得のため、固体力学の立場から生体の構造、機能と応答を評
価・解析する方法論を教授する。

学生の到達目標

１．バイオメカニクスの概要と関連分野を説明できる。２．ニュートン力学の理論に基づいて筋骨格系に働く力
を計算できる。３．材料力学の考え方に基づいて骨や歯の力学特性や応力状態を説明できる。４．粘弾性理論に
基づいて生体軟組織の応力緩和やクリープ変形を説明できる。５．連続体力学の考え方に基づいて生体軟組織の
大変形を説明できる。６．組織と細胞の材料力学試験と有限要素法による応力・ひずみ解析の方法を説明できる
。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

力学の基礎とバイオメカニ
クス

山田宏 コロナ社

講義内で紹介する

成績評価方法・基準
評価項目 割合

小課題 40%

調査学習の発表・レポート 60%

その他

学生相談：随時。 遠隔授業を受講可能。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
バイオメカニクスの概要と関連分
野

講義 文献、参考書予習

2 無重量状態での身体の力学的状態 講義 講義・演習の予復習

3 静止状態で筋骨格系に働く力 講義 講義・演習の予復習

4 硬組織の微小変形 講義 講義・演習の予復習

5
骨や歯の力学特性（正常・修復状
態）

講義 講義・演習の予復習



2024年度 科目コード： 214016

生体力学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 32 単位数 2

科目責任者 (非)山田　宏

担当教員
(非)山田　宏

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

6 軟組織の粘弾性特性 講義 講義・演習の予復習

7 調査学習（範囲：第１～６回） 演習 調査の準備と復習

8
調査学習の発表（範囲：第１～６
回）

演習 調査の準備と復習

9
能動的収縮力を発揮する骨格筋の
力学特性

講義 講義・演習の予復習

10 軟組織の大変形 講義 講義・演習の予復習

11
心臓・血管の力学特性１（生理的
機能）

講義 講義・演習の予復習

12
心臓・血管の力学特性２（加齢・
病変）

講義 講義・演習の予復習

13
衝撃を受ける生体組織の動的力学
特性

講義 講義・演習の予復習

14
組織・細胞の材料力学試験と有限
要素解析

講義 講義・演習の予復習

15 調査学習（範囲：第９～14回） 演習 調査の準備と復習

16
調査学習の発表（範囲：第９～14
回）

演習 調査の準備と復習



2024年度 科目コード： 214114

歯科放射線学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員
森本　泰宏
（歯科放射線指導医）森本泰宏　（歯科放射線専門医）森本泰宏　（歯科放射線認定医）森本泰宏

授業の概要

放射線取扱主任者試験を見据え、放射線物理学、放射線化学、放射線生物学、放射線防護学及び管理技術並びに
放射線の測定に関する技術の基礎を学ぶ。更に、医学・歯学領域で使用されている放射線関連の各種撮影装置に
ついてその原理及び利用法を理解する。

学生の到達目標

放射線取扱主任者試験を見据え、放射線物理学、放射線化学、放射線生物学、放射線防護学及び管理技術並びに
放射線の測定に関する技術の基礎を理解する。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

絵とき　放射線のやさしい
知識

飯田 博美, 
安斎 育郎

オーム社
絵とき　放射線のやさしい
知識

飯田 博美, 
安斎 育郎

オーム社

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表 50%

口頭試問 50%

その他
【オフィスアワー】講義の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

森本　泰宏

1
放射線の発生原理と物質との相互
作用について

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

2
放射性核種の製造、利用法につい
て

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと



2024年度 科目コード： 214114

歯科放射線学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員
森本　泰宏
（歯科放射線指導医）森本泰宏　（歯科放射線専門医）森本泰宏　（歯科放射線認定医）森本泰宏

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3
放射線被曝により引き起こされる
生物学的作用の発生機序及び代表
的疾患について

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

4
被曝線量の測定機器の原理と放射
線測定について

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

5 放射線被曝に対する防護について 講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

6 放射線障害防止法の概要について 講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

7 エックス線写真の画像化について 講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

8
単純エックス線検査の特徴とその
画像上での所見について

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

9
エックス線CT検査の画像化機序お
よび疾患における特徴的所見につ
いて

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

10
MRI検査の画像化機序および疾患
における特徴的所見について

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

11
超音波検査の画像化機序および疾
患における特徴的所見について

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと



2024年度 科目コード： 214114

歯科放射線学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 森本　泰宏

担当教員
森本　泰宏
（歯科放射線指導医）森本泰宏　（歯科放射線専門医）森本泰宏　（歯科放射線認定医）森本泰宏

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

12
核医学検査の種類及び画像化機序
について

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

13
放射線治療の方法及び作用機序に
ついて

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

14
第一種及び二種放射線取扱主任者
試験について

講義 森本　泰宏

教科書及び参考書を
講義前に読み、不明
な専門用語を調べて
おくこと

15 口頭試問 講義 森本　泰宏



2024年度 科目コード： 214115

顎顔面外科学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明

授業の概要

口腔顎顔面に現れるさまざまな疾患の診断、治療の概略を理解し、臨床の現場で用いられている診断・分析技術
、治療用具や薬剤、材料の進歩について理解を深める。 また、それから発して、再生医療や創薬、癌の予防やよ
り早期の診断、低侵襲な治療など臨床の求めに工学の技術、手法がどのように役立てられるかについて考える

学生の到達目標
口腔顎顔面疾患の診断と治療における医療者側のニーズを理解する。

テキスト
タイトル 著者 出版社

資料配布

成績評価方法・基準
評価項目 割合

講義後の課題レポートによる評価 100%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

笹栗　正明

1 顎顔面の解剖と発生 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

2 先天異常 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

3 発育異常 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。



2024年度 科目コード： 214115

顎顔面外科学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

4 外傷（創傷治癒） 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

5 炎症 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

6 良性腫瘍 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

7 悪性腫瘍（１） 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

8 悪性腫瘍（２） 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

9 顎関節疾患 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

10 粘膜疾患 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

11 血液疾患 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

12 インプラント 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。



2024年度 科目コード： 214115

顎顔面外科学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 笹栗　正明

担当教員
笹栗　正明

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13 顎顔面補綴 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

14 手術学（滅菌消毒） 講義 笹栗　正明

授業内容の復習と課
題についてレポート
を作成し提出するこ
と。

15 まとめ 講義 笹栗　正明



2024年度 科目コード： 214116

骨・骨格筋の分子生物学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

授業の概要

骨・骨格筋の衰弱による運動機能の低下は要支援・要介護状態の大きな原因であり、超高齢社会のわが国では骨
と骨格筋の再生医療の確立が急務である。骨・骨格筋は組織量が多く、大きな荷重がかかるため、骨や骨格筋の
再生医療では工学的視点が不可欠である。そこで本講義・実習ではベースとなる骨・骨格筋の生理学、関連する
疾患ならびに実験手法を学ぶ。

学生の到達目標

骨・骨格筋の生理学、病態生理学、ならびに骨・骨格筋の分子生物学研究の基本となる知識、考え方や実験手法
の知識の獲得を目指す。

参考書
タイトル 著者 出版社

必要に応じて各自入手する
。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 80%

口頭試問 20%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
培養細胞の扱いと骨格筋細胞増殖
モデルの作製法

講義（遠隔ま
たは対面）

古株　彰一郎
細胞培養について予
習

2 骨格筋細胞増殖の評価法
講義（遠隔ま
たは対面）

Addison William 骨格筋について予習

3 骨格筋分化モデルの作製法
講義（遠隔ま
たは対面）

Addison William
細胞分化について予
習

4 骨格筋細胞分化の評価
講義（遠隔ま
たは対面）

Addison William
骨格筋幹細胞につい
て予習

5 骨格筋萎縮モデルの作製法
講義（遠隔ま
たは対面）

古株　彰一郎
骨格筋の萎縮につい
て予習



2024年度 科目コード： 214116

骨・骨格筋の分子生物学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 古株　彰一郎

担当教員
古株　彰一郎,松原　琢磨,Addison William

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

6 骨格筋萎縮の評価
講義（遠隔ま
たは対面）

古株　彰一郎
サルコペニアについ
て予習

7
初代培養骨格筋幹細胞の採取と培
養

講義（遠隔ま
たは対面）

Addison William
初代培養について予
習

8 骨芽細胞分化モデルの作製
講義（遠隔ま
たは対面）

松原　琢磨
骨芽細胞について予
習

9 骨芽細胞分化の評価I
講義（遠隔ま
たは対面）

松原　琢磨
骨芽細胞の分化につ
いて予習

10 骨芽細胞分化の評価II
講義（遠隔ま
たは対面）

松原　琢磨
骨芽細胞の石灰化に
ついて予習

11
マウス頭蓋冠からの骨芽細胞採取
法と培養

講義（遠隔ま
たは対面）

古株　彰一郎
骨芽細胞と骨細胞の
関係について予習

12 骨髄間質幹細胞の採取法と培養
講義（遠隔ま
たは対面）

古株　彰一郎
骨髄間葉系幹細胞に
ついて予習

13 破骨細胞分化モデルの作製法
講義（遠隔ま
たは対面）

松原　琢磨
破骨細胞について予
習

14 破骨細胞分化モデルの評価法I
講義（遠隔ま
たは対面）

松原　琢磨
破骨細胞の分化につ
いて予習

15 破骨細胞分化モデルの評価法II
講義（遠隔ま
たは対面）

松原　琢磨
骨粗鬆症など骨代謝
性疾患について予習



2024年度 科目コード： 214117

感染症の分子生物学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,山﨑　亮太

授業の概要

感染症を病原体-宿主相互作用という観点から捉え、これに関わる病原微生物と宿主の感染防御システムである免
疫について分子生物学的に解説する。さらに、現在展開されている感染症に関する医歯工連携研究の一部を紹介
し、新しい機序に基づく健康・医療技術シーズの創出を担う複眼的視点を持つ人材育成を目指す。

学生の到達目標

① 感染に関わる病原体側の因子を説明できる。
② バイオフィルムの機能や細菌間情報伝達機構を説明できる。
③ 口腔内の感染症について分子生物学およびマイクロバイオームの観点から説明できる。
④ 免疫による病原体の認識機構と排除機構を説明できる。
⑤ サイトカインや炎症性メディエーターを説明できる。
⑥ パターン認識受容体を説明できる。
⑦ 炎症応答における免疫細胞の機能を説明できる。
⑧ 口腔内の病原体排除機構を説明できる。
⑨ 感染症に対する診断、予防、治療を説明できる。
⑩ インフラマソームを説明できる。
⑪ 骨リモデリングの分子メカニズムを説明できる。
⑫ 骨代謝における免疫系の関与を説明できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

事前に資料を配布の上、学
習項目を提示。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

その他
【オフィスアワー】講義・演習の前後、またはメールで受け付ける。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
病原微生物の分子生物学Ⅰ： 感
染症学に必要な分子生物学および
細菌学の概要を学ぶ。

講義
山﨑　亮太
有吉　渉

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 214117

感染症の分子生物学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,山﨑　亮太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
病原微生物の分子生物学Ⅱ： 病
原体のもつ定着因子や内毒素につ
いて学ぶ。

講義
山﨑　亮太
有吉　渉

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

3
病原微生物の分子生物学Ⅲ： バ
イオフィルムの構造や機能につい
て学ぶ。

講義
山﨑　亮太
有吉　渉

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

4
病原微生物の分子生物学Ⅳ： 口
腔内の細菌のもつ病原因子につい
て学ぶ。

講義
山﨑　亮太
有吉　渉

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

5
病原微生物の分子生物学V： マイ
クロバイオームの生態と機能につ
いて学ぶ。

講義
山﨑　亮太
有吉　渉

【事前学修】配布資
料の精読 【事後学
修】レポート作成

Moodle
Microsoft 
Teams

6
感染防御の分子生物学Ⅰ： 免疫
学の学習に必要な分子生物学の概
要について学ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】：配布
資料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

7

感染防御の分子生物学Ⅱ： 自然
免疫による異物の認識と抗原排除
に関するメカニズムについて学ぶ
。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

8

感染防御の分子生物学Ⅲ： 体液
性免疫による異物の認識と抗原排
除に関するメカニズムについて学
ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

9

感染防御の分子生物学Ⅳ： 細胞
性免疫による異物の認識と抗原排
除に関するメカニズムについて学
ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

10
感染防御の分子生物学Ⅴ： 唾液
および抗菌物質など、口腔内の感
染防御機構について学ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

11
感染防御の分子生物学Ⅵ： 病因
論に基づいた感染症の診断、予防
、治療について学ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 214117

感染症の分子生物学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 有吉　渉

担当教員
有吉　渉,山﨑　亮太

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

12
感染防御の分子生物学Ⅶ： 炎症
応答におけるインフラマソームの
活性化メカニズムについて学ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読 【事後学
修】レポート作成

Moodle
Microsoft 
Teams

13
炎症性骨破壊Ⅰ： 骨リモデリン
グの制御システムについて学ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

14
炎症性骨破壊Ⅱ： 骨代謝の制御
に関わる様々な免疫調節分子につ
いて学ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読

Moodle
Microsoft 
Teams

15
炎症性骨破壊Ⅲ： 骨免疫学を応
用した炎症性骨吸収に対する治療
アプローチについて学ぶ。

講義
有吉　渉
山﨑　亮太

【事前学修】配布資
料の精読 【事後学
修】レポート作成

Moodle
Microsoft 
Teams



2024年度 科目コード： 215011

臨床研究デザインⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹,唐木　純一

授業の概要

本講義では、臨床研究の基礎的内容を学習し、臨床研究デザインについて理解する。また、各自で考えた診療現
場における疑問に基づいて文献を検索し、選んだ論文を批判的に吟味してプレゼンテーションを行うことで、
Evidence-Based Dentistry(EBD)の実践力を養う。

学生の到達目標

１．診療上の疑問をリサーチクエスチョンにすることができる。２．臨床研究デザインの概略を理解する。３．
適切な臨床研究デザインを選択できる。４．臨床研究論文・構造化抄録の批判的吟味ができる。５．
Evidence-Based Dentistryを実践できる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Evidence-Based Dentistry 
入門

永末書店 医学的研究のデザイン－研
究の質を高める疫学的アプ
ローチ－第3版

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル社

歯科診療に基づく研究・英
語論文執筆ガイド

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の成果物 60%

発表会 40%

その他

開講日程の事前確認：履修希望者は科目責任者に連絡し、講義日程を事前に確認した上で履修届を提出してくだ
さい。【オフィスアワー】講義の前後、またはメールにて随時受付。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
臨床研究とEBD：臨床研究とEBDの
関係について学び、臨床研究の全
体像を理解する。

講義 角舘　直樹
予習：EBDの定義復
習：エビデンスレベ
ル

３１２講義
室



2024年度 科目コード： 215011

臨床研究デザインⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
研究デザイン：各種の臨床研究デ
ザインについて学び、その利点と
欠点について理解する。

講義 角舘　直樹

予習：研究デザイン
復習：横断研究、症
例対照研究、コホー
ト研究、ランダム化
比較試験

３１２講義
室

3
臨床研究におけるバイアスについ
て：バイアスについて学び、主に
3大バイアスについて理解する。

講義 角舘　直樹
予習：バイアス復習
：3大バイアス

３１２講義
室

4

批判的吟味①（観察研究）：観察
研究に関する論文の批判的吟味の
方法について理解し、実際に行う
。

講義＋演習 角舘　直樹
予習：課題論文の読
解復習：スクリーニ
ングについて

３１２講義
室

5

批判的吟味②（介入研究）：ラン
ダム化比較試験（RCT）に関する
論文の批判的吟味の方法について
理解し、実際に行う。

講義＋演習 角舘　直樹
予習：課題論文の読
解復習：RCT論文の
批判的吟味

３１２講義
室

6
臨床研究論文・構造化抄録の読み
方：臨床研究論文の構成および構
造化抄録の読解方法を学ぶ。

講義 角舘　直樹
予習：論文の構成復
習：論文読解のポイ
ント

３１２講義
室

7

システマティックレビュー・メタ
アナリシス・診療ガイドライン：
データ統合型研究・診療ガイドラ
インの詳細について学び、その評
価方法について理解する。

講義＋演習 角舘　直樹
予習：システマティ
ックレビュー復習：
メタアナリシス

３１２講義
室

8

批判的吟味③（システマティック
レビュー・メタアナリシス）：シ
ステマティックレビュー・メタア
ナリシスに関する論文の批判的吟
味の方法について理解し、実際に
行う。

講義＋演習 角舘　直樹
予習：課題論文の読
解復習：論文の批判
的吟味方法

３１２講義
室

9
診療上の疑問の定式化：各自のリ
サーチクエスチョンをPICOのフォ
ーマットを用いて定式化する。

講義＋演習 角舘　直樹
予習：疑問の定式化
復習：PICOを用いた
定式化

３１２講義
室

10

情報検索演習①：文献検索方法に
ついて学び、PICOに基づいて実際
にPubMed等を用いて文献検索する
。

講義＋演習 角舘　直樹

予習：文献検索方法
について復習：
PubMed、医中誌を用
いた検索

コンピュー
タ演習室



2024年度 科目コード： 215011

臨床研究デザインⅠ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11

情報検索演習②：Cochrane 
Library, Mindsを用いて、システ
マティックレビューや診療ガイド
ラインを検索する。

講義＋演習 角舘　直樹

予習：Cochrane 
Library/Minds復習
：システマティック
レビュー・診療ガイ
ドライン

コンピュー
タ演習室

12
情報検索演習③：PubMed等を用い
て、受講者自身の診療上の疑問に
基づいて文献検索する。

演習 角舘　直樹

予習：文献検索方法
について復習：文献
検索結果のまとめを
作成

コンピュー
タ演習室

13

プレゼンテーションスライド作成
：各自で選んで批判的吟味した論
文についてスライドを作成し、発
表資料を作成し、質疑応答を行う
。

演習 角舘　直樹
予習：発表資料の作
成復習：発表資料の
修正

３１２講義
室

14
論文の批判的吟味発表会①：各自
で検索した論文を読解して批判的
吟味をした結果を発表する。

演習
角舘　直樹
唐木　純一

予習：発表用スライ
ド準備復習：スライ
ド修正

３１２講義
室

15
論文の批判的吟味発表会②：各自
で検索した論文を読解して批判的
吟味をした結果を発表する。

演習
角舘　直樹
唐木　純一

予習：発表用スライ
ド準備復習：スライ
ド修正

３１２講義
室



2024年度 科目コード： 215012

臨床研究デザインⅡ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹,唐木　純一

授業の概要

本講義では、臨床研究の専門的な知識および臨床研究を実践する上での応用力を養う。また演習では診療現場に
おける実際の疑問に基づいて研究をデザインし、プロトコールを作成するための能力を養う。最後に研究プロト
コールの発表会を行う。

学生の到達目標

１．臨床疫学研究の計画から実施までの流れを理解できる。２．各自の診療上の疑問を定式化することができる
。３．研究デザインを立案できる。４．基本的な統計学的分析方法を理解できる。 ５．研究プロトコールを作成
することができる。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

Evidence-Based Dentistry 
入門

永末書店 医学的研究のデザイン－研
究の質を高める疫学的アプ
ローチ－第3版

メディカル
サイエンス
インターナ
ショナル社

歯科診療に基づく研究・英
語論文執筆ガイド

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

演習の成果物 60%

発表会 40%

その他

開講日程の事前確認：履修希望者は科目責任者に連絡し、講義日程を事前に確認した上で履修届を提出してくだ
さい。【オフィスアワー】講義の前後、またはメールにて随時受付。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

疑問の定式化：各自の診療上の疑
問を用いてPICOのフォーマットを
用いて定式化することの意義を学
び、実践する。

講義 角舘　直樹
予習：PICOについて
復習：Finerチェッ
クについて

３１２講義
室



2024年度 科目コード： 215012

臨床研究デザインⅡ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

2
バイアスの制御①：情報バイアス
、選択バイアスなどについて理解
し、その対処法を学ぶ。

講義＋演習 角舘　直樹

予習：研究デザイン
復習：情報バイアス
と選択バイアスの制
御方法

３１２講義
室

3
バイアスの制御②：交絡バイアス
について理解し、それを制御する
方法について学ぶ。

講義＋演習 角舘　直樹
予習：交絡バイアス
復習：交絡バイアス
の制御方法

３１２講義
室

4
概念モデルの作成：第３の因子に
ついて学び、自らの仮説に基づい
て概念モデルを作成する。

講義＋演習 角舘　直樹
予習：概念モデル復
習：概念モデルの作
成

３１２講義
室

5
研究デザインの立案①：自らの臨
床上の疑問を解決するために適切
な臨床研究デザインを選択する。

演習 角舘　直樹

予習：臨床研究デザ
イン復習：各種の研
究デザインの利点・
欠点

３１２講義
室

6

研究デザインの立案②：自らの臨
床上の疑問を解決するために臨床
研究をデザインを立案・計画する
。

演習 角舘　直樹

予習：臨床研究デザ
イン復習：各種の研
究デザインの利点・
欠点

３１２講義
室

7
文献検索演習①：文献検索方法に
ついて理解し、各自のPICOを基に
文献検索する。

演習 角舘　直樹
予習：文献検索方法
復習：PubMed、医中
誌、Mindsの検索

３１２講義
室
コンピュー
タ演習室

8
文献検索演習②：文献検索方法に
ついて理解し、各自のPICOを基に
文献検索する。

演習 角舘　直樹
予習：文献検索方法
復習：PubMed、医中
誌、Mindsの検索

３１２講義
室
コンピュー
タ演習室

9

質問票の作成/研究計画書の倫理
委員会への申請：質問票の作り方
を学び、実際に各自の質問項目を
考える。また、研究計画書の作成
方法・疫学研究における医療倫理
について学び、実際に倫理委員会
への書類提出のプロセスについて
理解する。

講義＋演習 角舘　直樹

予習：質問紙調査、
各種倫理指針・利益
相反等復習：質問票
の作成、倫理委員会
提出のプロセス

３１２講義
室

10
統計解析の基本①：データの種類
と取扱い方について学び、相関に
ついて学習する。

講義 角舘　直樹
予習：データの種類
について復習：相関
について

３１２講義
室



2024年度 科目コード： 215012

臨床研究デザインⅡ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～4 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 角舘　直樹

担当教員
角舘　直樹,唐木　純一

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

11
統計解析の基本②：仮説検定の方
法について学び、カイ2乗検定お
よびt検定について学習する。

講義＋演習 角舘　直樹
予習：仮説検定につ
いて復習：カイ2乗
検定、t検定

３１２講義
室

12

統計解析の基本③：多変量解析、
生存分析をはじめとする様々な統
計学的分析方法について学習する
。

講義 角舘　直樹

予習: 多変量解析、
生存分析について復
習：各種の統計学的
分析方法について

３１２講義
室

13

プレゼンテーションスライド作成
：各自で作成した研究計画につい
てプレゼンテーションの準備を行
う。

演習 角舘　直樹
予習：発表用スライ
ド準備復習：スライ
ド修正

３１２講義
室

14
研究プロトコール最終発表会①：
各自で作成した研究計画について
プレゼンテーションを行う。

演習
角舘　直樹
唐木　純一

予習：発表用スライ
ド準備復習：スライ
ド修正

３１２講義
室

15
研究プロトコール最終発表会②：
各自で作成した研究計画について
プレゼンテーションを行う。

演習
角舘　直樹
唐木　純一

予習：発表用スライ
ド準備復習：スライ
ド修正

３１２講義
室



2024年度 科目コード： 215013

高齢期歯科疾患概論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 唐木　純一

担当教員
唐木　純一,久保田　潤平,多田　葉子,磯部　彩香

授業の概要

高齢期歯科疾患概論1（講義・演習）では、高齢者の身体的・社会的・精神的特徴について理解し、現在高齢者を
取り巻く医療・介護制度についての把握をする。また、高齢期における歯科疾患の特徴を把握したうえで、口腔
環境改善を通じた健康増進の観点から高齢者支援の知識を養う。

学生の到達目標

１．高齢者の身体的な変化と口腔領域の老化を理解する。
２．高齢者を取り巻く社会状況、医療・介護制度について理解する。
３．高齢期に多い歯科疾患を理解する。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

教科書は特に用いず、講義
・演習プリントを配布する
。各自の必要性に応じて参
考書を購入すればよいが、
どの参考書がよいか分から
ないときは随時相談に応じ
る。

老年医学への招待 中村重信 南山堂

高齢者歯科ガイドブック
植松宏・渡
邉誠・稲葉
繁

医歯薬出版

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート・成果物 0%

その他

随時学習相談に対応する。本科目は大学間連携共同教育推進事業科目に設定されている。複数大学の学生が受講
する可能性が高いため、状況に応じて対面講義と遠隔講義（zoom,teams,オンデマンド）のいずれかを行う。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

１ 高齢者医療を取り巻く現状① 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

少子高齢化の進行と
課題



2024年度 科目コード： 215013

高齢期歯科疾患概論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 唐木　純一

担当教員
唐木　純一,久保田　潤平,多田　葉子,磯部　彩香

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

２ 高齢者医療を取り巻く現状② 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

高齢者医療制度

３ 高齢者医療を取り巻く現状③ 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

終末期医療

４ 高齢者に多い口腔内疾患の特徴① 講義

唐木　純一
多田　葉子
磯部　彩香
久保田　潤平

バイオフィルム

５ 高齢者に多い口腔内疾患の特徴② 講義

唐木　純一
多田　葉子
磯部　彩香
久保田　潤平

口腔乾燥症

６ 高齢者に多い口腔内疾患の特徴③ 講義

唐木　純一
多田　葉子
磯部　彩香
久保田　潤平

機能的口腔ケア

７ 口腔衛生管理と感染症① 講義

多田　葉子
磯部　彩香
久保田　潤平
唐木　純一

口腔機能

８ 口腔衛生管理と感染症② 講義

久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香
唐木　純一

口腔機能向上

９ 口腔衛生管理と感染症③ 講義

久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香
唐木　純一

歯周病

１０ 要介護高齢者の訪問歯科診療① 講義

多田　葉子
磯部　彩香
唐木　純一
久保田　潤平

介護度

１１ 要介護高齢者の訪問歯科診療② 講義

多田　葉子
磯部　彩香
唐木　純一
久保田　潤平

介護老人福祉施設

１２ 要介護高齢者の訪問歯科診療③ 講義

多田　葉子
磯部　彩香
唐木　純一
久保田　潤平

栄養摂取方法



2024年度 科目コード： 215013

高齢期歯科疾患概論Ⅰ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 唐木　純一

担当教員
唐木　純一,久保田　潤平,多田　葉子,磯部　彩香

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

１３
口腔内の環境に関する基礎知識と
口腔ケア①

講義・演習

唐木　純一
磯部　彩香
多田　葉子
久保田　潤平

う蝕

１４
口腔内の環境に関する基礎知識と
口腔ケア②

講義・演習

唐木　純一
磯部　彩香
多田　葉子
久保田　潤平

誤嚥性肺炎

１５
学際領域としての高齢者医療に対
するアプローチ③

講義・演習

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

QOL(Quality of 
Life)



2024年度 科目コード： 215014

高齢期歯科疾患概論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 唐木　純一

担当教員
唐木　純一,久保田　潤平,多田　葉子,磯部　彩香

授業の概要

高齢期歯科疾患概論2では、高齢期における歯科疾患の特徴と全身状態との関連について把握するとともに、高齢
者歯科医学の隣接分野や患者報告型アウトカムについて学ぶことで、健康増進の観点から高齢者支援の知識を養
うことを目的とする。

学生の到達目標

1.高齢期に多く見られる口腔関連疾患について理解する。
2 高齢者歯科医療分野における患者報告型アウトカム、QOLの重要性について理解する。
3.高齢者歯科医学の隣接分野の知識を得る。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

教科書は特に用いず、講義
・演習プリントを配布する
。各自の必要性に応じて参
考書を購入すればよいが、
どの参考書がよいか分から
ないときは随時相談に応じ
る。

高齢者歯科ガイドブック 中村重信 南山堂

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート・成果物 100%

その他

随時学習相談に対応する。本科目は大学間連携共同教育推進事業科目に設定されている。複数大学の学生が受講
する可能性が高いため、状況に応じて対面講義と遠隔講義（zoom,teams,オンデマンド）のいずれかを行う。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

１ 高齢者医療に関する保険制度① 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

介護保険制度 その他

２ 高齢者医療に関する保険制度② 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

医療保険制度 その他



2024年度 科目コード： 215014

高齢期歯科疾患概論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 唐木　純一

担当教員
唐木　純一,久保田　潤平,多田　葉子,磯部　彩香

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

３
QOL（生活の質）とPRO(患者報告
型アウトカム)①

講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

健康関連QOL その他

４
QOL（生活の質）とPRO(患者報告
型アウトカム)②

講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

患者報告型アウトカ
ム

その他

５ 認知症① 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

中核症状 その他

６ 認知症② 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

周辺症状 その他

７ 災害と歯科① 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

DMAT その他

８ 災害と歯科② 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

災害拠点病院 その他

９ 災害と歯科③ 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

広域災害救急医療情
報システム

その他

１０ 摂食嚥下障害と誤嚥性肺炎① 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

摂食嚥下障害のスク
リーニング検査

その他

１１ 摂食嚥下障害と誤嚥性肺炎② 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

間接訓練 その他

１２ 摂食嚥下障害と誤嚥性肺炎③ 講義

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

直接訓練 その他

１３ 高齢者の臨床評価① 講義・演習

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

臨床評価 その他



2024年度 科目コード： 215014

高齢期歯科疾患概論Ⅱ
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～3 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講・演 時間数 30 単位数 2

科目責任者 唐木　純一

担当教員
唐木　純一,久保田　潤平,多田　葉子,磯部　彩香

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

１４ 高齢者の臨床評価② 講義・演習

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

臨床評価 その他

１５
学際領域としての高齢者医療に対
するアプローチ

講義・演習

唐木　純一
久保田　潤平
多田　葉子
磯部　彩香

高齢者医療の問題点 その他



2024年度 科目コード： 215021

高分子物性論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 後期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)望月　慎一

担当教員
(非)望月　慎一

授業の概要

タンパク質などの生体高分子や医療材料につかわれるシリコンなどの合成高分子の理解に不可欠な高分子物性の
基礎に関して学ぶ。

学生の到達目標

医療分野で使われるプラスチック材料の理解に、必要な高分子の性質の基礎について、分子量、結晶化、レオロ
ジー、散乱に関して理解をする。

参考書
タイトル 著者 出版社

基礎高分子科学(2006, 
ISBN 978-4-8079-0635-2)

高分子学会
東京化学同
人

高分子の物理学(1994, 
ISBN 978-4-7853-2056-0)

田中文彦 裳華房

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 100%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 高分子とは 講義

2 分子鎖の形態 講義

3 高分子のコンフィギュレーション 講義

4 高分子のコンフォメーション 講義

5 結晶化状態 講義

6 一次結晶化 講義

7 二次結晶化 講義

8 エントロピー弾性力 講義

9 粘弾性 講義

10 誘電性 講義

11 界面物性 講義

12 高分子と散乱　I 講義

13 高分子と散乱　II 講義

14 高分子と散乱　III 講義

15 まとめ 講義



2024年度 科目コード： 215022

生体材料論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)中澤　浩二

担当教員
(非)中澤　浩二

授業の概要

生体材料は、医療器具、再生医療、人工臓器、細胞培養などのライフサイエンス分野において欠くことのできな
い材料である。本講義では、生体材料として利用される材料の種類とその特徴、生体材料に求められる条件、さ
らには材料と生体間で起こる反応について理解する

学生の到達目標

１．生体材料の特徴と必要条件を理解する。２．材料と生体間で起こる反応を理解する。３．生体材料の設計や
開発に必要な知識を修得する。４．生体材料の開発に関する近年の動向を知る。５．生体適合性を高めるための
方針やアイデアを提案できる。

参考書
タイトル 著者 出版社

新版ヴィジュアルでわかる
バイオマテリアル(2011, 
ISBN 978-4-7809-0845-9)

古薗勉・岡
田正弘

秀潤社

先端バイオマテリアルハン
ドブック(2012, ISBN 
978-4-86469-003-4)

秋吉一成・
石原一彦・
山岡哲二監
修

NTS

成績評価方法・基準
評価項目 割合

積極的な授業参加 30%

レポート 70%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 バイオマテリアルとは 講義

2 バイオマテリアルの必要条件 講義

3 生体適合性 講義

4 異物反応 講義

5 マテリアルと生体反応 講義

6 マテリアルの界面設計 講義

7 安全性試験 講義

8 金属 講義

9 セラミックス 講義

10 高分子 講義

11 天然高分子 講義

12 プレゼンと討論 1 （前半組） 講義



2024年度 科目コード： 215022

生体材料論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)中澤　浩二

担当教員
(非)中澤　浩二

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

13 プレゼンと討論 2 （後半組） 講義

14 総合討論 講義

15 まとめ 講義



2024年度 科目コード： 215031

物理化学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)竹中　繁織

担当教員
(非)竹中　繁織

授業の概要

学部で習得した物理化学に関する知識をさらに発展させ物理化学の応用について講義する。学年に応じてトピッ
ク的な主題を取り上げ、基礎から応用まで講義する。

学生の到達目標

①熱力学を理解できる。②動力学を理解できる。③化学平衡を理解できる。④量子化学を理解できる。⑤統計熱
力学を理解できる。⑥電気化学を理解できる。⑦群論を理解できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

関連資料を事前に配布する

成績評価方法・基準
評価項目 割合

授業中の小テスト・試験 100%

その他
学習相談：竹中繁織：月～金12:00～13:00・16:30～18:00

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 気体と熱力学第零法則 講義 文献、参考書予習

2 熱力学第一法則 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

3 熱力学第二法則と第三法則 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

4
自由エネルギーと化学ポテンシャ
ル

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

5 化学平衡 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

6 一成分系･多成分系における平衡 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習



2024年度 科目コード： 215031

物理化学概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 (非)竹中　繁織

担当教員
(非)竹中　繁織

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

7 電気化学とイオン溶液 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

8 量子力学入門 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

9
量子力学の適用－モデル系と水素
原子－

講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

10 原子と分子 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

11 量子力学における対称性 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

12 回転分光学と振動分光学 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

13 統計熱力学 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

14 気体分子運動論 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習

15 反応速度論 講義
講義・演習の復習と
次回講義部分の予習



2024年度 科目コード： 215032

生体力学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 32 単位数 2

科目責任者 (非)山田　宏

担当教員
(非)山田　宏

授業の概要

身体各部は内外で生じる力を受けており、その機能や挙動の一部は力学的現象である。生体現象と力学的因子と
の関係の解明は工学的観点から健康増進や障害・疾病の予防を支援する第一歩となる。本講義では筋骨格系等に
おける生体組織の力学特性と工学的アプローチの習得のため、固体力学の立場から生体の構造、機能と応答を評
価・解析する方法論を教授する。

学生の到達目標

１．バイオメカニクスの概要と関連分野を説明できる。 ２．ニュートン力学の理論に基づいて筋骨格系に働く力
を計算できる。 ３．材料力学の考え方に基づいて骨や歯の力学特性や応力状態を説明できる。 ４．粘弾性理論
に基づいて生体軟組織の応力緩和やクリープ変形を説明できる。 ５．連続体力学の考え方に基づいて生体軟組織
の大変形を説明できる。 ６．組織と細胞の材料力学試験と有限要素法による応力・ひずみ解析の方法を説明でき
る。

テキスト 参考書
タイトル 著者 出版社 タイトル 著者 出版社

力学の基礎とバイオメカニ
クス

山田宏 コロナ社

講義内で紹介する

成績評価方法・基準
評価項目 割合

各回の講義の中で課す小課題 40%

調査学習の発表・レポート 60%

その他

学生相談：随時 遠隔授業を受講可能。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
バイオメカニクスの概要と関連分
野

講義 文献、参考書予習

2 無重量状態での身体の力学的状態 講義 講義・演習の予復習

3 静止状態で筋骨格系に働く力 講義 講義・演習の予復習

4 硬組織の微小変形 講義 講義・演習の予復習

5
骨や歯の力学特性（正常・修復状
態）

講義 講義・演習の予復習



2024年度 科目コード： 215032

生体力学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1～2 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 32 単位数 2

科目責任者 (非)山田　宏

担当教員
(非)山田　宏

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

6 軟組織の粘弾性特性 講義 講義・演習の予復習

7 調査学習（範囲：第１～６回） 演習 調査の準備と復習

8
調査学習の発表（範囲：第１～６
回）

演習 調査の準備と復習

9
能動的収縮力を発揮する骨格筋の
力学特性

講義 講義・演習の予復習

10 軟組織の大変形 講義 講義・演習の予復習

11
心臓・血管の力学特性１（生理的
機能）

講義 講義・演習の予復習

12
心臓・血管の力学特性２（加齢・
病変）

講義 講義・演習の予復習

13
衝撃を受ける生体組織の動的力学
特性

講義 講義・演習の予復習

14
組織・細胞の材料力学試験と有限
要素解析

講義 講義・演習の予復習

15 調査学習（範囲：第９～14回） 演習 調査の準備と復習

16
調査学習の発表（範囲：第９～14
回）

演習 調査の準備と復習



2024年度 科目コード： 215041

産業医学研究基盤コース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 （非）久岡　正典

担当教員
(非)久岡　正典

授業の概要

産業医学研究を進めるにあたって、医学倫理・研究倫理、研究における利益相反、疫学・統計学基礎、英語論文
作成方法等の基盤的な専門知識と技能、ならびに、研究を企画・遂行できる能力を修得する。
学術的意義、新規性、創造性等を有する研究について、倫理性を備えて企画・推進・実施することを目標とし、
その基盤を構築する。

学生の到達目標

１．大学院の使命を論じることができる。 
２．トランスレーショナルリサーチについて説明できる。 
３．医学倫理・研究倫理について説明できる。
４．研究における利益相反について説明できる。 
５．産業医学研究における疫学の手法について説明できる。
６．基本的な統計学的手法を使うことができる。
７．論文投稿・発表の倫理について説明できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

講義の中で必要に応じ紹介
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表等 60%

討論等 20%

レポート等 20%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 大学院の使命 講義 -

2 医学研究法 講義 -

3
トランスレーショナルリサーチ　
１

講義 -

4
トランスレーショナルリサーチ　
２

講義 -

5 医学研究の倫理 講義 -

6 研究における利益相反 講義 -

7 研究デザイン 講義 -



2024年度 科目コード： 215041

産業医学研究基盤コース
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 （非）久岡　正典

担当教員
(非)久岡　正典

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

8 統計学 講義 -

9
組織形態学観察法についての基礎
知識

講義 -

10 英語論文作成手法 講義 -

11 論文投稿・発表の倫理 講義 -

12 研究用微生物の取り扱い 講義 -

13 遺伝子組換え実験講習会 講義 -

14 動物実験を行う上での基礎知識 講義 -

15
放射線及びラジオアイソトープの
取り扱い

講義 -



2024年度 科目コード： 215042

医学研究概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 （非）久岡　正典

担当教員
(非)久岡　正典

授業の概要

各専門領域における最新の医学研究（基礎医学や臨床医学）の基盤的な専門知識と技能、ならびに、研究を企画
・遂行できる能力を修得し、研究を進めるにあたっての必要なリサーチマインドの熟成を目指す。
学術的意義、新規性、創造性等を有する研究について、高度な水準にある研究成果を論理的に説明て�‹きること、
および、倫理性を備えて企画・推進・実施することを目標とし、その基盤を構築する。

学生の到達目標

１．医学研究の目的や意義について説明できる。
２．最新の医学研究の動向について理解する。
３．医学研究の特徴と様々な方法について学び、研究の基本的なプロセスを理解する。
４．医学研究を行うにあたっての倫理的配慮および社会的責務について理解する。
５．実際の研究方法について、具体例を通じて理解する。 
６．研究計画書の書き方を理解する。
７．研究成果を論理的に説明て�‹きる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

講義の中で必要に応じ紹介
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

発表等 60%

討論等 20%

レポート等 20%

その他
※　所属講座の教員の指導のもと、15コマを選択し受講すること。

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1
構造形態と組織構造（第１解剖学
）

講義 -

2
機能形態と細胞構造（第２解剖学
）

講義 -



2024年度 科目コード： 215042

医学研究概論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 30 単位数 2

科目責任者 （非）久岡　正典

担当教員
(非)久岡　正典

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3 法医診断学概論（法医学） 講義 -

4 分子生物学概論（分子生物学） 講義 -

5 統合の生理機構（第１生理学） 講義 -

6 分子標的薬（薬理学） 講義 -

7
生体防御と認識機構（免疫学・寄
生虫学）

講義 -

8
神経疾患の分子生物学（神経内科
学）

講義 -

9 臨床免疫学（第１内科学） 講義 -

10 病態病理学（第１病理学） 講義 -

11 感染病態学（微生物学） 講義 -

12 臓器障害学概論（第１外科学） 講義 -

13 臓器障害学概論（第２外科学） 講義 -

14
運動器の機能と障害（整形外科学
）

講義 -

28
運動器障害学概論（リハビリテー
ション医学）

講義 -

15 消化器障害（第３内科学） 講義 -

16 皮膚病態学（皮膚科学） 講義 -

17 尿路機能異常（泌尿器科学） 講義 -

18 仮説提示の重要性（第２内科学） 講義 -

19
医用画像から得られる最新生体情
報（放射線科学）

講義 -

20 びまん性肺疾患（呼吸器内科学） 講義 -

21 脳腫瘍学（脳神経外科学） 講義 -

22
遺伝子診断と遺伝カウンセリング
（眼科学）

講義 -

23
感音難聴の治療開発（耳鼻咽喉科
・頭頸部外科学）

講義 -

24
麻酔と患者転帰について（麻酔科
学）

講義 -

25
産婦人科癌の病因について（産科
婦人科学）

講義 -

26
小児感染症と宿主遺伝要因（小児
科学）

講義 -



2024年度 科目コード： 215043

人間工学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 16 単位数 1

科目責任者 (非)榎原　毅

担当教員
(非)榎原　毅

授業の概要

人間工学を応用し、付加価値を高めるためのものづくりに関する最新知見を学ぶ。近年注目されているシステム
ズ・アプローチによる設計思想の基礎から、人間工学評価と対策立案までを身につける。また、オープンイノベ
ーション・ワークショップ「エルゴノミクソン」を体験し、人間�½学による設計	� 法・課題解決手法を体得する
。

学生の到達目標

１．人間工学で知っておくべきものづくりの知識を概説できる。
２．人間中心設計・UXデザインの知識を概説し、その応用ができる。
３．人の生理学的測定・評価について説明できる。
４．ヒューマンエラーについて、その評価方法やその低減方法について説明できる。
５．組織人間工学や社会実装科学としての人間工学対策の基本的考え方について説明できる。
６．システムズ・アプローチによる社会課題の解決手法を実践できる。

テキスト
タイトル 著者 出版社

講義の中で必要に応じ紹介
する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

プレゼンテーション内容 40%

討議への参加度 20%

課題レポート 40%

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1 ものづくりに生かす人間工学 講義 -

2
システムズ・アプローチとHuman 
Centered Design

講義 -

3
コト・経験のデザイン（UXデザイ
ン）と行動変容理論

講義 -

4
人間工学評価１：人間工学で知っ
ておくべき生理学的知識

講義 -

5
人間工学評価２：ヒューマンエラ
ーの評価と対策

講義 -



2024年度 科目コード： 215043

人間工学特論
開講学科 歯学専攻 開講年次 1 年 開講期 前期

必修/選択 選択 授業方法 講義 時間数 16 単位数 1

科目責任者 (非)榎原　毅

担当教員
(非)榎原　毅

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

6
人間工学対策１：座位行動の人間
工学対策

講義 -

7
人間工学対策２：組織人間工学と
夜勤交代勤務

講義 -

8
エルゴノミクソン・ワークショッ
プ：社会課題の解決手法をまなぶ

講義・演習 -



2024年度 科目コード： 221001

生命・医療倫理学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1年 開講期 前期

必修/選択 必修 授業方法 講・演 時間数 16 単位数 1

科目責任者 秋房　住郎

担当教員
秋房　住郎,邵 仁浩,中道　敦子,辻澤　利行

授業の概要

研究を遂行するにあたって必要となるヒトおよび実験動物等に対する倫理の実際と理論について講義する。保健
医療福祉に関する倫理にかかる諸概念を講義する。また、歯科衛生士の職業倫理について講義する。

学生の到達目標

１．生命科学研究における倫理について説明できる。
２．臨床研究における倫理について説明できる。
３．医療人として涵養すべき倫理について説明できる。 
４．歯科衛生士の倫理問題について説明できる。
５．法令で規定する臨床試験の実施基準を理解する。

成績評価方法・基準
評価項目 割合

レポート 60%

演習課題 40%

その他
学生相談：随時

授業計画
回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

1

医療人が涵養すべき医の倫理に関
する基本的知識と態度
医療人が涵養すべき医の倫理に関
する基本的知識と態度について、
国の指針等を踏まえながら学習す
る。
関する基本的知識と態度

講義
(Teams, 
Moodle)

邵 仁浩

事前：医療倫理に関
する国の指針
事後：事後レポート
の提出

2

人間を対象とした研究で、疫学研
究および臨床研究（臨床試験を含
む）に係る法令・指針
医療法や医薬品医療機器等法に加
え、人間を対象とした疫学研究お
よび臨床研究については、国から
各種指針が示されており、それら
を踏まえ学習する。

講義
(Teams, 
Moodle)

邵 仁浩

事前：疫学研究およ
び臨床研究の国の指
針
事後：事後レポート
の提出



2024年度 科目コード： 221001

生命・医療倫理学
開講学科 歯学専攻 開講年次 1年 開講期 前期

必修/選択 必修 授業方法 講・演 時間数 16 単位数 1

科目責任者 秋房　住郎

担当教員
秋房　住郎,邵 仁浩,中道　敦子,辻澤　利行

回 学修内容 授業方法 担当教員 事前・事後学修課題 講義室等

3

動物を用いた実験研究を遂行する
にあたり関連する法律・指針
動物を用いた実験研究を遂行する
にあたり、動物愛護に関連する法
律・指針等とこれらの精神に基づ
く3Rの考え方について学修する。
さらに、動物実験における感染症
対策や国外における近年の傾向に
ついても学ぶ。

講義
(Teams, 
Moodle)

辻澤　利行

事前：動物実験研究
の国の指針
事後：事後レポート
の提出

4

遺伝子実験を遂行するにあたり関
連する法律・指針
遺伝子実験にかかる法令・指針に
ついて学修する。

講義
(Teams, 
Moodle)

辻澤　利行

事前：遺伝子実験研
究の国の指針
事後：事後レポート
の提出

5

歯科衛生士が臨床や保健活動で会
得しておくべき倫理観について、
その理論と実際　
歯科衛生士が歯科医療の臨床およ
び歯科保健活動で会得しておくべ
き倫理観について、その理論と実
際について講義する。また歯科衛
生士の倫理規範、守秘義務、法的
義務についても学習する。

講義
(Teams, 
Moodle)

中道　敦子

事前：歯科衛生士の
倫理綱領
事後：事後レポート
の提出

6

保健・福祉に係る倫理についての
理論と社会的通念の比較を通して
、歯科衛生士としてのあるべき姿　
保健・福祉に係る倫理についての
理論に基づき、医療人として求め
られる歯科衛生士としてのあるべ
き姿を学習する。

遠隔授業
(Teams, 
Moodle)

中道　敦子

事前：医療倫理の4
分割、ケアの倫理
事後：事後レポート
の提出

7

倫理申請の実際１（申請書の作成
）　
ヒトおよび動物を用いた研究を行
うのに必要な倫理申請の実際につ
いて、九州歯科大学倫理審査の様
式を用いて作成する。

演習
(Teams, 
Moodle)

秋房　住郎

事前：九州歯科大学
の倫理審査申請の様
式
事後：倫理審査申請
書の作成


